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はじめに 

 生物学教育部会は神戸大学の生物学に関連する分野の研究科・研究センター等に所

属する教員約 50 名から構成され、基礎教養科目、総合教養科目、共通専門基礎科目の

合計 26 科目を提供している。急速な発展を続ける生物学の分野においては、教育に携

わる大学教員にとっても常に情報をアップデートが要求されるとともに、感染症パン

デミックなどの社会情勢に応じて関連分野を講述するなど、これから社会に出る大学

生に対してどのような教育を行うべきかを短いスパンで検討する必要がある。 

 生物学教育部会では 2013 年度に一回目の外部評価を行い、改善を要する点の指摘を

受けた。多くの指摘事項に対しては 2016 年度の大学全体の教育改革のタイミングに合

わせて、カリキュラムの再編などを通じて改善したものと考えている。一方で、全学

共通科目としての共通性などには新たな課題が有るものと考えられる。また、新型コ

ロナウィルス感染症のパンデミック下では、授業の実施方法に関しても様々な新規の

取り組みを行う必要があった。 

この自己評価報告書では、生物教育部会の現状と問題点を多方面からまとめたつも

りである。学外の第三者による外部評価を頂くことにより、神戸大学における生物学

教育ならびに全学共通教育の向上につなげる所存である。 

 

生物学教育部会 

部会長  源  利文 
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第１章 共通教育の目的 

 

1.1 神戸大学の教育目標 

 

神戸大学は，「開放的で国際性に富む固有の文化の下，『真摯・自由・協同』の精神を発

揮し，人類社会に貢献するため，普遍的価値を有する『知』を創造するとともに，人間

性豊かな指導的人材を育成」することをその使命としている。この使命を達成するため、

以下に示す神戸大学教育憲章を制定し、そこに示される 4つの教育目的を目指して教育

を行っている。 

 

神戸大学教育憲章 

 

 神戸大学は、国が設置した高等教育機関として、その固有の使命と社会的・歴史

的・地域的役割を認識し、国民から負託された責務を遂行するために、ここに神戸大

学教育憲章を定める。 

 

(教育理念) 

1 神戸大学は、学問の発展、人類の幸福、地球環境の保全及び世界の平和に貢献する

ために、学部及び大学院で国際的に卓越した教育を提供することを基本理念とする。 

 

(教育原理) 

2 神戸大学は、学生が個人的及び社会的目標の実現に向けて、その潜在能力を最大

限に発揮できるよう、学生の自主性及び自律性を尊重し、個性と多様性を重視した教

育を行うことを基本原理とする。 

 

(教育目的) 

3 神戸大学は、教育理念と教育原理に基づき、国際都市のもつ開放的な地域の特性

を活かしながら、次のような教育を行う。 

 

(1) 人間性の教育: 高い倫理性を有し、知性、理性及び感性の調和した教養豊かな

人間の育成 

(2) 創造性の教育: 伝統的な思考や方法を批判的に継承しつつ、自ら課題を設定し、

創造的に解決できる能力を身につけた人間の育成 

(3) 国際性の教育:多様な価値観を尊重し、異文化に対する深い理解力を有し、コミ

ュニケーション能力に優れた人間の育成 
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(4) 専門性の教育:それぞれの職業や学問分野において指導的役割を担うことので

きる、深い学識と高度な専門技能を備えた人間の育成 

(教育体制) 

4 神戸大学は、教育理念と教育原理に基づき、その教育目的を達成するために、全学

的な責任体制の下で学部及び大学院の教育を行う。 

 

(教育評価) 

5 神戸大学は、教育理念と教育原理が実現され、教育目的が達成されているかどう

かを不断に点検・評価し、その改善に努める。 

 

1.2 神戸大学の全学共通教育 

 

1.2.1 全学共通教育の目的・組織体制 

 

神戸大学は、「学理と実際の調和」という開学以来の教育方針の下、教育憲章に示さ

れた「人間性」「創造性」「国際性」「専門性」を高める教育を実施するとともに、

各 学部がグローバル化に対応した様々な教育プログラムを開発してきた。このよう

なプログラムに参加する学生だけではなく、全ての学生を、自ら地球的課題を発見し

その解決にリーダーシップを発揮できる人材へと育成することが学士課程の課題であ

る。そこで、全学部学生を対象とする教養教育において、神戸大学の学生が卒業時に

身につけるべき共通の能力を「神戸スタンダード」として明示し、その修得を目指

す。 

神戸スタンダード 

・複眼的に思考する能力 

専門分野以外の学問分野について基本的なものの考え方を学ぶことを通して複眼的 

なものの見方を身につける 

・多様性と地球的課題を理解する能力 

多様な文化、思想、価値観を受容するとともに、地球的課題を理解する能力を身に 

つける 

・協働して実践する能力 

専門性や価値観を異にする人々と協働して課題解決にあたるチームワーク力と、困

難を乗り越え目標を追求し続ける力を身につける 

 

 2015 年に改組された大学教育推進機構は、教育担当理事(副学長)を中心とした教

育マネジメント体制の下、大学全体の教育に関する企画・戦略等を検討する役割を担
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う。機構の下には、「大学教育推進本部」、「国際教養教育院」、「国際コミュニケ

ー ションセンター」及び「大学教育研究推進室」が設置され、その中でも国際教養

教育院は、4年間を通じて展開する学士課程全体の教養教育の企画運営を行うため

に、全学共通教育部が改組されて設けられたものである。 

 

 国際教養教育院には、22 の教育部会があり、教養教育部門に 20（情報科学、健

康・スポーツ科学、人間形成と思想、文学と芸術、歴史と文化、人間と社会、法と政

治、経済と社会、数学、物理学、化学、生物学、地球惑星科学、図形科学、応用科学

技術、医学、農学、ESD、データサイエンス、学際）、外国語教育部門に 2つ（外国

語第 I、外国語第 II）の教育部会が配置されている。 

 

 全学共通授業科目として、基礎教養科目、総合教養科目、外国語科目、情報科目、

健康・スポーツ科学、共通専門基礎科目を配置しており、それぞれの学修目標は以下

に示すとおりである。このうち、生物学教育部会が担当しているのは、基礎教養科

目、総合教養科目、共通専門基礎科目である。 

 

1.2.2 全学共通授業科目の学修目標 

 

ここには生物学教育部会に関連する部分のみ抜粋する。全文は神戸大学大学推進機構

国際教養教育院のウェブページ（http://www.iphe.kobe-u.ac.jp/zengaku.htm）に掲

載されている。 

 

基礎教養科目： 

基礎教養科目は、人文系、社会科学系、生命科学系、自然科学系の４つの分野の科目

より開講している科目から、自分が所属する専門分野以外の主要な学問分野につい

て基本的な知識及び「ものの見方」を学び、理解することを目的とし、以下の区分毎

に学修目標を定める。 

 

人文系（略） 

 

社会科学系（略） 

 

生命科学系 

全ての生物にとってかけがえのない〈命〉は、今日の進歩した生命科学技術の下、そ

のメカニズムが新たに解明される一方で、病気などはまだ不明な部分も多い。本分野

では、生命に対する複眼的思考を養うことを目的として、人類を初め地球環境に暮ら
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す多様な生命体の仕組みと、我々が生きていく上で必要な健康管理まで、基礎から臨

床医学までを学ぶ。「生物学」では、生物の多様性、遺伝子、細胞の構造から機能ま

で、生物に関する基本的な知識や考え方を学ぶ。「医学」では、主要な病気の早期発

見や早期治療ができるように、医学に関する基本的な知識や考え方を学ぶ。「保健学」

では、感染症の予防など、体調を管理して病気を防ぐことができるように、保健学に

関する基本的な知識や考え方を学ぶ。「健康科学」では、健康な生活を過ごすために

必要な生活習慣を身につけることができるように、健康科学に関する基本的な知識

や考え方を学ぶ。 

 

自然科学系（略） 

 

総合教養科目： 

総合教養科目は、多文化に対する理解を深め、多分野にまたがる課題を考え、対話型

の講義を取り入れるなどの工夫により、複眼的なものの見方、課題発見力を養成する

ことを目的とし、以下の区分毎に学修目標を定める。 

 

(1)多文化理解（略） 

 

(2)自然界の成り立ち（略） 

 

(3)グローバルイシュー 

社会のグローバル化にともない、わたしたちは、国や地域の境界を越えて地球規模で

の解決が必要なさまざまな課題に直面している。この科目群では、これらの課題につ

いて理解を深め、その解決に指導的役割を果たす人材となるための基礎能力を身に

つけることを目標とする。 

環境問題は、いうまでもなく地球規模の問題であり、自然科学と人文・社会科学の双

方から幅広く接近する必要がある。また、人権、ジェンダー、政治や法制度、経済、

ビジネスなど、わたしたちの生活に直結する問題領域も、いまや一国だけでは対処す

ることが困難であり、地球規模の視点から取り組んでいくことが求められている。さ

らに、エネルギー資源・エネルギー技術や発電技術、都市安全技術などの科学技術の

応用の考え方や社会における応用の実例についても、地球規模の視点から捉えるこ

とで最先端の技術動向を把握することが可能となる。 

 

(4)ＥＳＤ（略） 

 

(5)キャリア科目（略） 
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(6)神戸学（略） 

 

(7)データサイエンス（略） 

 

外国語科目：（略） 

 

情報科目：（略） 

 

健康・スポーツ科学：（略） 

 

共通専門基礎科目： 

専門教育を受けるための準備や導入として、複数の学部に共通する基礎科目を開講

している｡各学部で行われる専門教育では、専門分野ごとそれぞれの性質に合わせ

た系統的そして累積的な知識と技術の修得が不可欠である｡そこで、共通専門基礎

科目では、専門科目を理解し修得するための基礎となる知識や技術を身につけ、基

礎的な理論を理解し、学問的なものの見方を養うことを目標とする｡ 

 

1.2.3 生物学教育部会が担当する全学共通授業科目 

 

 生物学教育部会では、全学共通教育として以下の科目を担当している。講義科目に

ついては第 3 章で、生物学実験については第 4 章でそれぞれ詳述する（科目名の後の

括弧内は年間開講コマ数を示す）。 

 

基礎教養科目（生命科学系・生物学）（各 1単位）： 

 生物学 A（4）、生物学 B（4）、生物学 C（4） 

 

総合教養科目（グローバルイシュー）（各 1単位）： 

地球史における生物の変遷（3）、生物の環境適応（3）、人間活動と地球生態系（2） 

 

共通専門基礎科目（各 1単位）： 

 生物学概論 A1（1）、生物学概論 A2（1）、生物学概論 B1（1）、生物学概論 B2（1）、

生物学概論 C1（1）、生物学概論 C2（1）、生物学概論 D1（1）、生物学概論 D2（1）、生

物学各論 A1（1）、生物学各論 A2（1）、生物学各論 B1（1）、生物学各論 B2（1）、生物

学各論 C1（1）、生物学各論 C2（1）、生物学各論 D1（1）、生物学各論 D2（1）、生物学

各論 E1（1）、生物学各論 E2（1）、生物学実験 1（4）、生物学実験 2（4）  
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第２章 組織・運営体制 

 

2.1 生物学教育部会の沿革 

 

  1992 年 10月 教養部を改組し、大学教育研究センターを設置 

   生物学教科集団発足 

  2005 年 7月  大学教育研究センターを大学教育推進機構に改組 

   生物学教科集団を生物学教育部会に改組 

  2010 年 4月  大学教育推進機構の組織改編 

全学共通教育部のもとに生物学教育部会を配置 

  2015 年 4月  全学共通教育部を改組して国際教養教育院を設立 

生物学教育部会のもとに生物学教育部会を配置 

 

神戸大学では 1994 年に教養部を廃止し、学生の就学指導等を専門学部が 4 年間通じて

行うこととし、各専門学部の教員が大学教育研究センターに兼務することとなった。こ

の組織改編によって、全学共通教育を全学教員が担当することになり、大学教育研究セ

ンターがその調整管理機関として活動したが、各専門学部としては対処の困難な問題も

生じるとともに、全学共通教育として独自の活動の必要性が認識され始めた。そこで

2005 年に大学教育研究センターから大学教育推進機構へ拡充した。2015 年に機構内の

各組織を見直し、従来の全学共通教育部を国際教養教育院へと改組した。そして、2016

年から教育改革のひとつとして、4年間を通じて学ぶ教養教育のカリキュラムを開始し

た。学士課程の学生が卒業時に身につけるべき共通の能力、すなわち「複眼的に思考す

る能力」「多様性と地球的課題を理解する能力」「協働して実践する能力」を、「神戸ス

タンダード」(1.2.1参照)として定め、それらの能力を身につけさせることを目的とし

て、従来、主として 1・2 年次が学習していた教養科目を見直して「基礎教養科目」及

び「総合教養科目」を、また 1・2 年次だけでなく専門分野を学んだ高学年も対象とす

る新たな科目として「高度教養科目」をそれぞれ設け、現在に至っている。 

 

2.2 生物学教育部会の構成 

 

2021 年 10月 1日現在、生物学教育部会は 1 名の理事および各部局所属の 46 名の教員

により構成されている。部局所属教員の所属部局は、人間発達環境学研究科、理学研究

科、保健学研究科、農学研究科の 4研究科を中心に、バイオシグナル研究センター、内

海域環境教育研究センター、研究基盤センター、及び大学教育推進機構の専任教員を含

んでいる。2021 年 10月 1日現在の各部局等からの構成員数の一覧を表 1 に、最近 5 年
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間の部局別構成員数の推移を表 2 に示す。 

 

【表 1】 生物学教育部会の部局別構成員表 

 所属部局等 教 授 准教授 講 師 助 教 合 計 

 （理事） 1 0 0 0 1 

 大学教育推進機構 0 0 0 1 1 

 人間発達環境学研究科 4 1 0 0 5 

 理学研究科 5 6 0 1 12 

 保健学研究科 2 1 0 0 3 

 農学研究科 6 4 0 2 12 

 バイオシグナル研究センター 2 4 0 2 8 

 内海域環境教育研究センター 2 0 1 1 4 

 研究基盤センター 1 0 0 0 1 

 合 計 23 16 1 7 47 

 

【表 2】 生物学教育部会を構成する部局別教員数の推移（最近 5 年間） 

 所属部局等 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

 （理事） 0 0 0 0 1 

 大学教育推進機構 1 1 1 1 1 

 人間発達環境学研究科 4 5 5 5 5 

 理学研究科 14 14 13 12 12 

 保健学研究科 5 5 5 5 3 

 農学研究科 14 14 14 13 12 

 バイオシグナル研究センター 7 7 7 7 8 

 内海域環境教育研究センター 3 3 4 3 4 

 研究基盤センター 1 1 1 1 1 

 先端融合研究環 1 0 0 0 0 

 合 計 50 50 50 47 47 

 

2.3 生物学教育部会の運営 

 

神戸大学の全学共通教育における生物学教育を実施するにあたり、生物学教育部会では
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部会長を中心に、人間発達環境学研究科 1名、理学研究科（バイオシグナル総合研究セ

ンター、内海域環境教育研究センター、研究基盤センター所属の兼務教員を含む）2 名、

保健学研究科 1名、農学研究科 1名、計 5名の幹事により構成される幹事会が全体の統

括・運営にあたり、大学教育推進機構・生物共同研究室に所属する助教 1名がこれを補

佐する体制を取っている。 

部会長は、月に一回開催される国際教養教育委員会に出席するとともに、現場の教育

実施を念頭に、生物学教育部会におけるカリキュラム編成、自己評価・報告のとりまと

め等にあたっている。教育部会全体に関わる情報共有、および意思疎通を図るため、部

会長から各部局幹事へのメール配信により決定事項の連絡、依頼、意見交換を行うほか、

重要な事案が生じた場合など、必要に応じてメールあるいは遠隔会議システムを利用し

た協議を行い、事案の処理を行っている。各部局幹事は必要に応じてそれぞれの部局に

おける部会構成員にメール等で連絡を行い、全体に関する周知、連絡、意見徴収を行っ

ている。生物学教育部会の構成員数が比較的多く、また地理的に離れた部局が含まれて

いることも考慮して、効率的な運営体制を構築している。 

 

2.3.1 現在の運営体制 

 

以下に 2021 年 10月 1日現在の部会長、幹事を示す。 

 

部会長 源 利文（人間発達環境学研究科） 

幹事  丑丸 敦史（人間発達環境学研究科）、近藤 侑貴（理学研究科）、 

    影山 裕二（バイオシグナル総合研究センター・理学研究科兼務）、 

    池田 健一（農学研究科）、駒井 浩一郎（保健学研究科） 

 

2.3.2 歴代部会長 

 

以下に生物学教育部会の歴代部会長を示す。 

 

2005 年 4月〜2006 年 3月  武田 義明（発達） 

2006 年 4月〜2007 年 3月  三村 徹郎（理） 

2007 年 4月〜2008 年 3月  尾崎 まみこ（理） 

2008 年 4月〜2009 年 3月  榎本 平（発達） 

2009 年 3月〜2010 年 3月  林 文夫（理） 

2010 年 4月〜2012 年 3月  朴 杓允（農） 

2012 年 4月〜2014 年 3月  菅澤 薫（理） 

2014 年 4月〜2015 年 3月  高見 泰興（発達） 
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2015 年 4月〜2018 年 3月  川井 浩史（理） 

2018 年 4月〜2020 年 3月  三宅 親弘（農） 

2020 年 4月〜現在  源 利文（発達） 

 

2.4 各部局の講義・実験担当数 

 

2021 年度における生物学教育部会に所属する構成員の授業担当状況を表 3 に示す。 

 

【表 3】 各部局構成員の講義・実験担当延べコマ数 

所属部局 

講  義 
生物学 

実験 
合計 構成員数 基礎教

養科目 

総合教

養科目 

共通専門

基礎科目 

人間発達環境学研究科 2 2 2 0 6 5 

理学研究科 4 3.5 4 0.2 11.7 12 

保健学研究科 0 0 2 0 2 3 

農学研究科 1.5 1.5 2 4.8 9.8 12 

バイオシグナル研究センター 4.5 0 0 0.6 5.1 8 

内海域環境教育研究センター 0 1 2 0 3 4 

研究基盤センター 0 0 0 0 0 1 

非常勤講師 0 0 6 2.4 8.4 - 

 

 部局別の講義・実験担当コマ数は、異動等の事情により年度ごとに多少の増減がある

ものの、この数年間ほぼ一定で推移している。部会には概ね 50 名ほどの担当教員が所

属しているが、一部の講義・実験の実施を非常勤講師に頼らざるを得ないのが実情であ

る。2021 年度における非常勤講師担当コマ数の割合は、部会全体としては約 18%（46 コ

マ中 8.4 コマ）であるが、教養科目（基礎教養科目、総合教養科目）では 0%であるのに

対し、共通専門基礎科目では 33%（18 コマ中 6 コマ）、生物学実験では 30％（8 コマ中

2.4 コマ）と比較的高くなっている。 

 

2.5 支援体制 

 

生物学教育部会には、助教 1名、支援職員（技術補佐員）1 名が配置されている。これ

らの教員・職員は大学教育推進機構に直属しているが、生物学教育部会の開講科目、特

に生物学実験の実施にあたって要求される専門性の高い業務を支援する目的で、生物学
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教育部会に配置されている。これら教員と職員の業務内容を表 4 に示す。 

 

【表 4】 支援教員及び職員の業務内容 

  業務内容 

助 教 １）生物学実験に関する業務 

  ・実験室の維持･管理 

  ・実験機器などの備品、器具類、試薬等の管理 

  ・実験の準備（機器･器具類のセッティング、材料・試薬の調製等） 

 ・BEEF（神戸大学 LMS）の管理 

  ・試薬、消耗品など物品の発注 

 ・実験用動植物の維持・管理 

 ・学生への実験実施指導（授業内） 

  ・実験の後片付け（機器･器具類の洗浄・収納、試薬･廃液の後処理等） 

 ・補習実験等への対応、レポート作成への質問対応 

  ・学生からの受講に関する質問対応 

 ・予算（共通教育一般財源）管理 

  ・廃液処理関連全般 

  ・TA採用関連全般に関する事務・出勤簿管理 

 ・学生レポートの受け取り、集計、配達 

  ・成績の集計 

 ・実験書テキストの作成・改訂 

２）その他の業務 

  ・非常勤講師関連の事務手続き対応等 

 ・教育部会のホームページ、メーリングリストの管理 

 ・教育部会に関する資料作成（幹事会等開催時） 

 ・大学教育推進機構・共通教育支援室に関する業務 

  ・総合科目Ⅰ「日本酒学入門」コーディネーター 

・その他 事務関連 

技術補佐員 

 

１）生物学実験に関する業務 

  ・実験室の維持･管理 

  ・実験機器などの備品、器具類等の管理 

 ・実験用消耗品等の在庫管理 

  ・実験の準備（機器･器具類のセッティング、材料・試薬の調製等） 

  ・実験の後片付け（機器･器具類の洗浄・収納等） 

 ・実験データの教育部会ホームページへのアップ 

 ・名簿、名札の作成 

  ・掲示物、資料等の作成 

  ・受講登録の受付 

  ・学生への助言（実験時間中） 

２）その他の業務 

 ・教育部会ホームページの管理 

  ・その他 大学教育研究推進室の一般事務関連 

      紀要「大学教育研究」の出版事務関連 
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第３章 全学共通授業科目 

 

3.1 実施体制 

 

 2.4に示した表 3にあるように、原則として生物学教育部会に所属する教員が講義、

および実験科目を担当して実施している。各学部の教員から要望がある場合には、自

学部の学生を対象とするクラスの担当を割り当て、学部での専門教育との継続性を考

慮した授業内容の工夫などが可能となるよう配慮している。 

 講義、および実験の実施に関わる運営・調整などの実務については、部会長と各部

局から選出された幹事 5 名を構成員とする幹事会が担当している。 

 

3.2 成績評価の方法と基準 

 

 講義科目の成績評価は、期末試験、および担当教員により、出席状況、中間試験（小

テスト）、授業中の課題に対するレポート評価などに基づいて行われる。期末試験の問

題、それ以外の要素の成績評価への反映などは、担当教員の判断に委ねられている。

生物学実験の成績評価は出席を基本とし、各回の実験で課されるレポートの提出状況・

評価を点数化して、その平均点をもって単位認定の基準としている。 

講義科目、生物学実験のいずれの場合も、最終的に 100 点満点で評価し、下記の基

準で秀－不可の評価を成績とする。 

 

  90 点以上  秀 （S） 

  80 点以上 90 点未満 優 （A） 

  70 点以上 80 点未満 良 （B） 

  60 点以上 70 点未満 可 （C） 

  60 点未満  不可（F） 

 

3.3 基礎教養科目 

 

3.3.1 目的 

 

 生物学教育部会は、科目区分「基礎教養科目」のうち「生命科学系」に属する授業

科目の「生物学 A」、「生物学 B」、「生物学 C」の３つを担当している。これらの科目に

ついて総合的視野から論じることによって、我々人類を含む様々な生物種による生命

現象、生物間の相互作用、生物と環境との関わりなどについて、生物学的視点から捉
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えるとともに、その理解を深めることを目的とする。なお、各講義に関しては、同一

の科目が複数コマ開講されている（「生物学 A（4 コマ）」、「生物学 B（4 コマ）」、「生物

学 C（4 コマ）」）。これらの講義の目的・内容・趣旨は、対象となる学部学科の特性や

担当教員の専門分野に応じて、それぞれ若干異なっている。各授業科目の概要は以下

の通りである（各科目の詳細については、参考資料 1「各授業科目のシラバス」を参

照されたい）。 

 

3.3.2 概要 

 

A. 生物学 A（4 コマ） 

(1) 地球上の生物はすべて核酸を遺伝子として受けつぎながら、そこから必要な遺

伝情報を取り出して核酸、タンパク質、炭水化物、脂質などのさまざまな機能分子を

合成し、これらを巧妙に制御することで生命を維持し、増殖・進化してきた。すべて

の生命活動は細胞を単位として行われており、また一部の生物群は多細胞体制を進化

させ組織分化を行うことで、１つの細胞では不可能な多様な機能を実現してきた。本

講義では、これらの、生物に共通する生命の基本的な仕組みを学ぶ。 

 

B. 生物学 B（4 コマ） 

(1)全ての生物の生命活動は細胞を単位として行われているが、その生活の単位であ

る個体は、バクテリアのように単細胞のものから陸上植物や哺乳類のように多細胞で

複雑に組織分化してものまで見られ、さらには社会性昆虫のように個体単位で機能分

化した生物まで多様である。本講義では、生物個体がどのように自らの体を作り上げ、

多様な細胞環境に応答しながら生きているかについて、基本的な仕組みを学ぶ。 

(2)現存する地球上の生物は、長い時間をかけて環境に適応し、多様な体の形や行動を

進化させた。バクテリアのような単細胞生物から植物や動物などの多細胞生物まで、

全ての生物は細胞を基本単位とし、細胞・組織・器官・個体・集団などの階層的な構

造を成し、生命活動を行なっている。本講義では、生物がどのように自らの体を作り

上げ、時事刻々と変化する多様な環境に応答し、適応しながら生存しているかについ

て基本的な仕組みを学ぶ。 

(3)ニュースや一般書の内容などを題材にして、私たちの日常生活の背景にある生物

学的な事象や技術を知る。 

 

C. 生物学 C（4 コマ） 

(1)数十兆個の細胞からなる人間の体は、個々の細胞が遺伝子である核酸から必要な

遺伝子情報を取り出して多様な機能分子を合成し、それらを巧妙に制御することで、

個体の生命を維持し、多様で複雑な機能を実現している。一方、活性酸素、ホルモン、
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紫外線、放射線、化学物質、感染性生物などのさまざまな内的、外的要因により遺伝

情報の正常な機能発現が妨げられると、これらの制御が乱れ、病気の発症にもつなが

る。本講義では、これらの人体の遺伝情報の発現や恒常性維持の基本的な仕組みや、

さまざまな疾患との関係について学ぶ。 

 

3.3.3 学生の授業評価 

 

対面授業（2019 年度）とコロナ禍でのオンライン授業（2020 年度）における基礎教養

科目の学生授業評価アンケート結果から、下記の傾向が読み取れる（参考資料 2参照）。 

 

A. 生物学 A 

１．授業の予習・復習時間は、2019 年度は 30 分未満の割合が 6割を占めていたが、

2020 年度は 30 分未満の割合が 3割程度まで減少しており、オンライン授業化に伴

い自宅での学修時間が増える傾向にあった。 

２．授業の理解度に関する自己評価について、肯定的評価（設問「授業はよく理解で

きましたか」に対して、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を併せた割

合）が 2019 年度は約 5-8 割程度、2020 年度はほとんどの講義で 8 割を超えてお

り、オンライン授業に伴い学生の理解度がやや高くなる傾向がみられた。 

３．授業の到達目標について、肯定的評価（設問「シラバスに書かれている到達目標

をあなたはどの程度達成できたと思いますか。」に対して、「十分に達成できた」、

「ある程度達成できた」を併せた割合）が 2019 年度は約 3-7割程度、2020 年度は

ほとんどの講義で 7 割を超えており、オンライン授業に伴い到達目標の達成度が

やや高くなる傾向にあった。 

４．授業の総合的評価については、肯定的評価（「有益であった」、「どちらかとい

うと有益であった」を併せた割合）が 2019 年度は 6-9割程度、2020 年度は 8-9割

程度であり、オンライン授業において肯定的評価は 1 割程度増加した。またいず

れの年度においても否定的評価（「有益でなかった」、「どちらかというと有益で

なかった」を併せた割合）は 1割未満であった。 

５．改善事項では、学生の 1-2割程度が授業の改善事項に記載があった。オンライン

授業により板書・教材の視認性に改善がみられた一方で、教員の話し方について改

善の必要性が指摘された。 

６．コメントには、授業内容や課題、また講義内の専門用語に関して授業の難易度を

指摘するものもみられ、これらの点には改善の余地がある。一方で、オンライン講

義におけるクイズや投票機能を使ったインタラクティブな試みについては高評価

であった。 
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B. 生物学 B 

１．授業の予習・復習時間は、2019 年度は 30 分未満の割合が 7割を占めていたが、

2020 年度は 30 分未満の割合が 4割程度まで減少しており、オンライン授業化に伴

い自宅での学修時間が増える傾向にあった。 

２．授業の理解度に関する自己評価について、肯定的評価（設問「授業はよく理解で

きましたか」に対して、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を併せた割

合）が 2019・2020 年度のいずれの講義においても 7割を超えており、オンライン

授業においても学生の理解度が高く保たれる傾向にあった。 

３．授業の到達目標について、肯定的評価（設問「シラバスに書かれている到達目標

をあなたはどの程度達成できたと思いますか。」に対して、「十分に達成できた」、

「ある程度達成できた」を併せた割合）が 2019 年度は約 5-8割程度、2020 年度は

7-9割程度となり、オンライン授業に伴い到達目標の達成度がやや高くなる傾向に

あった。 

４．授業の総合的評価については、肯定的評価（「有益であった」、「どちらかとい

うと有益であった」を併せた割合）が 2019 年度は 8-9 割程度、2020 年度は 8-10

割程度であり、オンライン授業においても肯定的評価は高く保たれる傾向にあっ

た。またいずれの年度においても否定的評価（「有益でなかった」、「どちらかと

いうと有益でなかった」を併せた割合）は 1割未満であった。 

５．改善事項では、学生の 1-2割程度が授業の改善事項に記載があった。オンライン

授業により板書・教材の視認性に改善がみられた一方で、授業の進め方について改

善の必要性が指摘された。 

６．授業に対する良い評価が多かった。具体的なコメントとしては、身近な生物学の

話題を取り上げた点が理解しやすかったということで高評価であった 

 

C. 生物学 C 

１．授業の予習・復習時間は、2019 年度は 30 分未満の割合が 6割を占めていたが、

2020 年度は 30 分未満の割合が 4割程度まで減少しており、オンライン授業化に伴

い自宅での学修時間が増える傾向にあった。 

２．授業の理解度に関する自己評価について、肯定的評価（設問「授業はよく理解で

きましたか」に対して、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を併せた割

合）が 2019 年度は 4-8割程度、2020 年度も 4-8割程度であり、講義間でばらつき

がみられた。否定的評価が多い講義については改善が必要と思われる。 

３．授業の到達目標について、肯定的評価（設問「シラバスに書かれている到達目標

をあなたはどの程度達成できたと思いますか。」に対して、「十分に達成できた」、

「ある程度達成できた」を併せた割合）が 2019 年度は 3-8割程度、2019 年度は 4-
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7割程度であり、講義間でばらつきがみられた。否定的評価が多い講義については

改善が必要と思われる。 

４．授業の総合的評価については、肯定的評価（「有益であった」、「どちらかとい

うと有益であった」を併せた割合）が 2019・2020 年度とも 6-9 割程度であった。

いずれの年度においても否定的評価（「有益でなかった」、「どちらかというと有

益でなかった」を併せた割合）は 2割未満であった。オンライン授業においてもさ

ほど評価に変化はみられなかった。 

５．改善事項では、学生の 1-4割程度が授業の改善事項に記載があり、講義間にばら

つきがみられた。オンライン授業により板書・教材の視認性に改善がみられた一方

で、学生への接し方や特に授業の進み方について改善の必要性が指摘された。 

６．コメントには、専門用語の難しさや改善事項にも挙げられた授業の進行に関する

問題などを指摘するものがみられ、これらの点には改善の余地がある。 

 

3.4 総合教養科目 

 

3.4.1 目的 

 

 生物学教育部会は、科目区分「総合科目」のうち「グローバルイシュー」に属する

授業科目の「地球史における生物の変遷」、「生物の環境適応」、「人間活動と地球生態

系」の３つを担当している。これらの科目により、自然界の様々な事象を理解し解明

していくためには自然愛を持って能動的に対応し自然界をよく理解することがするこ

とが必要であることを学ぶと同時に、自然界で起こるさまざまな事象を私達の日常の

問題として理解し生活の中に取り込んで修得することで、多分野にまたがる課題を複

眼的に捉える課題発見力を養成することを目的とする。なお、各講義に関しては、同

一の科目が複数コマ開講されている（「地球史における生物の変遷（3 コマ）」、「生物

の環境適応（3 コマ）」、「人間活動と地球生態系（2 コマ）」）。これらの講義の目的・内

容・趣旨は、対象となる学部学科の特性や担当教員の専門分野に応じて、それぞれ若

干異なっている。各授業科目の概要は以下の通りである（各科目の詳細については、

参考資料 1「各授業科目のシラバス」を参照されたい）。 

 

3.4.2 概要 

 

A. 地球史における生物の変遷（3 コマ） 

(1)現在、地球上には数百万ないし数千万種といわれる多様な生物がみられるが、それ

らはすべて 30億年にわたる生物進化の結果生まれたものである。「進化生物学」の視

点から、生物多様性とはなにか、種とはなにか、進化がなぜ起きるのか、など進化に
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おける重要なテーマについて理解できるようになることを目指す。 

(2)地球上の 30億年にわたる生物進化の結果、現在、数百万ないし数千万種といわれ

る多様な生物が生み出されてきた。このような生物の多様性を記述・解析する手段と

して系統分類や種概念について学ぶとともに、どのようにして現在みられる多様な生

物が進化してきたかを理解する。また、生物多様性の現状よりこれからの生物の未来

はどのようになっていくかを考える。 

(3)大学や六甲山で見られる生物を紹介し、身近な生き物を通じて生物が互いに関わ

りあっているのかを実感することにより、種の関わり合いや植物と動物の共進化、植

物と菌類の共進化について考え、現在みられる多様な生物がどのように多様化を遂げ、

共存しているのかを理解する。 

 

B. 生物の環境適応（3 コマ） 

(1)地球上に生命が誕生して以来、生物は著しく多様化し、様々な機能を獲得してきた。

現在、これらの生物は多様な生態系の中で、物理・化学的および生物的環境と相互作

用し、それらに適応しながら生存している。生物の進化とそれによってもたらされた

多様性や機能について学び、多様な生物が様々な環境条件のもとでどのように生命活

動を行っているかを理解するとともに、近年の地球規模の環境変動や侵略的外来種な

どの話題もとり上げて、生物と環境の関わり合いについて学ぶ。 

(2)多様な生物種が地球上で存続しているメカニズムを理解するため、生物の数や分

布の変化を理解する上で必要とされる基礎的な知識を習得する。これにより、多種共

存のメカニズムや実践的な保全について理解を深めるとともに、身近な自然の諸現象

について、生態学の知識をもとにわかりやすく伝えられるようになることを目指す。 

(3)地球上には様々な大きさ、姿形、生き方をもった生物が生息しており、それらは地

球上の様々な環境に適応している。このような生物多様性を作り上げたしくみは進化

である。進化の過程では、生物は外部環境や他の生物と相互作用を持ち、ある時は多

くの子を残すことに成功し、またある時は絶滅する。このような生物の多様性をもた

らした進化のしくみ（変異，遺伝，自然淘汰）について解説する。 

 

C. 人間活動と地球生態系（2 コマ） 

(1)人間は地球上の土地面積の約半分を改変し、水資源の半分以上を独占している。人

間活動の結果、大気中の CO2濃度および環境中のチッソ濃度は 2倍近くになり、温暖

化などの気候変動、自然環境の汚染と劣化を招いている。温暖化と森林生態系、活性

チッソ汚染、生態系の保全と復元、生態系サービスと公益的機能などについて解説し、

受講者全員が未来の地球環境を担う責任感のある地球市民となることを目指す。 

(2)約 46億年前に地球上に生物が誕生して以降，多くの種が分化して現在に至ってい

る。この生物の多様性が現在、様々な人間活動によって急激に減少している。 



 18 

「地球生態系に対する人間活動の影響の理解」をテーマに、人間活動による生物の減

少、生物の減少による生態系サービスの低下、生物の保全への取り組みなどについて

開設することにより、多様性減少を引き起こす要因や多様性減少による人間生活への

影響などを理解することを目指す。 

 

3.4.3 学生の授業評価 

 

 対面授業（2019 年度）とコロナ禍でのオンライン授業（2020 年度）における基礎教

養科目の学生授業評価アンケート結果から、下記の傾向が読み取れる（参考資料 2参

照）。 

 

A. 地球史における生物の変遷 

１．授業の予習・復習時間は、2019 年度は 30 分未満の割合が 6割を占めていたが、

2020 年度は 30 分未満の割合が 4割 5 分程度まで減少しており、それまでほぼゼロ

であった 2時間以上の割合が 3割近くにまで増加するなど、オンライン授業化に伴

い自宅での学修時間が増える傾向にあった。 

２．授業の理解度に関する自己評価について、肯定的評価（設問「授業はよく理解で

きましたか」に対して、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を併せた割合）

が 2019 年度は約 8割弱に対して 2020 年度は 7割と、オンライン授業に伴い学生の

理解度がやや低下している。 

３．授業の到達目標について、肯定的評価（設問「シラバスに書かれている到達目標

をあなたはどの程度達成できたと思いますか。」に対して、「十分に達成できた」、

「ある程度達成できた」を併せた割合）が 2019 年度は 3割程度であったものが 2020

年度は 6割強となっており、オンライン授業に伴い到達目標の達成度がやや高くな

る傾向にあった。評価方法が期末試験ではなく課題提出に変更になったために、授

業に能動的に参加した実感を得た学生が多かった可能性がある。 

４．授業の総合的評価については、肯定的評価（「有益であった」、「どちらかという

と有益であった」を併せた割合）が 2019 年度は 8割強に対して 2020 年度は 8割弱

となっており、オンライン授業において肯定的評価はやや低下した。またいずれの

年度においても否定的評価（「有益でなかった」、「どちらかというと有益でなかっ

た」を併せた割合）は 1割未満であった。 

５．改善事項では、学生の 1-2割程度が授業の改善事項に記載があった。オンライン

授業により板書・教材の視認性に改善がみられた一方で、一部の授業ではオンライ

ン教材や授業の進め方に関する改善の必要性が指摘された。 

６．コメント数は少ないものの、高評価のものが多くネガティブなコメントはわずか

であった。従前の内容から担当者が難易度の調整をしたこともあり、総じて高評価
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の科目となったが、課題の出し方についての強い不満を表明するコメントが 1件あ

った。 

 

B. 生物の環境適応 

１．授業の予習・復習時間は、2019 年度は 30 分未満の割合がほぼ 9割を占めていた

が、2020 年度は 30 分未満の割合が 3割強にまで減少しており、オンライン授業化

に伴い自宅での学修時間が増える傾向にあった（多くは 30-60 分）。 

２．授業の理解度に関する自己評価について、肯定的評価（設問「授業はよく理解で

きましたか」に対して、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を併せた割合）

が 2019 年度は約 8割に対して 2020 年度は 9割弱といずれも高い割合ではあるが、

オンライン授業化に従いやや上昇傾向が見られた。 

３．授業の到達目標について、肯定的評価（設問「シラバスに書かれている到達目標

をあなたはどの程度達成できたと思いますか。」に対して、「十分に達成できた」、

「ある程度達成できた」を併せた割合）が 2019 年度は 6 割強であったのに対し、

2020 年度は 7 割強であり、オンライン授業に伴い到達目標の達成度がやや改善し

ている。 

４．授業の総合的評価については、肯定的評価（「有益であった」、「どちらかという

と有益であった」を併せた割合）が 2019 年度は約 8割に対して、2020 年度は 9割

弱であり、オンライン授業において肯定的評価が上昇する傾向が見られた。またい

ずれの年度においても否定的評価（「有益でなかった」、「どちらかというと有益で

なかった」を併せた割合）はごくわずかであった。いずれも履修者の多い授業より

も少ない授業の方が評価は高かった。 

５．改善事項では、担当教員によりバラツキが見られ、学生の 1-3割程度が授業の改

善事項に記載があった。オンライン授業により板書・教材の視認性に改善がみられ

た一方で、教員の話し方やオンライン教材の改善の必要性が指摘された。 

６．授業に対するコメントについては好意的なものが多かったが、オンライン授業の

開始に伴い、レジュメの配布を希望するコメントや、スライドの改善を希望するコ

メントがあった。これらは今後の課題であるが、オンライン授業初年度で教員側も

やや準備不足であったことに起因するように思われる。 

 

C. 人間活動と地球生態系 

１．授業の予習・復習時間は、2019 年度は 30 分未満の割合が 6割を占めていたが、

2020 年度は 30 分未満の割合が 1割 5 分程度まで減少しており、オンライン授業化

に伴い自宅での学修時間が増える傾向にあった（ほとんどが 30-60 分）。 

２．授業の理解度に関する自己評価について、肯定的評価（設問「授業はよく理解で

きましたか」に対して、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を併せた割合）
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が 2019・2020 年度はいずれも 8-9 割であり、オンライン授業であっても高い理解

度を維持している。 

３．授業の到達目標について、肯定的評価（設問「シラバスに書かれている到達目標

をあなたはどの程度達成できたと思いますか。」に対して、「十分に達成できた」、

「ある程度達成できた」を併せた割合）が 2019 年度は 8割程度、2019 年度は 7割

強であり、やや低下する傾向があった。 

４．授業の総合的評価については、肯定的評価（「有益であった」、「どちらかという

と有益であった」を併せた割合）が 2019・2020 年度とも 9 割を越えており、いず

れの年度においても否定的評価（「有益でなかった」、「どちらかというと有益でな

かった」を併せた割合）はごくわずかであった。オンライン授業においてもさほど

評価に変化はみられなかった。 

５．改善事項では、2019 年度にはほぼゼロであった改善事項への記載が、2020 年度

には講義によっては半数程度に教材や授業の進め方についての指摘があり、オンラ

イン授業による影響が大きかったものと考えられる。 

６．接続トラブルや出欠の煩雑さ、課題の多さに関する不満など、オンライン授業に

関するコメントが複数あり、今後の課題と考えられる。 

 

3.5 共通専門基礎科目 

 

共通専門基礎科目に対して各学部等から求められるものは多様であるため、生物学教育

部会においては生物学に関する幅広い教養としての内容を網羅する科目と、学部での専

門科目と密接に関連し、比較的高度な内容も講義する科目で構成している。前者に該当

する科目を「生物学概論 A–D」、後者に該当する科目を「生物学各論 A–E」とし、講義内

容や実施方法において異なる配慮のもとに行っている。 

 

3.5.1 目的 

 

 生物学系の専門基礎系科目として、上記のように生物学概論 A–D、生物学各論 A–E

の 2系列の科目が開講されている。これらの科目は、広く理学、農学、医学、国際人

間科学系の専門基礎科目として、生物学の基礎から比較的高度な内容までを習得させ

ることを目的としている。 

 生物学概論 A–Dの目的は、特に専門課程で幅広い基礎及び応用生命科学を学ぶ学生

にとって必要となる基礎生物学について、分子生物学的内容を扱うミクロ生物学分野

だけでなく、生態系や進化などマクロ生物学分野の基礎的な知識を中心に理解させ、

専門課程における学習の動機づけとすることである。一方、生物学各論 A–E の目的

は、生物学概論での学習を基礎としてさらに発展的な知識を獲得することにある。 



 21 

 なお、以上の各講義に関しては、本科目群は、2016 年以降のクォーター制への移

行に伴い、A1、A2 としてクォーターにごとに科目を設置している。これらの講義の

目的・内容・趣旨は、対象となる学部学科の特性や担当教員の専門分野に応じて、そ

れぞれ若干異なっている。 

 

3.5.2 概要 

 

 生物学概論、生物学各論の各科目について、それぞれ授業内容の概要の一例を以下

に記載した。これらは代表例であり、対象学部学科・対象学生に応じて内容は若干異

なる（各科目の詳細については、参考資料１「各授業科目のシラバス」を参照された

い）。 

 

A. 生物学概論 A1, A2（代表例：第 1クォーター 1U841; 第 2 クォーター 2U841） 

 ・ 環境問題と生物学（光合成に注目して）  

 ・ 遺伝子機能の発現機構  

 ・ バイオテクノロジー  

 ・ DNAと染色体  

 ・ 遺伝子とゲノム  

 ・ ゲノム情報の解析と活用  

 ・ 個体発生  

  ・ 第 1クォーターまとめ 

 ・ 刺激の受容と行動  

 ・ 遺伝と進化  

 ・ 個体群  

 ・ 共生・群集  

 ・ 生物多様性  

 ・ 環境 DNA  

 ・ 環境生理学  

 ・ 第 2クォーターまとめ 

 

B. 生物学各論 A1, A2（代表例：第 1クォーター 3U845; 第 2 クォーター 4U845） 

 ・ 動物のサイズとスケール効果  

 ・ エネルギー代謝 

 ・ 呼吸・循環 

 ・ 走る・飛ぶ・泳ぐ 

 ・ 光と視覚 
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 ・ 音・振動と聴覚 

 ・ 化学感覚  

 ・ 第3クォーターまとめ 

 ・ 集水域とは？ 

 ・ 湖沼生態系の歴史と人為撹乱 

 ・ 地球温暖化と湖沼生物の絶滅リスク 

 ・ 生息地のつながりと生物多様性 

 ・ 外来種問題を問う 

 ・ 食物網理論と生態系の健全性 

 ・ 生態系の健全性を診断する 

 ・ グループディスカッション 

 

3.5.3 学生の授業評価 

 

対面授業（2019 年度）とコロナ禍でのオンライン授業（2020 年度）における共通専

門基礎科目に対する学生授業評価アンケート結果から、下記の傾向が読み取れる（参

考資料 2参照）。 

 

A. 生物学概論 A–D 

１．授業の予習・復習時間は、対面式で授業を行った 2019 年度は 30 分未満の割合

は、4割以上（1 科目のみ 8割以上）を占めていたが、2020 年度は 30 分未満の割

合がほとんどの科目で 3割以下（生物学概論 A1, A2 では、ほぼ 0割）まで減少し

ており、 全ての科目において、オンライン授業化に伴い自宅での学修時間の増加

傾向がみられた。 

２．授業の理解度に関する自己評価について、肯定的評価（設問「授業はよく理解で

きましたか」に対して、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を併せた割

合）は、2019 年度は約 6-8割程度ともともと高かったが、2020 年度はほとんどの

講義で 7 割 5 分を超え、前年度比較で増加しており、オンライン授業に伴い学生

の理解度がやや高くなる傾向がみられた。 

３．授業の到達目標について、肯定的評価（設問「シラバスに書かれている到達目標

をあなたはどの程度達成できたと思いますか。」に対して、「十分に達成できた」、

「ある程度達成できた」を併せた割合）が 2019 年度は約 4-7割程度、2020 年度は

6割未満の科目がなくなり、オンライン授業の開講に伴い到達目標の達成度がやや

高くなる傾向にあった。 

４．授業の総合的評価については、肯定的評価（「有益であった」、「どちらかとい

うと有益であった」を併せた割合）が 2019 年度は 7-10 割程度と高かった。2020



 23 

年度は全ての科目が 8 割を越え、オンライン授業において肯定的評価はやや増加

した。またいずれの年度においても否定的評価（「有益でなかった」、「どちらか

というと有益でなかった」を併せた割合）はほぼ見られなかった。 

５．改善事項では、科目ごとに大きく異なるが、学生の 1–6 割程度が授業の改善点

を指摘していた。オンライン授業により板書・教材の視認性に改善がみられた一方

で、教員の話し方について改善の必要性が指摘された。 

６．コメントには、オムニバス形式のものについて教員間で授業内容や課題量のばら

つきがあることを指摘するものもみられ、これらの点には改善の余地がある。ま

た、2020 年度の第 1,2 クォーターの授業では、オンライン講義への教員が慣れて

ないためか、授業の進行等において改善点が指摘されていた。ただし、両年とも肯

定的なコメントも多く見られた。 

 

B. 生物学各論 A–E 

１．授業の予習・復習時間は、2019 年度は 30 分未満の割合について、科目ごとのば

らつきが大きいものの多くの科目で 6割以上を占めていた。2020 年度は 30 分未

満の割合が 3割以下となった科目が多く、オンライン授業化に伴い自宅での学修

時間が大いに増える傾向がみられた。 

２．授業の理解度に関する自己評価について、2019 年度は肯定的評価（設問「授業

はよく理解できましたか」に対して、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」

を併せた割合）は、ほとんどの科目で 6割以上であったが、3割を下回る科目も見

られた。2020 年度については、全ての科目で肯定的評価が 7割を超えており、オ

ンライン授業において学生の理解度が改善する傾向が見られた。 

３．授業の到達目標について、肯定的評価（設問「シラバスに書かれている到達目標

をあなたはどの程度達成できたと思いますか。」に対して、「十分に達成できた」、

「ある程度達成できた」を併せた割合）の程度は、授業科目ごとに大きくことなり、

2019 年度は 2割未満から 8割以上までみられた。一方、2020 年度は 7-10割程度

となり、オンライン授業に伴い到達目標の達成度が高くなる傾向にあった。 

４．授業の総合的評価については、肯定的評価（「有益であった」、「どちらかとい

うと有益であった」を併せた割合）が 2019 年度は 3-9 割程度、2020 年度は 8-10

割程度であり、オンライン授業において、前年度に肯定的評価が低かった科目にお

いても、評価が高まる傾向にあった。またいずれの年度においても否定的評価（「有

益でなかった」、「どちらかというと有益でなかった」を併せた割合）も 2020 年

度には全ての科目が 1割未満となり、減少する傾向がみられた。 

５．改善事項では、科目ごとに異なるが、両年ともに学生の 1-10割程度が授業の改

善事項を記載していた。オンライン授業により改善が見られた科目および改善点

が増加した科目等がみられた。 
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６．授業に対する良い評価だけでなく、改善点を求めるコメントもみられた。具体的

なコメントとしては、質問への丁寧な対応に対する高評価、課題の多さに対する不

平等があげられていた。 

 

3.6 生物学実験１・２ 

 

「生物学実験１・２」は 3、4時間目を合わせて 1コマとしており、表 5 に示すように、

前期に農学部 2回生（月曜日：環境生物学コース、水曜日：応用植物学コース、木曜日：

応用動物学コース・応用生命機能学コース）を対象に 3コマ、後期に理学部 2回生（月

曜日：化学科）・理学部の教員免許（理科）取得者を対象に 1 コマの計 4 コマが開講さ

れている。農学部は 2020 年度の入学生より応用植物学コースおよび応用動物学コース

が必修科目の指定となった。それ以外の農学部のコースと理学部は選択必修科目の指定

となっており、各コース、学科の履修率は年度、コース、および学科ごとに変動がある

のが現状である。2019 年度まで農学部学生では、生物系コース（環境生物学コース、応

用植物学コース、応用動物学コース、応用生命機能学コース）の学生定員（124 名）の

内、80 名程度が履修していた。ただし 2020 年度は１・２Qのみオンラインでの実習実

施となったこともあり、農学部生の受講数が 60 名前後にまで減っている。理学部学生

では、生物系学科以外が対象となっており、１・２Qに比べると総じて少ない履修者数

となっている。 
 

【表 5】 生物学実験の学部別履修状況の推移（最近 3 年間） 

2019 年度 １・２Q 2019 年度 ３・４Q 

曜日 対象学部 履修者数 単位取得者数 曜日 対象学部 履修者数 単位取得者 

月 農学部 1Q：29 

2Q：23 

1Q：28 

2Q：23 

月 理学部 3Q：7 

4Q：7 

3Q：7 

4Q：7 

水 農学部 1Q：27 

2Q：14 

1Q：27 

2Q：14 

    

木 農学部 1Q：23 

2Q：23 

1Q：23 

2Q：23 

    

 

2020 年度 １・２Q 2020 年度 ３・４Q 

曜日 対象学部 履修者数 単位取得者数 曜日 対象学部 履修者数 単位取得者 

月 農学部 1Q：26 

2Q：21 

1Q：22 

2Q：20 

月 理学部 3Q：10 

4Q：12 

3Q：10 

4Q：11 

水 農学部 1Q：30 

2Q：15 

1Q：30 

2Q：14 

    

木 農学部 1Q：5 

2Q：4 

1Q：4 

2Q：4 
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2021 年度 １・２Q 2021 年度 ３・４Q 

曜日 対象学部 履修者数 単位取得者 曜日 対象学部 履修者数 単位取得者 

月 農学部 1Q：25 

2Q：23 

1Q：23 

2Q：21 

月 理学部 3Q：15 

4Q：16 

未定 

未定 

水 農学部 1Q：25 

2Q：23 

1Q：25 

2Q：23 

    

木 農学部 1Q：30 

2Q：31 

1Q：30 

2Q：31 

    

 

2021 年度は、農学部の応用植物学コース・応用動物学コースの必修化が受講数に反映

されたこと、また他の講義がオンライン主流である中での数少ない対面実施授業だった

こともあってか、総受講生は 100 名を超えることとなった。 

 なお、担当教員は、受講対象学生の所属する部局の教員を主担当とし、それに大学教

育推進機構の教員が加わる体制で教育を行っている。 

 

3.6.1 目 的 

 

 「生物学実験１・２」受講者は高等学校において生物を履修した学生と未履修の学

生が混在している。大学では概ね、農学部生では共通専門基礎科目の生物学概論 D1、

D2、生物学各論 B1、B2、生物学各論 D1、D2 のいずれか、または全てを、理学部生で

は生物学概論 C1、C2 を受講してから生物学実験１・２を履修することになっている。

また、中学校以降、ほとんど実験を行った経験がない学生から、SSH（スーパーサイエ

ンスハイスクール）指定校卒業者で高等学校時代に実験を多く行ったことがある学生

まで、幅広い層の学生が生物学実験１・２を受講しているのが現状である。 

 「生物学実験１・２」では、シラバスに掲げてある通り『多岐にわたる生命現象を

どのような方法で解析し、理解にいたるかは当然のことながら一様ではない。ここで

は、各分野の専門教官の指導のもとに、各テーマのもつ生物学的意義と、さまざまな

分析手法を学ぶ。また、レポート作成を通して観察や実験結果を論理的に記述する技

術を習得する。』ことを目的として、クォーター毎に６種類程度の実習を実施し、各実

習回で実験レポートの提出を課している。 

 

3.6.2 概 要 

 

 以下に、2019 年度から 2021 年度の実験実施内容を掲げる。実施内容は実施担当者

の専門分野を鑑みて随時変更しているが、全体を通してミクロ分野からマクロ分野の

内容までをカバーするように設定されている。 

 



 26 

2019 年度 1・2Q 

1. 血液細胞の顕微鏡観察 

2. プロトプラストの単離 

3. 制限酵素による DNAの切断とアガロースゲル電気泳動 

4. カエルの解剖 

5. ミツバチを用いた感覚受容と反射の行動実験 

6. 脊索動物（尾索類：カタユウレイボヤ）の初期発生の観察 

7. タンパク質の SDS電気泳動 

8. ウェスタンブロッティング法による細胞骨格タンパク質チューブリンの検出 

9. 光合成色素の分離 

10. 人工基質を用いたプロテアーゼ活性の測定 

11. 大腸菌 RNAの精製 

12. 高等植物の根端を用いた染色体と体細胞分裂の観察 

 

2019 年度 3・4Q 

1. ミツバチを用いた感覚受容と反射の行動実験 

2. コナラ属植物の形態観察 

3. ダンゴムシの交替制転向反応 

4. 植物組織切片の観察 

5. カエルの解剖 

6. 制限酵素による DNAの切断とアガロースゲル電気泳動 

7. PCRによる特異 DNA断片の増幅 1 

8. 野外観察 

9. 貝類の粘液利用事情 

10. 緑色蛍光タンパク質（GFP）の精製と観察 

11. PCRによる特異 DNA断片の増幅 2 

12. ヤドカリの配偶者選択実験 

 

2020 年度 1・2Q 

1. ヤドカリの配偶者選択実験 

2. 制限酵素による DNAの切断とアガロースゲル電気泳動 

3. PCRによる特異 DNA断片の増幅 

4. ミツバチを用いた感覚受容と反射の行動実験 

5. プロトプラストの単離 

6. 大腸菌 RNAの精製 

7. タンパク質の SDS電気泳動 
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8. ウェスタンブロッティング法による細胞骨格タンパク質チューブリンの検出 

9. 光合成色素の分離 

10. 人工基質を用いたプロテアーゼ活性の測定 

11. ジャガイモからのでん粉抽出 

12. 高等植物の根端を用いた染色体と体細胞分裂の観察 

13. 貝類（ホタテ）における左右不相称性 

 

2020 年度 3・4Q 

1. ダンゴムシの交替制転向反応 

2. 香櫨園浜における底生生物相の採集と観察 

3. 貝類の粘液利用事情 

4. コナラ属植物の形態観察 

5. 植物組織切片の観察 

6. ミツバチを用いた感覚受容と反射の行動実験 

7. カエルの解剖 

8. 制限酵素による DNAの切断とアガロースゲル電気泳動 

9. 脊索動物（尾索類：カタユウレイボヤ）の初期発生の観察 

10. ヤドカリの繁殖行動 

11. PCRによる特異 DNA断片の増幅 1 

12. PCRによる特異 DNA断片の増幅 2 

 

2021 年度 1・2Q 

1. 制限酵素による DNAの切断とアガロースゲル電気泳動 

2. プロトプラストの単離 

3. 人工基質を用いたプロテアーゼ活性の測定 

4. タンパク質の SDS電気泳動 

5. ミツバチを用いた感覚受容と反射の行動実験 

6. ウェスタンブロッティングによる細胞骨格タンパク質チューブリンの検出 

7. カエルの解剖 

8. 脊索動物（尾索類：カタユウレイボヤ）の初期発生の観察 

9. 光合成色素の分離 

10. 大腸菌 RNAの精製 

11. ラット小腸の一般組織構造・粘液染色の観察 

12. GenBankデータベースを利用した in silico解析 
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2021 年度 3・4Q 

1. 脊索動物（尾索類：カタユウレイボヤ）の初期発生の観察 

2. ミツバチを用いた感覚受容と反射の行動実験 

3. ニワトリの初期胚観察 

4. ダンゴムシの交替制転向反応 

5. コナラ属植物の形態観察 

6. 植物の葉の組織観察 

7. カエルの解剖 

8. 制限酵素による DNAの切断とアガロースゲル電気泳動 

9. ヤドカリの繁殖行動 

10. 蛍光タンパク質の観察 

11. PCRによる特異 DNA断片の増幅 1 

12. PCRによる特異 DNA断片の増幅 2 

 

 成績は、各自実験を経験することによって体得することが重要であるというポリシ

ーから、出席およびレポート提出を重視しており、これに実験態度を含めて各担当者

が総合的に判断している。そして、各レポートの素点の平均点をもって最終的な成績

として判断している。原則として次回の実験開始までにレポートを提出してもらい、

実験主担当の教員が厳正に評価を行うとともに、適時添削して返却することで、レポ

ートの書き方および考察に対するフィードバック学習を心がけている。 

 この 1 年分の結果では、各 Qを通して 90%以上のきわめて高い出席率であった。一

方で、コロナ禍の影響で体調不良の場合は積極的に休むことも推奨されており、2021

年では体調不良（発熱等）の申告による欠席が５名程度あった。 

 

3.6.3 学生の授業評価 

 

 生物学実験の学生授業評価アンケート【2021 年度】の結果から、下記の傾向が読み

取れる（参考資料 2参照）。 

 

１．授業の予習・復習時間は、大部分が 60 分～180 分未満となっているが、これは

毎回課されるレポート作成の時間が反映されていると考えられる。 

２．担当教員の学生に対する接し方、担当教員の話し方、板書、教材、ビデオ等、授

業の計画性・進め方へより工夫を求める要望が出された。 

３．授業の理解度については、おおむね肯定的な評価であった。 

４．授業の総合的評価については、5段階評価で１Q平均 4.68 ２Q平均 4.73 Total

平均 4.7 であり、十分に学生は満足している傾向が伺える。 
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５．改善事項については、レポートに関する改善要求が２件、電気泳動実験の説明に

関する改善要求が１件あった。 

６．具体的なコメントには、レポートの返却の早期化、およびレポート課題解説を希

望する意見が出されており、これらの点には改善の余地があるだろう。また、電気

泳動法のより詳細な説明を求める意見も出された。 

 

【2021 年度】 

授業の改善項目では、85%の学生が「特になし」と答えている。担当教員の学生に対す

る接し方、担当教員の話し方、板書、教材、ビデオ等、授業の計画性・進め方へより

工夫を求める要望が、それぞれ要求されているがこれは一部の学生による回答である

ことが推察される。学生側も大学入学以降、ほぼ初めてに近い連続した対面授業であ

ったこと、担当教員側も１年ぶりの対面実施による実習授業であったことが要因の一

つであると考えられた。今後、対面実施が従前どおりに通常化していくことで、改善

されていくものと考えられる。レポートの返却および課題に対する回答への注文が学

生アンケートに寄せられており、今後の検討課題として挙げられた。 

 

コロナ禍における学生の状況について 

【2020 年度】 １・２Ｑは、急遽オンライン実習の形式となり、試行錯誤を重ねた。

各担当者がそれぞれ工夫を凝らして、オンライン実習に取り組んだものの、やはり限

界があることが学生アンケートからは推測された。実際に【実験を体験する】という、

当たり前の場を提供できなかった期間であったことを忘れてはいけないだろう。動画

による、実験操作イメージの共有には一定の効果が見られた一方で、実体験との超え

られない情報量が存在することが示唆された。課題提出の締切にも工夫の余地がある

ことがわかった。 
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第４章 ポストコロナを見越した新たな授業体系の

構築に向けて 

 

4.1 Covid-19 の感染拡大による授業科目への影響と授業の特性を踏まえたオン

ライン講義やオンデマンド講義の活用 

 

 2020 年初頭から世界を巻き込んだコロナ禍によって、神戸大学でも教育実施形態は

多大な影響を受けた。生物学教育部会担当各科目も例外ではなく、オンライン授業を行

うべく短時間で状況に応じた対応が求められた。本項では生物学教育部会が行なったオ

ンライン授業の概要を振り返り、得られたノウハウや問題点、今後の展望についてまと

めた。 

 以下は 2020-2021 年度の新型コロナウイルス感染症に係る兵庫県の対応と神戸大学

の対応の経緯である。 

 

2020 年（令和 2年） 

4 月 7 日 緊急事態措置発令（～5月 21 日）に伴い授業開始を 5月 7日に決定 

4 月 28 日 「新型コロナウイルス感染拡大防止のための神戸大学の活動制限指針」制定 

5 月 7日 2020 年度第 1Q 開始 活動制限指針レベル 4。原則として遠隔授業のみ。また授

業時間を通常 1コマ 90 分を 105 分にして変則対応。 

6 月 23 日 活動制限レベル変更 レベル 4→2 原則として遠隔授業のみ。ただし、講義、

演習、実験又は実習の一部については、部局の判断に基づき、十分な感染防止

措置を講じた上で、対面により実施することは可 

6 月 26 日 第 2Q 開始 

9 月 15 日 活動制限レベル変更 レベル 2→1（ただし一部レベル 2）。遠隔授業を含め対

面授業を開講 ただし、講義、演習、実験又は実習について、対面により実施

する場合は、部局により十分な感染防止措置を講じること 

10 月 1日 第 3Q 開始 

12 月 1日 第 4Q 開始 

 

2021 年（令和 3年） 

1 月 14 日 緊急事態措置発令（～2月 28 日） 

4 月 5日 まん延防止等重点措置発令（～4月 24 日） 

4 月 12 日 第 1Q 開始 

4 月 19 日 まん延防止等重点措置下において、対面講義を原則遠隔に切り替え 

4 月 25 日 緊急事態措置発令（～6月 20 日） 

6 月 13 日 第 2Q 開始 引き続き講義は遠隔実施を継続 

6 月 21 日 まん延防止等重点措置発令（～7月 11 日） 

8 月 2日 まん延防止等重点措置発令（～8月 19 日） 

8 月 20 日 緊急事態措置発令（～9月 30 日） 

9 月 7日 緊急事態措置下において第 3・4Q の授業（講義・演習）は原則遠隔実施 
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10 月 1 日 第 3Q 開始。共通専門基礎科目、基礎教養科目、総合教養科目および総合科目

について「遠隔授業を中心とした授業、ただし受講者数が少ない授業につい

ては対面授業への切り替えも可」 

11 月 2日 活動制限レベルを完全レベル 1へ変更。遠隔授業を含め、対面授業を開

講。ただし、講義、演習、実験又は実習について、対面により実施する場合

は、部局により、十分な感染防止措置を講じること 

12 月 1日 第 4Q 開始。共通専門基礎科目、基礎教養科目、総合教養科目および総合科目

について「遠隔授業を中心とした授業、ただし受講者数が少ない授業につい

ては対面授業への切り替えも可」 

図 1 には調査可能であった 2020 年度第 3 クォーターから 2021 年度第 2 クォーター

までの生物学教育部会担当科目のオンライン授業実施状況を示す。2020 年度第 3 クォ

ーターでは対面授業は生物学実験のみであり、講義は全て遠隔授業であった。このうち

リアルタイム型が 7科目、リアルタイム＋オンデマンド併用型が 2科目であり、当初は

リアルタイム型が主であったことがわかる。2020 年度第 4 クォーターになると、対面

授業は第 3クォーターと変わらず生物学実験のみであったが、講義ではリアルタイム型

が 5 科目、リアルタイム＋オンデマンド型が 5 科目とオンデマンド併用型が増加した。

2021 年度第 1 クォーターになると対面授業が実験以外に講義科目が 3 科目加わって 4

科目となり、遠隔と対面（対面＋オンデマンド）形式が 1科目、遠隔授業でもリアルタ

イムが 3科目、オンデマンド 1科目、併用が 1科目であり、遠隔授業実施形態にも多様

なパターンが生じた。2021 年度第 2 クォーターになると対面授業は 4 科目、遠隔と対

面形式が 1科目で第 1クォーターと変わらず、遠隔授業ではリアルタイム 3 科目、オン

デマンド 1科目、併用型 1 科目と第 1クォーターをほぼ継承する形態であった。 

 これら多様な授業形態のうち、まず幅広く導入された Zoom に代表されるビデオ会議

アプリケーションを用いた遠隔リアルタイム講義は、多くの教員と学生にとって初めて

の授業形式であったが、当初懸念されていたよりはスムーズに実施が進んだと思われる。

また対面授業での難点が解決される新たなメリットも見出された。まず第 1に、特に基

礎教養科目など 200 名近い大人数受講科目を教室で実施する場合、投影する投影講義ス

ライドが後方の席からは非常に小さく見づらいものであり、授業への集中力も途切れが

ちであったと思われるが、各自の端末で視聴することで受講生のスライド視聴環境が等

しくなり、また教員のポイント点も視認しやすくなった。このことは授業理解度の改善

に自ずとつながったと考えられる。併せて学生からの質問もチャット欄を用いることで

対面授業よりも活発に行われるようになった。第 2に、当然ながら学生がキャンパスに

来る必要が必ずしもないため、近年頻繁に発出される気象警報が出た際の休講措置をと

る必要がない点は、今後対面授業を全面復活できた際にもタイトな授業計画をバックア

ップする策として有効ではないかと考えられる。第 3に、対面授業では交通費の予算措

置が困難であったために招聘が困難であった遠方の非常勤講師による講義が容易にな

ったこともメリットとして挙げられる。これらに対し、遠隔リアルタイム授業では教員

からは学生の生のリアクションが確認できず、講義中の参加態度や理解度が把握しづら

い点は明らかな対面授業に劣る点として挙げられよう。 
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図 1. 2020 年度第 3Q-2021 年度第 2Q における生物学教育部会担当科目の実施形態の推移 

2020 年度（3Q） 

2020 年度（4Q） 

2021 年度（1Q） 

2021 年度（2Q） 
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 オンデマンド形式は事前の録画によって学生が繰り返し受講できるメリットがある。

しかし当然ながら教員からは受講生のリアクションや質問をリアルタイムに受け取る

ことができないことによる一方向の伝達となる点や、どのような受講状況を出席と取り

扱うかなど、オンデマンド式を採用するにあたっては講義内容によって慎重になるべき

ではないかと思われる。 

 また共通教育機構あるいは学部ごとでの授業実施に関する指針が示される中で、各科

目の実施形態は実質的には担当教員の裁量で決めざるを得なかったため、同じ科目分類

であってもさまざまな授業実施形態が生じたことは一部の学生に不公平感を感じさせ

たことも否めない。今後同様な状況が生じた際に備え、大学として公平な授業実施を行

うために改善の余地があると考えられる。 

 遠隔授業におけるさまざまなメリットが発見された一方、別項「対面授業の必要性」

にあるように、大学教育の基本は教員と学生が直接向き合い、切磋琢磨しながら自由闊

達に議論を行うことであることは言うまでもない。このコロナ禍によって、対面授業の

必要性の再認識もまた行われたといえよう。今後は対面形式での講義を前提としつつ、

状況に応じて遠隔授業の利点を活かせるケースでは柔軟にこれを併用していくことも

必要と考えられる。 

 以上をまとめると、2020 年にこれまで経験のなかった事態に対して手探りの状況で

遠隔授業を主にリアルタイム形式で開始した状況から、次第に教員と学生が共に遠隔授

業に慣れ、授業の準備や受講のノウハウが蓄積されてきたことからさまざまな授業実施

形態が生じた。多様な授業実施形態が生じた背景として、実習科目か講義科目か、また

科目あたりの受講人数によってそれぞれ最適な授業実施形態を担当教員が模索したこ

とが推察でき、感染状況が日々刻々変化する中で教員が臨機応変に対応をしてきたこと

が見て取れる。今後は対面授業を基本としつつ、遠隔授業で見出された利点も適宜併用

することで効果的な教育活動につなげていくことが望ましいと考えられる。 

 

4.2 必要資料・コンテンツ共有における BEEF 等の活用 

 

 神戸大学ではコロナ禍以前より、学内 Learning management system (LMS) として

Basic Environment for Educational Frontier：通称 BEEF を導入して講義

資料の配布やコンテンツの共有に用いており、従前より利用促進が図られていたものの、

コロナ禍以前にはその利用状況は全学を通して決して高いとは言えなかったのが実情

であった。しかしコロナ禍によってその情況は一変し、対面授業実施に大きな制限が生

じる中で、講義資料の配布や共有、課題提出、受講学生と教員間の連絡や一部の試験実

施にまで急速かつ広範囲に使用されることとなった。BEEF ヘの移行要請があまりに喫

緊であったために、2020 年度当初はアクセス集中によるシステムダウンが心配される

中、学生に対しては講義資料のダウンロードは講義に先立って行うことや、教員に対し
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てはアップロードできるファイル容量の制限などが注意喚起され、さらに BEEF のアッ

プロード量制限を補完できる Google Workspace for educationも導入され、容量の大

きいファイルの共有化が可能になった。そのような工夫の中でも、2020 年 6 月には大

規模なネットワーク障害、2021 年 8 月にはファイルがアップロードできないエラーな

どが生じたものの、その他には大きな支障は生じておらず、情報基盤センターによるメ

ンテナンスのもとで教員、学生双方による BEEF の利用が新たなスタンダードとして定

着し、今日に至っている。 

 資料配布に BEEF を用いることによって、大学にとっては資料印刷にかかる手間や費

用が削減でき、また教育効果としても授業時に資料配布の時間をかけずに済むようにな

り実質講義に時間をかけることができるようになった点や、容量の大きな動画資料など

が使いやすくなったことは、システムを積極的に導入したことによるメリットと言えよ

う。その一方で BEEF 導入によるデメリットとして、学生側の印刷にかかる費用負担の

増大や、印刷が各自の任意となったことによる学習面への影響が懸念される。今後も授

業をはじめとする様々な機会で各種資料のオンライン配布は進むものと思われるが、紙

媒体で配布した方が良いものとオンライン配布で良いものを吟味することも必要であ

ろう。 

 以下には「生物学実験 1・2」における BEEF の活用事例を示す。まず BEEF において

は、アップロードできる１ファイルの容量制限が存在するため（１ファイル 上限 50MB）、

実験操作等の具体的な動画ファイルをアップロードするには、ファイル容量上限を考慮

したファイル編集を検討しなければならない問題がまず挙げられた。BEEF に掲載でき

るファイル形式には制限があり、生物学実験 1・2で使用した ML Recorderのように、

映像と静止画像の 2画面構成コンテンツを作成しフォルダ内の画像と動画を html ファ

イルで 同時に表示・再生しているものには対応していなかった。一方で、大学の提供

する HPでは、アップロードするファイルサイズに制限がなく（web ページ容量は 10GB

が基本ライン）、ファイル形式なども自由に使える部分が多かった。また、全学で使用

する BEEF に対し、HPはアドレスを履修者のみに向けて公開するなどの方法でアクセス

数を絞ることができるため、BEEF のようにアクセスが集中して重くなる心配は少ない

ことも利点としてあげられた。上記の点などを考慮して、生物学実験１・２では BEEF お

よび教育部会 HP を併用してのオンライン授業（オンデマンド形式）をベースにし、主

担当教員および学生からの要望に応じて、リアルタイムオンラインでの説明・質問受付

等を随時行って、2020 年度１・２Q の生物学実験１・２を実施した。また、2020 年度

３・４Qより、実習に関するテキスト、説明資料、補足資料等を BEEF上に公開すること

を常態化し、学生の利便性を高めることにした。 

コロナ禍によって BEEF を含む大学 LMSの利用が進んだ大きな要因としては、まず第

1 に PC やスマホ等の各種デバイスが高性能になり、ネットワーク環境が整備され、動

画等の画質が高解像度になったハードウェアの進歩が挙げられる。また第 2に著作権に
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関わる制限が緩和されたことが大きな理由として挙げられる。これまで著作権への配慮

が必要であったために授業資料に引用することやネットワーク上での資料配布に消極

的であったケースもあったと考えられるが、著作権法第 35 条の改正に伴い新設された

授業目的公衆送信補償金制度によってオンラインによる資料共有化が進むこととなっ

た。授業目的公衆送信補償金制度は 2021 年 4月から有償化されたが、引き続き教員の

正しい理解に基づく引用と受講者側の資料利用方法の周知が不可欠であり、今後教員へ

の定期的な FD や学生への入学時オリエンテーションなどでの著作権に関する意識啓発

の徹底が欠かせないものと考えられる。 

 以上をまとめると、神戸大学で従前より実装されていたが使用頻度が決して高くはな

かった LMS システムの利用がコロナ禍によって急速に進んだ。当初ネットワーク障害な

ども一部で生じたが、解決すべき問題点も明らかになり、また LMS 使用に関わるノウハ

ウも短期間に蓄積が進んだと言えるだろう。今後はオンライン資料配布や著作権問題に

おける注意点に教員サイド、学生サイドが共に留意しつつ、対面授業においても継続的

に LMS の有効利用を図っていくことで効果的な教育活動につなげていくことが望まし

いと考えられる。 

 

4.3 対面授業の必要性 

 

農学部の事例より 

コロナ禍当初には、長期化することは予想できず、市民の行動抑制に頼る政策に依存

していた。しかし、事態は徐々に悪化し、政府は 2020 年 3月より義務教育の全国一斉

休校という措置を講じた。さらに、4月には緊急事態宣言が発令され、大学においても

大学キャンパスへの学生の入構制限を行い、講義はオンライン形式で実施されるように

なった。マスコミの多くは一斉休校を非難する論調をとり、これに呼応する形で、大学

生の声として大学施設を使用できない状況にも関わらず授業料を支払うのは受け入れ

難いという意見を取り上げていた。その一方で、当時クラスターが発生した大学では、

アルバイト先等の周辺住民との信頼関係が崩壊し、さらに、学生が帰省することにより

病原ウイルスのスプレッダーとして機能してしまった事例も認められた。大学は周辺地

域に及ぼす影響も大きいことより、感染予防措置を慎重に行っていく必要があることを

痛感した次第である。 

新型コロナウイルスの感染状況はその後さらに悪化し、複数回の緊急事態宣言が発令

され、大学という単位ではなく地域全体での行動抑制が求められ、大学における行動指

針は兵庫県との調整によって策定されるようになった。その結果、2020 年度入学生は

一度も大学キャンパスに足を運ぶこともなくオンライン講義のみで夏休みを迎えるこ

とになった。2020 年度において 2 回生以上の学生に関しては、既に人的ネットワーク

が構築されている状態であるので、SNS等を介して交流が維持されていたようだが、新
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入生にとって拠り所が無く過ごした半年間は不安に感じていたと思われる。 

このような状況において、学生のメンタルヘルスはどのような状態であったのか把握

しておくことは重要である。このような視点からの調査については、様々な調査機関が

現在進行形で取りまとめられているものと思われるが、手元に得ることのできる資料と

して、休学者・退学者数や GPAによる成績不良者についての数字が過去データと比較可

能である。執筆担当者の所属する農学部においては、過去 3 年間の数字を比較して大き

な変動は認められなかった。特に、休学者・退学者に関しては、文部科学省による全国

的な調査が行われており、コロナ禍による影響はなかったとの結論が得られている。こ

の結果については、予想と反する部分もあったが、学生は辛うじて踏みとどまっている

状態であるのかもしれない。 

オンライン講義を導入した際の功罪については他の項目でも触れられているが、意識

の高い学生はシステムを上手く使いこなし良い教育効果が得られている一方で、自宅で

アクセスするだけの学生は教育効果が低下しているという 2 極化が進んだ印象を受け

る。教員側は教育効果を高めるために、従来よりも過剰な課題を出し、学生は課題提出

に追われる日々を送っている。発達障害などを抱えた学生においては、過剰なストレス

を与えることになり、本人の申し出があった場合に、課題提出期限の猶予を設けるなど

の特別な配慮が学務部より求められるケースが散見された。しかし、執筆者が担当した

講義においては、結局のところ、猶予期限を過ぎても課題が提出できずに単位を取得す

ることはできなかった。このような学生は、通常の対面授業であれば単位を取得できて

いたのかもしれない。 

また、生物学系の特徴として座学を中心とした一般講義に加えて生物学実験として実

習講義を提供している。実習講義における対面形式の重要性については、次項の「全学

共通教育 専門基礎科目 生物学実験１・２の事例」において記載する。 

上記のように対面授業の重要性は認識しつつも対策を講じられなかった要因として、

以下のような点が挙げられる。一つ目として、開講している生物学系の講義の学生受け

入れ人数が 100～200 名であり、ディスタンスを保つことのできる教室が確保できなか

った点である。二つ目として、実習講義においては感染防止対策をどのレベルまで徹底

するのかノウハウが蓄積していなかった点である。 

これら課題に関して、農学部では比較的早い段階から対面授業を導入していたことよ

り、農学部の事例について紹介する。農学部においても実習科目が多いことより、対面

授業の重要性を認識し、対面授業実施の可能性を模索した。高学年の学生を対象とした

講義は受け入れ人数が少ないことより、従来よりも大きい教室を割り当てることでディ

スタンスを確保することができた。また、100～200 名規模の講義においては、コース

（学科）単位でグループを作り、週ごとにローテーションを組むことにより、小規模な

対面授業を実現し、残りの学生はオンライン形式とする、言わばハイブリッド形式での

講義を実践した。当初は教員側がハイブリッド形式の講義に対応できない場面も認めら
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れたが、次第に定着して行き、小規模な講義においても、対面形式を希望する学生とオ

ンライン形式を希望する学生両者を満足させるものになった。その結果、ハイブリッド

形式も含めると 2020 年度前期には 68.9％、2020 年度後期には 63.3％、2021 年度前期

には 52.7％で対面授業が行われた。また、実験授業においては、ディスタンスを保つこ

とができない実験を想定して別室を確保し対面形式で実施された。さらに、実験机にパ

ーティションを設置し、顕微鏡など接触感染の恐れがある部位への消毒の徹底、手指洗

浄やロッカーなど人が集まる場所での動線誘導等の感染予防対策が行われた。 

今後は新型コロナウイルスの感染状況に応じて、ハイブリッド形式を取り入れながら

も可能な限り対面形式での講義を進めて行く必要があると考える。 

 

全学共通教育 専門基礎科目 生物学実験１・２の事例より 

 

 2020 年度の１～２Qのみ、遠隔授業での実施を試みた。2020 年の３・４Q以降は、各

種の感染対策（入室前検温・手指消毒・機器の消毒および室内換気の徹底等）を施しな

がら対面実施に戻している。 

 

【BEEF・HPの活用について】 

 神戸大学の学習システム LMS BEEF において、アップロードできる１ファイルの容量

制限が存在する（１ファイル 上限 50MB）。実験操作等の具体的な動画ファイルをアッ

プロードするには、ファイル容量上限を考慮したファイル編集を検討しなければならな

い問題が存在した。 

BEEF に掲載できるファイル形式には制限があり、生物学実験１・２で使用した ML 

Recorderのように、映像と静止画像の２画面構成コンテンツを作成しフォルダ内の画

像と動画を html ファイルで 同時に表示・再生しているものには対応していなかっ

た。一方で、大学の提供する HPでは、アップロードするファイルサイズに制限がなく

（web ページ容量は 10GB が基本ライン）、ファイル形式なども自由に使える部分が多

かった。 

また、全学で使用する BEEF に対し、HPはアドレスを履修者のみに向けて公開するな

どの方法でアクセス数を絞ることができるため、BEEF のようにアクセスが集中して重

くなる心配は少ないことも利点としてあげられた。 

上記の点などを考慮して、生物学実験１・２では BEEF および教育部会 HPを併用して

のオンライン授業（オンデマンド形式）をベースにし、主担当教員および学生からの要

望に応じて、リアルタイムオンラインでの説明・質問受付等を随時行って、2020 年度

１・２Qの生物学実験１・２を実施した 

 また、2020 年度３・４Qより、実習に関するテキスト、説明資料、補足資料等を BEEF

上に公開することを常態化し、学生の利便性を高めることにした。 
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PC やスマホ等の各種デバイスが高性能になり、ネットワーク環境が整備され、動画

等の画質が高解像度になった現在だからこそオンライン授業が可能になったと言える。

しかしながら、実際に自分で各種実験機器を操作する、試薬（特に毒劇物等）を取り扱

うといった経験をオンライン授業で代替することは、経済的にも法令的にもほぼ不可能

であった。さらに、生きた生物を取り扱うという、実物から直接的に得られる情報量と

デバイス越しの情報量との超えられない差異が明瞭になったように感じられる。特に、

観察系の実習において、観察対象である生物個体の持つ形態・行動等の多様性を、他班

の取り扱うサンプルとの比較を通して容易に実感できる多人数での対面実習の利点も

浮き彫りになったと言えるだろう。 

実験系の実習においても、同じ材料、試薬、器具を扱いながらも、操作する個人の技

量によって実験結果に巧拙が明瞭に現れるといったこと認識してもらうのは、多人数で

の対面実習場のもう一つの特徴でもあろう。実験操作の各段階において、対面でのリア

ルタイムのスムーズな双方向のコミュニケーションは、技術的指導という点において最

も効果的であることは否めない。得られた実験データをもとにした学生間および教員・

TA と学生間でのディスカッションの発生など、実験室という空間を多人数で共有する

ことを含めて実験授業は成立しているものと考えられ、今後も対面での実施必要性は高

いものと思われる。 

 

4.4 ポストコロナにおける授業のあり方について 

 

 ここまで述べてきたとおり、大学教育は教員と学生が直接向き合い、制約なく自由な

議論を行うことで達成されるものと考えられる。したがって、感染症パンデミックの影

響がない状況においては、対面授業を基本とするべきであろう。ただし、コロナ禍でや

むを得ず始めた遠隔講義の経験からは、いくつかのメリットも見いだされた。特に、受

講人数が 200人に近いような大人数受講科目においては、対面で実施した場合に前方に

着席する学生と後方に着席する学生の間で講義の理解などに差があると思われ、遠隔講

義のほうがスライド資料等の視聴環境が改善され、結果的に理解度も高まる可能性が見

いだされた。また、気象警報や交通障害による休講のバックアップとしての有効性や、

海外を含む遠隔地に在住する非常勤講師やゲストスピーカーの招聘が容易になる点も

挙げられる。一方で、上述したように遠隔講義のデメリットも多数挙げられるため、ポ

ストコロナにおける授業は、対面を基本としつつ、遠隔講義で得られるメリットを活か

すことを検討するべきであろう。具体的には、特に受講生の多い大規模講義においては、

対面と遠隔を同時に行うハイフレックス型の講義を導入することや、休講時の補講をオ

ンデマンド型遠隔授業とすることで、近年の過密スケージュールの中でも授業回数を確

保すること等が挙げられる。また、Zoom 等を利用した遠隔講義においてはチャット機
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能などを積極的に利用することで、対面授業以上に双方向のやり取りが可能であったと

する意見もある。神戸大学では 2019 年度からパソコンの必携化をしているので、対面

講義であってもチャット機能を利用することで直接声を上げにくい学生の声を拾うこ

とも可能であると考えられる。また、従前から整備されていた学習システム LMS BEEF

の活用が当たり前になったことは、大学にとって大きな進歩である。このように、遠隔

講義の経験から副次的に得られた ICT 技術の活用経験を今後の対面授業に生かしてい

くことが重要である。 
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第５章 自己点検・評価 

 

5.1 「外部評価の評価項目モデル」に沿った自己点検・評価 

 

 ここでは、神戸大学国際教養教育員における「外部評価の評価項目モデル」にそって、

生物学教育部会の組織・運営面、および全学共通授業科目（基礎教養科目、総合教養科

目、共通専門基礎科目、生物学実験）に関する自己評価をまとめる。 

 

A 当該教育部会の組織構成と運営体制 

A-①:基本的な組織構成が適切であり、実施体制・運営体制が適切に整備され、機能して 

いるか 

 

 生物学教育部会は約 50 名前後の構成員からなり、生物学の教育・研究に関連する殆ど

の部局にまたがっている。部会長および各部局を代表する幹事によって構成される幹事会

が中心となって部会全体の運営を行っている。幹事が各部局内の取りまとめを行い、必要

に応じて部会長を中心に幹事会で全体の調整を行うことで、組織的、協調的な運営体制が

構築できている。 

 一方で、表 1（8ページ）に示すように、5年間で構成員が漸減しており、質の高い教育

を担保するためには参加教員の確保が課題である。また、部局によって構成員数と担当科

目数の間に若干偏りが見られる。すべての教員が全学共通教育を担当する原則に基づいて、

改めて全学的に制度の再構築が必要な時期に来ているのではないだろうか。 

 

B 当該教育部会の内部質保証 

B-①:自己点検・評価によって確認された問題点を改善するための対応措置を講じ、計画

された取組が成果をあげている、又は計画された取組の進捗が確認されている、あるいは、

取組の計画に着手していることが確認されているか(2-3-1) 

 

 神戸大学国際教養教育院では 2008 年より教育部会ごとの自己点検・評価およびそれに

対する外部評価を実施しており、生物学教育部会では 2013 年に 1 巡目の評価を行った。

5.2項に示すように、2013年の自己点検・評価およびそれに対する外部評価の結果を受け、

教育部会として対応を行っている。また、これに加えて、毎年度すべての授業科目につい

て自己点検・評価を行っており、組織的に内部質保証を行っている。 

 

B-②:学生を含む関係者等からの意見を体系的、継続的に収集、分析し、その意見を反映 

した取組を組織的に行っているか(2-3-3) 
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 学生からの意見収集は授業アンケートを介してすべての授業科目について実施してい

る。アンケートの回収率は 2019年度前期 45.6%、後期 38.5%、2020 年度前期 48.7%、後期

35.1%であった。アンケートについては全学的方針として「全ての教員は、授業中に授業振

り返りアンケートを実施する」ことになっているが、現在の回収率は十分とはいえず、ア

ンケートの回収率をより高めるための工夫が必要である。アンケートの結果については部

会長が分析し、対応すべき問題があれば部会として対応をする、あるいは各担当教員に連

絡を取る体制が取られている。2020 年度については遠隔講義の質に関する多くの意見があ

り、講義の質向上に役立ったと認識している。 

 授業担当教員からの意見は幹事を通じて収集できる体制をとっている。コロナ禍以前に

おいては積極的には意見収集をして来なかったが、この 2年間は遠隔授業の対応など、重

要項目について幹事を通じて意見収集を行い、国際教養教育委員会に意見を上げるなどの

対応を行っている。今後も積極的な意見収集が求められる。 

 

B-③:授業の内容及び方法の改善を図るための FDを組織的に実施しているか(2-5-4) 

 必要な情報は幹事会を通じて各担当教員に伝える方式を採用しており、生物学教育部会

としての独自の FD はここ数年実施していない。国際教養教育委員会のおこなう全部会を

対象とした FD に各担当教員が各自の判断で参加している。今回の自己点検・評価および

外部評価の結果を踏まえ、生物学教育部会としての FDの実施が必要であると考えられる。 

 

B-④:教育活動を展開するために必要な教育支援者や教育補助者が配置され、適切に活用 

されるとともに、それらの者が担当する業務に応じて、研修の実施など必要な質の維持、

向上を図る取組を組織的に実施しているか(2-5-5,2-5-6) 

 

 生物学教育部会には大学教育推進機構所属の専任教員(助教 1 名)と支援職員(技術補佐

員 1 名)が配置されており、特に「生物学実験」の準備作業や試薬・材料調製などで要求 

される専門性の高い業務に加えて、施設・機器の維持管理、予算管理、非常勤講師や TA の

事務手続き、ホームページ、メーリングリストの管理など、幅広い支援業務を実施してい

る。この支援体制は幹事会だけでなく、各授業担当者とも緊密に連携を取りつつ有効に機

能しており、部会の円滑な運営と教育実施において欠かせないものとなっている。支援職

員に対しては必要に応じて業務内容に関する研修を行っているが、生物学教育部会として

の関与は決して強くなく、今後の課題である。 

 

C 当該教育部会の教育課程と学習成果 

C-①:当該教育部会が提供する授業の目標が、全学共通授業科目の区分ごとの学修目標に 

対応したものとなっているか(6-2-1) 
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 基礎教養科目、総合教養科目、共通専門基礎科目（実験科目を含む）ともに、2016年の

教養教育改革時に再設計されており、1.2.2 に示す全学共通教育の学修目標に対応する形

で目標が設定されている。 

 

C-②:授業担当者に共通目標や学部からの要請を示し、到達目標をそれに沿ったものにす

る配慮がなされているか(6-2-1) 

 

 いずれの科目についても、2016年の教養教育改革時に再設計されており、これに際して

共通目標や学部からの要請を確認している。しかし、2016年の再設計時から時間が経って

いるので、改めて共通目標や学部からの要請を確認する FD 等の実施が必要な時期に来て

いると考えられる。 

 

C-③:授業科目の内容が、共通目標や個々の到達目標を達成するものとなっているか(6-3-

2) 

 

 2016 年の教養教育改革時に授業科目を再設計した際に共通目標や個々の到達目標を確

認して授業を設計した。以降、基本的に同様の設計で各授業科目を続けているが、細かな

調整は各教員に任されている。前回の再設計時から 5 年が経過しており、上記のように、

FD等を実施して共通目標や到達目標を再確認するとともに、生物学教育部会としてそれを

検証する体制の構築が必要であると考えられる。 

 

C-④:単位の実質化への配慮がなされているか(6-4-1,6-4-2) 

 

 シラバスに 1単位あたりの学修時間（45 時間）を明示し、事前事後学修を促している。

また、気象警報や交通障害による休講時の補講の実施を含め、1単位あたり 7.5 回の授業

回数を確保している。 

 

C-⑤:教育の目標に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組み合わせ・バラン

スが適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学修指導法の工夫がなされているか

(6-4-3) 

 

 講義・授業形態については、多くの教員が視聴覚教材の使用、小テスト・アンケートな

どを利用した学生との双方向授業など、様々な工夫を試みている。教員によっては講義で

紹介する生物を授業時間中に実際に観察させるなど、視聴覚教材だけでは伝えきれない生

き物のリアルな感触を学生に伝える工夫をしている。ただし、基礎教養科目の多くは 200
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人近い受講者がおり、このような工夫が一般的に難しい。一方で、遠隔講義の場合は受講

者数の多い授業ほど対面の場合に生じがちな教室内の着席位置による差が埋められたと

の意見もあり、授業の遠隔実施も含めた授業形態の工夫が求められる。実験科目は共通専

門基礎科目として、生物にかかわる学問分野を中心に学修する学部の学生を対象として開

講しており、講義だけでは得ることのできない生命現象の実態を知るための授業が展開さ

れている。 

 

C-⑥:シラバスに、必須項目として「授業名、担当教員名、授業のテーマ、授業の到達目 

標、授業形態、授業の概要と計画、成績評価方法、成績評価基準、履修上の注意 (関連科

目情報)、事前・事後学修」及び「教科書又は参考文献」が記載されており、学生が書く授

業科目の準備学修等を進めるための基本となるものとして、全項目について記入されてい

るか(6-4-3) 

 

シラバスについては国際教養教育院としてすべての科目を点検しており、上記項目につ

いて記載されている。 

 

C-⑦:学生のニーズに応え得る履修指導の体制を組織として整備し、指導、助言が行われ 

ているか(6-5-1) 

C-⑧:学生のニーズに応え得る学習相談の体制を整備し、助言、支援が行われているか (6-

5-2) 

 

 各担当教員にオフィスアワーをシラバスに記載することを求めており、すべての科目に

ついて記載されている。また、前述の授業アンケートの実施とあわせ、学生のニーズを拾

う体制は整っている。一方で、履修指導や学習相談について、部会として担当教員への個

別の指導や助言は行っておらず、FD等の実施とあわせて今後の課題である。 

 

C-⑨:成績評価基準及び成績評価方針に従って、公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施 

されているか(6-6-1,6-6-2,6-6-3) 

 

 成績評価は各担当教員が厳格かつ客観的に実施している。全学的な成績評価の方針であ

る秀を 10%以内、秀と優をあわせて 40%以内という方針に沿った成績評価を行うよう、期

ごとに繰り返し注意喚起しており、ここ数年は部会全体で概ね上記の方針に沿った成績分

布となっている。授業科目単位で上記方針を大きく逸脱する場合には、部会として事情を

聞くなどを行う体制となっているが、ここ数年はそのような事態は起きていない。 
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C-⑩:学修目標に従って、適切な学修成果が得られているか(6-8-3) 

 

 学生アンケートの結果から、2020 年度においては多くの科目で到達目標の達成度が高ま

る傾向が見られた。これは、オンライン授業の開講に伴って全般的に課題が増えたことや、

大人数講義における学習効果の高まりが影響していると思われる。今後、対面講義に戻っ

た場合に学修成果を維持するための工夫が必要であると思われる。 

 

5.2 １巡目の外部評価結果を受けての自己点検・評価 

 

2013 年度に実施した１巡目の外部評価においては、特に改善を要する点として、（1）教

育部会の組織運営、（2）単位の質保証、（3）実験科目を含む各科目の受講生の偏りに関する

点が指摘された。以下にそれぞれの指摘の概要とそれに対する生物学教育部会の対応につ

いてまとめる。 

 

（1）教育部会の組織運営 

生物学に関連する医学系・保健学系の教員の関与が少ない点が指摘されるとともに、部

会長の任期や幹事の任期が短いことに関する指摘があった。 

 保健学研究科の教員は共通専門基礎科目 2科目を担当しており、この状況は前回の外部

評価時と変わっていない。医学・保健学分野の視点に立った教養科目の必要性が指摘され

たが、現在では保健学研究科の教員によって「健康・スポーツ科学教育部会」「医学教育部

会」において医学・保健学分野の視点に立った教養科目が開講されており、神戸大学全体

としては指摘に対応できているものと考えられる。 

部会長の任期は 2010 年度頃までは原則 1 年であったが、それ以降は安定した部会運営

のために 2年を原則としている。また、幹事の任期も 2 年としており、負担の平準化と継

続性のバランスを取っている。 

 

（2）単位の質保証 

 当時の教養原論（現在の基礎教養科目および総合教養科目）と共通専門基礎科目につい

て、同じ名前の講義であっても担当者によって内容が大きく異なるとの指摘があった。 

外部評価の指摘をうけ、2016年に基礎教養科目について生物学 A、B、Cとして再編する

とともに、総合教養科目についても地球史における生物の変遷、生物の環境適応、人間活

動と地球生態系に再編した。これにあたって、シラバスの一部を共通化するなど、内容が

大きく異ならないように調整した。ただし、その後の担当教員の変化などもあり、少しず

つ担当教員ごとにシラバスが修正されている。現時点では担当者によって大きく内容が異

なることはないが、将来的に部会として全体の調整をする時期が来ると思われる。共通専

門基礎科目については、学部ごとに授業内容に関する要請が異なることを踏まえ、生物学
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I、生物学 IIとなっていた授業科目を、それぞれの受講生の所属学部に応じた講義として、

生物学概論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、D2、生物学各論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、

D2、E1、E2 とした。これによって内容がそれぞれ分かれたため、同じ名前の講義であって

も担当者によって内容が大きく異なるという状況は回避されたが、受講生を学部ごとに指

定し、学部ごとに異なる内容を教えることになっており、全学共通教育としての共通性が

失われているのが実情である。共通専門基礎科目については、今後再編や各学部の専門科

目への移行などの検討が必要であると思われる。 

 

（3）実験科目を含む各科目の受講生の偏り 

 前回の外部評価では、特に工学部の学生が生物学の講義をほとんど受講していないとい

う点が指摘された。また、実験科目の受講生が理学部と農学部の学生に限られている点が

指摘された。 

 2016年のカリキュラム改正を受け、現在では工学部の学生も基礎教養科目を受講する体

制となっている。全学的には生物学教育部会の提供する教養科目（基礎教養科目または総

合教養科目）を学部生一人あたり約 0.8 科目受講しているが、現代における生物学の重要

性を鑑みると、より多くの学生が教養としての生物学を身につける必要があると思われる。

そのためには、教育部会の体制強化などを含め全学的な議論が必要であろう。実験科目に

ついては前回外部評価時と体制は変わっていない。なお、国際人間科学部や医学部などは

実験科目を学部において専門科目として実施しているため、共通教育の実験科目は受講し

ない体制となっている。しかし、例えば工学部の学生は実験科目を受講していないため、

前回からの引き続きの課題として残っている。 
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第６章 外部評価 

 

6.1 外部評価委員会概要 

 

令和３年度神戸大学大学教育推進機構国際教養教育院生物学教育部会外部評価委員会 

 

開催日時 

令和 4 年 3月 8日（火） 10:00〜12:00（Zoom を用いたオンライン形式） 

 

外部評価委員 

東北大学大学院生命科学研究科     教授  占部 城太郎 

甲南大学フロンティアサイエンス学部  教授  西方 敬人 

 

神戸大学側出席者 

  神戸大学大学教育推進機構国際教養教育院長   大月 一弘 

   同教育院 生物学教育部会長         源  利文 

   同教育院 生物学教育部会 幹事       丑丸 敦史 

   同教育院 生物学教育部会 幹事       近藤 侑貴 

   同教育院 生物学教育部会 幹事       影山 裕二 

   同教育院 生物学教育部会 幹事       池田 健一 

   同教育院 生物学教育部会 幹事       駒井 浩一郎 

  神戸大学大学教育推進機構 助教        石村 理知 

 

実施スケジュール 

（１）外部評価委員並びに神戸大学側メンバーの紹介 

（２）挨拶（大月国際教養教育院長） 

（３）神戸大学メンバーから，資料に基づき，自己点検・評価について説明 

（４）質疑・意見交換 

（５）外部評価委員の講評 

（６）閉会 
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6.2 外部評価委員による「外部評価委員報告書」 

 

外 部 評 価 委 員 報 告 書 
 

令和 4 年 3月 21日 

国立大学法人神戸大学 

大学教育推進機構国際教養教育院 

生物学教育部会 御中 

東北大学生命科学研究科 

教授 占部城太郎  

 

 外部評価委員として国立大学法人神戸大学大学教育推進機構国際教養教育院生物学教育

部会が実施した自己点検・評価書を審査し、当該組織の活動に関して次のとおり報告いたし

ます。 

 

 

全体的講評 

 ○ 特に優れている点 

生物教育部会は 50 名近い教員が参加しており、全学的に取り組んでいることが伺える。講

義の質的保証を維持するため、各部局からの幹事による幹事会で部会が運営され情報交換

や点検をしており、組織だった運営がされている。授業科目の内容も、総合教養科目でやや

偏りがみられるものの、概ね適切に構成されており、受講者には生物の基礎のみならず、環

境に関する世界的な課題を学習する機会が提供されている。生物部会の運営や科目構成、講

義実施面について良好と判断された。また、オンライン講義については、学生からの評価が

高く、個々の教員の工夫など講義方法も生物学教育の強みになっている。 

 

 ○ 特に改善を要する点 

総合教養科目ではミクロ系に関する社会的課題に関わる講義なども検討すると良い。講義

内容は全体として高い水準にあると判断されたが、一部科目では学生からの評価のばらつ

きがある。講義手法の情報交換など、FD などを通じて個々の教員の強みが発揮される契機

を検討してほしい。アンケートの回収率を高める工夫をしてほしい。受講者比が１を超える

よう（全学の学生が少なくとも１科目は生物をとる）目指してほしい。その理由のひとつは

生物科目の構成が分かりづらいからかもしれない。例えば、シラバスに見出し（キャッチフ

レーズ）やキーワードなどを添えることで、生物科目を選択しやすく、受講意欲を高めるな

どの工夫はどうだろうか。前回からの指摘の継続になるが、文系・工学系にも生物の基礎が

含まれるような自然系実験科目があると良い。 
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個別点検事項 

一般教養科目は、国際的な共通言語、つまり、世界のどこにいても話題に出来る知識や理解

を涵養するためのものだと思います。生物は、生物の基礎に限らず、温暖化や生物多様性の

劣化など世界的な環境問題や遺伝子治療や感染症、遺伝子改良食品など、世界的に共有すべ

き課題・問題が多く含まれています。よって、神戸大学で学ぶ多くの学生に基礎生物とその

周辺課題を共通知として学習する機会を提供することは、社会への貢献という意味でも重

要と考えます。このような視点から、気づいたことをメモとして以下に書かせていただきま

した。 

 

◯各科目について 

 

基礎教養科目 

生物学の基礎として「生物 A」「生物 B」「生物 C」の３科目が設定されている。内容につい

ては A では有機物の機能や細胞や組織の役割、B で細胞・器官から社会性までを扱ってお

り、C では放射線や感染症など医学・保健に関わる基礎事項なども範囲としている。各科目

は一部重複しつつあるも重なりは少ないようであるが、受講する学生からは受講前の把握

が難しいように思える。科目名はこのまま A〜C であるとしても、受講学生が受講を選びや

すいよう、シラバスの冒頭に、細胞、器官、組織、個体、集団、人間など、扱う対象や階層

とその内容がわかりやすいキーワードを配置してはどうだろうか。 

アンケートでは、オンラインにより理解度や満足度が１〜２割増加していることは注目

に値する。オンライン講義のメリット講が評価されている一方で、対面の授業に一定の不満

があるとも読み取れる。学生アンケートでは、A、B に比較して C に対する学生評価がやや

低調であり、その原因が内容によるのか、講義の勧め方にあるのか検討すると良いだろう。 

 

総合教養科目 

「グローバルイシュー」として位置づけられた３科目、 「地球史における生物の変遷」「生

物の環境適応」「人間活動と地球生態系」が開講されている。いずれもマクロ生物の分野を

ベースとしたものであり、本学生物学を特徴づける講義群と言える。一方で、話題としてい

る内容がマクロ系に偏重しており、ミクロ系の課題、例えば遺伝子改変や遺伝子治療、生命

のクローニングなど、一般社会として今後広く考えるべき問題への理解を育む基礎事項が

やや手薄と思われる。自然―環境や生態系と社会の持続性などマクロ系の課題を中心とし

つつも、人間社会と遺伝子をめぐる問題なども課題として捉えることが望ましい。 

 学生アンケートにでは「地球史における生物の変遷」で、オンライン化による評価がやや

低下ないし横ばいである一方、「生物の環境適応」では増加、「人間活動と地球生態系」では
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対面と同様に学生評価は高い。いずれももともと学生からは高い評価の科目であると思わ

れるが、講義により、学生の評価にややばらつきがあるとすれば、改善が必要だろう。 

オンライン化により試験からレポートにかわったことで、学生の理解度が高くなったとい

うアンケート結果がある一方で、「履修者の多い講義よりも履修者の少ない講義のほうが評

価は高かった」という傾向の認識は重要であろう。履修者の少ない講義では双方向など教員

の顔が見える講義になっている可能性がある。とすれば、対面のように履修者の多い講義で

も双方向（質疑の機会を設けるなど）のコミュニケーション機会を増やす工夫が受講学生の

満足度を高める上で重要だろう。 

 

共通専門基礎科目 

ほぼ高校教科書に沿った内容である「概論」、生物の特徴や生態系に焦点をあてた「各論」

実験を課題とする「実験」の３項目からなっている。高校生物を受講（受験科目と）してい

ない学生には「概論」の内容は適切である。また、「各論」も生物をとおして自然や生態系

へ視野を広げる良い課題設定となっている。ただし、本科目の概論・各論と上記基礎教養科

目・総合教養科目との違いが必ずしも明示的でなく、受講する学生はその違いが把握できず

混乱する可能性が懸念される。入学オリエンテーション時には単位受講について何らかの

指導があると思われるが、本報告書からは読み取れなかった。シラバスなどに、生物の知識

要・不要を含めたキャッチフレーズなどを掲げ、受講者のこれまでの学習状況を踏まえたう

えで選択しやすくなるような工夫があるといいだろう。 

本科目の生物の「実験」についてはごく一部の学生しか受講できない状況になっており、後

術するが、全学教育としての必要性も含めて議論が必要だろう。 

 学生アンケートの結果では、オンラインにより講義内容の評価が１〜２割上昇している

が、「1–6 割程度が授業の改善点を指摘」という点は、上記他の科目とくらべて深刻である。 

高校生物レベルの内容を大学で教えるには、教える側のモチベーションも高くないのかも

しれない。しかし、「各論」についても、概ね同様な傾向があり、講義によって学生の評価

が大きくばらついている。基礎としてのある程度のアウトラインはあるだろうが、それに沿

った興味を引くようなトピックや最新の話題も織り交ぜながら学生の興味を引くような講

義をする、あるいは FD などで講義の仕方を考えるなど、改善の必要があると感じた。 

 生物学「実験」については、農学部と理学部の学生を対象に開講されており、実験内容も

興味深く工夫されたものとなっている。これら実験は、各学部の教員が担当しており、その

学部の学生を対象に、専門教育への助走として位置づけて開講されているようである。内容

の充実さに感心する一方で、これを全学教育の一つとするには違和感を感じた。実際、本科

目も実験で扱う内容や課題はやや専門的で、専門実験としておかしくない高度な内容も含

んでいる。 

生物の高度教育は、大学以外では通常経験できないが、経験知は座学知よりも効果が高い

点を考えると、他学部や文系学生を対象とした基礎教養としての実験科目の開講も考えて
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ほしい。これは生物部会だけではできず、他の自然・理学系部会と横断的な科目にするなど

検討してはどうだろうか。生物を知らない学生に、細胞を顕微鏡で観察したり、DNA を

PCR-電気泳動パターンで仕組みの理解と合わせて調べる等は、昨今話題となった感染症に

対する誤った理解やエセ科学に抵抗する基礎体力をつける機会としても重要である。 

 

◯ポストコロナへの授業体系の構築に向けて 

過去２年、コロナ禍により対面での講義が困難ななかで、試行錯誤でありながらも 2020 年

にはオンラインでの講義を勧め、ハード・ソフトの双方での問題をクリアしながら講義体制

を整えてきたことは高く評価出来る。また、そのような経験を通じて、オンライン講義の利

点を活かしながら、よりよい講義体系を構築しようという意欲は重要であり、その姿勢は高

く評価できる。 

 神戸大学が整備している BEEF は講義の内容を細かく伝えたり、講義の参考資料を配布

したりするうえで効果的である。一方、対面講義ではさほど問題にならなかった著作権のあ

る資料の使用など、新たな問題が出てきつつある。このオンンライン（オンデマンド）化や

デジタルファイル利用による新たな問題をどのようにクリアしていくかは、国内大学全体

の問題であるが、各教員が問題を認識することで瑕疵がないような配慮が必要になるだろ

う。この点は、生物部会に限らず、例えば FD などで著作権の専門家を呼ぶなどして認識を

深めていくと良いだろう。 

  

 学生アンケートに関するとりまとめで、共通専門基礎科目において学生評価に講義間で

バラツキがみられた。講義をする側に個人差（特徴や強みの違い）があるのは当然であるが、

オンライン講義においては、慣れていない、機能を上手く使えていない（例えば双方向での

講義の仕方など）など、容易に改善出来る点もあると思われる。例えば、オンライン講義で

の評価が高かった教員を講師として招き、そのノウハウを共有するといった FD は、その改

善に効果があると考えられる。 

 対面での講義も、学生の学習意欲を促進し・満たすうえで重要である。教員の顔が見えな

ければ、その内容は薄いものになりかねないからである。コロナ禍の不幸中の幸いとして、

本アンケート報告にあるように、オンライン講義の強みも認識することができた。双方向講

義のツールとしてオンラインを使う一方で、対面で講義を行うようなハイブリッド型の講

義が今後のあり方として有望と考えられる。生物においては、さまざまな写真ライブラリー

や動画などの利用も、講義を効果的に行う良いツールになると考えられる。 

 

◯ 自己点検評価の妥当性について 

A 当該教育部会の組織構成と運営体制  

A-1:基本的な組織構成が適切であり、実施体制・運営体制が適切に整備され、機能している

か 
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 生物部会では各部局から選出された幹事が定期的に情報交換を行いながら運営されてお

り、適切な組織構成での運営が行われている。構成部局間の負担の偏りについては、生物に

関わる教員の多くがバランス良く全学教育を担うことが望ましく、再構築の必要性を認識

した上で実現してほしい。 

 

B 当該教育部会の内部質保証 

B-1:自己点検・評価によって確認された問題点を改善するための対応措置を講じ、計画され

た取組が成果をあげている、又は計画された取組の進捗が確認されている、あるいは、取組

の計画に着手していることが確認されているか 

 

今回のように、積極的に自己評価を行い、外部からの評価により見直しを図る姿勢は高く評

価される。 

 

B-2:学生を含む関係者等からの意見を体系的、継続的に収集、分析し、その意見を反映した

取組を組織的に行っているか 

 学生アンケートは評価や見直しの基礎となっており、継続的に行うことで改善点の効果

測定を行うことが期待出来る。回収率が低いので、講義の最後に学生全員に書かせて、学生

代表が集めて提出するなど、回収率を高くする工夫が必要だろう。 

 

B-3:授業の内容及び方法の改善を図るための FD を組織的に実施しているか 

 幹事間での相互理解は十分に行われているように思われるが、アンケート評価では教員

間で認識にはばらつきがある。各教員の弱点ではなく、強みを活かす工夫が望まれる。また、

FD はここ数年実施していないとあるが、上記提案した著作権に関する FDやオンライン講

義に関するノウハウの共有などの FD を実施してはどうだろうか。 

 

C 当該教育部会の教育課程と学習成果  

C-1:当該教育部会が提供する授業の目標が、全学共通授業科目の区分ごとの学修目標に対応

したものとなっているか 

 

適切な目標設定がされているが、受講学生には講義名からの内容は判断しづらいので、シラ

バスの「授業のテーマ」欄に、単に文章だけでなく、わかりやすい見出しやキーワードをつ

けるなどの工夫があると良い。 

 

C-2:授業担当者に共通目標や学部からの要請を示し、到達目標をそれに沿ったものにする配

慮がなされているか 

C-3:授業科目の内容が、共通目標や個々の到達目標を達成するものとなっているか 
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担当者間での共通目標や到達目標の再確認や再検討は重要であり、自己評価にもあるよう

に FD などの活用は良い方向性であると判断される。 

 

C-4:単位の実質化への配慮がなされているか 

 

現状の授業科目は分かりづらい側面があるので、上述したように、学生が容易に内容を把握

でいるような見出しやキーワードをシラバスに添えることが望ましい。 

 

C-5:教育の目標に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組み合わせ・バランス

が適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学修指導法の工夫がなされているか 

 

学生からのオンラインでの講義評価が高くなっているなど、教員個々の工夫が読み取れ、高

く評価出来るが、一方で講義間でのバラツキが若干みられるようである。個々の教員の強み

が発揮されるよう、FD などをつうじて担当者間での講義手法の共有などを図ると良いだろ

う。 

 

C-6:シラバスに、必須項目として「授業名、担当教員名、授業のテーマ、授業の到達目 標、

授業形態、授業の概要と計画、成績評価方法、成績評価基準、履修上の注意(関連科目情報)、

事前・事後学修」及び「教科書又は参考文献」が記載されており、学生が書く授業科目の準

備学修等を進めるための基本となるものとして、全項目について記入されているか 

 

この項目はほぼ達成していると判断される。 

 

C-7:学生のニーズに応え得る履修指導の体制を組織として整備し、指導、助言が行われ て

いるか(6-5-1)  

C-8:学生のニースに応え得る学習相談の体制を整備し、助言、支援か行われているか (6- 5-

2)  

学生に対してはオフィスアワーを明示するなどの工夫がされている。教員間の情報共有は、

今後 FD などを通じて図られると期待される。 

 

C-9:成績評価基準及び成績評価方針に従って、公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施され

ているか 

 

良好と判断された。 
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C-10:学修目標に従って、適切な学修成果が得られているか 

良好であるが、生物科目受講者数が全学で１以下であることはやや寂しい。温暖化などの環

境変化に加え、その経済や社会への波及効果、遺伝子改良生物や遺伝子治療など、学生が今

後社会に出てから直面する問題などを取り上げるなどして、学生の関心を惹き付けること

も重要だろう。生命科学関連の社会的課題は、しばしばエセ科学や流言にまどわされること

がある。その回避には科学的経験が重要である。そのためにも実験実習については文系、工

学系学生にも開講できる科目があると良い。ただし、文系・工学系学生を対象とした自然科

学の総合実験は生物部会だけでは困難なので、自然系科目の担当者で、その必要性なども含

めて、検討して欲しい。 
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外 部 評 価 委 員 報 告 書 
 

令和 4 年 3月 8日 

国立大学法人神戸大学 

大学教育推進機構国際教養教育院 

生物学教育部会 御中 

甲南大学フロンティアサイエンス学部 

教授  西方 敬人 

 

 外部評価委員として国立大学法人神戸大学大学教育推進機構国際教養教育院生物学教育

部会が実施した自己点検・評価書を審査し、当該組織の活動に関して次のとおり報告いたし

ます。 

 

意 見 

 ○ 特に優れている点 

全学共通教育として「神戸スタンダード」を明示し、「複眼的に思考する能力」「多様性

と地球的課題を理解する能力」「協働して実践する能力」を身につけることを目指す中、生

物学という多様性に富み、幅広い領域にわたる分野の教育を、豊富な人材を有効に活用する

ことで充実した講義内容として提供できている点は特に優れている。「基礎教養科目」「総合

教養科目」「共通専門基礎科目」として、それぞれ差別化し、特徴を出しているのも一つの

方向性として評価できる。また PDCAサイクルとして、2020、2021 年度のコロナ禍での模

索を前向に捉えて、教員や学生の意識改革、Web コンテンツや遠隔授業に関するノウハウ

の有効活用などをメリットとデメリットをしかりと見極めて取り入れるべきものは積極的

にとり入れようとする方向性も評価できる。 

 

 ○ 特に改善を要する点 

特に改善を要する点は無いが、「共通専門基礎科目」の講義や実習が学科ごとに割り当

てられるカリキュラムになっている点は、全学共通教育としての位置づけからはズレた運

用となっている。ただ、神戸大学全体の教育目的には「専門性の教育」という主軸もあり、

全学共通教育と専門教育との接続性や相乗効果を考えた際には、学部ごとに異なる事情や

教育方法なども十分に考慮する必要もあり、今後各学部との調整を図りながら検討を進め

ていくという方向性は高く評価できる。全学教育をリベラル・アーツとして位置づけ、「幅

広い知識や教養」と「専門性を有する技術や学芸」を共に身につける「教育」と考えれば、

教育の場としての school の語源が「余暇」であり、「余暇の中で議論や討論をおこなうこと」

が教育の場で行うべきことであるので、教員や学生の負担を増やさず、「ゆとり」や「余裕」

のある中で、しっかりとした議論や討論を行うことで「高等教育」を行っていくという方向
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性は重要である。難題ではあるが、そういったこれまでにあまり例を見ないような解決策を

見いだしていただきたい。 

 

 ○ 全体的講評 

生物学は根本に多様性があり、その教育内容も多様となり、担当者によって授業内容に

差異が出るのは健全なことであるとも言える。均質だけが質保証では無い。複数の学部の教

員が参加し、多様で複雑な生物学を、生物を専門としない学生にどのように身近に感じても

らい、興味を持ってもらえるかを模索し、工夫しているご様子が良く分かる自己点検・評価

の内容であった。 
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6.3 外部評価を受けての生物学教育部会の今後の課題 

 

6.3.1 外部評価委員からの指摘事項 

両委員から、生物学教育部会への全学的な教員の参加、各部局からの幹事による幹事会で

の部会運営、コロナ禍における遠隔授業などへの対応など、生物学教育部会の取り組みに対

するポジティブな評価を得た一方で、下記の点について、改善が必要であるとの指摘を受け

た。 

 

1. 総合教養科目における内容の偏り 

 生物学教育部会の提供する総合教養科目について、いずれもマクロ生物の分野をベース

としたものであり、ミクロ系の課題、例えば遺伝子改変や遺伝子治療、生命のクローニング

など、一般社会として今後広く考えるべき問題への理解を育む基礎事項がやや手薄であり、

自然―環境や生態系と社会の持続性などマクロ系の課題を中心としつつも、人間社会と遺

伝子をめぐる問題なども課題として捉えることが望ましいとの指摘を受けた。 

 

2. 共通専門基礎科目における科目の共通性 

 「共通専門基礎科目」の講義や実習が学科ごとに割り当てられるカリキュラムになってい

る点は、全学共通教育としての位置づけからは「ずれた」運用となっている点についての指

摘を受けた。これに関連して、他学部や文系学生を対象とした基礎教養としての実験科目の

開講に関する示唆を受けた。 

 

3. 学生アンケート 

 アンケートの回収率が低い点に関する指摘を受けた。また、これを改善する手段として、

講義の最後に学生全員に書かせて、学生代表が集めて提出するなど、回収率を高くする工夫

が必要であるとの指摘を受けた。 

 

4. 一部の科目における学生からの評価のばらつき 

 一部科目では学生からの評価のばらつきがある点が指摘された。これを解決する手段と

して、講義手法の情報交換など、FD などを通じて個々の教員の強みが発揮される契機を検

討するべきであるとの示唆を頂いた。 

 

5. 全体としての受講者数 

 全体としての受講者の数が少なく、全学の学生が少なくとも１科目は生物学を受講する

体制を目指すべきであるとの指摘を受けた。これに関連して、シラバスにおける授業内容の

わかりやすさに改善の余地があるとの指摘を受けた。また、文系・工学系にも生物の基礎が

含まれるような自然系実験科目があると良いとの示唆を頂いた。 
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6. 教育部会の構成 

 生物に関わる教員の多くがバランス良く全学教育を担うことが望ましく、再構築の必要

性は重要な認識であるとの指摘を受けた。 

 

7. ポストコロナへの授業体系の構築に関して 

 BEEF の利用が効果的である一方で、対面講義ではさほど問題にならなかった著作権の

ある資料の使用など、新たな問題が出てきつつあるため、FD で著作権の専門家を呼ぶなど

して認識を深めていく必要性が指摘された。 

 

6.3.2 外部評価委員の報告を受けた今後の課題 

 上記の指摘事項について、下記の通り、生物学教育部会として検討すべき課題と国際教養

教育院（来年度からは教養教育院）全体で検討すべき課題に整理した。それぞれの課題につ

いて、今後検討していく必要がある。 

 

生物学教育部会として検討すべき課題と対応 

 指摘事項 1（総合教養科目における内容の偏り）に関して、中長期的な視野で授業科目の

再編が必要であると考えられる。遺伝子改変や遺伝子治療といったミクロな生物学の諸問

題を理解することは今後の社会を生きる学生たちとって有用であると考えられ、人間社会

と遺伝子をめぐる問題を取り扱う授業科目の導入を検討する必要があるだろう。 

 指摘事項 2（共通専門基礎科目における科目の共通性）については、外部評価委員から両

面の意見が出された。講義や実習が学科ごとに割り当てられるカリキュラムになっている

点は、全学共通教育としての位置づけからは問題がある一方で、生物学の根本に多様性があ

ることから、担当者によって授業内容に差異が出るのは健全なことであるとのコメントも

いただいた。また、実験科目が理学部および農学部のみに限られていることに関する点も改

善の必要性を指摘された。共通専門科目の共通性と個別性について、部会内でもう一度整理

する必要があると考えられる。 

 指摘事項 4（一部の科目における学生からの評価のばらつき）に関して、各教員の強みを

活かすための FD 等の実施が必要であると思われる。外部評価委員の指摘にもあるように、

評価の高い教員を講師として、そのノウハウを共有するといった取り組みが必要であろう。 

 指摘事項 5（全体としての受講者数）のうち、示唆を頂いたシラバスの改善については、

部会内で速やかに対応可能であり、早期の実現が望ましい。 

 

国際教養教育院全体で検討すべき課題 

 指摘事項 2（共通専門基礎科目における科目の共通性）のうち、特に文系の学生に向けた

基礎教養としての自然科学系実験科目の実施については、物理学、化学、地球惑星科学な
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どの教育部会を中心として、国際教養教育院として検討すべき課題である。また、工学

系の学生向けの生物学の実験科目についても検討が必要であり、この件は国際教養教育

院と当該部局（工学部等）が連携して検討すべき項目である。 

 指摘事項 3（学生アンケート）については、国際教養教育院として、授業中にオンライン

アンケート回答の呼びかけを行っているところであるが、回収率は十分ではない。学生がな

ぜアンケートに回答しないのかについての検証が必要であろう。評価委員からは授業中の

アンケート回収が提案されたが、現状のオンラインアンケートの形式を紙媒体に変えるこ

とも視野に入れる必要があるかもしれない。ただし、その場合にはアンケートの入力に関し

て予算化などが必要となる。いずれにしても、国際教養教育院としての検討が必要な課題で

ある。 

 指摘事項 5（全体としての受講者数）について、学生の平均受講コマ数を 1以上にするた

めには、コマ数の増加などを含め、国際教養教育院全体としてカリキュラムの再検討が必要

であろう。以下の教育部会の増員と合わせて検討が必要である。 

 指摘事項 6（教育部会の構成）について、全学的なバランスを考慮して構成についての検

討が必要であろう。特に、上記の指摘事項 5 への対応のためには教育部会の増員が必須で

あり、現在生物学教育部会に参加していない部局の教員の参加などが必要となるであろう。 

 指摘事項 7（ポストコロナへの授業体系の構築に関して）に関して、オンライン講義にお

ける著作権の取り扱いなどについての専門家の講義など、国際教養教育院の FD としての

実施を検討すべきであると考えられる。 
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参考資料 

 

参考資料 1 各授業科目のシラバス 

基礎教養科目（生物学 A、B、C） 

総合教養科目（地球史における生物の変遷、生物の環境適応、人間活動と

地球生態系） 

共通専門基礎科目（実験科目以外）（生物学概論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、

D1、D2、生物学各論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、D2、E1、E2） 

共通専門基礎科目（実験科目）（生物学実験 1、2） 

 

参考資料 2 アンケート調査の結果（科目群ごと） 

アンケート項目 

基礎教養科目（生物学 A、B、C） 

総合教養科目（地球史における生物の変遷、生物の環境適応、人間活動と

地球生態系） 

共通専門基礎科目（実験科目以外）（生物学概論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、

D1、D2、生物学各論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、D2、E1、E2） 

共通専門基礎科目（実験科目）（生物学実験 1、2） 
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ȚƮݔൟਊࣴƅʳ˺ш
țƮਪݔൟஓഅڃਹʂढ़ʞ๼ɵ
ȜƮ৕ࣶƉԶӸʦݩʟ˨ʲ˒ˁ˧ƭࢱѡƮ
ȝƮߌฯʦݩʟ˨ʲ˒ˁ˧
ȞƮ१ࣴƅࠬ३
ȟƮ߷ӼƉ˗ʫʱˍʶ˕˴ʿƟƉ݁१δӁ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ˀˏƭÚӍଟ୞Ʈɿʜʞ಻ьɭʟƆˍࢡɨɼʂ׋࠯ॹֺࣨƭÜӍଟ୞Ʈɼࡥ

ढ़ং಻ь൘൚

юɿɸɘɺʖ಻ьɭʟƆދʌʂӑ౎ɾ׋࠯ॹֺࣨɼɫɺƅ߸դƉΤ٪ɾɽࡥʂ๲ѽ୞ɾɽʦ෻ɚƆ۽ߏˀˏɿʜʞԷඕଯɾˍࢡ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ɿʜʞ˱ʩ˲ˆʫ˧ɻࠬ۳ɻࣣߏɿஓѳʦ૗۳я௾ɼɭʟʂɻƅڤ׋࠯ɿʜʞҔ۳ɭʟɠƅ׋࠯਒ɼɫɺ˱ʩ˲ˆʫ˧ʂРҿٵ
ɡɾɘࣟ܄ɿʃƅʱ˺ˎ˥˺ːؠɻ๯࠹ɭʟɧɼƆ׋࠯ʂݔ࣏ʃèëëìɿʜʞ܍ગɫƅࢡˍˀˏʖèëëìՆ௾ʦ๭ๆɭʟƆĀõõóࣣൎ
ʘߊ׋࠯ດʂୃ਄ʘୃݗʦכɬʟƆ
Ӂ௅ʩʶ˂ˀˤʫ˺ˏɻࠬ۳ɭʟࣟ܄ɿʃƅ˖ʭ˱˺ʷං޸ʂɳʕƅ˟ˊː˂ˊˏ୾ʦ๭ๆɭʟɧɼƆ
Τ๔ʦยɫɺɘʟɧɼɠࡁයƉԟअʘӁ׀ɫɺɘɾɘӁ१ʖ๲ѽɻɡʟ௅฻ɻɖʟɠƅ१ූѕӁʌʂ࠹ɻ१അӁʦ๯ۘۿʃ׋࠯
ঽଚِࣥɻɖʟƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

๯࠹ɿݘɫƅೞઓɟʝ१ූѕӁɿԟ໓ɭʟ˒ˬƟˀɾɽɿʖԟअʦڽɥƅߢഇɾʞɿ۪ɜʟʜɚɿଢ଼ʕʟɧɼƆ۳զ௅฻ɿɸɘ
ɺ೹ࡁɫƅդ෻୅ʃঀ׎ଯɿ߸෻ɭʟɧɼƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ीߗƭ਻෣ʒɳʃĀõõó๭ๆƮƆɳɴɫƅ˨Ɵ˲ɿʜʞߏঽʺ˺ˆʶˏɭʟɧɼƆ
εࣘƭࠞ੽୻ƮƊĐĚēĎĔæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ
ѡƊęĒĘĆĔėĎæĕĔėęÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕࢱ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१ූѕӁɿԟ໓ɭʟ˒ˬƟˀʘईഔՒߏɾɽɿʖԟअʦڽɥƅ෻੕Τߨʦߖɸʜɚɿɫɺ๔ɫɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



ʂ۪ɜʦ෻ࠋ࠹෻ʦ۱ɘƅ๯߸ߗ௅ɿी׋࠯ɭʟƆĀõõóՆ௾ɿʜʞݗبດʃèëëìɿߊ௅฻ʦ๲ѽɭʟɳʕɿ಩์ɾˀ˰ʫː׋࠯
ɚƆࢡˍˀˏɿʃ۳զʌʂ߸෻Ɖʺ˨˺ˏ๨ʦ঎ɥƅߘѾ۳զʂݘɿѾ୿ʘѽ঑ʦ۱ɚƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɫɾɘƆࠞ์ɾˀ˰ʫːߊດʃèëëìɿݗبา଑Ɔ

ָѕࢆ

ëĘĘĊēęĎĆđݔൟ१അӁÆુٵ੓Ú౦ÆÕÆયਧޫجƉ٫ٵࢱλÆԍฌÆàÆ௑ۛகÆÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÛØÚØÜ×ßßÚ
Է৐ɟʝӁʊ१അӁƉݔൟ१അӁƄ੓Ț౦ÆÕÆ໳୉࢔ƄુÆàÆ่ୟࠉÆÒØÖ×ÛÆÒïùèôàßÝÞÓÚÓÝÛÞ×ÓØÖÜÛÓÚ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

Рҿ׋࠯Ƅ१അƄݔൟƄڃਹƄʭʫ˲ˀƄγ୆ޫƄদࣸਹƄʹ˕˧Ƅ౎१ƉഇшƄ१ࣴƄ߷ӼƉʳ˺шƄ݁१δӁƄʹ˕˧യࡍ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȡҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ஆƄ༶Փפ
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ØûÖØÜเ௟Ɖځߗ ෱×

ઘ֊ࣘʂ१അʃɭʍɺҴޙʦγ୆ޫɼɫɺࠬɥɸɢɾɠʝƅɱɧɟʝ಩์ɾγ୆ࣣൎʦࠟʞࡥɫɺҴޙƅˆ˺˘ʶ߸ƅઃशшഅ
ƅ߂߸ɾɽʂɩʒɪʒɾՆ௾ഇޫʦ܄ढ़ɫƅɧʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻ१ූʦάߖɫƅਊࣴƉछшɫɺɡɳƆɭʍɺʂ१ූ
ӑஓʃݔൟʦ੺Λɼɫɺ۱ʣʠɺɞʞƅʒɳλೱʂ१അؓʃਪݔൟਹक़ʦछшɩɯ৕ࣶഇшʦ۱ɚɧɼɻƅȘɸʂݔൟɻʃ೑я
௾ɾਪโɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɡɳƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂƅ१അɿ֩૳ɭʟ१ූʂԷඕଯɾޞ৕ʓʦӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

१ූ࣐ټʂԷ৐ɻɖʟƅݔൟʦ੺Λɼɫɳγ୆ɞʜʇ੐ࠌʘ৕ࣶഇшʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ʦ๲ѽɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ඕ۳զʃʱ˺ˎ˥˺ːؠʂРҿ׋࠯ɻ߹޵ɫʒɭƆݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆ״ਹଯɾ௅฻ɿɸɘʃΙчʂ૳ʞɻɭƆ
१അʦۚढ़ɭʟݔൟɱɫɺγ୆ޫɿԟɫɺƅΙчʂ௅฻ʂ۳զʦɞɧɾɚƆÎ×Ï१അɼʃƅÎØÏݔൟɼݔൟ௅ࢡԶӸƅÎÙÏγ୆ࣣൎ
ȘƅÎÚÏγ୆ࣣൎșƅÎÛÏγ୆ޫۆӁƅÎÜÏ१അʂɟɳɵɹɣʞƅÎÝÏ१അʂԋְ଱ЫຢƅÎÞÏ१അʂ݁१ຢɼʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ඡѾƅ۳զ௅฻ɿЕɷɳ˳ˤƟˏѨ੕ʦѨɭƆ಻ьʃү׋࠯ʂ˳ˤƟˏѨ੕ʂ௅฻ƭȘȗȗǖƮʦʖɼɿɞɧɾɚƆÆÆÆÆÆ

ढ़ং಻ь൘൚

१അʂਹɠɽʂʜɚɿɫɺढ़ʞ๼ɷɺɘʟɟɿԟɫɺƅ஦ɿγ୆ޫƉݔൟʦʴƟ˶Ɵːɿҕ৥ଯɾ๲ѽɠணʝʠɳɟɽɚɟʦढ़
ং಻ьʂԷࡵɼɭʟƆ
ʕɺɘʟƆ࠴ɾढ़їʦ࠽ʕɺบ׎ഇɿ੬ढ़ɫƅࡒƭßÖ୅ΙࣘƮƊࣘՒʂෳವʦ࠽
บƭÞÖƤÞß୅ƮƊࣘՒʂෳವʦࡒഇɿ੬ढ़ɫɺɘʟƆ
ຜƭÝÖƤÞß୅ƮƊࣘՒʂෳವʦ੬ढ़ɫɺɘʟƆ
яƭÜÖƤÜß୅ƮƊࣘՒʂෳವʦ݂ଊځ੬ढ़ɫɺɘʟƆ
೑яƭÜÖ୅රභƮƊࣘՒʂෳವʦ੬ढ़ɫɺɘɾɘʂɻ݁๯࠹ɠ಩์ɻɖʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁɿɸɘɺʂԷ৐ગߨʃɾɣɼʖ๯࠹ɿ੒ɡɾࣖ޲ʃɖʞʒɯʧƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

࠹ঽӁߏ
௅฻ʦʜʞ๲ѽɻɡ׋࠯ɷɺ௅฻ʦѽ঑ɫʒɭɠƅޡດʦߊɻ१അʦӁʧɻɘɾɘӁ१ɿʖ๲ѽɻɡʟʜɚɿ۳զۘۿɻʃ׋࠯
ʟʜɚɿۘۿ१അʂࢆ۪ދ୾ɻࡵಖӁࡁʦɫɺɞɘɺɣɴɩɘƆ

࠹Ӂڤߏ
జ೘ɫɳ۳զߊດʦʖɼɿ۳զ௅฻ʂ೹ࡁʦɫƅүߢ˳ˤƟˏѨ੕ɿࠟʞ৕ʧɻɣɴɩɘƆ

ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

߸෻ɠɖʟ൘ʃƅɘɸɻʖ˨Ɵ˲ɿɺ਻ЫɫʒɭƆɳɴɫƅ٥֋߳ƭ๲Ӂ٥֋ѕé୴Û×Ù߳Ʈʦ൥ʠʟঽɿʃƅߏঽɿ˨Ɵ˲ɻ൥
෻௟ߗɾɽʦ෻ɘ܄ʣɯɺɣɴɩɘƭĕĐĔēĉĔæęĎČĊėÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƮƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

๲ذƉഓذʦ෻ʣɮƅʭʫ˲ˀɿ਻ɭʟ।ɫɘગߨʦߖɸɳʕɿʖƅ१അӁʦഴֲɭʟɧɼʃ੒উɴɼ۪ɜɺɘʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ʺ˴ˑѝɻʂ੒ञॅ۳զɼɘɚɧɼɻƅʱ˺ˎ˥˺ːߧآɻ߄૗ɻɡʟʜɚɿɭʟƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



஦ɿɾɫ

ָѕࢆ

஦ɿɾɫ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

Рҿ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȡҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ᡕ୉Ƅ࠰ۍ
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÙûÖØÛเ௟Ɖځߗ ُ×

ઘ֊ࣘʂ१അʃɭʍɺҴޙʦγ୆ޫɼɫɺࠬɥɸɢɾɠʝƅɱɧɟʝ಩์ɾγ୆ࣣൎʦࠟʞࡥɫɺҴޙƅˆ˺˘ʶ߸ƅઃशшഅ
ƅ߂߸ɾɽʂɩʒɪʒɾՆ௾ഇޫʦ܄ढ़ɫƅɧʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻ१ූʦάߖɫƅਊࣴƉछшɫɺɡɳƆɭʍɺʂ१ූ
ӑஓʃݔൟʦ੺Λɼɫɺ۱ʣʠɺɞʞƅʒɳλೱʂ१അؓʃਪݔൟਹक़ʦछшɩɯ৕ࣶഇшʦ۱ɚɧɼɻƅȘɸʂݔൟɻʃ೑я
௾ɾਪโɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɡɳƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂƅ१അɿ֩૳ɭʟ१ූʂԷඕଯɾޞ৕ʓʦӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

१ූ࣐ټʂԷ৐ɻɖʟƅݔൟʦ੺Λɼɫɳγ୆ɞʜʇ੐ࠌʘ৕ࣶഇшʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ʦ๲ѽɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ƽ׋࠯ʂҞ์ƾ
१അʂܧඕɼɾʟ१ූӑஓɿ಩भɾγ୆ޫƉˆ˺˘ʶ߸ʂՆ௾౎ټƅʯ˔˲ʵƟ१ޓƉҶணʂԷඕଯɾʾˀˍ˧ʦ۳ࡧɭʟƆɩ
ʝɿ१അѕӁʂগઅՠࡦƅ஦ɿࣳഅѕӁɿશෳɫƅࣅѻɭʟɧɼɻƅ१ӑɿԟʣʞऍɘ१അӁʦӁʊƆ
ƅҷ௨ɭʟɧɼߢɭʟʂɻƅүݗبʃƅèĊĊċɿݔ࣏ʂ׋࠯ʃƅРҿɿʜʟ˱ʩ˲ˆʫ˧ʒɳʃʱ˺ˎʪ˥˺ːɿʜʞ۱ɚƆ׋࠯
Ɔ
ƽ׋࠯ʂظѳƾ
ƭȘƮԋְɼ१ූӑஓ
ƭșƮγ୆ޫʂՆ௾౎ټ
ƭȚƮ१ූʯ˔˲ʵƟʂ१ޓȘ
ƭțƮ१ූʯ˔˲ʵƟʂ१ޓș
ƭȜƮ੐ࠌɼʯ˔˲ʵƟҶணȘ
ƭȝƮ੐ࠌɼʯ˔˲ʵƟҶணș
ƭȞƮ१അѕӁʂগઅՠࡦƭࣳഅʦયअɿƮ
ƭȟƮʒɼʕƉٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

Ѩ੕ʒɳʃ˳ˤƟˏɿʜʟ಻ьʦ۱ɚƆ

ढ़ং಻ь൘൚

௅ʂѨ੕ʒɳʃ˳ˤƟˏÎ×ÖÖËÏʂٌїɟʝ಻ьɭʟƆ׋࠯

ढ़ং಻ьԷࡵ

۳զયɻʖդ෻ɠɖʠʄƅ߸෻ʦࠬɥ೒ɥʟƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ëĘĘĊēęĎĆđݔൟ१അӁʦߏঽɿ஬ʧɻɞɣɼ๲ѽɫʘɭɘƆඡѾƅ۳զɿԟɭʟ˞˱˺ˏʦజ೘ɭʟʂɻƅɧʠʦๆɘɺ೹ࡁɭʟ
ɧɼʦӲʕʟƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গÆʱ˜ʪˀʩ˶Ɵʃीࠬߗɥ೒ɥʟƆ
໓๢গƊčĎėĔĐĎąĆĘčĎĉĆæĕĊĔĕđĊÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

Է৐ɠ๲ѽɻɡʠʄƅ१അӁɠӃɫɣɾʞʒɭƆɧʂ۳զɠɱʂՆѼɿɾʠʄɼްɘʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

γ୆ޫɟʝˆ˺˘ʶ߸ɱɫɺ੐ࠌɿʜʟʯ˔˲ʵƟҶணʒɻʦλ໓ʂກʠɼɫɺ״ਹຶʦ֘ɦɾɠʝ঑෗ɭʟƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



஦ɿ଑ʕɾɘƆ

ָѕࢆ

ëĘĘĊēęĎĆđݔൟ१അӁÆુٵ੓Ú౦ÆÕÆયਧવޫƢ٫ٵࢱλԍฌÆàÆ௑ۛகÆÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÛØÚØÜ×ßßÚ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

γ୆ޫƄˆ˺˘ʶ߸Ƅ੐ࠌƄʯ˔˲ʵƟ१ޓ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȡҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ Æ๭ഓٺ
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÚûÖØÙเ௟Ɖځߗ ُ×

ઘ֊ࣘʂ१അʃɭʍɺҴޙʦγ୆ޫɼɫɺࠬɥɸɢɾɠʝƅɱɧɟʝ಩์ɾγ୆ࣣൎʦࠟʞࡥɫɺҴޙƅˆ˺˘ʶ߸ƅઃशшഅ
ƅ߂߸ɾɽʂɩʒɪʒɾՆ௾ഇޫʦ܄ढ़ɫƅɧʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻ१ූʦάߖɫƅਊࣴƉछшɫɺɡɳƆɭʍɺʂ१ූ
ӑஓʃݔൟʦ੺Λɼɫɺ۱ʣʠɺɞʞƅʒɳλೱʂ१അؓʃਪݔൟਹक़ʦछшɩɯ৕ࣶഇшʦ۱ɚɧɼɻƅȘɸʂݔൟɻʃ೑я
௾ɾਪโɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɡɳƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂƅ१അɿ֩૳ɭʟ१ූʂԷඕଯɾޞ৕ʓʦӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

१ූ࣐ټʂԷ৐ɻɖʟƅݔൟʦ੺Λɼɫɳγ୆ɞʜʇ੐ࠌʘ৕ࣶഇшʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ʦ๲ѽɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ƽ׋࠯ʂҞ์ƾÆ१അɼɱʂԋְʂԟʣʞɿɸɘɺ˦ʶ˴ɟʝ˥ʶ˴ʒɻˀʸƟ˲ʦ੐ɜɾɠʝ۳ࡧɭʟƆ۳զʂঽౝɻʃ१അӁ
ʂԷ৐ʦયअɿӁʇƅڤౝɻʃ१അʂԟ໓ɭʟઘ֊ԋְ෻੕ɿԟɫɺโƜɾຶߏʦӁʊƆ

ƽ׋࠯ʂظѳƾ
ƭȘƮ१അɼʃъɟƅ१അʂՔٺƅ१അʂഇຳ
ƭșƮ१അʂछш
ƭȚƮγ୆ޫɼՆ௾౎ټ
ƭțƮ१അʂԋְ଱Ы
ƭȜƮ१ੁذɼ१അਪโड़
ƭȝƮ१അʂԟ໓ɭʟઘ֊ԋְ෻੕ȘÆӽদࢼʂਊюɼञԝӑஓ
ƭȞƮ१അʂԟ໓ɭʟઘ֊ԋְ෻੕șÆЈְԋְ෻੕
ƭȟƮʒɼʕƉٲ߇

۳զʃԷඕଯɿஓѳʦๆɘɳʱ˺ˎ˥˺ːؠɻ۱ɚา଑ɻɭƆ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ඡѾʂࢡˍˀˏƭÚÖËƮɞʜʇՃද˳ˤƟˏƭÜÖËƮɿʜʟƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ʂ௅฻ʂ๲ѽ୞ɿЫɬɺ಻ьɭʟƆٴʂү੺׋࠯

ढ़ং಻ьԷࡵ

ɫɺɘɾɘӁ१ɿʖ๲ѽɻɡʟ۳զʦ۱ɚƆ࠹ɻ१അӁʦ๯ۘۿ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

۳զˍƟ˥ɿЕɷɳईࢆ୾ʦ۵஬ɫาࡁɭʟɧɼʦӲʕʟƆ۳զ௅฻ʂ೹ࡁʦɫՃදٲ߇ɿಖɜʟɧɼƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

஦଑ʂߗԝਾʃޱ଑ɫɾɘƆ
чՒʂ˨Ɵ˲ʩː˳ˀɿɺीߗ਻ЫɭʟƆ
˨Ɵ˲ƊĒĎēĆĒĔęĔæĕĊĔĕđĊÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ɫʒɭƆޱɿԟʣʝɮɳʕɿɾʟ۳զʦෳ࠹ɻʂ१അʂ๯ۘۿ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ʱ˺ˎ˥˺ːɻʖʣɟʞʘɭɘஓѳߊດʦݩढ़ɭʟƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



èëëìɿɺ۳զߊດʦజ೘ɭʟƆ

ָѕࢆ

஦ɿޱ଑ɫɾɘƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ
௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അƅछшƅγ୆ޫƅ१ੁƅԋְ෻੕ƅ१അਪโड़ƅӽদࢼ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȢҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ॳࢵƄटޯƅܯয়Æຣ
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ×ûÖÙ×เ௟Ɖځߗ ෱Ø

ൟ१അݔʘ۱ஓʦछшɩɯɳƈ˗ʶˍ˱ʩʂʜɚɾ੺آԝʦɟɥɺԋְɿ଱ЫɫƇਪโɾਹʂߗਣɭʟઘ֊ࣘʂ१അʃƇૠɘټ
ɟʝࣳഅʘஓഅɾɽʂਪݔൟ१അʒɻƇুɺʂ१അʃݔൟʦԷඕ੺ΛɼɫƇݔൟƉ৕ࣶƉԶӸƉڃਹƉࡍઍɾɽʂҕ৥ଯɾۚਏ
ʦढ़ɫƇ१ූӑஓʦ۱ɾɷɺɘʟƈඕ۳զɻʃƅ१അɠɽʂʜɚɿߢʝʂਹʦݩʞࣘɦƇ܌ߏߗƜɼബшɭʟਪโɾԋְɿЫ୿
ɫƇ଱Ыɫɾɠʝ१ਣɫɺɘʟɟɿɸɘɺԷඕଯɾޞ৕ʓʦӁʊƈ

˥ʂˍƟ׋࠯

ઘ֊ࣘɿʃɩʒɪʒɾਹक़ʂ१അɠ१ਔɭʟɧɼʦӁʇƇ१അɠڃਹ˳ˠ˲ɻਪโɾ१θԋְɿЫ୿Ɖ଱ЫɭʟɳʕʂԷඕ˨ʲ
˒ˁ˧ɼɱʂਪโɩʦ๲ѽɭʟƈ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ƭȘƮ१അʂछшƇƭșƮ१അʦ૛ʍʟ൘൚ƭȚƮஓഅʂङਹƇƭțƮஓഅʂ۱ஓƭȜƮऑذرʂʃɳʝɡƭԋְʂગҹ
ƮƇƭȝƮऑذرʂʃɳʝɡƭϬஓʂक़ڥƮƇƭȞƮ१അӁʂЫๆƇƭȟƮʒɼʕƉՃදˍˀˏ

ɧʂ׋࠯ʃɭʍɺРҿɻ߹޵ɭʟÔ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ˀˏɼՃදˍˀˏʂ୅ॅʦʖɼɿढ़ংʦ಻ьɭʟƈˍࢡ۱ɘƇߗˀˏʦीˍࢡՃԝયɿ׋࠯
Ճදٲ߇ȝÖǖƇࢡˍˀˏțÖǖɻ಻ьɭʟƈ

ढ़ং಻ь൘൚

१അɠڃਹʘࡍઍ˳ˠ˲ɻਪโɾԋְɿ଱ЫɭʟɳʕʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ɼਪโड़ɿɸɘɺ।ҷɿ๲ѽɻɡɺɘʟɟƌɖʝʚʟ१
അɿ֩૳ɭʟޞ৕ʓɼɼʖɿƇஓഅӁɿ஦૎ଯɾ˱ˍ˰ʾƟʂ๲ѽ୞ʖ಻ьɭʟƈ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁɿɸɘɺʂԷ৐ગߨʃ෌ɣɼʖ๯࠹ɿ੒ɡɾࣖ޲ʃɖʞʒɯʧƈ׋࠯ɻʃۘۿɻ१അʦӁʧɻɘɾɘӁ१ɿʖ๲ѽࡥ๝ʟ
ʜɚɿߊດʦޡɷɺɱʂ௅฻ʦѽ঑ɫʒɭƈ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

୾ʂԟؙɭʟೱഇʦ஬ʧɻɞɘɺɣɴɩɘƈࢆ۪ދෳɿɸɘɺƇ۽ɻࠟʞΆɚ׋࠯ƊүѾʂࡁঽӁߏ
ɻӁʧɴೱഇɿɸɘɺʒɼʕʟɧɼƈ׋࠯ດʦ݁஬ɫƇߊɫɳݗبƊèëëìɿࡁӁڤߏ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

˨Ɵ˲ɿɺीࠬߗɥ೒ɥʦɫʒɭƈ
ĆĔēæĊĘÔčĔĐĚĉĆĎÔĆĈÔďĕƭॳࢵƮ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ڤ৕ʓɿɸɘɺѽ঑ɫʒɭƈޞɾ१അʦࠟʞࣘɦɺƇङਹʘ۱ஓʂਪโड़ɼਪɣʂ१അɿ֩૳ɭʟפʞɿ१ਔɭʟङ࠵ɳɵʂ޽
ౝʃܦષʦ੕ݛɼɫɳ۱ஓʂ଱Ыड़ɿɸɘɺʂ௅฻ʦયअɿѽ঑ɫʒɭƈ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ດʂజ೘ɾɽʦ۱ɘʒɭߊɫʒɭƈƆèëëìʦӑๆɫ޵߹ˀˏʦˍࢡ௅฻ʂ๲ѽ୞ʂҷ௨ʂɳʕɿƇඡѾ׋࠯๻шʘڹॹҷ௨ʂࡥ
ƈ

೔ۆ௰୞ʂܞ

۳զߊດʃ˳ʿˬ˨ʦజ೘ɫʒɭƈ

ָѕࢆ



۳զ௅฻ɿɸɘɺƅऍɣગʞɳɥʠʄƅчՒʂඕʦ۪ދɿɫɺɣɴɩɘƈ

ʸʫ˺१അӁƄ੓Û౦ÆÕÆçÔÆùĎēČčÓéĚēĉĞ਩ÆàÆୱ֣шӁஔञÆÒØÖ×Ú௰ÆÒïùèôàßÝÞÚÞÖÝßÖÞÛØÙ
ʱƟ˲ʺˊʶƉ˲Ɵˠ˺ˀˆʫ˺ஓഅ۱ஓӁÆÕÆêÔøÔÆøĚćĊēĘęĊĎēÒÆðÔÆçđĈĔĈĐÆàÆԤাࡥ౦ÆÒØÖØ×ÆÒïùèôàßÝÞÚÜØ×ÙÖÛÞßÞ
௿Ɖऑرɼ۱ஓÆÕÆܯஆऐತÆàÆԫఉࢆାÆÒØÖÖ×ÆÒïùèôàÚÖÖÖÖÝÞÝÜÙ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ऑر१അӁƄऑݔرൟƄऑر୆੬അ߸Ɖࣱ࠹അ߸Ƅ଱Ы۱ஓƄþভʫ˨Ɵʿ˺ʷƄ˴ˣˍʪʶˀʫ˺ˀ˘ʫʩƟː˗ʫʱ˴ʿƟƄ
Рҿ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȢҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ϳތÆส௖
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ØûÖØÝเ௟Ɖځߗ ෱Ø

ুɺʂ१അʂ१ූӑஓʃݔൟʦ੺Λɼɫɺ۱ʣʠɺɘʟɠƅɱʂ१ӑʂ੺Λɻɖʟڃਹʃƅ˗ʶˍ˱ʩʂʜɚɿ੺ݔൟʂʖʂɟ
ʝ๹ࣘࣳഅʘာ௠ຳʂʜɚɿਪݔൟɻ೾ށɿ৕ࣶഇшɫɺʖʂʒɻ٪ʝʠƅɩʝɿʃࠉѼड़ܦષʂʜɚɿڃਹ੺ΛɻՆ௾ഇшɫ
ɳ१അʒɻਪโɻɖʟƆඕ۳զɻʃƅ१അڃਹɠɽʂʜɚɿߢʝʂਹʦݩʞࣘɦƅਪโɾݔൟԋְɿЫ୿ɫɾɠʝ१ɡɺɘʟɟ
ɿɸɘɺƅԷඕଯɾޞ৕ʓʦӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

γ୆ޫ౎ټʂԷඕٵ๲ɼƅݔൟʂਪโड़ʦ१ʓࡥɭ˨ʲ˒ˁ˧ʦ๲ѽɫƅʹ˕˧യࡍʘਪ௾ड़ӻݔൟɾɽʂЫๆଯՠࡦɼࠉѼʂ
ԟʣʞɿɸɘɺ۪ݺɭʟຢʦ๑ɚɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Ιчɿԟɭʟ௅฻ɿɸɘɺ۳զƉѽ঑ɭʟƆ

Șƈʹ˕˧ɼγ୆ޫ
șƈʹ˕˧˞˴ʿʮʶˏʂढ़ї
Țƈγ୆ޫɼˆ˺˘ʶ߸
țƈݔൟഇшɼγ୆ޫ౎ټ
Ȝƈਪ௾ड़ӻݔൟ
ȝƈγ୆ޫ৕Ԁɜɼʹ˕˧യࡍ
Ȟƈγ୆ޫɿԟʣʟ݂פʂ໴੕
ȟƈʒɼʕƉՃදٲ߇

ඕ۳զʃ਻෣׋࠯ɼРҿ׋࠯ʦഖๆɫɳآɻ߹޵ɫʒɭƆՃදٲ߇ʃ਻෣ɻ߹޵ɫƅɱʂ਩ɿԟɫɺʃԷඕଯɿРҿ׋࠯ɼɫʒ
ɭɠƅ๯ॅࠋ࠹ʘӽদֺࣨɿʜʟɠ਻෣ʂѾॅʦॅѾɼʞɘʠʟา଑ɻɭƆРҿ׋࠯ʂࣟ܄ʃĀĔĔĒɿʜʟ˱ʩ˲ˆʫ˧׋࠯ؠɼ
ɾʞʒɭƆݔ࣏ʃƅèëëìʦࢻދɭʟɧɼƆ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

Ճදٲ߇ƭÞÖËƮƅ׋࠯ʌʂࠟʞ৕ʓɞʜʇ˳ˤƟˏ୾ƭØÖËƮʦ৺܄ଯɿ౜ઐɭʟƆ

ढ़ং಻ь൘൚

१അӁɿɞɥʟԷඕҞ௱ʂ๲ѽɼƅɱʠʦټ੐ࠉѼɼԟ໓ɹɥɺް۪ɭʟ௾ຢʦ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അଟ୞ۘۿʂछ۱ɿɫɳɠɘ׋࠯ʃ಩ɮɫʖ಩์ɻʃɾɘƆɳɴɫƅ۳զɿʃ݂গઅʂ٥֋ʖԥʒʠɺɞʞƅ࠹१അʂ๯ۘۿ
ʂગߨɠ಩์ɼɾɷɺɣʟɳʕƅअɫɺ൷ʧɻ๔ɫɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆʒɳƅ۳
զ௅฻ɿԟɭʟߊດʦèëëìʦ૳ɬɺ଱՞జ೘ɭʟʂɻƅՃදٲ߇ɿڽɥɺʂ೹ࡁɿ๭ๆɫɺчɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƊƄीߗƆɳɴɫߏঽɿ໓๢ɫɺʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦࠟʟɧɼƆ
ĐĆČĊĞĆĒĆæėĚćĞÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƄ˗ʫʱʾʷˑ˲৺٥܄֋˂˺ˆƟÙҕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ɻɡʟɴɥഇɟʞʘɭɘѽ঑ɼ˜ʰ˴ƟɿɸɼʕʟʂɻƅР຋ɾɣ߸෻ʘΤ٪ʦɘɳɴɡɳɘƆ१ූʂ঎ظयɻɖʟʹ˕˧ɠ٥
֋ࣟټɻʃɽʂʜɚɿ๭ๆɩʠɺɘʟɟʦ๲ѽɫƅɧʠɟʝʂ१ූѕӁɠɽʂʜɚɾ൘ڽɿछଽɫɺɘɣʍɡɻɖʟʂɟʦүߢ
ɻ۪ɜʟՆѼɼ഼ʝɜɺʖʝɜʠʄۉɘɻɖʟƆ੒Ӂʂ੺Λࠟணɿ಩์ɾ๲ѽຢʦՃਿɭʟƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



జ೒ߊດʂ҉ଢʦ۱ɷɳƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɫɾɘƆ

ָѕࢆ

۳զɿޡɚߊດʃɱʂ୙୞జ೘ɭʟƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ʹ˕˧ƇêôçƇγ୆ޫƇݔൟഇшƇγ୆ޫ৕Ԁɜՠࡦ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȢҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ૴ඕƄ࠮೔
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÙûÖØÜเ௟Ɖځߗ ћØ

˒ˬƟˀʘλ౫ࢆʂ௅฻ɾɽʦ੕ݛɿɫɺƅ޽ɳɵʂ௟࣢१ӑʂఙثɿɖʟ१അӁଯɾ࣐ߏʘՠࡦʦગʟƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ङʂѾʞʂ१അӁଯ࣐ߏɿɸɘɺƅѕӁଯɾ֗ܧʦߖɷɺѽ࠘Ɖ౜ઐɭʟɳʕʂગߨƭʂλೱƮʦङɿɸɥʟƅɖʟɘʃગߨʦ
ணʟɳʕʂ൘൚໱ʦગʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Ιчʂ۽ෳɿɸɘɺʱ˺ˎ˥˺ːؠРҿ׋࠯ʦ۱ɚƆ۳զஓѳʂ˱˺ʶʦèëëìࣘɻޱ଑ɭʟʂɻƅஓѳʦ߄૗ڤƅèëëìࣘɻޱ଑
ɭʟࡥॹʩ˺ʸƟˏٔࢡˍˀˏɿѾ୿ɭʟɧɼƆ

ȘƄָ๑ɼɫɺ१അӁʦӁʊ๲ศ
șƄछшƭڃਹʂछшɼഇޫʂछшƮ
ȚƄӽҹ
țƄ߷ӼƭɠʧɾɽƮ
ȜƄईؠʺ˴ˑʭʫ˲ˀƉӽদࢼ
ȝƄ˗ʫʱˍʶ˕˴ʿƟƭʹ˕˧യࡍɾɽƮ
ȞƄܞ௰ʂ˕Ɵˠ˲࣑
ȟƄʒɼʕɼՃදٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

߇ÖËɼɫƅ×ࢡʃƅ݂੒ÙÖËƉ݂܄ॹʩ˺ʸƟˏʂ಻ьӍࡥଯɿ಻ьɭʟƆढ़ংɿɞɥʟ܄ʂढ़ংʦ৺ٲ߇ॹʩ˺ʸƟˏɼՃදࡥ
Ѿʂ۳զɿɞɘɺ঑෗ɭʟƆࡾʃƅݔ࣏ɭʟƆޔ୅ɠ݂੒ɿɾʟʜɚɿюظ܄ɼʂٲ

ढ़ং಻ь൘൚

ʕɺɘʟƆ࠴ɾढ़їʦ࠽ʕɺบ׎ഇɿ੬ढ़ɫƅࡒʂஃ੬ෳವƺʦ׋࠯ÎßÖ୅ΙࣘÏàÆƹ࠽
บÎÞÖƤÞß୅ÏàÆƹ׋࠯ʂஃ੬ෳವƺʦࡒഇɿ੬ढ़ɫɺɘʟƆ
ຜÎÝÖƤÝß୅ÏàÆƹ׋࠯ʂஃ੬ෳವƺʦ੬ढ़ɫɺɘʟƆ
яÎÜÖƤÜß୅ÏàÆƹ׋࠯ʂஃ੬ෳವƺʦ݂ଊځ୞੬ढ़ɫɺɘʟƆ
೑яÎÜÖ୅රභÏàÆƹ׋࠯ʂஃ੬ෳವƺʦ੬ढ़ɫɺɘɾɘʂɻ݁๯࠹ɠ಩์ɻɖʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ʦछʕʒɭƆ׋࠯ɫɺɘɾɣɺʖ௅฻ʦ๲ѽɻɡʟʜɚɿ࠹ɻ१അʦ๯ۘۿ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ɾɽʦ٪ɺɞɣߏʦ஬ʧɴʞƅ१അӁɿԟʣʟˍ˳˚౵৕ƉஓѳƉईഔՒࢆ۪ދʘࢆɷɳ๲ѕʂָѕޡɻۘۿƊયӁƉ࠹ঽӁߏ
ɼƅ׋࠯௅฻ɠ๲ѽɫʘɭɣɾʟɼްɘʒɭƆ
ດɾɽʦ஬ʓറɫƅԟ໓ɭʟѕӁ˒ˬƟˀɾɽɿશෳɫɺʓɺчɩɘƆߊƊ۳զɻๆɘɳ࠹Ӂڤߏ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ीߗƆɳɴɫƅߏঽɿ˨Ɵ˲ɾɽɻ໓๢ʦࠟɷɺɣɴɩɘƆ
૴ඕʂ໓๢গƄೱлƊ๲Ӂೱé୴×ÖÞ߳܃ƅ˨Ɵ˲ʩː˳ˀƊęĘĚĐĆĒĔčæĕĊĔĕđĊÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ɠԥʒʠɺɘʒɭƆɱʠʝɿɸɘɺƅ಺࣐ߏƺɿʃਪɣʂ१അӁଯِߏञ˳ˠ˲ʂƹڃѼ˳ˠ˲Ɖࠉɳɵञԝʃ१അɾʂɻƅ޽
৥ଯɻʃɾɣƅ१അӁଯɾગߨƉָ๑ʦٴɿλഽஊʓܛʧɴɟɳɵɻ๲ѽɻɡʠʄƅƹணƺʦɭʟՆѼʖਪɘʂɻʃɾɘɟɼް
ɘʒɭƆʒɳƅࢠ๝१അӁɟʝРɣ๸ʠɳߏޞɿߏࡓɭʟɼɫɺʖƅ१അӁʂગߨʃ१ɡɺɘɣɳʕʂປɿɾʟɼްɘʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



ছ෾ๆګƭچย෕߅Ʈʂ๚ໆɿɾʝɾɘʜɚɿ۳զ௅฻ʦۆ೔ɫʒɭƆඡѾʂ׋࠯ʩ˺ʸƟˏɻࡥɺɡɳ߸෻ɾɽɿɸɘɺƅߘ
ʂѾʂൺஏɿѾ୿ɫʒɭƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

ɼɣɿޱ଑ɫʒɯʧƆ۳զʂߊດʃƅèëëìɿɺజ೘ɫʒɭƆ

ָѕࢆ

ɼɣɿޱ଑ɫʒɯʧƆ
۳զયɿƅছ෾ࢆƹɻʃɾɘƺ۪ދयࢆʦъݸɟࣅѻɭʟา଑ɻɭɠƅɱʠʝɿɸɘɺʖ஬ʒɾɥʠʄɘɥɾɘɼɘɚɧɼʃɖ
ʞʒɯʧƆ׀යʦߖɷɳࣟ܄ʃƅɰʆ஬ʧɻʓɺɣɴɩɘƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അӁƄ१ਹഇޫƄӽҹƄ߷ӼƄ˗ʫʱˍʶ˕˴ʿƟƄ˒ˬƟˀƄРҿ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȢҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ જ୉Ƅٓλ
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÚûÖØÚเ௟Ɖځߗ ћØ

ুɺʂ१അʂ१ූӑஓʃݔൟʦ੺Λɼɫɺ۱ʣʠɺɘʟɠƅɱʂ१ӑʂ੺Λɻɖʟڃਹʃƅ˗ʶˍ˱ʩʂʜɚɿ੺ݔൟʂʖʂɟ
ʝ๹ࣘࣳഅʘာ௠ຳʂʜɚɿਪݔൟɻ೾ށɿ৕ࣶഇшɫɺʖʂʒɻ٪ʝʠƅɩʝɿʃࠉѼड़ܦષʂʜɚɿڃਹ੺ΛɻՆ௾ഇшɫ
ɳ१അʒɻਪโɻɖʟƆඕ۳զɻʃƅɱʠɲʠʂ१അɠɽʂʜɚɿߢʝʂਹʦݩʞࣘɦƅਪโɾ१θԋְɿЫ୿Ɖ଱Ыɫɾɠʝ
१ਣɫɺɘʟɟɿɸɘɺƅԷඕଯɾޞ৕ʓʦӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ɩʒɪʒɾਹक़ʂ१അɠƅڃਹ˳ˠ˲ɻਪโɾ१θԋְɿЫ୿ƅ଱ЫɭʟɳʕʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ɼɱʂਪโɩʦ๲ѽɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ඕ۳զɻʃƅʓɾɩʧʂङʂѾʞɿਣݚɫɺɘʟɥʠɽʖ٪ʟɧɼʂɻɡɾɘಘ१അɿશෳɫƅಘ१അʂʖɳʝɭуؤʘഛқʦ
ʃ຤๲ࡦɠЫๆɩʠञԝʂ१ӑɿฉɿ๼ɷɺɘʟʂɟƅɩʝɿƅ౎ଽɫɳՠ࣐ټѻɭʟƆʒɳƅɱɧɟʝ٪ɜɺɡɳ१അӁଯࣅ
ଯԘ୅ɻɽʂʜɚɾ෻੕ɠ१ɬʟʂɟʦ۪ɜʟءՆɼɭʟƆ

Șƅฉɿ๼ɸಘ१അƭࣺʍʝʠʟಘ१അƮ
șƅଭɼɾʟಘ१അƭಿנٵƮ
Țƅ१അɼʃƭ१ɡɺɘʟɼʃɽɚɘɚɧɼƌƮ
țƅਪโɾՆ௾ʦ१ʓࡥɭγ୆ޫ
Ȝƅγ୆ଯਪโड़ƭࠦʂढ़๼ɼछшƮ
ȝƅγ୆ଯਪโड़ƭ१ੁذസڭʂ࡚์ड़Ʈ
Ȟƅࣳഅʂ݊ఞшɼೇࠦ҉ຜƭγ୆ޫ৕ԀɜࣺೇƮ
ȟƅʒɼʕƅՃදٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

۳զɨɼɿ۱ɚࢡ˳ˤƟˏƭȚȗ୅ƮɼՃදٲ߇ƭȞȗ୅ƋߊດߖɵܛʓяƮʦ۱ɚƆ

ढ़ং಻ь൘൚

Ճදٲ߇ʃߊດʂߖɵܛʓʦяɼɭʟɠƅ१അӁèʂ۳զɿɞɘɺ঑෗ɫɳ௅฻ʦԷɿɫɺ଱উɿ໱๲ଽҔɩʠɳഓࣂʦۿɣ಻ь
ɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁʦ๯࠹ɫɳӁ१ɼɫɾɟɷɳӁ१ঢ়൘ʦ਻࣐ɼɭʟʂɻƅ۳զඡɿ௔Φ୞ɿ˗˰ɸɡɠɻɡʟɟʖɫʠʒɯʧƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

۳զɻజ೘ɫɳߊດʦʜɣ஬ʧɻɣɴɩɘƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ĎĐĊĐĊēæĕčĔĊēĎĝÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ
ÖÝÞÓÞÖÙÓÜÚÞÝ
ఁӁೱë୴ÚÜÛ߳܃

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ഓذʂӁ१ʖࠬ۳਻࣐ɻɖʟɳʕƅ१അӁଯગߨʂՒмʦֆʕʟɧɼʃɫʒɯʧƆङפɾˏ˛ˊʶˀʦࠟʞࣘɦɾɠʝ१ූʂޞ
৕ʓʦѽ঑ɫɺ۱ɡʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ɿɸɘɺѽ঑ʦюɜɺ۱ɡʒɭƆ۽ߏɟʠɳ߸෻ࢆˤƟˏɿɞɘɺ˳ࢡ

೔ۆ௰୞ʂܞ



஦ɿޱ଑ɫɾɘ
۳զඡɿߊດʦజ೘ɫʒɭ

ָѕࢆ

१ූʂɟʝɣʞƭયл೜ƄהƄુƮ۳કټࠉ੐ईࢆ
ʭʫ˲ˀʃ१ɡɺɘʟƭયл೜ƄהƄુƮ۳કټࠉ੐ईࢆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ಘ१അƄ౎۷ƄಿՉƄγ୆ޫƄ१അछшƄ१അਪโड़Ƅೇࠦθढ़Ƅγ୆ޫ৕ʓԀɜݩഅ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȣҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ЮεƄѸۉ
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ×ûÖÙØเ௟Ɖځߗ ُ×

ढ़܄ɫɺਪโɾՆ௾ഇޫʦࡥɟʝ಩์ɾγ୆ޫࣣൎʦࠟʞޙൟɠγ୆ޫɻɖʟҴݔƜʂڃൟɟʝɾʟञԝʂਹʃƅݔʂڃૄࡒॅ
ɫƅɱʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻƅڃਹʂ१ූʦάߖɫƅਪโɻ೾ށɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɘʟƆλ൘ƅӑड़ޙ৔ƅˢ˲˩˺ƅ߀
ҙভƅൗࠄভƅшӁഅ߸ƅӽদड़१അɾɽʂɩʒɪʒɾ௅ଯƅҙଯ์χɿʜʞγ୆ࣣൎʂ।࣢ɾՆ௾౎ټɠ൱ɦʝʠʟɼƅɧʠ
ʝʂक़ڥɠ๥ʠƅಿՉʂ౎ࢼɿʖɸɾɠʟƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂञਹʂγ୆ࣣൎʂ౎ټʘ࣢ێड़άߖʂԷඕଯɾޞ৕ʓʘƅɩ
ʒɪʒɾ߷ӼɼʂԟؙɿɸɘɺӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ञԝʂਹɠʖɸ१ූάߖʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ɼƅɱʂ।࣢ɾՆ௾౎ټʦ൱ɦʟ์χʂਪโड़ɞʜʇɩʒɪʒɾ߷Ӽɼʂԟؙɿɸɘ
ɺ๲ѽɫƅञਹʂγ୆ࣣൎʂ౎ټʘ࣢ێड़άߖʂԷඕଯɾޞ৕ʓɿɸɘɺ঑෗ɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ࠞɿɠʧʂ౎ࢼՆۚʦຶɿࠟʞƅγ୆ࣣൎʘ१ਹՆ௾ʂ࣢ێड़ʦάߖɭʟɳʕʂԷඕଯɾޞ৕ʓɿԟʣʟΙчʂ௅฻ɿɸɘɺ۳
զʦ۱ɚƆ
ɾɞƅুɺʂ׋࠯ʃʱ˺ˎ˥˺ːؠɻ߹޵ɭʟƆ

×ƈࢍ໱Ɗγ୆ࣣൎɠ౎ټɭʟޞ৕ʓ
Øƈ˙ˏʹ˕˧ʂѽ෗ɼɱʂΤզ
Ùƈ౎१Ɖഇшɼ݁१δຘ
Úƈêôç೾६ʂޞ৕ʓɼγ୆
Ûƈêôçਦ࢒ɼரীബΪ
Üƈêôç࠹೹ɼ߷ӼÓ×Ƅɠʧɼ໨ш
Ýƈêôç࠹೹ɼ߷ӼÓØƄ߀ҙভɼࣸ৔ड़Ӭಈࢼ
ÞƈʒɼʕƉ଑Ճٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

Ճදٲ߇ÜÖËƅࢡˍˀˏØÖËƅച࣢୅ØÖËɻ಻ьɫʒɭƆച࣢୅ʃү׋࠯ɻଚࡥɫɺʖʝɚʩ˺ʸƟˏƭ׋࠯௅฻ɿ਻ɭʟঀ׎ଯɾ
߸෻୾Ʈɿʜɷɺ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ඡ۱׋࠯ɚࢡˍˀˏɼՃԝયɿ߹޵ɭʟયԝˍˀˏɻ׋࠯ɨɼʂ๲ѽ୞ʦ಻ьɫƅ଑Ճٲ߇ɻʃञਹʂγ୆ࣣൎʂ౎ټʘ࣢ێड़
άߖʂԷඕଯɾޞ৕ʓɿɸɘɺʂ๲ѽ୞ʦ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ඡ۱׋࠯ɚࢡˍˀˏʃƅߗ׋࠯ɿజ೘ɭʟ˞˱˺ˏƅߢಫʂ˕ƟˏʦࢻދɫɺຜɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

યԝˍˀˏʂ߹޵ɿɸɘɺʃƅɱʂঽʂѾʂ׋࠯ɻ࠵ગɭʟʂɻƅ׋࠯௅฻ʦ೹ࡁɫɺɞɣɧɼƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ƽʱ˜ʪˀʩ˶Ɵƾ
Ƅُเ௟××àÖÖƤ×ØàÖÖƭɳɴɫƅߏঽɿ୊ޫ˨Ɵ˲ɻʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦɼʟɧɼƮ
ƽ໓๢গƾ
ƄߢীѕӁ৺٥܄֋୴Ú܃ԢØҕ˗ʫʱʾʷˑ˲৺٥܄֋˂˺ˆƟƭ௅ভÜÛØØƮ
Ƅ˨Ɵ˲ʩː˳ˀʃƅ๲Ӂೱ१അӁѕʂîöʦࢻދʂɧɼƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ೞઓъՉɾɣ१ӑɫɺɘʟԝɿʖƅ޽ɳɵʂ१ූɼٓیʦάߖɭʟɳʕɿۇෆɾഇޫՆۚɠஒɘɺɘʒɭƆङפɾຶʦ૳ɬɺɧ
ʠʝʂ˨ʲ˒ˁ˧ɼ߷Ӽʂԟؙʦ๲ѽɫɾɠʝƅ१ූѕӁ٥֋ʂ໅ޤɼΤզʂλઅɿʉʠɺчɩɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



ɫɺɘʟƆ޵߹ෳʃ଱՞ʩˊ˞ˎƟˏʦ۽௰୞ɟʝछଽʂɖɷɳݭɻࠟʞࣘɦʟ௅฻ɿɸɘɺƅ׋࠯

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɯɮƅඡѾʂߊດʦèëëìɻజ೘ɭʟƆ

ָѕࢆ

஦ɿɾɫƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

êôç೾६ƅêôçਦ࢒ƅêôç࠹೹ƅബΪƅɠʧƄРҿ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȣҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ौᒝÆؑ
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ØûÖØÞเ௟Ɖځߗ ُ×

ƄॅڃૄࡒʂݔൟɟʝɾʟञԝʂਹʃƅڃƜʂݔൟɠγ୆ޫɻɖʟҴޙɟʝ಩์ɾγ୆ޫࣣൎʦࠟʞࡥɫɺਪโɾՆ௾ഇޫʦ܄
ढ़ɫƅɱʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻƅڃਹʂ१ූʦάߖɫƅਪโɻ೾ށɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɘʒɭƆλ൘ƅӑड़ޙ৔ƅˢ˲˩˺
ƅ߀ҙভƅൗࠄভƅшӁഅ߸ƅӽদड़१അɾɽʂɩʒɪʒɾ௅ଯƅҙଯ์χɿʜʞγ୆ࣣൎʂ।࣢ɾՆ௾౎ټɠ൱ɦʝʠʟɼƅ
ɧʠʝʂक़ڥɠ๥ʠƅಿՉʂ౎ࢼɿʖɸɾɠʞʒɭƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂञਹʂγ୆ࣣൎʂ౎ټʘ࣢ێड़άߖʂԷඕଯɾޞ৕
ʓʘƅɩʒɪʒɾ߷ӼɼʂԟؙɿɸɘɺӁʇʒɭƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

Ƅञԝʂਹɠʖɸ१ූάߖʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ɼƅɱʂ।࣢ɾՆ௾౎ټʦ൱ɦʟ์χʂਪโड़ɞʜʇɩʒɪʒɾ߷Ӽɼʂԟؙɿɸ
ɘɺ๲ѽɫƅԋְɼٓیƅ݁१δຘɼɘɷɳࠉѼଯԟअߏɿɸɘɺߢʝ۪ɜʟɧɼɠɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦෳವɼɫʒɭƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Ƅࠞɿɠʧʂ౎ࢼՆۚʦຶɿࠟʞƅγ୆ࣣൎʘ१ਹՆ௾ʂ࣢ێड़ʦάߖɭʟɳʕʂԷඕଯɾޞ৕ʓɿԟʣʟΙчʂ௅฻ɿɸɘɺ
۳զʦ۱ɘʒɭƆ

੓×ѾƄࢍ໱Ɗγ୆ࣣൎɠ౎ټɭʟޞ৕ʓ
੓ØѾƄ˙ˏʹ˕˧ʂѽ෗ɼɱʂΤզ
੓ÙѾƄ౎१Ɖഇшɼ݁१δຘ
੓ÚѾƄêôç೾६ʂޞ৕ʓɼγ୆
੓ÛѾƄêôçਦ࢒ɼரীബΪ
੓ÜѾƄêôç࠹೹ɼ߷ӼÓ×Ƅɠʧɼ໨ш
੓ÝѾƄêôç࠹೹ɼ߷ӼÓØƄ߀ҙভɼࣸ৔ड़Ӭಈࢼ
੓ÞѾƄʒɼʕƉٲ߇

Ƅ੓×ѾƤ੓ÝѾʃРҿ׋࠯ƭʱ˺ˎ˥˺ːؠƮɿʜʞ۱ɘʒɭƆүѾʂڤ׋࠯ɿƅ௅฻ʂ๲ѽʦҷ௨ɭʟˍˀˏʦýëèɻѾ୿ɫɺ
ʖʝɚʏɟƅ˳ˤƟˏٲ߇ʦ×Ѿ߹޵ɫʒɭƆʒɳ੓ÞѾʂʒɼʕʃ਻෣׋࠯ƅٲ߇ʃ਻෣ߧآɿɺ۱ɘʒɭƆɘɮʠʖݔ࣏ʃ
èëëìɿɺߟޱɫʒɭƆ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ƄՃදٲ߇ÜÖËƅ˳ˤƟˏٲ߇ØÖËƅýëèɿʜʟҷ௨ˍˀˏØÖËɻ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ь൘൚

Ƅҷ௨ˍˀˏɻʃƅඡѾʂ׋࠯ɻѽ঑ɫɳԷඕଯɾҞ௱ʘๆګʦ।ɫɣ๲ѽɻɡɺɘʟɟɽɚɟƅ˳ˤƟˏٲ߇ƅՃදٲ߇ɻʃ
ƅɱʠɿюɜɺࠞɿγ୆ࣣൎʂ౎ټʘՆ௾ɿԟɭʟԷඕଯɾ࣐ߏʦ଱উɿ঑෗ɻɡʟɟɽɚɟƅԟ໓ɫɳࠉѼ෻੕ɿ਻ɫɺߢङ
ʂ۪ɜʦ໱๲ଯɿՒࡧɻɡʟɟɽɚɟʦ෻ɘʒɭƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

Ƅ׋࠯ʘٲ߇ɿԟɭʟߟޱʦीߗèëëìɻҷ௨ɫɺчɩɘƆՃදٲ߇ʃߖɵܛʓ೑яɼɫʒɭƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ƄߏঽӁ࠹ƊƄүѾʂ׋࠯ঽɿ۳զߊດʦèëëìɿݗبɭʟʂɻƅߏঽɿˇʭ˺˴Ɵːɫɺ௅฻ʦҷ௨ɫƅդ෻୅୾ʦʒɼʕɺɞ
ɘɺɣɴɩɘƆ
ƄڤߏӁ࠹ƊƄ׋࠯௅฻ʦɫɷɟʞ೹ࡁɫɳࣘɻƅýëèҷ௨ˍˀˏɿѾ୿ɫɺɣɴɩɘƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ



ƽʱ˜ʪˀʩ˶Ɵƾ
Ƅ˨Ɵ˲ɿɺीࠬߗɥ೒ɥʒɭƆ
ƽ໓๢গƾ
Ƅ˗ʫʱʾʷˑ˲৺٥܄֋˂˺ˆƟƉÛҕ
ƄĐĘĚČĆĘĆĜĆæČĆėēĊęÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

Ƅ੽୻ָφʃঽ௥ઘʂ٥֋ࡿɟʝƅγ୆ࣣൎʦΑ଑ɿάߖɭʟɳʕʂ˨ʲ˒ˁ˧ɼƅɱʂఌઇɠωɡՔɧɭಿੁɿԟɭʟ٥֋ɿ
ૠʝɣةʣɷɺɡʒɫɳƆೞઓъՉɾɣ१ӑɫɺɘʟԝɿʖƅ޽ɳɵʂ१ූɼٓیʦάߖɭʟɳʕɿۇෆɾഇޫՆۚɠஒɘɺɘ
ʒɭƆङפɾຶʦ૳ɬɺɧʠʝʂ˨ʲ˒ˁ˧ɼ߷Ӽʂԟؙʦ๲ѽɫɾɠʝƅ१ූѕӁ٥֋ʂ໅ޤɼΤզʂλઅɿʉʠɺчɩɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

೔ۆ௰୞ʂܞ

Ƅ஦ɿޱ଑ɫɾɘƆ

ָѕࢆ

Ƅ۳զߊດƭöêì˜ʨʫ˲Ʈʦèëëìɿݗبɫʒɭʂɻƅߏঽɿˇʭ˺˴ƟːɫɺɣɴɩɘƆ

˝˲Ɵ˗ˊʶˀƹ٪ɺʣɟʟêôçʂɫɣʓƺÆÕÆðú१ූ٥߈֋ԢƄۆஆޫڶƉયਧޫجÆàÆ۳કࠉÆÒØÖÖÝÆÒïùèôàßÝÞÚÖÜØÛÝÛÞØß

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

êôçਦ࢒Ƅêôç࠹೹ƄரীബΪƄɠʧƄʹ˕˧Ƅ݁१δຘƄ߹්

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȣҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ Ӣ୉Æऐޣ
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÙûÖØÝเ௟Ɖځߗ ෱×

ƽ׋࠯ʂˍƟ˥ƾ
ƄॅڃૄࡒʂݔൟɟʝɾʟञԝʂਹʃƅڃƜʂݔൟɠγ୆ޫɻɖʟҴޙɟʝ಩์ɾγ୆ޫࣣൎʦࠟʞࡥɫɺਪโɾՆ௾ഇޫʦ܄
ढ़ɫƅɱʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻƅڃਹʂ१ූʦάߖɫƅਪโɻ೾ށɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɘʟƆλ൘ƅӑड़ޙ৔ƅˢ˲˩˺ƅ
ɠ൱ɦʝʠʟɼƅɧټভƅшӁഅ߸ƅӽদड़१അɾɽʂɩʒɪʒɾ௅ଯƅҙଯ์χɿʜʞγ୆ࣣൎʂ।࣢ɾՆ௾౎ࠄҙভƅൗ߀
ʠʝʂक़ڥɠ๥ʠƅಿՉʂ౎ࢼɿʖɸɾɠʟƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂञਹʂγ୆ࣣൎʂ౎ټʘ࣢ێड़άߖʂԷඕଯɾޞ৕ʓʘƅ
ɩʒɪʒɾ߷ӼɼʂԟؙɿɸɘɺӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ƽ׋࠯ʂஃ੬ෳವƾ
Ƅञԝʂਹɠʖɸ१ූάߖʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ɼƅɱʂ।࣢ɾՆ௾౎ټʦ൱ɦʟ์χʂਪโड़ɞʜʇɩʒɪʒɾ߷Ӽɼʂԟؙɿɸ
ɘɺ๲ѽɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

чՒ۽ෳɿԟɭʟ௅฻ɿɸɘɺ۳զƉѽ঑ɭʟƆ

੓ȘѾƄɠʧʂ౎१ʦक़ڥɭʟɠʧγ୆ޫɼɱʂՆ௾
੓șѾƄɠʧʂ౎१ʦक़ڥɭʟɠʧ๓क़γ୆ޫɼɱʂՆ௾
੓ȚѾƄݔൟ޹ʂ१ਹɿɞɥʟΤզ
੓țѾƄݔൟ޹ʂक़ڥՆۚ
੓ȜѾƄݔൟʂ໨шɼڃਹʂ໨шʂԟؙɿɸɘɺ
੓ȝѾƄईؠʫ˺˜˲ʯ˺ʽʂ౎ࢼ˨ʲ˒ˁ˧
੓ȞѾƄईؠʫ˺˜˲ʯ˺ʽʂߚຘ਻ݱ
੓ȟѾƄʒɼʕƉˍˀˏ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ˀˏÛÖ୅ƅ੓ȟѾෳʂʒɼʕˍˀˏÛȗ୅ɻ಻ьɭʟƆˍࢡॹɼඡѾʂࡥʌʂ׋࠯

ढ़ং಻ь൘൚

ञԝʂਹɠʖɸ१ූάߖʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ɼƅɱʂ।࣢ɾՆ௾౎ټʦ൱ɦʟ์χʂਪโड़ɞʜʇɩʒɪʒɾ߷Ӽɼʂԟؙɿɸɘ
ɺƅ।ҷɿ๲ѽɻɡɺɘʟɟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ƽ๯ࣘ࠹ʂશΤƾ
ඕ׋࠯ʃĀĔĔĒʦๆɘɺРҿƭʱ˺ˎ˥˺ːؠƮɻ۱ɘʒɭƆ
۳զ௅฻ɿԟɭʟߊດʃƅèëëìɿʩˊ˞ɫʒɭƆ
ɫʒɭʂɻƅ಩ɮҷ௨ɫɺɣɴɩɘƆݗبʃƅèëëìɿݔ࣏ɿԟɭʟ׋࠯

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ƽߏঽƉڤߏӁࡁƾ
ɫɺ੓ȟѾෳʂʒɼʕˍˀˏɿಖɜɺɣɴɩɘƆࡁˀˏɻʃƅ۳զયʂ஦ɿ࡚์ɾ୅ʦˍˀˏɫɺɘʟʂɻƅʜɣ೹ˍࢡ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƊीߗƅɳɴɫߏঽɿ໓๢ɫɺʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦࠟʟɧɼƆ
Ӣ୉ऐޣÆàÆĘĐĆĒĆĉĆæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƄ˗ʫʱʾʷˑ˲৺٥܄֋˂˺ˆƟțҕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ



ɼɭʟʂɻƅλೱ௅฻ʂ௔Φ୞ɿ˧˰ɠɻɡʟɟʖɫʠɾɘɠƅɻ࣐ɫɳӁ१ƅɫɾɟɷɳӁ१ƅঢ়൘ʦ਻࠹ɻ१അӁʦ๯ۘۿ
ɡʟɴɥഇɟʞʘɭɘѽ঑ɼ˜ʰ˴ƟɿɸɼʕʟʂɻƅР຋ɾɣ߸෻ʘΤ٪ƅթ໱ʦɘɳɴɡɳɘƆɱɫɺƅ१ූ࣐ټʂक़ڥɿ
ԟɭʟਪ݇ɾՆۚɿɸɘɺƅɱʂ౎٪ɟʝݚټɿ߃ʟ٥֋ʂກʠʦ๲ѽɫƅɧʠɟʝʂ१ූѕӁ٥֋ɠɽʂʜɚɾ൘ڽɿछଽɫ
ɺɘɣʂɟʦүߢɻ۪ɜʟՆѼɼɫɺɣɴɩɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ഓذʂӁ१ɿʖࡒഇ๲ѽࡥ๝ʟʜɚజ຋ɭʟƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɫɾɘɠƅ಩์ɾߊດʃèëëìɿʩˊ˞ɭʟƆ

ָѕࢆ

಩์ɾߊດʃèëëìɿʩˊ˞ɭʟƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ
௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

Рҿ׋࠯ƅêôçƅγ୆ޫƅʫ˺˜˲ʯ˺ʽƅෟЃƅɠʧƅݔൟ޹ƅ໨ш

ʴƟ˶Ɵː



१അӁȣҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ય୭ÆࢯฯƅࠩεÆێ
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×çé×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÚûÖØÛเ௟Ɖځߗ ෱×

ढ़܄ɫɺਪโɾՆ௾ഇޫʦࡥɟʝ಩์ɾγ୆ޫࣣൎʦࠟʞޙൟɠγ୆ޫɻɖʟҴݔƜʂڃൟɟʝɾʟञԝʂਹʃƅݔʂڃૄࡒॅ
ɫƅɱʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻƅڃਹʂ१ූʦάߖɫƅਪโɻ೾ށɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɘʟƆλ൘ƅӑड़ޙ৔ƅˢ˲˩˺ƅ߀
ҙভƅൗࠄভƅшӁഅ߸ƅӽদड़१അɾɽʂɩʒɪʒɾ௅ଯƅҙଯ์χɿʜʞγ୆ࣣൎʂ।࣢ɾՆ௾౎ټɠ൱ɦʝʠʟɼƅɧʠ
ʝʂक़ڥɠ๥ʠƅಿՉʂ౎ࢼɿʖɸɾɠʟƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂञਹʂγ୆ࣣൎʂ౎ټʘ࣢ێड़άߖʂԷඕଯɾޞ৕ʓʘƅɩ
ʒɪʒɾ߷ӼɼʂԟؙɿɸɘɺӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ञԝʂਹɠʖɸ१ූάߖʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ɼƅɱʂ।࣢ɾՆ௾౎ټʦ൱ɦʟ์χʂਪโड़ɞʜʇɩʒɪʒɾ߷Ӽɼʂԟؙɿɸɘ
ɺ๲ѽɭʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Ιчʂ۽ෳɿԟɭʟ௅฻ɿɸɘɺƇ۳զƉѽ঑ɭʟƆ

੓ȘѾƊʳʫˇ˺ˀƉݔൟɼʹ˕˧ÆÎʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠÒÆޡๆʾˀˍ˧ƊèĊĊċÏƭࠩεƮ
੓șѾƊγ୆ࣣൎƭγ୆ޫƮƉêôçÆÎʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠÒÆޡๆʾˀˍ˧ƊèĊĊċÏƭࠩεƮ
੓ȚѾƊγ୆ࣣൎʦࠠʟ˨ʲ˒ˁ˧ÆÎʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠÒÆޡๆʾˀˍ˧ƊèĊĊċÏƭࠩεƮ
੓țѾƊγ୆ࣣൎʂ౎ټɼ૛ঐÆÎʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠÒÆޡๆʾˀˍ˧ƊèĊĊċÏƭય୭Ʈ
੓ȜѾƊˆ˺˘ʶ߸ʂ܄ढ़ɼՆ௾૛ঐÆÎʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠÒÆޡๆʾˀˍ˧ƊèĊĊċÏƭય୭Ʈ
੓ȝѾƊݔൟ௅ʂഇޫ˔ˊˏ˶ƟʶÆÎʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠÒÆޡๆʾˀˍ˧ƊèĊĊċÏƭય୭Ʈ
੓ȞѾƊݔൟՆ௾ɼɠʧʂ౎१ÆÎʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠÒÆޡๆʾˀˍ˧ƊèĊĊċÏƭય୭Ʈ
੓ȟѾƊʒɼʕƉՃදٲ߇ÆÎʒɼʕƊ਻෣׋࠯Ƈٲ߇Ɗ਻෣ߧآƮƭય୭ƉࠩεƮ

ബۖ୅Ɗ֑ʾ˰˗ˀʂȞѾෳʂ׋࠯௅฻ʦȚѾෳɿ۱ɚɧɼɿɫÒΙڤʂ׋࠯௅฻ʦȘࡊɮɸ،ʞчɦʒɭƆʒɳƇָθڹїʂԘ
୅ɟʝ੓ȘѾƤ੓ȞѾʂੁآ׋࠯ʦʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠɟʝĀĔĔĒɻʂ˱ʩ˲ˆʫ˧ʱ˺˰ʫ˺׋࠯ɿബۖɫʒɭƆ
ɫʒɭƆߟޱʃèĊĊċɿɺݔ࣏
ईؠʺ˴ˑʭʫ˲ˀӽদࢼʂֺࣨɿʜʞੁآ׋࠯ɿബۖʂя௾ड़ɠɖʞʒɭƆ
ബۖ௟ƊØÖØ×௰ßُÞ௟

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

಻ьʃΙчʦԷࡵɿ۱ɚƆ
ച࣢୅ƭ۳զયɿѨɭ߸դЫ୿ʂ௅฻ɞʜʇࡥॹƮØÖËƅՃදٲ߇ÞÖËƆ
ईؠʺ˴ˑʭʫ˲ˀӽদࢼʂֺࣨɿʜʞੁآ׋࠯ബۖɠɖɷɳࣟ܄Ƈ಻ь൘൚ʖബʣʟя௾ड़ɠɖʞʒɭƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ƽ׋࠯ʂஃ੬ෳವƾɿبɦɳ௅฻ʦʖɼɿƇ१ූʂԷඕଯɾ˨ʲ˒ˁ˧ƇʒɳÒɱʠʝʂՆ௾Ϊ࣢ɼ߷Ӽɼʂԟؙɿɸɘɺʂ๲ѽ
୞ʦ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ʂঽ࠹Τ๔ʦยɫɺɘʟɧɼɠ๯ࡁයƉԟअʘӁ׀ɫɾɟɷɳӁ१ʖ๲ѽɻɡʟ௅฻ɻɖʟɠƅ१ූѕӁʌʂ࠹ɻ१അʦ๯ۘۿ
ଚِࣥɻɖʟƆ
ๆɭʟя௾ड़ɠɖʟƆޡʂયɻöéʦ׋࠯

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ʂԟؙɭʟೱഇʦ஬ʧɴࣘɻࢆ۪ދດʦ஬ʓƅʒɳߊঽɿèëëìɻజ೘ɭʟߏෳɿɸɘɺƅ۽ɻࠟʞΆɚ׋࠯ƊүѾʂ࠹ঽӁߏ
Ƈդ෻୅ɾɽʦʒɼʕɺɞɣɧɼƆ
ɭʟɧɼƆࡁɾɽʦๆɘɺ೹ࢆ۪ދດʂ௅฻ɿɸɘɺߊๆɫɳˀ˰ʫːޡɻ׋࠯ດɞʜʇߊঽɿజ೘ɭʟߏƊèëëìɻ࠹Ӂڤߏ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ



ɱʠɲʠʂָφ٥֋߳
˗ʫʱʾʷˑ˲৺٥܄֋˂˺ˆƟ୴Ùҕ௑਑ݔൟࣣൎӁָφ߳Ɗય୭
Ɗࠩε߳܃ԢØҕØ×Ø܃٥֋୴Ú܄ীѕӁ৺ߢ
˨Ɵ˲ɻʃीߗƆɳɴɫ൥෻ʂݘʃߏঽɿ˨Ɵ˲ɿʜʞ໓๢ʦɼʟɧɼƆ
˨Ɵ˲ʩː˳ˀƊèëëìʒɳʃ˂˺ˆƟˢƟ˧ˡƟʿʦࢻދʂɧɼƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१അʂਹʘݔൟɿʃ׆ɣʍɡ३ᛦɾ˨ʲ˒ˁ˧ɠछшʂѬଟɻۚતɩʠɺɘʒɭƆʒɮƇɱʂɧɼɿӽஓʦҹɜɺɘɳɴɡɳɘ
Ɔ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

జ೘ߊດʂ௅฻ʦۆ೔ɭʟƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɫɾɘƆߏঽɿʒɳʃ׋࠯યɿߊດʦజ೘ɭʟƆ

ָѕࢆ

ɩʝɿӁࡁɭʟɳʕʂࢆ۪ދʦчՒɿߟɭƆ
Ƅ

Æ४ޫÆāʏɟăÆฌÆàÆ˒ˬƟˏ˺˞˳ˀތ٫λÆԍฌÆáÆॳٵࢱÕޫجൟʂഇޫ१അӁÆ੓Ü౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆāʏɟăÆુÆáÆયਧݔ
ÒØÖ×ÝÆÒïùèôàßÝÞÚÙ×ÛÛØÖÜØÖ
ëĘĘĊēęĎĆđݔൟ१അӁÆુٵ੓Ú౦ÆÕÆԍฌƊયਧޫجʏɟÆàÆ௑ۛகÆÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÛØÚØÜ×ßßÚ
ɠʧʂ१അӁƭęčĊÆèĎĔđĔČĞÆĔċÆéçôéëøÏƄ੓ș౦ÆÕÆøĔćĊėęÆçÆýĊĎēćĊėČÒÆฌƊ೭ஆÆ८Ƈॳ෱।యÆàÆíĆėđĆēĉÆùĈĎĊēĈĊƇ௑ۛக
ÒØÖ×ÝÆÒïùèôàßÝÞÚÛØÚØÜÛÞ×Ý

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

˧ʲ˒ˁ˨ߖൟÒÆʹ˕˧ƇêôçÒγ୆ޫƇˆ˺˘ʶ߸Ƈഇޫ˔ˊˏ˶ƟʶƇɠʧƇγ୆ࣣൎάݔ
ƹРҿ׋࠯ɼ਻෣׋࠯ʂഖๆƺʦา଑Ɔ

ʴƟ˶Ɵː



ઘ֊ޤɿɞɥʟ१അʂബসҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ஆÆਫ਼݃ܯƅࡨÆϾތݟ
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×èè×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ×ûÖß×เ௟Ɖځߗ ෱×

ƅઘ֊ࣘɿʃॅಱඵɾɘɫॅঘඵࠦɼɘʣʠʟਪโɾ१അɠʓʝʠʟɠƅɱʠʝʃɭʍɺÙÖк௰ɿʣɳʟ१അछшʂٌї१ݚټ
ʒʠɳʖʂɻɖʟƆඕ۳զɻʃƹछш१അӁƺʂ߄୅ɟʝƅ१അਪโड़ɼʃɾɿɟƅࠦɼʃɾɿɟƅछшɠɾɰՔɡʟʂɟƅɾ
ɽछшɿɞɥʟ࡚์ɾˍƟ˥ɿɸɘɺ๲ѽɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦෳଯɼɭʟƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

Ɖ१അʂஂذഇຳӁʂԷ৐ଯ۽ߏʦ๲ѽɫƅࠦʂਪโड़ɿԟɭʟࣣൎʦय़๲ɫƅӑๆɭʟ൘൚ʦӁʇࠟʟƆ
Ɖ१അछшʦγ୆ޫʂ˳ˠ˲ɻ۪ɜƅछшʂԷඕٵ๲ɿɸɘɺҷɟɾગߨɼҞ௱ʦӁʇࠟʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ඕ۳զʃРҿ׋࠯ƭʱ˺ˎ˥˺ːߧآƮɻ߹޵ɫʒɭƆ״ਹଯɾүѾʂ௅฻ʃΙчʂɼɞʞɻɭƆ
×ÔÆ१ූʂՔٺɼࡾՃछшƭĀĔĔĒʦๆɘɳʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠƆݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆƮ
ØÔÆ१അʂഇຳƭĀĔĔĒʦๆɘɳʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠƆݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆƮ
ÙÔÆࠦഇшƭĀĔĔĒʦๆɘɳʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠƆݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆƮ
ÚÔÆछшɿɞɥʟຳߐड़ƭĀĔĔĒʦๆɘɳʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠƆݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆƮ
ÛÔÆ१അʂछш࠰ஂذƭĀĔĔĒʦๆɘɳʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠƆݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆƮ
ÜÔÆγ୆ଯਪโड़ƭĀĔĔĒʦๆɘɳʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠƆݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆƮ
ÝÔÆछшʂ˨ʲ˒ˁ˧ƭĀĔĔĒʦๆɘɳʱ˺ˎ˥˺ː׋࠯ؠƆݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆƮ
ÞƈʒɼʕƉٲ߇ƭ˳ˤƟˏߧآʂٲ߇Ɔݔ࣏ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆƮ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ү׋࠯ʂࢡˍˀˏÙÖǖƅ˳ˤƟˏٲ߇ÝÖǖɻ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ү׋࠯ʂࢡˍˀˏƅ˳ˤƟˏٲ߇ɿʜʞƅछш१അӁƅஂذഇຳӁɿԟɭʟԷ৐ଯɾ௅฻ʂ๲ѽ୞ʦҷ௨ɫƅӁ࠹ෳವʂ੬ढ़ࣨ
ֺɿԷɹɡ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ָѕࢆʃޱ଑ɫɾɘɠƅ۳զߊດʦèëëìɿɺڷҔɭʟƆ۳զયʃ۳զߊດʦࢻދɫƅ଱՞˕ƟˏʦɼʟɧɼƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ߘƅڤຎ࠿ෳɿɸɘɺƅդ෻୅ʦʒɼʕɺɞɣɧɼƆ۳զ۽ɻࠟʞΆɚ׋࠯ʒɳʃʫ˺ˆƟ˔ˊˏ୾ʦ๭ๆɫɺƅүѾʂࢆ۪ދ
Ѿʂ۳զʒɻʂԝɿߊດƉ˕Ɵˏʦय़๲ɫƅӁࡁɫɳ௅฻ʌʂ๲ѽʦऍʕʟɧɼƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ीߗƆɳɴɫƅ˨Ɵ˲ɾɽɻߏঽɿʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦࠟɷɺчɩɘƆ๲Ӂ٥֋ѕé୴ÆéÚØÖÎތݟÏ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१അӁʂԷ৐ଯગߨʂࡁணɿюɜƅѕӁʘࠉѼɻฉ๼ɸ໱๲ଯް۪ຢƅ஫ড়ड़Ɖ౎ଽड़ʂɖʟ౎২ຢʦ๑ɷɺ๔ɫɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

यʦਪɣๆɘɳ۳զߊດʂజ೒ƅѽॾ˞˴ʷ˰˧ʦๆɘɳʾ˦ˬ˳Ɵʾˮ˺ƅЖࡁ෻੕ʦ߹޵ɫƅ׋࠯ʂ๲ѽ୞ʂҷ௨ʂࢊɥɼ
ɭʟƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

ҔɭʟƆڷɿèëëìɿɺݘດʃү۳զʂߊʂԟ໓׋࠯

ָѕࢆ



ʴ˪˺ˠ˲१അӁÆ੓××౦ÆÕÆéĆĒĕćĊđđÒÆôÔÆçÔ਩ƭજ௅ࢮತÒÆΚஆډٴ਩ÆԍฌƮÆàÆԤাࡥ౦ÆÒØÖ×ÞÆÒïùèôàßÝÞÚÜØ×ÙÖØÝÜÝ
˗ʫʱˎʪ˗ƟʾˍʪƉʾ˱ƟˁÆ×Æ१അʂࠦਪโड़ÆÕÆԫ૷Ɖఐ୔യÆàÆ࣋ѥ൵ÆÒ×ßßßÆÒïùèôàßÝÞÚÝÞÛÙÛÞØÜÜ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അछшƄஂذƄࠦƄ१അࡍઍƄγ୆ޫƄʹ˕˧Ƅ१അਪโड़Ƅസু

ʴƟ˶Ɵː



ઘ֊ޤɿɞɥʟ१അʂബসҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ࣘεƄछ฀
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×èè×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÙûÖßØเ௟Ɖځߗ ُ×

ÙÖк௰Ιࣘɿʣɳʟ१അछшʂٌїƅݚټƅઘ֊ࣘɿʃॅঘඵࠦɼɘʣʠʟਪโɾ१അɠਣݚɫɺɘʟƆɧʂ׋࠯ɻʃƅ१അਪ
โड़ɿɸɘɺӁʊɼɼʖɿƅݚټʓʝʠʟਪโɾ१അɠɽʂʜɚɿઋ१ɫƅछшɫɺɡɳɟɿɸɘɺӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

Ɖ१അਪโड़ɼʃɾɿɟƅʒɳ१അਪโड़ʂ࡚์ड़ɿɸɘɺ঑෗ɭʟɧɼɠɻɡʟƆ
Ɖ॓ټʂ१അਪโड़ʦདᗗɫƅङפɾ१അɿ଱ๆɭʟɧɼɠɻɡʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Șƈ१ූʂՔٺɼछш
șƈ१അਪโड़ɼʃɾɿɟ
Țƈ१അʃɽʂʜɚɿഇɥʝʠʟɟ
țƈҍใʂ१അਪโड़ɼ१ੁذ
Ȝƈҍใɿɞɥʟ܄ڶढ़१അʂछш
ȝƈ१അਪโड़ʂԴՆƅ१അਪโड़ʂ࡚์ड़
Ȟƈʒɼʕɼˍˀˏ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ԷඕଯɿՃදˍˀˏȘȗȗǖƆɳɴɫƅ׋࠯યɿࢡˍˀˏʦ߹޵ɭʟɧɼɠɖʟƆࢡˍˀˏʦ߹޵ɫɳࣟ܄ʃƅѾॅɿЫɬɺ݂
ɠɖʟƆ܄಻ьʂșȗǖʒɻజ୅ɭʟࣟ࠿

ढ़ং಻ь൘൚

१അਪโड़ʂ࡚์ड़ʘஂذഇຳӁʂԷ৐ɾɽƅ׋࠯ɻΆɷɳ௅฻ʂ๲ѽ୞ʦԷࡵɼɫɺ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ָѕࢆʃޱ଑ɫɾɘɠƅ۳զʂݘɿԟ໓ߊດʦజ೘ɭʟƆ
۳զયʃజ೘ߊດʦࢻދɫɾɠʝ଱՞˕ƟˏʦɼʟɧɼƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

۳զʂ݂ڤɿ๗ࡊʂ۳զ௅฻ʂҞ์ʦา܍ɭʟʂɻƅָφʂߟޱɿɫɳɠɘาࡁɭʟɧɼƆʒɳజ೘ߊດʘ˕Ɵˏʦʖɵɘɺ೹
ɫɳ௅฻ʌʂ๲ѽʦऍʕʟɧɼƆࡁʦ۱ɾɘƅӁࡁ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

઴վʓƉ๲ӁೱéØ×Ü

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ɧʂ׋࠯ɻʃƅ१അਪโड़ʂ࡚์ड़ɿɸɘɺ঑෗ɫʒɭƆ׋࠯ɻணɳગߨʦʖɼɿƅ१അਪโड़ɿɸɘɺߢഇɾʞʂ۪ɜʦʖɸ
ʜɚɿɾɷɺɣɴɩɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ˀ˰ʫːʦޡɷɺʂ঑෗ɠਪɣɾɷɺɫʒɘʒɭɠƅߗƜƅ۳զયɿࢡˍˀˏʘ˦˒˳ˤƟˏʂߗԝʦ঎ɥʟา଑ɻɭƆԝβɘ
ʦֵʠɮɿߢഇʂΤ٪ʦࢆɘɺɣɴɩɘƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

ɼɣɿޱ଑ɫɾɘƆԟ໓ߊດʃ۳զʂݘɿజ೘ɭʟƆ

ָѕࢆ



ʴ˪˺ˠ˲१അӁƄ੓××౦ÆÕÆજ௅ѸತƄ਩ƄԍฌÆàÆԤাࡥ౦ÆÒØÖ×ÞÆÒïùèôàßÝÞÚÜØ×ÙÖØÝÜÝ
ਁຳȚȗк௰ʂߢীޤƄਁຳɟʝ٪ʟ१അछшƉઘ֊ƉԋְƄ੓Ø౦ÆÕÆεࣘƄ؏ÆàÆୱҍ੒Ӂࡥ౦ѼÆÒØÖÖÝÆÒïùèôàßÝÞÚÚÞÜÖ×ÝÝÝÜ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അਪโड़ƅछшƅഇຳ

ʴƟ˶Ɵː



ઘ֊ޤɿɞɥʟ१അʂബসҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ දߘƄٓޣ
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×èè×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÚûÖßÖเ௟Ɖځߗ ُ×

ઘ֊ࣘʂÙÖк௰Ιࣘɿʣɳʟ१അछшʂٌїƇݚټƇॅಱඵɾɘɫॅঘඵࠦɼɘʣʠʟਪโɾ१അɠ१ʓࡥɩʠɺɡʒɫɳƈɧ
ʂ׋࠯ɻʃƇ१അਪโड़ɿɸɘɺӁʊɼɼʖɿƇݚټʓʝʠʟਪโɾ१അɠɽʂʜɚɿਪโшʦ़ɦƇ֩ਣɫɺɘʟʂɟʦࣅѻ
ɫʒɭƈ

˥ʂˍƟ׋࠯

ɘɿԟʣʞɖɷɺɘʟʂɟʦ߹ӽɭʟɧڞɾ१ɡഅʦ૳ɬɺ१അɠפѻɭʟʂɻƇङࣅɻ٪ʝʠʟ१അʦތɻʃ੒Ӂʘ໬۠׋࠯
ɼʦෳವɼɫʒɭƈ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ईؠʺ˴ˑʭʫ˲ˀӽদұ੒ʂϳׄɿʜʞƅʱ˺ˎ˥˺ːɻ߹޵ɫʒɭƈ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯
ƄȘƮ१അਪโड़ʦɽʂʜɚɿɼʝɜʟɟƌ
ƄșƮࠦɼʃъɟƌ
ƄȚƮछшɼʃъɟƌ
ƄțƮ֩१ɼʃъɟƌ
ƄȜƮ१ɡഅஔާʂ֩१ʃɽʂʜɚɿάߖɩʠɺɘʟʂɟƌ
ƄȝƮওෞԴᇲࠦʂ१ੁ
ƄȞƮ܄ڶढ़ʦʘʕɳࣳഅʂ೑ްթɾ१ੁ
ƄȟƮʒɼʕƉࢡˍˀˏ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ƊÞÖǖƮɿʜʞ಻ьɫʒɭƈߧࡧƭՒٲ߇ˀˏƭØÖǖƮʘՃදˍࢡ

ढ़ং಻ь൘൚

ʦ໱๲ଯɿ۪ɜʟɧɼɠɻߏʦๆɘɺഅߨʂԤΔՒɿຄʒʝɮƇɱʂગߨɻӁʧɴગ׋࠯ƮɻʃƇߧࡧƭՒٲ߇ˀˏʘՃදˍࢡ
ɡʟɟɼɘɚ୅ʦ࡚߄ɫʒɭƈ

ढ़ং಻ьԷࡵ

೹ࡁʦ௡௱ɿ۱ɷɺɣɴɩɘƈ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ɫࡁƇɱʂ௅฻ʦय़๲ɫÒÆӁڤʦ۱ɷɺɣɴɩɘƈ۳զયʃÒÆ଱՞˕ƟˏʦɼʞƇ۳զࡁʦ๭ๆɫาࢆ۪ދˠ˲ʂ˳ۘۿঽɿߏ
ɳ௅฻ʌʂ๲ѽʦऍʕɺɣɴɩɘƈ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

߸෻୾ɠɖʟ൘ʃƇɘɸɻʖ਻ЫɫʒɭƈɳɴɫƇ٥֋߳ʦ൥ʠʟʒɜɿƇߏঽɿ˨Ɵ˲ɻ൥෻ߗԝɾɽʦ෻ɘ܄ʣɯɺɣɴɩ
ɘƈ
๲Ӂ٥֋ѕé୴ÆéÙ×ÞÆĘĚĊęĘĚČĚæĕĊĔĕđĊÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ഓ෗ʂ౎ଽɼ֩ɿƇߢীʃࢢɫɮɸ߱ʣʠɸɸɖʞʒɭƈ׋࠯ɻʃƇ१അɠݚټɞɟʠɺɘʟɩʒɪʒɾ෻੕ʦࣅѻɫʒɭƈɱ
ʂ௅฻ʦ੺ɿഔɣɴɥɻɾɣƇɱʂ෻੕ɿ਻ɭʟߢഇʂ۪ɜʘΤ٪ʦʖɸʜɚɿɫɺɣɴɩɘƈ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



੒Ӂۚ௅ʘ໬۠ތʂङפɾ१അɿɸɘɺ߹അʦଚߟɫɺ঑෗ɭʟɧɼɻƇ߹ਹٲʦ૳ɫɳߢীʂ๲ѽʦऍʕɺʖʝɜʟʜɚɿଢ଼
ຢɫʒɭƈ

೔ۆ௰୞ʂܞ

ָѕࢆʃ஦ɿޱ଑ɫʒɯʧɠƇ׋࠯௅฻ɿ׀යʦߖɷɳ൘ʃƇчՒʂࢆ۪ދʦ஬ʔɼʜʞગߨʦۊɦʟɧɼɠɻɡʟɻɫʛɚƈ

ָѕࢆ

१ੁӁ௡෾Æā੓Ø౦ăÆÕÆ௟ඕ१ੁӁѼയÆàÆୱ֣шӁஔञÆÒØÖ×ØÆÒïùèôàßÝÞÚÞÖÝßÖÝÞÙÖ
ʲ˰ƟयѽÆʩ˨˱ʲ౦Æ੒Ӂ१അӁʂָѕࢆÆ੓ÚӳÆछш१അӁÆÎ˝˲Ɵ˗ˊʶˀÏÆÕÆˎʫ˻ʪˊːƉʼˇ˻ʨÆÎુÏÒÆˎʫ˻ʪ
ˊːƉ˙˱ˀÆÎુÏÒÆʶ˳ʫʷƉ˟˰ƟÆÎુÏÒÆ˨ʩ˱ƟƉ˞˰ʫˀÆÎુÏÒÆॿݥÆ੄࠰ÆÎԍ࠹ÏÒÆݓஆÆढ़฀ÆÎԍ࠹ÏÆàÆ۳કࠉ
ÒØÖ×ÚÆÒïùèôàßÝÞÚÖÜØÛÝÞÝÛØ
ऊʦࣺʍʟࣳഅƠƠೢ१ࣳഅʂગʝʠɪʟ॓ҏÆÕÆ૴ੴสλÆàÆԫఉࢆାÆÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÖÖÖÖÜÖÛßØ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അਪโड़Ƅ१ੁӁƄஂذछшƄࠦҞ௱Ƅ֩छшƄ৷๭֩१ƄԺ१ƄРҿ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അʂԋְ଱ЫҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ঽஆÆؑ
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×èè×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ØûÖß×เ௟Ɖځߗ शØ

ઘ֊ࣘɿ१ූɠઋ१ɫɺΙ๝ชțȗк௰ɿʣɳʟૠɘछшʂѬଟʦرɺƅ१അʃુɫɣਪโшɫƅโƜɾՆ௾ʦҶணɫɺɡɳƆ
ๆɫƅɱʠʝɿ଱Ыɫɾɠʝ१ਣɫɺɘʟݩڞʂયɻƅഅ๲ƉшӁଯɞʜʇ१അଯԋְɼ৷ذƅɧʠʝʂ१അʃਪโɾ१ੁݚټ
Ɔɧʂ׋࠯ɻʃƅ१അʂछшɼɱʠɿʜɷɺʖɳʝɩʠɳਪโड़ʘՆ௾ɿɸɘɺӁʇƅਪโɾ१അɠโƜɾԋְِࣥʂʖɼɻɽ
ʂʜɚɿ१ූӑஓʦ۱ɷɺɘʟɟʦ๲ѽɭʟɼɼʖɿƅפ௰ʂઘ֊Ց෦ʂԋְബஓʘऀ๿ଯҙ๝ࠦɾɽʂ໴੕ʖɼʞࣘɦɺƅ१
അɼԋְʂԟʣʞ܄ɘɿɸɘɺӁʇʒɭƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ƭȘƮ१ූʂઋ१ɼछшƅ१അɼઘ֊ԋְɼʂ৷ݩڞๆƅɞʜʇ१അʂԋְ଱Ы˞˴˂ˀɿɸɘɺ๲ѽɻɡʟƆ
ƭșƮ१അਪโड़ʂढ़ʞ๼ɵɼɱʂΤզɿɸɘɺ঑෗ɫƅթ໱ɭʟɧɼɠࡥ๝ʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ʃРҿƭʱ˺ˎ˥˺ːƮɿʜʞ۱ɚา଑ɻɭƆ׋࠯
×ÏÆ׋࠯ʂҞ์ɼछʕ൘ƅ१ූʂՔٺ
ØÏÆූʂຌƊÆछшƅ੒Չƅݔൟ௅֩१ƅˢ˨ʱˍʪˊʶγ୆ޫ
ÙÏÆ๹ʌƅɱɫɺ׸ʌƊÆ๹ࣘछࡥƅऊ຦ƅಓ۱ʂछшƅু֊୥ٌ
ÚÏÆ৔ଭɾ෌਷ɹɟɘåÆƊÆड़ʂछшƅঅʂࢌбщ঑
ÛÏÆ౻ִࠋɼൺٰࠋƊÆഇޏɼվ෉ƅԋְബஓƅຑୗɥঞ๿ƅ֩१ذ
ÜÏÆࠦʂઋ१ɼওෞƊÆࠦഇшƅ੒ຟওෞƅࠦਪโड़ʂ˘ˆƟ˺
ÝÏÆࠦʂԟʣʞ܄ɘƊÆࠦԝ৷ݩڞๆƅ֩छшƅؔұ֨ਃƅ೾ށ଱Ыذ
ÞÏÆූʂɿɢʣɘƊÆ१അਪโड़ƅ१ੁذʼƟ˚ˀƅ१ੁذԐ๲

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

Ճදٲ߇ʃ۱ɘʒɯʧƆ׋࠯ʂඡɿࢡˍˀˏʦ۱ɷɺƅɱʂଚࡥʂย෌ƭÚÖËƮɼ௅฻ƭÜÖËƮʦ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ɠ۱ɜʟɟɽɚɟʦ෻ɘʒɭƆݺ௅฻ʦ๲ѽɫɺɘʟɟƅʒɳ౎ଽଯɾ۪׋࠯ˀˏɻʃƅɱʠʒɻʂˍࢡ

ढ़ং಻ьԷࡵ

஦ɿɾɫƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

๲ѽʦऍʕʟɳʕƅ׋࠯ɻߟɫɳʴƟ˶Ɵː୾ʦ۪ދɿɫɺࠞߢଯɿڤߏӁࡁɫɺчɩɘƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ीߗƅ˨Ɵ˲ɿɺࠬɥ೒ɥʒɭƆʩː˳ˀʃƅƄĒĆĊęĔæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕÆɻɭƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

λञʆɼʞɠॅࡒк௰ʂූʂ໅ޤʂ݂গઅƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ɿɞɥʟ෻ɘɟɥʦਊʘɫʒɭƆ׋࠯

೔ۆ௰୞ʂܞ

ඡѾʂ׋࠯ɻߊດʦజ೘ɫʒɭƆ

ָѕࢆ



үѾʂ׋࠯ɻࢆ۪ދʦࣅѻɫʒɭƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ
௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१ූƄઘ֊ԋְƄछшƄ଱ЫƄड़Ƅ֩१ƄࠦഇшƄ੒ຟওෞƄ೾ށ଱ЫذƄ१അਪโड़Ƅ१ੁذʼƟ˚ˀƄ१ੁذԐ๲ƄРҿ࠯
ƭʱ˺ˎ˥˺ːƮ׋

ʴƟ˶Ɵː



१അʂԋְ଱ЫҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ஆÆਫ਼݃ܯƅࡨÆϾތݟ
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×èè×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ØûÖßØเ௟Ɖځߗ ෱×

ਪโɾ१അࠦɠઘ֊ࣘɻਣਞɫɺɘʟ˨ʲ˒ˁ˧ʂ๲ѽʦෳޱɫʒɭƆ१അʂॅʘഇ೘ʂബшʦ๲ѽɭʟɳʕʂԷ৐ଯɾગߨʦ
ணɭʟɼɼʖɿƅਪࠦ֩ਣʂ˨ʲ˒ˁ˧ʘ߹ভଯɾസুɿɸɘɺʖ๲ѽʦऍʕʟɧɼʦෳವɿɫʒɭƆࡁ

˥ʂˍƟ׋࠯

ङפɾߢীʂ࣐ټࢉɿɸɘɺƅ१ੁӁʂગߨʦʖɼɿʣɟʞʘɭɣ୆ɜʝʠʟʜɚɿɾʟɧɼ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ඕ۳զʃРҿ׋࠯ƭʱ˺ˎ˥˺ːؠƮɿʜɷɺ߹޵ɫʒɭƆ״ਹଯɾүѾʂ௅฻ʃΙчʂɼɞʞɻɭƆ
ȘƮࢍ໱Ƅ१അʂԋְ଱Ыɼ१അਪโड़
șƮ१അʂഇ೘โߧɼڃਹॅ
ȚƮബஓԋְчɻʂ१അʂڃਹॅബш
țƮࠦԝ৷ݩڞๆƭ֨৵Ʈ
ȜƮࠦԝ৷ݩڞๆƭ഼ࣺåಎࣺƮ
ȝƮ१അؓࡍʂढ़ʞ๼ɵ
ȞƮ१അਪโड़ɼ१ੁذʂՆ௾
ȟƮ१അਪโड़ʂസুƉԐ๲

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ʌʂ߸෻௅฻ƅɞʜʇ˳ˤƟˏѨ੕ɻ಻ьɫʒɭƆ׋࠯ॹֺࣨɼࡥ

ढ़ং಻ь൘൚

ചߗ࣢ʂ߸෻௅฻ÚÖ୅ɼ˳ˤƟˏѨ੕ÜÖ୅ʂ௅ฌɻ಻ьɫʒɭƆ
˳ˤƟˏѨ੕ɿɸɘɺʃƅ׋࠯ɻ঑෗ɭʟࠞ์ɾ௅฻ɿɸɘɺ๲ѽɫɺɘʟɟʦ಻ьɭʟɳʕɿƅՒߧآࡧʂѨ੕ʦࡥɫʒɭƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ʓɾɩʧɠ׋࠯ɻӁʧɴɧɼɼƅࠉݚټѼ෻੕ɼɾɷɺɘʟ۽ߏ୾ɼʦࢻʝɫɺ๲ѽʦऍʕʟʜɚɿअɠɥɺɣɴɩɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

Ƅ१ੁӁ௡෾ʦ஬ʧɴʞƅ१അӁԟ໓ʂ˒ˬƟˀʦગɷɺɞɘɺɣɴɩɘƆࡁঽӁߏ

Ƅ۳զɻӁʧɴɧɼʦஊʒɜɺƅ१അӁԟ໓ʂ˒ˬƟˀʦञɿ঑෗ɭʟɧɼʦअɠɥɺɣɴɩɘƆࡁӁڤߏ

ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

߸෻୾ɠɖʟ൘ɿʃɘɸɻʖ਻ЫઠɫʒɭƆɳɴɫƅ٥֋߳ʦ൥ʠʟঽɿƅߏঽɿ˨Ɵ˲ɻ൥෻ߗԝɾɽʦ෻ɘ܄ʣɯɺɣɴɩ
ɘƆ๲Ӂ٥֋ѕé୴ÆéÙØÚÆÎܯஆƮ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ऑڌ੒Ӂʃ໬۠ތʂʉʖɼɿɖʞƅ୙ޭೱʂયɻʖಅҼଯߢীɿΞʒʠɺɘʒɭƆߗ׋࠯ԝҙʂӁࡁɼɫɺङפɾ१അʦԘݺɫ
ɺɱʂ१അɼԋְʂɟɟʣʞʦ۪ɜɺɣɴɩɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

۳զɻ঑෗ɭʟԷ৐ଯɾ๲໱୾ʂ๲ѽʦऍʕʟɳʕɿʖƅຶߏɼɫɺङפɾ१അʦࣅѻɭʟʜɚɿअɠɥʟƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



१ੁӁ௡෾ÆÕÆ௟ඕ१ੁӁѼയÆàÆୱ֣шӁஔञÆÒØÖ×ØÆÒïùèôàßÝÞÚÞÖÝßÖÝÞÙÖ

ָѕࢆ

१ੁӁ௡෾Æā੓Ø౦ăÆÕÆ௟ඕ१ੁӁѼയÆàÆୱ֣шӁஔञÆÒØÖ×ØÆÒïùèôàßÝÞÚÞÖÝßÖÝÞÙÖ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ
௟ඕګʂʓ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

Ն௾Ɖ१അਪโड़ذƉ१ੁࡍਹؓƉؓڃীষ੝Ɖߢ

ʴƟ˶Ɵː



१അʂԋְ଱ЫҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ Ƅલٵ߻
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×èè×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÙûÖßÙเ௟Ɖځߗ ෱×

ઘ֊ࣘɿʃโƜɾ੒ɡɩƇުآƇ१ɡ൘ʦʖɷɳ१അɠ१ਔɫɺɞʞƇɱʠʝʃઘ֊ࣘʂโƜɾԋְɿ଱Ыɫɺɘʟƈɧʂʜɚ
ɾ१അਪโड़ʦݩʞࣘɦɳɫɣʓʃछшɻɖʟƈछшʂѬଟɻʃƇ१അʃҙೱԋְʘ਩ʂ१അɼ৷ݩڞๆʦߖɵƇɖʟߗʃਪɣ
ʂޫʦޝɭɧɼɿढ़ڸɫƇʒɳɖʟߗʃওෞɭʟƈɧʂ׋࠯ɻʃƇɧʂʜɚɾ१അʂਪโड़ʦʖɳʝɫɳछшʂɫɣʓƭബΪ
Ƈγ୆Ƈߢী୶ਬƮɿɸɘɺѽ঑ɭʟƈ

˥ʂˍƟ׋࠯

१അʂਪโड़ʦʖɳʝɫɳछшʂɫɣʓƭബΪƇγ୆Ƈߢী୶ਬƮʦ๲ѽɭʟɧɼʦෳವɼɭʟƈ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

×Æ१അʂਪโड़ɼछш
ØÆ१അछшɿ಩์ɾމɸʂɫɣʓ
ÙÆ१അछшʂ߹ຶƊˇƟʭʪ˺˜ʪ˺ˈ
ÚÆڃਹԝʂ৷ݩڞๆƭड़୶ਬƮ
ÛÆڃਹԝʂ৷ݩڞๆƭࠉѼड़Ʈ
ÜÆࠦԝʂ৷ݩڞๆƭ֩छшƇؔұ֨৵Ƈաੁʘੜ๦ɾɽƮ
ÝÆڄ१അɼ੒छшƭওෞɿɸɘɺƮ
ÞÆʒɼʕ

Ιࣘʃɭʍɺ਻෣׋࠯ʦԷඕɼɭʟɠƇஔߗజࣿɿʜʟРҿ૗۳ʖя௾ɼɭʟƈ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

Ճද˳ˤƟˏ

ढ़ং಻ь൘൚

१അछшʂޞ৕ʓɠ๲ѽɻɡɺɘʟɟ౼ɟɻ಻ьɭʟƈ

੺ΛࠟணɿʃƇ
Ճද˳ˤƟˏʂढ़ংƭÜÖÕ×ÖÖ୅ΙࣘƮƇ
ÛѾΙࣘʂࡥॹ
ɠ಩भƈ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁර๯ࠋ࠹ʖ਻࣐ɼɫʒɭƈ
ɫɺɣɴɩɘƈࢻދঽɿèëëìʂࣣൎʦߏ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

۳զߊດɿԷɹɣ೹ࡁɠ಩์ƈ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ęĆĐĆĒĎæĕĊĔĕđĊÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

छшʂ˨ʲ˒ˁ˧ʦ๲ѽɭʠʄƇ॓ҏʂ٪൘ɠബʣʞʒɭƈ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ɫബۖɫʒɭÔࢢʂۚढ़ʦ׋࠯

೔ۆ௰୞ʂܞ



èëëìɿɺߊດʦజ೘ɫʒɭƈ

ָѕࢆ

छшɼʃɾʧɴʡɚɟÆÕÆૠੴঝऐ๲ޫÆàÆԫఉʿˬ˒ʩईࢆÆÒ×ßßßÆÒïùèôàÚÖÖÛÖÖÙØÙÖ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അਪโड़Ƈछш
਻෣ɼРҿ׋࠯ʂഖๆ

ʴƟ˶Ɵː



ञԝӑஓɼઘ֊१ੁذҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ॿεÆۍ෗
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×èè×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ×ûÖßØเ௟Ɖځߗ शØ

ञԝʃઘ֊ࣘʂୟઘ෣ঀʂชౝഇʦ҉ബɫƅशٺߊʂౝഇΙࣘʦ஫ঙɫɺɘʟƆञԝӑஓʂٌїƅ੒ՉયʂéõØ௼୞ɞʜʇԋְય
ʂˈˊ˄௼୞ʃØఝפɣɿɾʞƅфઑшɾɽʂՉڴബஓƅߢীԋְʂХদɼ໇шʦࢪɘɺɘʟƆ
Ƅઘ֊ࣘɿെʝɭਪɣʂ१അʂયɻƅञԝɴɥɠઘ֊ԋְɿਪ੒ɾϳׄʦտʐɫɺɘʟƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ɧʂ۳զʂෳವʃƅࠬ۳ুࠋφɠƅර๝ʂઘ֊ԋְʦ੽ɚƅ঄௥ӽʂɖʟઘ֊ޭ෈ɼɾʟɧɼɻɖʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

×ÔÆҲ๥ɼ݁१ƊÆञԝӑஓɼՉڴബஓƅ१ੁذʂර๝
ØÔÆઃ৔ૂץʂɭɭʕƊфઑшɼऊ຦१ੁذ
ÙÔÆʲƟˣ˺ʱ˜˂ˊˏƊ௖ޙшઃ৔ʦޭࣟɻࠟωɭʟʍɡɟƌ
ÚÔÆˈˊ˄ʃʕɤʟƊӑड़ˈˊ˄Хদ
ÛÔÆ१ੁذʂസুɼ೹ٴƊ߱ʣʠɳߢীʃ݁१ɻɡʟʂɟƌ
ÜÔÆߢীʂؤʓƊ१ੁذʼƟ˚ˀɼڷЄଯՆ௾
ÝÔÆԋְॶƊԋְʂɳʕɿɘɣʝംɘʒɭɟƌ
ÞÔÆʒɼʕƉٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ച࣢୅ƊÙÛË
ƭࡥॹѾॅƅ౎ٿѾॅƅ׋࠯ʂइറଚࡥɾɽƅ۳զƉஇ໱ʌʂދю୞ɻ಻ьɭʟƮ
੕ƊÙÖË࡞
ՃදˍˀˏƊÙÛË

ढ़ং಻ь൘൚

ʂෳವʦ੬ढ़ɻɡɳɟ׋࠯
Ɖԋְ෻੕ɿ਻ɭʟ๲ѽʦऍʕʟɧɼɠɻɡɳɟ
Ɖԋְ෻੕ɿɸɘɺशɟʝ˱ʼƟˈɫƅ਩ࠋɼΤ٪ڱԀʦɭʟɧɼɻƅ෻੕Τߨʦʖɸɧɼɠɻɡɳɟ
Ɖԋְ෻੕ʂѽىɿڽɥɺƅ۱ஓɻɡʟञԝɿɾʠɳɟ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ඕ۳զɻʃƅࡥॹɫɺɘʟɴɥɻʃ੺ΛʃணʝʠʒɯʧƆࡥॹɿюɜɺƅ࡞੕ʂଚࡥƅ۳զʌʂঀ׎ଯɾދюƭ౎ٿƅèëëìʌʂ
੕ɫʒɭƆࡥɟʝࢆ੕ɼՃදˍˀˏ෻੕ʂλೱʃָѕ࡞ɠֆʕʝʠʒɭƆࡁӁࠞߢʓƮɾɽʂܛɡࢆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

˱ɫƅդ෻୅ʦय़๲ɫɺɞɣɧɼƆɼɣɿஇ໱Ѽঽʃч૛ʍƉࡁດƅ۳զˍƟ˥ʦาߊƊඡѾèëëìɿʩˊ˞ɩʠʟ۳զࡁঽӁߏ
ʼƟˈʦɫɷɟʞ۱ɘƅߢഇʂΤ٪ʦʒɼʕƅ౎ٿɭʟࡵಖʦɭʟƆ

ɥڽɿٲ߇ʂೱഇʦ݁஬ɫƅՃදࢆƆ۳զɻࠟʞΆɷɳָѕࡥ੕ƺʦඡѾଚ࡞Ɗèëëìɿɺƹ۳զʂइʞറʞƺɞʜʇƹࡁӁڤߏ
ɺ๲ѽʦऍʕʟɧɼƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ԝʦɼʞʒɭߗɿڤ׋࠯
˨Ɵ˲าชʖя
čĎĘčĎĎæĘĜĆđđĔĜÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ



ઘ֊ԋְʂර๝ʦ੽ɚ঄௥ʦїɳɯʟઘ֊ޭ෈ɿɾʞʒɫʛɚ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ýëè˜ʰƟ˰˧ʘஇ໱Ѽʦๆɘɳʩʶˍʪ˝˰Ɵ˒˺ʷʂ߹শ

೔ۆ௰୞ʂܞ

Ιчʂָѕࢆʦޱ଑ɭʟƆࠬ۳ɞʜʇ࡞੕ʦ۱ɚɿɖɳʞ಩์ɾʂɻƅ۵௡ɭʟɧɼƆ
ƹऊ຦१ੁӁƺॿεۍ෗യƭ૒য়ࢆାƮ

ऊ຦१ੁӁÆÕÆॿεۍ෗ÎയÏÆàÆ૒য়ࢆାÆÒØÖ×ßÆÒïùèôàßÝÞÚØÛÚÚÝÖÛÚÙ

ָѕࢆ

ऊ຦ʂ໅ޤɼර๝ÆÕÆ຾෱උÆƉᘕஆઑ१ÆƉ७ᆘࡴÆƉցч૥ÆàÆ૒য়ࢆାÆÒØÖ×ßÆÒïùèôàßÝÞÚØÛÚ×ÞÛÚØÙ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ
௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

Рҿ׋࠯
ԋְസুƉՉڴബஓƉфઑшƉ१ੁذ

ʴƟ˶Ɵː



ञԝӑஓɼઘ֊१ੁذҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ϜԤÆ஻ޤ
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×èè×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÚûÖß×เ௟Ɖځߗ ෱×

ɧʂ۳զʂˍƟ˥ʃƹઘ֊१ੁذɿ਻ɭʟञԝӑஓʂϳׄʂ๲ѽƺɻɖʟƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ชÚÜк௰ঽɿઘ֊ࣘɿ१അɠઋ१ɫɺΙۼƇਪɣʂࠦɠഇшɫɺݚټɿ߃ɷɺɘʟƆɧʂ१അʂਪโड़ɠݚټƅโƜɾञԝӑஓ
ɿʜɷɺփلɿࢢٹɫɺɘʟƆਪโड़ࢢٹʦωɡՔɧɭ์χʘਪโड़ࢢٹɿʜʟञԝ१ӑʌʂϳׄɾɽʦ๲ѽɭʟɧɼʦෳವɼ
ɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ȘƄઘ֊ࣘʂ१ੁذɻʓʝʠʟ१അਪโड़
șƄ१ੁذʼƟ˚ˀɼ१അਪโड़
ȚƄ१അਪโड़ʂढ़ʞ๼ɵ
țƄञԝӑஓɿʜʟ१അʂࢢٹƭØѾഇƮ
ȜƄञԝӑஓɿʜʟ१അʂࢢٹƭØѾഇƮ
ȝƄ१അʂࢢٹɿʜʟ१ੁذʼƟ˚ˀʂଊч
ȞƄ१അʂസুʌʂࠟʞ৕ʓ
ȟƄʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

Ճදˍˀˏɞʜʇ۳զʂયɻࡥɭѨ੕ʂ˳ˤƟˏ

ढ़ং಻ь൘൚

ˍˀˏʂढ़ংɞʜʇ˳ˤƟˏʂଚֺࣨࡥɟʝ಻ьʦ۱ɚƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆࡥɭɧɼʖɖʞʒɭʂɻƅ˳ˤƟˏʂଚࡥયɿ˳ˤƟˏѨ੕ʦ׋࠯

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ɭʟƆߟޱʂˍƟ˥ɿԟɭʟѨ੕ʌʂࠟʞ৕ʓʦ׋࠯ѾߘƊࡁঽӁߏ
ɩʠʟʂɻƅɱʠɿࠟࡥ௅฻ɿԟɭʟѨ੕ɠ׋࠯ɿߗ௅฻ɿɸɘɺइʞറʞƅ࡚์ɾˤʫ˺ˏʦʒɼʕʟɧɼƆ׋࠯ƊࡁӁڤߏ
ʞ৕ʔɧɼƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

௅฻ɿɸɘɺʂ߸෻Ɖթ໱ɿ˨Ɵ˲ɿɺЫɬʟƆ׋࠯
ĚĘčĎĒĆėĚÎĆęÏĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ɫɣɾɷɺ๔ɫɘƆ࣏ʦ૳ɬɺ׋࠯ଯɾ෻੕ɿɾɷɺɘʟʂɟݘ܎ڍɠъࢢٹ௰ƅઘ֊ࣘʂ१അਪโड़ʂפ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ɾʟʍɣ݂ईʂࣣൎʦଚ֤ɭʟʜɚɿɭʟ

೔ۆ௰୞ʂܞ

ʂ˜ʨʫ˲ʃ׋࠯ʦ۱ɘʒɭƆ׋࠯ɥɺƺʦࠞɿๆɘɺڽढ़ɫɳƹ१അਪโड़ʂර๝ɿݩɻʃƅୱඅ੒Ӂɠࠞਹɿɾɷɺ׋࠯
èëëìɿɺଚ֤ɫʒɭƆʒɳƅ׋࠯௅฻ʂλೱʦʒɼʕɺɖʟָѕࢆɼɫɺΙчʂƹ१ੁӁƺʦɖɦʒɭƆ׋࠯௅฻ʂइʞറʞɿ
ɧʂָѕࢆʦޡɚɧɼʦɞӲʕɫʒɭƆ

१ੁӁÆÕÆ೭୉զ෗യુÆàÆшӁஔञÆÒØÖØ×ÆÒïùèôàßÝÞÓÚÝÛßÞ××ÖÞÝ

ָѕࢆ



଱՞ߟޱɭʟƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അਪโड़Ƅ१ੁذʼƟ˚ˀƄ१ੁذസু

ʴƟ˶Ɵː



१അӁҞ໱ȡȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ᡕ୉Ƅ࠰ۍƅڌۛפÆࣾޫƅۿ٪Ƅ੄׀
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ×ûÞÚ×เ௟Ɖځߗ ُÚ

ɧʂ۳զɻʃƅټ੐ɿʓʝʠʟԋְ෻੕ɼ१അӁʂԟؙɿɸɘɺࠞɿ˦ʶ˴१അӁʂ߄୅ɟʝʱ˧˒˗ˀߧآɻ۳ࡧɭʟƆɱʠ
ɲʠʂ۳զɻʃƅԷ৐ଯɾ१അӁગ٪ʦӁʇɸɸƅ݂ईʂˏ˛ˊʶɿɸɘɺʖࣅѻɭʟƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ԋְ෻੕ʂѽىʂɳʕɿ಩์ɼɩʠʟ१അӁଯɾԷ৐ગߨʦ࠹ணɭʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Էඕଯɿ਻෣ɿɺ׋࠯ʦ۱ɚɠƅֺࣨɿʜʞബۖɭʟя௾ड़ɠɖʟƆ
ѳظ׋࠯
ȘѾෳƄԋְ෻੕ɼ१അӁƭ܄ڶढ़ɿશෳɫɺƮ
șѾෳƄγ୆ޫՆ௾ʂ౎ټՆۚ
ȚѾෳƄ˗ʫʱˍʶ˕˴ʿƟ
țѾෳƄêôçɼদࣸਹ
ȜѾෳƄγ୆ޫɼʹ˕˧
ȝѾෳƄʹ˕˧ࣣൎʂѽॾɼӑๆ
ȞѾෳƄڃਹ౎१
ÞѾෳƄʒɼʕ
ȟƄʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

үѾʂѨ੕ÎÙÖËÏɼүָφɟʝଚߟɩʠʟ˳ˤƟˏѨ੕ɖʟɘʃٲ߇ƭÝÖËƮɻढ़ং಻ьʦ۱ɚƆ
ԷඕଯɿѨ੕ʘ˳ˤƟˏʃƅèëëìʦѻɫɺଚࡥɭʟƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ԋְ෻੕ʂѽىʂɳʕɿ಩์ɼɩʠʟ१അӁଯɾԷ৐ગߨʦ࠹ணɻɡɺɘʟɟʦढ़ং಻ьԷࡵɼɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

੓ØʶʰƟˆƟʂ१അӁҞ໱çØɼ໓ਞɫɺ๯࠹ɫɺɣɴɩɘƆ೾ॅʂָφɻ׋࠯ʦ۱ɚɳʕƅָφɨɼɿѨ੕ʘ˳ˤƟˏଚࡥɠֆ
ʕʝʠʒɭʂɻƅɱʠɲʠʂƝউɿઢʠɾɘʜɚଚࡥɫɺчɩɘƆ
Ѩ੕ʘ˳ˤƟˏʃƅèëëìʦѻɫɺଚࡥɭʟࣟ܄ɠɖʟʂɻƅèëëìʂޡɘ൘ʦࡁணɫɺɞɣƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

१അӁර๯ࠋ࠹ʖ਻࣐ɼɫʒɭƆ
ດʂԟؙɭʟೱഇʦ஬ʧɴࣘɻƅդ෻୅ʦʒɼʕɺɞɣɧɼߊɭʟݗبෳɿɸɘɺƅèëëìɿ۽ɻࠟʞΆɚ׋࠯ƊүѾʂ࠹ঽӁߏ
Ɔ
ɭʟɧɼʦӲʕʟƆࡁດʦๆɘɺ೹ߊɫɳݗبๆɫɳèëëìɿޡƊ۳զɻ࠹Ӂڤߏ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƊڤ׋࠯ʒɳʃíØÖÚɿɺ৷કɻىʕʟ௟ߗƆčĎėĔĐĎąĆĘčĎĉĆæĕĊĔĕđĊÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१അӁʂԷ৐ɴɥɻɾɣƅԋְɿบɫɘʷ˱Ɵ˺ʯ˔˲ʵƟʂछഽƅ१അʂസুʂࣨټɼѨ੕ɾɽƅĚĕÆęĔÆĉĆęĊɾ໴੕ʖ˳ʶˈ
˪ƟɫʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ԋְ෻੕ɼ१അӁʂɩʒɪʒɾঋ୅ɿɸɘɺƅඕ۳զɼ໓ةѕෳƭ१അӁҞ໱çØƮʦ૳ɫɺ๲ѽʦऍʕʝʠʟโɿɫɳƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



ດƆߊɻజ೘ɭʟ׋࠯

ָѕࢆ

ëĘĘĊēęĎĆđݔൟ१അӁÆુٵ੓Ú౦ÆÕÆԍฌƊયਧޫجʏɟÆàÆ௑ۛகÆÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÛØÚØÜ×ßßÚ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ԋְ෻੕ƅ१അӁƅèëëìɿʜʟѨ੕Ɖ˳ˤƟˏଚࡥ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁҞ໱ȡșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ϜԤÆ஻ޤƅۿ٪Ƅ੄׀ƅٺÆ๭ഓ
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ØûÞÚ×เ௟Ɖځߗ ُÚ

ɧʂ۳զɻʃƅټ੐ɿʓʝʠʟԋְ෻੕ɼ१അӁʂԟؙɿɸɘɺࠞɿ˥ʶ˴१അӁʂ߄୅ɟʝʱ˧˒˗ˀߧآɻ۳ࡧɭʟƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ɱʠɲʠʂ۳զɻʃƅԷ৐ଯɾ१അӁગ٪ʦӁʇɸɸƅ݂ईʂˏ˛ˊʶɿɸɘɺʖࣅѻɭʟƆԋְ෻੕ʂѽىʂɳʕɿ಩์ɼɩ
ʠʟ१അӁଯɾԷ৐ગߨʦ࠹ணɭʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ȘƄلޢʂࠬ฻ɼ۱ஓ
șƄγ୆ɼछш
ȚƄڃਹؓ
țƄ֩१Ɖؓࡍ
ȜƄ१അਪโड़
ȝƄԋְêôç
ȞƄԋְ१๲Ӂ
ȟƄʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

˳ˤƟˏʘࢡˍˀˏ

ढ़ং಻ь൘൚

˳ˤƟˏʂଚֺࣨࡥɞʜʇࢡˍˀˏʂढ़ংɿʜɷɺ಻ьʦ۱ɚ

ढ़ং಻ьԷࡵ

੓×ʶʰƟˆƟʂ१അӁҞ໱ç×ɼ໓ਞɫɺ๯࠹ɫɺɣɴɩɘƆ೾ॅʂָφɻ׋࠯ʦ۱ɚɳʕƇָφɨɼɿѨ੕ʘ˳ˤƟˏଚࡥɠֆ
ʕʝʠʒɭʂɻƅɱʠɲʠʂƝউɿઢʠɾɘʜɚଚࡥɫɺчɩɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ѾˍƟ˥ɿԟɭʟѨ੕ɿࠟʞ৕ʔƆߘɩʠʟࡥયɿ׋࠯ƊঽѾʂࡁঽӁߏ
௅฻ɿԟɭʟѨ੕ɠɴɩʠʟɧɼɠɖʟƆ׋࠯ढ़ɭʟƆʒɳƅݩʦ޶௅฻ɿɸɘɺʒɼʕƅ์׋࠯ƊࡁӁڤߏ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

௅฻ɿɸɘɺʂ߸෻ʘթ໱ɿЫɬʟƆ׋࠯
໓๢গʃɟɡʂîöɟʝүָφʂʩː˳ˀʦ੾ɫɺɣɴɩɘƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१അӁʂԷ৐ɴɥɻɾɣƅ१അʂസুʂࣨټɼѨ੕ɾɽƅĚĕÆęĔÆĉĆęĊɾ໴੕ʖ˳ʶˈ˪ƟɫʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ԋְ෻੕ɼ१അӁʂɩʒɪʒɾঋ୅ɿɸɘɺƅඕ۳զɼ໓ةѕෳƭ१അӁҞ໱ç×Ʈʦ૳ɫɺ๲ѽʦऍʕʝʠʟโɿɫɳƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

ָѕࢆʃޡๆɫʒɯʧƆɫɟɫƅࢆ۪ދɼɫɺࣘɦɳඕʃ१അӁʦɧʠʒɻӁʧɴञʖӁʧɻɾɘञʖ੒ɘɿฉ๼ɸɼްɘʒɭ
Ɔ

१ੁӁÆàÆڃਹƉڃਹؓƉؓࡍʂѕӁÆÕÆóĎĈčĆĊđÆèĊČĔēÆÎુٵÏÒÆéĔđĎēÆøÔÆúĔĜēĘĊēĉÆÎુٵÏÒÆðĔčēÆòÔÆîĆėĕĊėÆÎુٵÏÒÆඒÆஞฯ
ÎඖฌÏÆàÆ֣୙੒ӁӁࡥࡦ౦ѼÆÒØÖÖÙÆÒïùèôàÚÞÝÜßÞÜÖÜ×

ָѕࢆ



ɾɫ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ԋְ෻੕ƅ१അӁƅ१ੁӁ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁҞ໱ȢȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ εƄ۝λ໫׳
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ×ûÞÚØเ௟Ɖځߗ ُÚ

ƹδӁസٓӁʂԷ৐ƺɼɫɺʂ१ූѕӁҞ໱

˥ʂˍƟ׋࠯

१ූѕӁʂԷඕ৔๑ƭ˱ˍ˰ʾƟƮʦङɿɸɥʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ǩÆҔ۳ߗ୅ɻʂ੒Ӂӑஓक़ޱځजɿʜɷɺ਻෣۳զɠ೑я௾ɾࣟ܄ʃƅඕ۳զʃРҿ˱ʩ˲ˆʫ˧ɻ۱ɘʒɭƆ
੓×ѾàÆ१ූƅ१അӁɼʃɾɿɟ
੓ØѾàÆ˙ˏʌɼɸɾɠʟஓഅஂذ
੓ÙѾàÆݔൟ
੓ÚѾàÆ१ූࣣൎʂՒ໰
੓ÛѾàÆ१ූࣣൎʂ஬ʓࡥɫ
੓ÜѾàÆݔൟഇ້ƅ౎१
੓ÝѾàÆछшɼਪโड़
੓ÞѾàÆʒɼʕƉٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

଑Ճٲ߇ʂढ़ংÆÎßÖËÏɞʜʇ߸෻ɾɽ׋࠯ʌʂঀދ׎ю୞ÆÎ×ÖËÏɟʝ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ь൘൚

γ୆ʘ౎१ƅஂذഇຳɾɽʂԷ৐१അӁ௅฻ʦ๲ѽɻɡɺɘʟɟʦԷࡵɼɫɺ಻଑ʦ۱ɘʒɭƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

๯࠹ষ੝ɭʟࣟ܄ƅ१അӁҞ໱è×ÒÆèØʃɘɮʠʖছ෾Ѩଟʂ࡚์ɾԷ৐ɿɾʟʂɻƅ֩ɿ๯࠹ɫɺɣɴɩɘƆָѕࢆʦүߖߢɷ
ɺɘʟɧɼʦঽଚɿछʕʒɭƆāԟ໓ѕෳăÆ१๲Ӂƅ१шӁƅෟЃӁƅӽদƉෟЃӁƅѽ൯Ӂƅಿ๲Ӂƅഇޫ१അӁƅγ୆ޫƉদ
ࣸਹ٠ܵӁʂү۳զտʇ߹ࡁ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

۳զา଑ʦࡾѾɿ໓๢ɭʟʂɻƅָѕࢆʂң୻ɭʟࣂʦ஬ʧɻɣʟɧɼɠ൷ʒɫɘƆ۳զڤʃָѕࢆʂң୻ɭʟࣂʦజ೘അɼഖ
ɯɺ஬ʓ૥ɭɧɼɠ൷ʒɫɘƆ

ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

೒ƮƅസٓӁ٥֋ѕÆéÜÖßࠬߗεƊĐĔĒĆĎæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƭी׳

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

૥ঋ१ූɿڽɟɘ܄ɚӁೱӁѕɿɞɘɺƅ१അӁʃুɺʂԷ৐ɼɾʞʒɭƆ१ූʂ३ᛦɾۇෆɩɼॷɩɿӽஓɻɡʟӽࠬड़ʦʖ
ɷɺӁʇƅƹߢഇߢङʂਹ௅ɻ߹ݘɿՔɡɺɘʟɧɼƺɼɫɺʂ˦ʶ˴१അӁɼƅƹ˙ˏʦԥʔโƜɾ१ූɠ֩ਣɫɺɘʟɧɼ
ƺɼɫɺʂ˥ʶ˴१അӁʂຑ෣ʦƅ௽ணɫɾɠʝ๲ѽɫɺɘɷɺɘɳɴɡɳɘɼްɘʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



ָѕࢆɠØÖØÖ௰ɿ҉ଢɩʠʒɫɳƆØ×॓Տɿ१ɡʟञԝʂԷඕ৔๑ɼɫɺƅʒɳ஦ɿസٓӁѕʂҐɩʧɿʃØ௰ߘΙۼʂছ෾ָθ
ʂ݂࡚์Է৐ɼɫɺʂ१ූѕӁҞ໱ʦˤʫ˺ˏʦۧɷɺѽ঑ɫʒɭƆҞ໱è×ɻʃԷ৐ଯɾஓഅஂذʘ౎१ӁʂഇฅʦΆɘƅࠞɿ
ஓഅҏʂਣݚਪโड़ɼ१ਣٵ๲ʂ֩૳ड़ʦ໱ɬʒɭƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

Է৐ɟʝӁʊ१അӁƉݔൟ१അӁƄ੓Ú౦ÆÕÆ໳୉࢔ÆàÆ่ୟࠉÆÒØÖØÖÆÒïùèôàßÝÞÓÚÓÝÛÞ×ÓØ×ÖÞÓÞ

ָѕࢆ

ʸʫ˺१അӁƄ੓Û౦ÆÕÆàÆୱ֣шӁஔञÆÒÆÒïùèôàßÝÞÚÞÖÝßÖÞÛØÙ
ʴ˪˺ˠ˲१അӁƄ੓××౦ÆÕÆજ௅ѸತƄ਩ƄԍฌÆàÆԤাࡥ౦ÆÒØÖ×ÞÆÒïùèôàßÝÞÚÜØ×ÙÖØÝÜÝ
Æ४ޫÆāʏɟăÆฌÆàÆ˒ˬƟˏ˺˞˳ˀތ٫λÆԍฌÆáÆॳٵࢱÕޫجൟʂഇޫ१അӁÆ੓Ü౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆāʏɟăÆુÆáÆયਧݔ
ÒØÖ×ÝÆÒïùèôàßÝÞÚÙ×ÛÛØÖÜØÖ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१ූƄݔൟƄछшƄ१അਪโड़Ƅઘ֊ԋְʂസুƄРҿ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁҞ໱ȢșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ εƄ۝λ໫׳
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ØûÞÚØเ௟Ɖځߗ ُÚ

ƹδӁസٓӁʂԷ৐ƺɼɫɺʂ१ූѕӁҞ໱

˥ʂˍƟ׋࠯

१ූѕӁʂԷඕ৔๑ƭ˱ˍ˰ʾƟƮʦङɿɸɥʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ǩÆҔ۳ߗ୅ɻʂ੒Ӂӑஓक़ޱځजɿʜɷɺ਻෣۳զɠ೑я௾ɾࣟ܄ʃƅඕ۳զʃРҿ˱ʩ˲ˆʫ˧ɻ۱ɘʒɭƆ
੓×ѾàÆ१ූՆ௾ഇޫƭˆ˺˘ʶ߸Ʈ
੓ØѾàÆ१ූʦ޲ɜʟшӁ౞ЫƄ
੓ÙѾàÆݔൟԝÕݔൟ௅ʂࣣൎ୆੬
੓ÚѾàÆ१ਹංڥ
੓ÛѾàÆ࣢ێड़ʂάߖ×
੓ÜѾàÆ࣢ێड़ʂάߖØ
੓ÝѾàÆ१ࣴɼ޹
੓ÞѾàÆʒɼʕƉٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

଑Ճٲ߇ʂढ़ংÆÎßÖËÏɞʜʇ౎ٿʘ߸෻ɾɽ׋࠯ʌʂঀ׎ଯދю୞ÆÎ×ÖËÏɟʝ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ь൘൚

१шӁʘෟЃƅ१๲ӁɾɽʂԷ৐१അӁ௅฻ʦ๲ѽɻɡɺɘʟɟʦԷࡵɼɫɺ಻଑ʦ۱ɘʒɭƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

๯࠹ষ੝ɭʟࣟ܄ƅ१അӁҞ໱è×ÒÆèØʃɘɮʠʖছ෾Ѩଟʂ࡚์ɾԷ৐ɿɾʟʂɻƅ֩ɿ๯࠹ɫɺɣɴɩɘƆָѕࢆʦүߖߢɷ
ɺɘʟɧɼʦঽଚɿछʕʒɭƆāԟ໓ѕෳăÆ१๲Ӂƅ१шӁƅෟЃӁƅӽদƉෟЃӁƅѽ൯Ӂƅಿ๲Ӂƅഇޫ१അӁƅγ୆ޫƉদ
ࣸਹ٠ܵӁʂү۳զտʇ߹ࡁ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

۳զา଑ʦࡾѾɿ໓๢ɭʟʂɻƅָѕࢆʂң୻ɭʟࣂʦ஬ʧɻɣʟɧɼɠ൷ʒɫɘƆ۳զڤʃָѕࢆʂң୻ɭʟࣂʦజ೘അɼഖ
ɯɺ஬ʓ૥ɭɧɼɠ൷ʒɫɘƆ

ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

೒ƮƅസٓӁ٥֋ѕÆéÜÖßࠬߗεƊĐĔĒĆĎæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƭी׳

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ָѕࢆɠØÖØÖ௰ɿ҉ଢɩʠʒɫɳƆ૥ঋ१ූɿڽɟɘ܄ɚӁೱӁѕɿɞɘɺƅ१അӁʃুɺʂԷ৐ɼɾʞʒɭƆ१ූʂ३ᛦɾۇ
ෆɩɼॷɩɿӽஓɻɡʟӽࠬड़ʦʖɷɺӁʇƅƹߢഇߢङʂਹ௅ɻ߹ݘɿՔɡɺɘʟɧɼƺɼɫɺʂ˦ʶ˴१അӁɼƅƹ˙ˏʦ
ԥʔโƜɾ१ූɠ֩ਣɫɺɘʟɧɼƺɼɫɺʂ˥ʶ˴१അӁʂຑ෣ʦƅ௽ணɫɾɠʝ๲ѽɫɺɘɷɺɘɳɴɡɳɘɼްɘʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

Ø×॓Տɿ१ɡʟञԝʂԷඕ৔๑ɼɫɺƅʒɳ஦ɿസٓӁѕʂҐɩʧɿʃØ௰ߘΙۼʂছ෾ָθʂ݂࡚์Է৐ɼɫɺʂ१ූѕӁҞ໱
ʦˤʫ˺ˏʦۧɷɺѽ঑ɫʒɭƆҞ໱èØɻʃè×ʂ௅฻ʦஊʒɜɺԷ৐१๲ӁଯഇฅʦΆɘƅࠞɿஓഅʂ१ූάߖՆۚʦ໱ɬʒɭ
Ɔ

೔ۆ௰୞ʂܞ



Է৐ɟʝӁʊ१അӁƉݔൟ१അӁƄ੓Ú౦ÆÕÆ໳୉࢔ÆàÆ่ୟࠉÆÒØÖØÖÆÒïùèôàßÝÞÓÚÓÝÛÞ×ÓØ×ÖÞÓÞ

ָѕࢆ

ʸʫ˺१അӁƄ੓Û౦ÆÕÆàÆୱ֣шӁஔञÆÒÆÒïùèôàßÝÞÚÞÖÝßÖÞÛØÙ
ʴ˪˺ˠ˲१അӁƄ੓××౦ÆÕÆજ௅ѸತƄ਩ƄԍฌÆàÆԤাࡥ౦ÆÒØÖ×ÞÆÒïùèôàßÝÞÚÜØ×ÙÖØÝÜÝ
Æ४ޫÆāʏɟăÆฌÆàÆ˒ˬƟˏ˺˞˳ˀތ٫λÆԍฌÆáÆॳٵࢱÕޫجൟʂഇޫ१അӁÆ੓Ü౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆāʏɟăÆુÆáÆયਧݔ
ÒØÖ×ÝÆÒïùèôàßÝÞÚÙ×ÛÛØÖÜØÖ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१ූƄݔൟƄछшƄ१അਪโड़Ƅઘ֊ԋְʂസুƄРҿ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁҞ໱ȣȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ऍࣞÆϾۍƅݟඕÆయ
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ×ûÞÚÙเ௟Ɖځߗ ُÚ

ɿɩʒɪʒɾ໴੕ʦଚ֤ɫɺɘʒɭƆɧʠʝʂ໴੕פɳɵʂङ޽௰ʂ१ූѕӁʂ౎ଽɼɱʂЫๆɿʃʕɪʒɫɘʖʂɠɖʞƅפ
ʦ।ɫɣ๲ѽɭʟɳʕɿʃ१അӁʂԷ৐ગߨɠ಩์೑яوɻɭƆඕ׋࠯ɻʃƅഇޫƅݔൟƅڃਹɿʣɳʟ१അӁʂԷ৐ગߨʦ೺
ଯɿ๲ѽɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦஃ੬ෳವɼɫʒɭƆ܄ɳɵ˙ˏʦԥʕɳ१അʦ৺޽ɣङɿ೒ɥƅۊ

˥ʂˍƟ׋࠯

ഇޫƅݔൟƅڃਹɿʣɳʟ१അӁʂԷ৐ગߨʦ೺ۊɣङɿ೒ɥƅ޽ɳɵ˙ˏʦԥʕɳ१അʦ৺܄ଯɿ๲ѽɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼ
ʦஃ੬ෳವɼɫʒɭƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

१അӁҞ໱ȣȘɼ१അӁҞ໱ȣșɻʃƅчՒʂ௅฻ɿɸɘɺ਻෣ɻ۳զɫʒɭƭ१അӁҞ໱ȣȘɻΆɚ௅฻ɿɸɘɺʃƅࡾѾʂ
ɻ໓๢ʦɫʒɭƮƆ׋࠯
Șƈ१അʂਪโड़ɼλโड़
șƈγ୆ࣣൎʂ೾६
Țƈγ୆ޫʂ౎ټ
țƈγ୆ޫ౎ټʂ૛ঐ
Ȝƈݔൟʂඥۚਏɼݔൟ௅ࢡԶӸ
ȝƈݔൟܙҳ
Ȟƈ੐ࠌ
ȟƈ१ਹʯ˔˲ʵƟ
Ƞƈݔൟ࠵Ճ
Șȗƈʾʷˑ˲୆੬
ȘȘƈ౎१ɼഇш
Șșƈ१ࣴɼॅٹഇ້

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ȟȗǖƮٲ߇ɫɺ಻ьɭʟƭച࣢୅șȗǖƅ܄ˀˏƅՃදˍˀˏʂढ़ংʦʖɼɿɫɺ৺ˍࢡॹֺࣨƅࡥʌʂ׋࠯

ढ़ং಻ь൘൚

۳զɻΆɷɳഇޫƅݔൟƅڃਹɿʣɳʟ१അӁʂԷඕଯɾ௅฻ɿɸɘɺʂ๲ѽ୞ʦԷࡵɼɫɺ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ָѕࢆʂ׋࠯า଑ʂ۽ෳʦߏঽɿ஬ʧɻɞɣɧɼƆ๲ѽʂࢊɥɼɭʟɳʕƅߗ׋࠯ԝ௅ɿѨ੕ƭࢡ˳ˤƟˏƮʦิɜʟࣟ܄ɠɖ
ʞʒɭƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ƹ१അԷ৐ƺƉƹۘۿঽɿߏɫɺɘɾɘञʃƅ࠹ɻ१അʦ๯ۘۿঽɿ஬ʧɻɞɣɧɼƆߏෳʦ۽า଑ʂ׋࠯ʂࢆƊָѕ࠹ঽӁߏ
१അƺʂԟ໓ɭʟ௅฻ʦ๲ѽɫɺɞɣɧɼɠ൷ʒɫɘƆ
ද෻੕ʦๆɘɺ๲ѽʦऍʕʟƆࣂʂࣂʂүࢆɻΆɷɳָѕ׋࠯Ɗ࠹Ӂڤߏ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ीߗƆɴɳɫߏঽɿ੽୻ָφɿ୊ޫ˨Ɵ˲ɻʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦɼʟɧɼƆ୊ޫ˨Ɵ˲ʩː˳ˀʃƅ๲Ӂ٥֋ѕˢƟ˧ˡƟʿʦ
Ɔࢻދ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

੺ɾʟગߨʂҶணɴɥɻʃɾɣɺƅગߨɿԷɹɣ໱๲ଯɾް۪ຢʦ๑ɷɺɣɴɩɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



˞˴ʿʮʶˆƟϴࠃտʇౣࢆɿʜʟ঑෗ʦ۱ɘʒɭƆ۳զʂ˳ʿˬ˨ɼयƉߊດʦజ೘ɫʒɭƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

१ූѕӁÆ҉ଢ੓Ù౦ÆÕÆୱ֣੒Ӂ१ූѕӁָѕࢆയࡍΠφѼയÆàÆ่ୟࠉÆÒØÖÖßÆÒïùèôàßÝÞÚÝÛÞ×ØÖÖÖÛ

ָѕࢆ

ëĘĘĊēęĎĆđݔൟ१അӁÆુٵ੓Ú౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆāʏɟăÆુÆáÆયਧޫجÕ٫ٵࢱλÆԍฌÆáÆॳތÆ४ޫÆāʏɟăÆฌÆàÆ௑ۛக
ÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÛØÚØÜ×ßßÚ
Æ४ޫÆāʏɟăÆฌÆàÆ˒ˬƟˏ˺˞˳ˀތ٫λÆԍฌÆáÆॳٵࢱÕޫجൟʂഇޫ१അӁÆ੓Ü౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆāʏɟăÆુÆáÆયਧݔ
ÒØÖ×ÝÆÒïùèôàßÝÞÚÙ×ÛÛØÖÜØÖ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ƅ१ਹʯ˔˲ʵƟƅ౎१ƅഇшࠌൟƅγ୆ޫƅ੐ݔ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁҞ໱ȣșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ऍࣞÆϾۍƅݟඕÆయ
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ØûÞÚÙเ௟Ɖځߗ ُÚ

ɿɩʒɪʒɾ໴੕ʦଚ֤ɫɺɘʒɭƆɧʠʝʂ໴੕פɳɵʂङ޽௰ʂ१ූѕӁʂ౎ଽɼɱʂЫๆɿʃʕɪʒɫɘʖʂɠɖʞƅפ
ʦ।ɫɣ๲ѽɭʟɳʕɿʃ१അӁʂԷ৐ગߨɠ಩์೑яوɻɭƆඕ׋࠯ɻʃƅഇޫƅݔൟƅڃਹɿʣɳʟ१അӁʂԷ৐ગߨʦ೺
ଯɿ๲ѽɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦஃ੬ෳವɼɫʒɭƆ܄ɳɵ˙ˏʦԥʕɳ१അʦ৺޽ɣङɿ೒ɥƅۊ

˥ʂˍƟ׋࠯

ഇޫƅݔൟƅڃਹɿʣɳʟ१അӁʂԷ৐ગߨʦ೺ۊɣङɿ೒ɥƅ޽ɳɵ˙ˏʦԥʕɳ१അʦ৺܄ଯɿ๲ѽɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼ
ʦஃ੬ෳವɼɫʒɭƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

१അӁҞ໱ȣȘɼ१അӁҞ໱ȣșɻʃƅчՒʂ௅฻ɿɸɘɺ਻෣ɻ۳զɫʒɭƭ१അӁҞ໱ȣșɻΆɚ௅฻ɿɸɘɺʃƅࡾѾʂ
ɻ໓๢ʦɫʒɭƮƆ׋࠯
Șƈ१അʂਪโड़ɼλโड़
șƈγ୆ࣣൎʂ೾६
Țƈγ୆ޫʂ౎ټ
țƈγ୆ޫ౎ټʂ૛ঐ
Ȝƈݔൟʂඥۚਏɼݔൟ௅ࢡԶӸ
ȝƈݔൟܙҳ
Ȟƈ੐ࠌ
ȟƈ१ਹʯ˔˲ʵƟ
Ƞƈݔൟ࠵Ճ
Șȗƈʾʷˑ˲୆੬
ȘȘƈ౎१ɼഇш
Șșƈ१ࣴɼॅٹഇ້

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ȟȗǖƮٲ߇ɫɺ಻ьɭʟƭച࣢୅șȗǖƅ܄ˀˏƅՃදˍˀˏʂढ़ংʦʖɼɿɫɺ৺ˍࢡॹֺࣨƅࡥʌʂ׋࠯

ढ़ং಻ь൘൚

۳զɻΆɷɳഇޫƅݔൟƅڃਹɿʣɳʟ१അӁʂԷඕଯɾ௅฻ɿɸɘɺʂ๲ѽ୞ʦԷࡵɼɫɺ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ָѕࢆʂ׋࠯า଑ʂ۽ෳʦߏঽɿ஬ʧɻɞɣɧɼƆ๲ѽʂࢊɥɼɭʟɳʕƅߗ׋࠯ԝ௅ɿѨ੕ƭࢡ˳ˤƟˏƮʦิɜʟࣟ܄ɠɖ
ʞʒɭƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ƹ१അԷ৐ƺƉƹۘۿঽɿߏɫɺɘɾɘञʃƅ࠹ɻ१അʦ๯ۘۿঽɿ஬ʧɻɞɣɧɼƆߏෳʦ۽า଑ʂ׋࠯ʂࢆƊָѕ࠹ঽӁߏ
१അƺʂԟ໓ɭʟ௅฻ʦ๲ѽɫɺɞɣɧɼɠ൷ʒɫɘƆ
ද෻੕ʦๆɘɺ๲ѽʦऍʕʟƆࣂʂࣂʂүࢆɻΆɷɳָѕ׋࠯Ɗ࠹Ӂڤߏ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ीߗƆɴɳɫߏঽɿ੽୻ָφɿ୊ޫ˨Ɵ˲ɻʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦɼʟɧɼƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

੺ɾʟગߨʂҶணɴɥɻʃɾɣɺƅગߨɿԷɹɣ໱๲ଯɾް۪ຢʦ๑ɷɺɣɴɩɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

˞˴ʿʮʶˆƟϴࠃտʇౣࢆɿʜʟ঑෗ʦ۱ɘʒɭƆ۳զʂ˳ʿˬ˨ɼयƉߊດʦజ೘ɫʒɭƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



१ූѕӁÆ҉ଢ੓Ù౦ÆÕÆୱ֣੒Ӂ१ූѕӁָѕࢆയࡍΠφѼയÆàÆ่ୟࠉÆÒØÖÖßÆÒïùèôàßÝÞÚÝÛÞ×ØÖÖÖÛ

ָѕࢆ

ëĘĘĊēęĎĆđݔൟ१അӁÆુٵ੓Ú౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆāʏɟăÆુÆáÆયਧޫجÕ٫ٵࢱλÆԍฌÆáÆॳތÆ४ޫÆāʏɟăÆฌÆàÆ௑ۛக
ÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÛØÚØÜ×ßßÚ
Æ४ޫÆāʏɟăÆฌÆàÆ˒ˬƟˏ˺˞˳ˀތ٫λÆԍฌÆáÆॳٵࢱÕޫجൟʂഇޫ१അӁÆ੓Ü౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆāʏɟăÆુÆáÆયਧݔ
ÒØÖ×ÝÆÒïùèôàßÝÞÚÙ×ÛÛØÖÜØÖ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ƅ१ਹʯ˔˲ʵƟƅ౎१ƅഇшࠌൟƅγ୆ޫƅ੐ݔ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁҞ໱ȤȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ॿεÆਥ१
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ×ûÞÚÚเ௟Ɖځߗ ُÚ

ʂຑ൘ɿƅ१അӁʂ෣ళɩʦഇɟɷɺʖʝɚɧɼʦ݂੒ɿɫɺธλʂෳವɼɫɳɘƆࠋƅӁʧɻɘɾɘࠋɻ१അӁʦӁʧɴۘۿ
१ɡഅʂ॓ҏʃ෣ళɘƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

१അӁʂ໅ޤʂયɻƅɽʂʜɚɿɫɺ१ɡഅʂޞ৕ʓɠഇɟɷɺɡɳʂɟƅʒɳɱʠʦɽʂʜɚɿञʃ๭ๆɫɺɡɳʂɟʦ๲ѽ
ɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ˏȟѾ۱ɚƭʱ˱ʯ˺ˍƟʾˮ˺×ѾʦԥʔƮƆɱʂโƜɾظʂ۳զʦș෕ʂָφɿʜʞؠʂஃ੬ෳವʂԘ୅ɟʝƅλ໴ӷٌ׋࠯
˛ˊʶˀʦ๲ѽɭʟࣘɻ಩์ɼްʣʠʟԷ৐ଯɾ१അӁʂગߨʦѽ঑ɭʟɼ֩ɿƅ݂ईʂગ٪ʦ܄ʣɯɺࣅѻɫƅ१അӁʂ॓ҏ
ʌʂ஖௡ɼɭʟƆ

ɾɞƅඕ۳զʃুɺ਻෣׋࠯ɺ★߹޵ɫʒɭƆ

੓ȘѾƄʱ˱ʯ˺ˍƟʾˮ˺Îॿεਥ१Ɖયл೜הÏ
੓șѾƄݔൟɼʱ˲ʳ˔˰ʂ೑ްթɾԟؙƭॿεਥ१Ʈ
੓ȚѾƄγ୆ޫʂ౎٪ƭॿεਥ१Ʈ
੓țѾƄ॓ҏɿʃɽʧɾ१ɡഅɠɘʟʂɟƭયл೜הƮ
੓ȜѾƄ१അɼಒ१അʂβɘɼʃъɟƭયл೜הƮ
੓ȝѾƄˆ˺˘ʶ߸ɼ˕Ɵˠ˲࣑ƭયл೜הƮ
੓ȞѾƄøôçʂ॓ҏƭયл೜הƮ
੓ȟѾƄҍҙɻʂ٥֋ࣅѻƭॿεਥ१Ʈ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ʃ۱ʣɾɘƆٲ߇ˀˏƭÞÝÔÛËƮƅച࣢୅ƭ×ØÔÛËƮɻ಻ьɭʟƆՃදʂ଑Ճˍࢡ

ढ़ং಻ь൘൚

ɿɫʒɭƆࡵʦɽʂଟ୞๲ѽɫɺɘʟɟʦԷߨɻ঑෗ɫɳ१അӁʂԷ৐ଯɾગ׋࠯

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁʂԷ৐ગߨʦยɭʟɧɼɠ൷ʒɫɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

۳զɻࠟʞࣘɦɺɘʟˏ˛ˊʶˀɿɸɘɺʂࡵಖӁࡁʦ۱ɚɧɼƆʒɳƅڤ׋࠯ɿజ೘ɭʟ۳զ˳ʿ˨ʂ೹ࡁʦ۱ɚɧɼƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

˨Ɵ˲ɿɺीࠬߗɥ೒ɥʒɭƆ
ॿεਥ१ƭęĎĘčĎĎæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƮ
યл೜הƭčēĆĐĆĞĆæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƮ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१അӁʂ෣ళɩʦӽɬɺ๔ɫɘɼްɷɺɘʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ईɫɘˏ˛ˊʶˀʦ௡ʠʟʜɚɿɫʒɭƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



ָѕࢆʃޱ଑ɫɾɘƆ੽୻ָφɠ۳զߗʒɳʃ۳զ࠿ຎڤɿߊ۪ދດʦజ೒ɭʟƆ

ָѕࢆ

१അӁԟ໓ߊດƆࢆ۪ދɼɫɺʃΙчʂʖʂɠɖɦʝʠʟƆ

१ූʂɟʝɣʞÆÕÆયл೜הÆàÆ۳કټࠉ੐ईࢆÆÒØÖ×ÚÆÒïùèôàßÝÞÚÖÜØÞÞØÜÞØ
ʭʫ˲ˀʃ१ɡɺɘʟÆÕÆયл೜הÆàÆ۳કټࠉ੐ईࢆÆÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÖÜØÞÞÙÛßÝ
ѕӁɼಒѕӁÆÕÆયл೜הÆàÆ۳કټࠉ੐ईࢆÆÒØÖ×ßÆÒïùèôàßÝÞÚÖÜÛ×ÛÖßÚÞ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁҞ໱ȤșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ યл೜Æה
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ØûÞÚÚเ௟Ɖځߗ ُÚ

ʂຑ൘ɿƅ१അӁʂ෣ళɩʦഇɟɷɺʖʝɚɧɼʦ݂੒ɿɫɺธλʂෳವɼɫɳɘƆࠋƅӁʧɻɘɾɘࠋɻ१അӁʦӁʧɴۘۿ
१ɡഅʂ॓ҏʃ෣ళɘƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

१അӁʂ໅ޤʂયɻƅɽʂʜɚɿɫɺ१ɡഅʂޞ৕ʓɠഇɟɷɺɡɳʂɟƅʒɳɱʠʦɽʂʜɚɿञʃ๭ๆɫɺɡɳʂɟʦ๲ѽ
ɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ȟѾ۱ɚƆɱʂโƜɾˏ˛ˊʶˀʦ๲ѽɭʟࣘɻ಩์ɼްظʂ۳զʦ௖෕ʂָφɿʜʞؠʂஃ੬ෳವʂԘ୅ɟʝƅλ໴ӷٌ׋࠯
ʣʠʟԷ৐ଯɾ१അӁʂગߨʦѽ঑ɭʟɼ֩ɿƅ݂ईʂગ٪ʦ܄ʣɯɺࣅѻɫƅ१അӁʂ॓ҏʌʂ஖௡ɼɭʟƆ۳զʃɭʍɺ਻
෣ߧآɻ۱ɚɧɼɼɫʒɭƆ

੓ȘѾƄॅٹഇ້ɼʹ˕˧ƭॿεਥ१Ʈ
੓șѾƄઘ֊фઑшʂؚڽɼ਻ݱƭॿεਥ१Ʈ
੓ȚѾƄஓଯɾγ୆ޫƭયл೜הƮ
੓țѾƄಿנٵɼʂঞɘƭયл೜הƮ
੓ȜѾƄݩഅʃɽɚɫɺࡥ๝ɳɟƭॿεਥ१Ʈ
੓ȝѾƄ৕Ԁɜêôçՠࡦɼγ୆ޫ৕Ԁɜݩഅƭॿεਥ१Ʈ
੓ȞѾƄĎöùݔൟɼʃъɟƭયл೜הƮ
੓ȟѾƄҍҙɻʂ٥֋ࣅѻƭયл೜הƮ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ʃ۱ʣɾɘƆٲ߇ˀˏƭÞÝÔÛËƮƅച࣢୅ƭ×ØÔÛËƮɻ಻ьɭʟƆՃදʂ଑Ճˍࢡ

ढ़ং಻ь൘൚

ɿɫʒɭƆࡵʦɽʂଟ୞๲ѽɫɺɘʟɟʦԷߨɻ঑෗ɫɳ१അӁʂԷ৐ଯɾગ׋࠯

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁʂԷ৐ગߨʦยɭʟɧɼɠ൷ʒɫɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

۳զɻࠟʞࣘɦɺɘʟˏ˛ˊʶˀɿɸɘɺʂࡵಖӁࡁʦ۱ɚɧɼƆʒɳƅڤ׋࠯ɿజ೘ɭʟ۳զ˳ʿ˨ʂ೹ࡁʦ۱ɚɧɼƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

˨Ɵ˲ɿɺीࠬߗɥ೒ɥʒɭƆ
ॿεਥ१ƭęĎĘčĎĎæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƮ
યл೜הƭčēĆĐĆĞĆæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƮ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१അӁʂ෣ళɩʦӽɬɺ๔ɫɘɼްɷɺɘʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ईɫɘˏ˛ˊʶˀʦ௡ʠʟʜɚɿɫʒɭƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

ָѕࢆʃޱ଑ɫɾɘƆ੽୻ָφɠ۳զߗʒɳʃ۳զ࠿ຎڤɿߊ۪ދດʦజ೒ɭʟƆ

ָѕࢆ



१അӁԟ໓ߊດƆࢆ۪ދɼɫɺʃΙчʂʖʂɠɖɦʝʠʟƆ

१ූʂɟʝɣʞÆÕÆયл೜הÆàÆ۳કټࠉ੐ईࢆÆÒØÖ×ÚÆÒïùèôàßÝÞÚÖÜØÞÞØÜÞØ
ʭʫ˲ˀʃ१ɡɺɘʟÆÕÆયл೜הÆàÆ۳કټࠉ੐ईࢆÆÒØÖ×ÜÆÒïùèôàßÝÞÚÖÜØÞÞÙÛßÝ
ѕӁɼಒѕӁÆÕÆયл೜הÆàÆ۳કټࠉ੐ईࢆÆÒØÖ×ßÆÒïùèôàßÝÞÚÖÜÛ×ÛÖßÚÞ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȡȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ য়Æຣܯ
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ÙûÞÚÛเ௟Ɖځߗ ُØ

โƜɾஓഅɠɘɟɿ१ਔԋְɿਹʦ଱ЫɩɯɺɘʟɟʦӁʊƆ۳զɻʃ஦ɿਹʂʼʫˁɼ१๲Ն௾ʂԟؙƅ஦ࠣɾӽҹՆ௾ɿࢺ
୅ʦɖɺɺѽ঑ɭʟƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

โƜɾஓഅʂਹʂۚਏɼ१๲Ն௾ƅʒɳɱʠʝɠɱʠɲʠʂ१ӑʘ१ਔԋְɼɽʂʜɚɿԟʣɷɺɘʟɟʦӁࡁɭʟɧɼɿʜʞ
ƅਪโɾࠦɠɘɟɿɫɺਪโɾԋְɿ଱Ыɫɺɘʟɟʦ๲ѽɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ȘƈஓഅʂʼʫˁɼˀʸƟ˲ڹї
șƈʯ˔˲ʵƟ੐ࠌ
ȚƈÆڅրƉࡰԋ
țƈਃʟƉಓʊƉϸɤ
Ȝƈڶɼ߄ҹ
ȝƈцƉइஓɼ૗ҹ
ȞƈшӁӽҹ
ȟƈʒɼʕƉٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ɫɺʖʝɘʒɭƆࡥѨ੕ʦଚࢡɿ๲ѽ୞ʦҷ௨ɭʟɳʕʂߗຎ࠿׋࠯Ѩ੕ÚÖËƊඡࢡ
Ճදٲ߇ÜÖËƊ݂࠿௟ɿٲ߇ʦ۱ɘʒɭƆࠡࢆɡʂ˕ƟˏʂʓߖɵܛʓяɼɫʒɭƆ

ढ़ং಻ь൘൚

โƜɾஓഅʂਹʂۚਏɼ१๲Ն௾ɞʜʇɱʂ଱Ыड़ɿɸɘɺ।ҷɿ๲ѽɻɡɺɘʟɟʦ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

۳զɻʃöéʃޡɘʒɯʧƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ඡ۳զڤɿ׋࠯ɻๆɘɳ˘˶Ɵˤʫ˺ˏʦèëëìɟʝଚ֤ɫʒɭʂɻƅɱʠɿԷɹɘɺࡒഇɿ೹ࡁʦ۱ɷɺчɩɘƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

˨Ɵ˲ɿɺीࠬߗ೒ʦɫʒɭƆ
˨Ɵ˲ʩː˳ˀƊĘĐėæĕĔėęÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ઘ֊ࣘɿʃ×кʖʂࠦʂஓഅɠ१ਔɫɺɘʟɼٿʣʠɺɘʒɭƆஓഅɠ१ɡɺɘɣɳʕɿʃɱʠɲʠʂ१ਔԋְɿ଱Ыɫɳਹʂ঎
๲ʦӁʧɻʏɫɘɼްɘʒɭƆٵɸ಩์ɠɖʞʒɭƆโƜɾஓഅɿɼɷɺʂƹ॓ҏƺʦӁʊɧɼɻƅ१ූʂ֩૳ߖʦظ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ດʦèëëìɟʝˇʭ˺˴ƟːɻɡʟʜɚɿɭʟʂɻƅӑๆɫɺчɩɘƆߊɻๆɘɳ׋࠯

೔ۆ௰୞ʂܞ

ָѕࢆʃ஦ɿޱ଑ɫʒɯʧƆèëëìɻߊດʦజ೘ɫʒɭƆ

ָѕࢆ



ஓഅ१๲Ӂǀԋְʌʂ଱ЫÆÕÆʾˬ˦ˊˏƉ˒Ɵ˲˂˺ÆàÆୱ֣੒Ӂࡥ౦ѼÆÒØÖÖÝÆÒïùèôàßÝÞÚ×ÙÖÜÖØ×Þ×

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ӽҹƄϬஓƄऑرƄԋְ଱Ы

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȡșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ Щ୉Ƅࢭ
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ÚûÞÚÛเ௟Ɖځߗ ُØ

ƅɱɫɺƅҍใЕࢵڏɺƅश୉ʘرஏηɟʝњঝʦٺɭƆऊ຦ʂޱԝʦ׸ʒɷɺກʠчʟࡍʞશɘɴϘɠۼशηɼʃƅ๹ઘɿࡍ
Ԧɿ߃ʟࡍशηʦۚढ़ɭʟਪโɾ१ੁذʦ਻࣐ɼɫɺƅɱʂढ़ʞ๼ɵƅɞʜʇƅɱɧɿെʝɭशരʂ१ɡഅʂ१ੁʘछшƅɩʝ
ɿʃƅ१അԝʂ৷ݩڞๆɼ१ੁذՆ௾ɿԟɭʟગߨʦ೺ۊɣӁʊɧɼʦෳଯɼɭʟƆʒɳƅࡍशηʃञຳʂ१ਣԷ౶ɼɫɺโƜ
ɾʼƟ˚ˀʦଚ֤ɫɺɣʠʟɼஔߗɿƅञԝӑஓɿ਻ɫɺॷࠜɾ१ੁذɻʖɖʟƆ׋࠯ʦ૳ɫɺƅೖ϶๑шƉ१ਔઘఌҀƉфઑ
шƉҙ๝ࠦΫ௡ɾɽࡍशηʂ१അਪโड़ʂ߱ࢶʦωɡՔɧɭԋְ෻੕ʂࣨټʦગʟɧɼʦෳଯɼɭʟƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

˨ʂۚਏɼՆ௾ʂԟؙɞʜʇञΨኪ๥ɿ਻ɭʟЫ୿ʂذशηʦۚढ़ɭʟਪโɾ१ੁࡍशηʂ१ੁӁଯ˞˴˂ˀɿࠞԪʦટɡƅࡍ
ʲ˒ˁ˧ʦ๲ѽɭʟɧɼɿʜʞƅࡍशηɻݚٱшɭʟโƜɾԋְ෻੕ʂѽىɿߊɭʟ१ੁӁଯɾް۪ຢʦ࣭ढ़ɭʟɧɼʦஃ੬ෳ
ವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

੓×ѾƉࡍशηɼʃƌ
੓ØѾƉࢵڏ१ੁذʂ໅ޤɼञΨҲ๥
੓ÙѾƉઘ֊фઑшɼࢵڏ१അʂওෞ˱ˀʶ
੓ÚѾƉ१ਔઘʂɸɾɠʞɼ१അਪโड़
੓ÛѾƉҙ๝ࠦ෻੕ʦ෻ɚ
੓ÜѾƉࣺഅ෭๲໱ɼ१ੁذʂٓুड़
੓ÝѾƉ१ੁذʂٓুड़ʦघઐɭʟ
੓ÞѾƉʷ˲Ɵ˞ˎʪˀʲˊʾˮ˺ɞʜʇ˳ˤƟˏٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ү׋࠯ʌʂދю୞ƭ߸෻ʘ౎ٿɾɽƮʦ×ÖËƅ৺܄இ໱ʌʂঀ׎ଯދюʦÙÖËƅ˳ˤƟˏѨ੕ɿ਻ɭʟ๲ѽ୞ɞʜʇ۪ݺຢʦ
ÜÖǖʂӍ܄ɻ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ɭʟ१ੁӁଯɾް۪ຢɠɽʂଟ୞ߊɿىशηʂԋְ෻੕ʂѽࡍʘ१അਪโड़ɿ਻ɭʟञԝӑஓʂϳׄʦ๲ѽɫƅذशηʂ१ੁࡍ
ƅ࣭ढ़ɩʠɳɟ৺܄இ໱ʘ˳ˤƟˏʂ௅฻ɿԷɹɘɺ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१ੁӁɿԟɭʟԷ৐ଯɾๆګɼગߨʦङɿɸɥɺɘʟɧɼƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ɭʟɧɼɻ๲ѽ୞ʦऍʕɳʞƅ౎ଽଯࡁӁڤߏɫƅݲʘ໱ഓʦ٠ঁࢆයʂɖʟˍƟ˥ɿԟ໓ɫɳ׀ɻࠟʞࣘɦɳ໴੕ʂયɻ׋࠯
Ѩ੕ɿɸɘɺߢङʂ۪ɜʦʒɼʕʟɧɼƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ʱ˜ʪˀʩ˶Ɵʃ஦ɿ଑ʕɾɘʂɻƅीߗƅ˨Ɵ˲ɿɺ૛य़я௾ɾ௟ߗʦҷ௨ʂࣘƅ๲Ӂ٥֋ѕ٥֋߳éÚØØʦ൥෻ɭʟɧɼƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१ੁӁʃஏɴɥɻɾɣƅڝӽɻӁʊӁ෻ɻɖʟƆ˜ʪƟ˲ːɿࡥɟɥɺƅ׋࠯ɻணɳગߨʦ१ɟɫɺʓʜɚƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

೔ۆ௰୞ʂܞ



஦ɿޱ଑ɫɾɘɠƅ׋࠯ɻࠟʞΆɷɳ໴੕ɻ׀යʂɖʟˍƟ˥ɠɖʠʄƅ௟ඕ१ੁӁѼɠയࡍɭʟঁࢆɾɽΙчʂûøòɟʝ଱՞ƅ
ɭʟɧɼƆࢻދʂࣘƅݲ٠

ָѕࢆ

ɭʟƆ࢜ɼɫɺवࢆ۪ދʦࢆɻӁʧɴ௅฻ʦɩʝɿऍɣ๲ѽɭʟɳʕɿΙчʂय׋࠯

๹शӁÆÕÆˢƟ˺ƉʻƟ˲ː˥˺ુƭࠡ૴੄ತฌƮÆàÆ֣୙੒Ӂࡥ౦ѼÆÒ×ßßßÆÒïùèôàÚÞÝÜßÞÖÞÛÙ
౦ÆÒØÖÖÝÆÒïùèôàßÝÞÚÙØÖÖÛÜÚÜÜࡥɼજʂ१അӁÆÕÆ˝˴˺˥ƟʶƉ˖˺˄˺ુƭঙೱࣞਫ໫ԍฌƮÆàÆ֩๼ڏ
ກηʳ˗ˑ˺ˀƊઘηʂƹɫɖʣɯƺɼກηʂƹٓুड़ƺÆÕÆ໷୉ٓλƉੴ௅෧ฯƉЩ୉ࢭയÆàÆ֣୙੒Ӂࡥ౦ѼÆÒØÖØÖ
ÒïùèôàßÝÞÚÞ×ÚÖÖÙÖÙÝ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

Ն௾ƅञΨଯኪ๥ذƅ१അਪโड़ƅࣺഅ෭ƅ१ੁذƅњঝ१ੁذ१ੁࢵڏशηƅࡍ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȢȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ જ୉Ƅٓλƅۿ෱Ƅ੒ീ
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ÙûÞÚØเ௟Ɖځߗ शÙ

ඕ۳զɻʃƅࣳഅʦયअɼɫɺഇޫ˳ˠ˲ɟʝڃਹ˳ˠ˲ɿɞɥʟԋְЫ୿ʦѽ঑ɫƅ१അʂࡕ௓ɟɸਪโɾ१ਣঞ๿ʂ๲ѽʦ
ෳޱɭƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ָѕࢆଯɾ१ූѕӁʂગߨɿюɜɺƅ݂ঽভʂ٥֋ٌїʘ٥֋ࠡ൚ʦӁʊɧɼɻՂગɼරગʂְҏভʦఅͽɭʟƆ
ɧʠʦஊʒɜɺƅՂਣʂગ٪ɿ਻ɭʟդ෻୅ʘරગʂ१ූ࣐ټɿ਻ɭʟщ঑ۚ২ʦ˳ˤƟˏɫɺߢʝ಺ټɻɡʟʜɚɿɾʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Șƅʫ˺ˏ˴ˇʶʾˮ˺ƭಘ१അʂ๭ๆƮƄજ୉
șƅγ୆ଯਪโड़ƭࠦʂढ़๼Ʈજ୉
Țƅγ୆ଯਪโड़ƭ१ੁذസڭƮજ୉
țƅ݊ఞшÕѓથшɼೇࠦ҉ຜƄજ୉
Ȝƅ१അʦۚढ़ɭʟݔൟʂޞ৕ʓÎݔൟ௅ࢡԶӸƋ๊ຣਹƉ˦ˏʺ˺ː˱ʩÏ
ȝƅ१അʂڅր੐ࠌÎࣳഅƉஓഅÏ
Ȟƅݔൟʂഇшɼ৕ࣶآढ़ƭ๊ʂੁآƉഇຳƮ
ȟƅʒɼʕƅՃදٲ߇

ঽౝƭ੓×ѾƤÚѾƮʃऑڌ੒ӁఁӁೱʂજ୉ɠ੽୻ɭʟƆ
෱ɠ੽୻ɭʟƆۿౝƭ੓ÛѾƤÞѾƮʃঌ௑੒ӁఁӁೱʂڤ

үѾʂੁآ޵߹׋࠯ʃԷඕଯɿ਻෣ɿʜʟ׋࠯ʦظѳɫɺɘʟɠƅईؠʺ˴ˑʭʪ˲ˀʂӽদֺࣨʦజ຋ɫɺബۖɭʟя௾ड़ɠ
ɖʟƆ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ÚÖǖÏɼʶʱƟˆƟՃද˳ˤƟˏÎÜÖËÏɿԷɹɣظ܄ˤƟˏÎүѾÛǖƅ˳ࢡɿѨɭڤʂ݂׋࠯
ඡѾƅ׋࠯ʂ݂ڤɿ׋࠯௅฻ɿɸɘɺΤ٪ɼӽ২ʦՒࡧɭʟƆՃද˳ˤƟˏɿɸɘɺʃƅ଑ʕʝʠɳˍƟ˥ɿԟɫɺ˳ˤƟˏʦ
ýĔėĉɻݩढ़ɫƅଠʕউʞ௟ʒɻɿଚࡥɭʟɧɼƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ඡѾʂ۳զڤɿଚࡥɩʠɳࢡ˳ˤƟˏÎÚÖǖÏɼƅՃද˳ˤƟˏÎÜÖǖÏɿɸɘɺ಻ьɭʟƆ׋࠯ʂஃ੬ෳವɿبɦʟ૳ʞƅՂਣʂ
ગߨʦѾ୿ɭʟ෻੕ɿюɜɺƅරѽىʂ෻੕ɿ਻ɫɺߢʝʂΤ٪ʦʒɼʕɺ໱ɬʟՒߧࡧʂ˳ˤƟˏѨ੕ʦѨɫƅԑيɾ໱๲ଽ
Ҕɻɡʟɟʦ෻ɚƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁү໱èØʂࠬ۳ʦԼ൷ɭʟࣟ܄ʃè×ʦ๯࠹ɭʟɧɼ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ࣅયɿ׋࠯à࠹Ӂڤߏʂ๲ѽɿಖɜʟɧɼƆګɺɣʟλ౫ଯɾѕӁๆࡥયɻ׋࠯ʦ٪૥ɫƅࢆʂ१അɼшӁʂָѕۘۿà࠹ঽӁߏ
ѻɭʟ१ූ࣐ټʘߢഇʂছۓɞʜʇ׀යʦԷࡵɼɫɺԟ໓ɭʟഓ٤Î໱ഓƉयࢆÏʦঀ׎ଯɿӑๆɫƅગߨʂ଑મʦयʟɼ֩ɿई
Ցɾդ෻୅ʦʒɼʕʟɧɼƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ɥ೒ɥʟƆࠬߗԝɿࠬɥ೒ɥʟา଑Ɔ˨Ɵ˲ɻʂ߸෻ʃीߗʂڤঽ׋࠯
෱੒ീáƄĉĆĎĘĚĐĊÔęĆĐĆČĎæĘĊęĘĚēĆēÔĆĈÔďĕۿ
ƭજ୉ٓλƋऑڌ੒Ӂ੒ӁώఁӁ٥֋ѕ१ූՆ௾ѕӁছۓЫๆՆ௾१അӁ۳ܽë୴ÚÜÛƋĎĐĊĐĊēæĕčĔĊēĎĝÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕƮ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ



ѻɭʟƆࣅɜɺڱʦ࣐ټɿƅ໱ഓˠƟˀʂ݂ईʂ१ූߨɻʃԷඕଯɾ१അƉшӁʂગ׋࠯
१അʂਪโɟɸࡕ௓ɾ१ਣঞ๿ʘԋְЫ୿ʦࣅѻɭʟયɻƅ१ූʂ೑ްթʦթ໱ɭʟ෣ళɩɼߢศɩɿࣹʠɺʏɫɘƆ
ʒɳƅරɴ෗ʝɟɿɩʠɺɘɾɘ࣐ߏɼ݂ईʂ१ූѕӁଯ๲ѽʂּԝʦఅͽɫƅڤܞɽʂʜɚɿ१ූѕӁʦ౎ଽɩɯɺɘɥʄʜ
ɘɟƅʒɳѽىɭʍɡ෻੕ʃɽʂʜɚɾʖʂɟʦߢศɿ۪ɜɺʖʝɘɳɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɾɫ

ָѕࢆ

ࣳഅɼಘՉ࣐Óࣳഅ१๲१ੁӁʌʂ଑ຟଯɾʩ˞˴ƟˈÓÆÕÆîĆĒđĞēÆíÔÆðĔēĊĘÆàÆऊඅࡥ౦ӝߧѼࠉÆÒØÖ×ÝÆÒïùèôàßÝÞÚÜØÝØÜ××ÙÜ
ൟʂഇޫ१അӁƄ੓Û౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆĊęÆĆđÔÆàÆôĊĜęĔēÆĕėĊĘĘÆÒØÖ×ÖÆÒïùèôàßÝÞÚÙ×ÛÛ×ÞÜÝØݔ
१ූѕӁÆÕÆত୬८ʝÆàÆ่ୟࠉÆÒØÖÖÝÆÒïùèôà

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȢșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ જ୉Ƅٓλƅۿ෱Ƅ੒ീ
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ÚûÞÚØเ௟Ɖځߗ शÙ

ඕ۳զɻʃƅࣳഅʦયअɼɫɺഇޫ˳ˠ˲ɟʝڃਹ˳ˠ˲ɿɞɥʟԋְЫ୿ʦѽ঑ɫƅ१അʂࡕ௓ɟɸਪโɾ१ਣঞ๿ʂ๲ѽʦ
ෳޱɭƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ָѕࢆଯɾ१ූѕӁʂગߨɿюɜɺƅ݂ঽভʂ٥֋ٌїʘ٥֋ࠡ൚ʦӁʊɧɼɻՂગɼරગʂְҏভʦఅͽɭʟƆ
ɧʠʦஊʒɜɺƅՂਣʂગ٪ɿ਻ɭʟդ෻୅ʘරગʂ१ූ࣐ټɿ਻ɭʟщ঑ۚ২ʦ˳ˤƟˏɫɺߢʝ಺ټɻɡʟʜɚɿɾʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Șƅ܄ڶढ़౞ЫԷ৐Î෗౞ЫƉΔ౞ЫÏ
șƅڶɿɸɘɺÎൗࠄʘˀˡʶˏ˲Ï
Țƅ܄ڶढ़ѽॾ൚Îʶ˴˴˜ʪ˲ڶطਗ଑൚Ï
țƅࣳഅʂ෌Ն϶๑Î಍ດɼ಩भٴ৔Ï
Ȝƅ߂߸ɼˆ˺˘ʶ߸Î๊ຣਹ߂߸ƅ܄ڶढ़ɿɞɥʟˆ˺˘ʶ߸܄ढ़क़ڥÏ
ȝƅʾʷˑ˲୆੬ر໚ƭóçöñر໚Ʈ
Ȟƅʾʷˑ˲୆੬ر໚ƭˀˏ˳ˀЫ୿Ʈ
ȟƅʒɼʕƉՃදٲ߇ƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄ
ƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄ
ƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄƄүѾʂੁآ޵߹׋࠯ʃԷඕଯɿ਻෣ɿʜʟ׋࠯ʦظѳɫɺɘʟɠƅईؠʺ˴ˑʭʪ˲ˀ
ʂӽদֺࣨʦజ຋ɫɺബۖɭʟя௾ड़ɠɖʟƆ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ÚÖǖÏɼʶʱƟˆƟՃද˳ˤƟˏÎÜÖËÏɿԷɹɣظ܄ˤƟˏÎүѾÛǖƅ˳ࢡɿѨɭڤʂ݂׋࠯
ඡѾƅ׋࠯ʂ݂ڤɿ׋࠯௅฻ɿɸɘɺΤ٪ɼӽ২ʦՒࡧɭʟƆՃද˳ˤƟˏɿɸɘɺʃƅ଑ʕʝʠɳˍƟ˥ɿԟɫɺ˳ˤƟˏʦ
ýĔėĉɻݩढ़ɫƅଠʕউʞ௟ʒɻɿଚࡥɭʟɧʦƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ඡѾʂ۳զڤɿଚࡥɩʠɳࢡ˳ˤƟˏÎÚÖǖÏɼƅՃද˳ˤƟˏÎÜÖǖÏɿɸɘɺ಻ьɭʟƆ׋࠯ʂஃ੬ෳವɿبɦʟ૳ʞƅՂਣʂ
ગߨʦѾ୿ɭʟ෻੕ɿюɜɺƅරѽىʂ෻੕ɿ਻ɫɺߢʝʂΤ٪ʦʒɼʕɺ໱ɬʟՒߧࡧʂ˳ˤƟˏѨ੕ʦѨɫƅԑيɾ໱๲ଽ
Ҕɻɡʟɟʦ෻ɚƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁү໱è×ʂ౎ଽɻɖʟʂɻè×ʦ๯࠹ɭʟɧɼ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ࣅયɿ׋࠯à࠹Ӂڤߏʂ๲ѽɿಖɜʟɧɼƆګɺɣʟλ౫ଯɾѕӁๆࡥયɻ׋࠯ʦ٪૥ɫƅࢆʂ१അɼшӁʂָѕۘۿà࠹ঽӁߏ
ѻɭʟ१ූ࣐ټʘߢഇʂছۓɞʜʇ׀යʦԷࡵɼɫɺԟ໓ɭʟഓ٤Î໱ഓƉयࢆÏʦঀ׎ଯɿӑๆɫƅગߨʂ଑મʦयʟɼ֩ɿई
Ցɾդ෻୅ʦʒɼʕʟɧɼƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

ɥ೒ɥʟƆࠬߗԝɿࠬɥ೒ɥʟา଑ɻɭƆ˨Ɵ˲ɻʂ߸෻ʃीߗʂڤঽ׋࠯
෱੒ീáƄĉĆĎĘĚĐĊÔęĆĐĆČĎæĘĊęĘĚēĆēÔĆĈÔďĕۿ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ѻɭʟƆࣅɜɺڱʦ࣐ټɿƅ໱ഓˠƟˀʂ݂ईʂ१ූߨɻʃԷඕଯɾ१അƉшӁʂગ׋࠯
१അʂਪโɟɸࡕ௓ɾ१ਣঞ๿ʘԋְЫ୿ʦࣅѻɭʟયɻƅ१ූʂ೑ްթʦթ໱ɭʟ෣ళɩɼߢศɩɿࣹʠɺʏɫɘƆ
ʒɳƅරɴ෗ʝɟɿɩʠɺɘɾɘ࣐ߏɼ݂ईʂ१ූѕӁଯ๲ѽʂּԝʦఅͽɫƅڤܞɽʂʜɚɿ१ූѕӁʦ౎ଽɩɯɺɘɥʄʜ
ɘɟƅʒɳѽىɭʍɡ෻੕ʃɽʂʜɚɾʖʂɟʦߢศɿ۪ɜɺʖʝɘɳɘƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɾɫ

ָѕࢆ

ࣳഅɼಘՉ࣐Óࣳഅ१๲१ੁӁʌʂ଑ຟଯɾʩ˞˴ƟˈÓÆÕÆîĆĒđĞēÆíÔÆðĔēĊĘÆàÆऊඅࡥ౦ӝߧѼࠉÆÒØÖ×ÝÆÒïùèôàßÝÞÚÜØÝØÜ××ÙÜ
ൟʂഇޫ१അӁƄ੓Û౦ÆÕÆèėĚĈĊÆçđćĊėęĘÆĊęÆĆđÔÆàÆôĊĜęĔēÆĕėĊĘĘÆÒØÖ×ÖÆÒïùèôàßÝÞÚÙ×ÛÛ×ÞÜÝØݔ
१ූѕӁÆÕÆত୬८ʝÆàÆ่ୟࠉÆÒØÖÖÝÆÒïùèôà

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȣȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ऊ୉Æڶใ
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ÙûÞÚÚเ௟Ɖځߗ ُÚ

ञਹʦ˩ˎ˲ɼɫɺ१๲ӁʂԷ৐ʦӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ԶӸʂՆ௾ɼಿੁɿɸɘɺ๲ѽɭʟƆٓیɾ१ӑʦɞɣʟࣘɻ಩์ɾગߨʦङɿɸɥʟɼɼʖɿƅٓیɼδຘʦ޲ɜʟࠉѼक़୞
ɿɸɘɺ۪ɜʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ȘƮअ਌ɼٍԐƅșƮచɼद਌ƅȚƮࢶшԶɼ϶๑ƅțƮ१ਹංڥƅȜƮӽҹɼϬஓƅȝƮ௿ƅȞƮδຘɼࠉѼƅÞÏÆټ੐ʂδຘ
Ɖٲ߇

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ʓʦяɼɭʟƆܛɵߖƭÛÖËƮƆɽɵʝʖ˞˱˺ˏʩʭˏʘ˕Ɵˏʂٲ߇ˀˏƭÛÖËƮɼՃදˍࢡॹʦٔʁɳࡥ

ढ़ং಻ь൘൚

ʦ۱ɚƆٲ߇ˀˏɼՃදˍࢡɼɫɺࡵʦ಻ьԷߏ௅฻ʦ˕Ɵˏɿʒɼʕƅ๲ѽʦऍʕʟɧɼɼƅࣣൎɿԷɹɘɺ౜ઐɻɡʟ׋࠯

ढ़ং಻ьԷࡵ

ɫɺɣɴɩɘƆˀ˰ʫːʂयʃࢻދɻʒɼʕɳೱഇƮʃèëëìɿʩˊ˞ɭʟʂɻƅ಩์ɿЫɬɺߓɚˀ˰ʫːʂλೱƭഓޡɻ׋࠯
ָѕࢆʂુ١ݩɠɖʟɳʕƅ˔ˊˏɿࣘɦʟɧɼʃɻɡʒɯʧƆ

ʃРҿʂา଑ɻɭɠƅֺࣨɠ֛ࡾʃèëëìɻ໓๢ɫʒɭƆুɺ˱ʩ˲ˆʫ˧ɻ۱ɘƅஓѳʂజࣿʃ۱ɘʒɯʧƆ݂ੁآ޵߹ʂ׋࠯
ɯʄ਻෣ɿബۖɫʒɭƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ʦऍʕʟʜɚɿଢ଼ʕɺɣɴɩߨɻʒɼʕɳʞƅդ෻ɿްɷɳɧɼʦ૛ʍɳʞɭʟɧɼɻગࡁયɿ˕Ɵˏʦɫɷɟʞࠟʞƅ೹׋࠯
ɘƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

஦ɿ঎ɥɾɘƆ಩์ɾࣟ܄ʃ˨Ɵ˲ɾɽɻʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦɼɷɺ๝ɺɣɴɩɘƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ਹʂޞ৕ʓʦ๲ѽɭʟɧɼʃٓیɾ१ӑʂԷ৐ɻɖʟɼɼʖɿƅڤܞʒɭʒɭ੒ɡɣɾʟδຘ೼޼ʂ෻੕ʦ۪ɜʟࣘɻ೑яوɻ
ɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

೔ۆ௰୞ʂܞ

ָѕࢆɿɱɷɺɭɭʕʟɠƅ۵௡ʂ಩์ʃɾɘƆ

üĆēĉĊėÍĘÆîĚĒĆēÆöčĞĘĎĔđĔČĞÆÕÆëėĎĈÆöÔÆýĎĉĒĆĎĊėÒÆîĊėĘčĊđÆøĆċċÒÆñĊěĎēÆúÔÆùęėĆēČÆàÆóĈíėĆĜÆîĎđđÆîĎČčĊėÆëĉĚĈĆęĎĔēÆÒØÖ×Ü
ÒïùèôàßÝÞ×ØÛßØÛ××ÖÞ

ָѕࢆ



ɟʝɼࢆɫɺɣɴɩɘƆָѕࢻދʂೱഇʃĕĉċ˜ʨʫ˲ɼɫɺèëëìɿʩˊ˞˴ƟːɫʒɭƆ଱՞ƅߓๆɭʟˀ˰ʫːʂഓޡɻ׋࠯
ɷɳयʃƅુ١ݩʂԟؙɻʩˊ˞˴ƟːɻɡʒɯʧƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ञਹƅ१๲Ӂƅ߷Ӽ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȣșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ੒ࢵƄຏ
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ÚûÞÚÚเ௟Ɖځߗ ُÚ

ൟ௅֩ݔஓຢɻɭƆ๊ຣਹʃٵଯɾछшʂفʓƅʘɠɺʃȘɸʂ१അɿɾʟɼɘɚܛൟɠ௡ʞݔൟʂયɿ਩ʂݔൟ௅֩१ʃƅݔ
१ɻઋ१ɫɳʱ˲ʳ˔˰ƭݔൟ௅ࢡԶӸƮɻƅ๊ຣਹʦʖɸ܄ڶढ़१അʃઘ֊ࣘʂ१ੁذʂλߘ१ࠋޓɼɫɺ࡚์ɾฉӍʦїɳ
ɫɺɘʒɭƆɧʂ۳զɻʃƅঽౝɻऐҴ१അʂݔൟۚਏɼݔൟ௅֩१ศ๝ʂʱ˲ʳ˔˰ɿɸɘɺʦӁʇƅڤౝɻʃ஦ɿ๊ຣਹʦ
Ҷணɫɳ१അʂਪโड़ɼछшɿɸɘɺѽ঑ɫʒɭƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ѱƜʦݩآʟݔൟɠɽʂʜɚɿઋ१ɫɳɟƅɱɫɺ܄ڶढ़ʦ۱ɚਪโɾࣳഅʘਁຳɠɽʂʜɚɿઋ१ɫɳɟɿɸɘɺƅݔൟ௅֩
१ɼԟ໓ɩɯɺ๲ѽɭʟɧɼʦෳଯɼɫʒɭƆʒɳƅݔൟ௅ʂ๊ຣਹɠ१ਹ௅ɻɽʂʜɚɾฉӍʦїɳɭɟƅऐҴ१അুਹʂछ
шɿɽʂʜɚɿ۴٤ɫɳʂɟʦ๲ѽɭʟɧɼʦෳଯɼɫʒɭƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ࠞɿΙчʂ௅฻ʦӁࡁɭʟา଑ɻɭƆඕ۳զɠРҿɻҔ۳ɩʠʟࣟ܄ʃٵ਒ɼɫɺ˱ʩ˲ˆʫ˧ؠɻ۱ɚɧɼʦา଑ɫɺɘʒɭ
ɠƭ੓ÞѾʦ࢑ɣƮƅബۖʂɖʟࣟ܄ʃèëëìɿɺߟޱɫʒɭƆ

×ÔÆऐҴݔൟʂۚਏɼՔٺ
ØÔÆݔൟ௅֩१ɼʃъɟƌɱʂᱡƄǀ˦ˏʺ˺ː˱ʩʂՔٺɼछш
ÙÔÆ˦ˏʺ˺ː˱ʩɼʃъɟƌƄǀՆ௾ɼ੐ࠌ
ÚÔÆݔൟ௅֩१ɼʃъɟƌɱʂᱢƄǀ๊ຣਹʂՔٺɼछш
ÛÔÆ๊ຣਹɼʃъɟƌƄǀ܄ڶढ़ɼ੐ࠌ
ÜÔÆࣳഅɼʃъɟƌƄǀλ֩ߘ१ɼλࣳߘഅʂਪโड़
ÝÔÆਁຳɼʃъɟƌƄǀऐҴ१അুਹʂݔൟ௅֩१࣐ټ
ÞÔÆʒɼʕƉՃදٲ߇ƭʒɼʕƊ਻෣׋࠯ߧƅٲ߇Ɗ਻෣ߧآƮ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ү׋࠯ʂࢡˍˀˏƭÙÖǖƮɼՃදٲ߇ƭÝÖǖƮɻ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ү׋࠯ʂࢡˍˀˏƅɞʜʇՃදٲ߇ɿʜɷɺƅऐҴ१അʂʱ˲ʳ˔˰ʂՆ௾ƅऐҴ१അʂछшɿɞɥʟݔൟ௅֩१ɿԟɭʟ๲ѽ
୞ʦҷ௨ɫƅӁࡁෳವʂ੬ढ़ֺࣨɿԷɹɘɺ಻ьɫʒɭƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ָѕࢆʃޱ଑ɫʒɯʧɠƅ۳զʂԟ໓ߊດʦèëëìɻڷҔɫʒɭƆ۳զયʃజ೘ߊດʦࢻދɫƅ଱՞˕ƟˏʦɼɷɺɣɴɩɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

ෳɿɸɘɺ૛ʍɺɞɘɺɣɴɩɘƆ۽ʂ׋࠯Ɗʫ˺ˆƟ˔ˊˏ୾ɻүࡁঽӁߏ
ɫɳ௅฻ʌʂ๲ѽʦऍʕɺɣɴɩɘƆࡁດƉ˕Ɵˏʦय़๲ɫƅӁߊѾʂ۳զʒɻʂԝɿߘƊࡁӁڤߏ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

˨Ɵ˲ɿɺीࠬߗɥ೒ɥʦɫʒɭƆ˨Ɵ˲ʩː˳ˀʃ௅ҍηԋְָθ٥֋˂˺ˆƟʂˢƟ˧ˡƟʿʦࢻދɫɺɣɴɩɘƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ඕ۳զʃƅۘۿɻ१അʦ๯࠹ɫɺɘɾɘӁ१ɿʖӃɫɣࠬ۳ɻɡʟʜɚɿƅചΦɾۚढ़ɿɭʟʜɚɿअɠɥʒɭƆඕ۳զʦ૳ɫ
ɺƅݔൟ௅֩१ɠѱƜʦԥʔऐҴ१അʂछшɿ࡚์ɻɖʟɧɼʦӁʧɻʏɫɘɼްɘʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

೔ۆ௰୞ʂܞ



஦ɿޱ଑ɫʒɯʧƆ

ָѕࢆ

ʴ˪˺ˠ˲१അӁÆࢆٵ××౦ÆÕÆéĆĒĕćĊđđÒÆôÔÆçÔ਩ƭજ௅ࢮತÒÆΚஆډٴ਩ÆԍฌƮÆàÆԤাࡥ౦ÆÒÆØÖ×ÞÆÒïùèôàÚÜØ×ÙÖØÝÜÖ
˗ʫʱˎʪ˗ƟʾˍʪƉʾ˱ƟˁÆਁຳʂਪโड़ɼஂذÆ੓Ü౦ÆÕÆঘٵÆڶฯƄയƄƊ࣋ѥ൵ÒØÖ×ÖÒÆïùèôàßÝÞÚÝÞÛÙÛÞØÜÜ
ਁຳÙÖк௰ʂߢীޤƄਁຳɟʝ٪ʟ१അछшƉઘ֊ƉԋְƄ੓Ø౦ÆÕÆεࣘƄ؏Ɗୱҍ੒Ӂࡥ౦ѼÒÆØÖÖÝÒÆïùèôàßÝÞÚÚÞÜÖ×ÝÝÝÜ

ʴ˪˺ˠ˲१അӁÆࢆٵ××౦ÆÕÆéĆĒĕćĊđđÒÆôÔÆçÔ਩ƭજ௅ࢮತÒÆΚஆډٴ਩ÆԍฌƮÆàÆԤাࡥ౦ÆÒØÖ×ÞÆÒïùèôàßÝÞÚÜØ×ÙÖØÝÜÝ
˗ʫʱˎʪ˗ƟʾˍʪƉʾ˱ƟˁÆਁຳʂਪโड़ɼஂذÆ੓Ü౦ÆÕÆঘٵÆڶฯƄയÆàÆ࣋ѥ൵ÆÒØÖ×ÖÆÒïùèôà
ਁຳÙÖк௰ʂߢীޤƄਁຳɟʝ٪ʟ१അछшƉઘ֊ƉԋְƄ੓Ø౦ÆÕÆεࣘƄ؏ÆàÆୱҍ੒Ӂࡥ౦ѼÆÒØÖÖÝÆÒïùèôàßÝÞÚÚÞÜÖ×ÝÝÝÜ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

ऐҴ१അƄݔൟ௅֩१Ƅ๊ຣਹƄ܄ڶढ़ƄਁຳƄ਻෣ɼРҿ׋࠯ʂഖๆ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȤȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ Ƅ೏ࣾݥ࠼
੺Λॅ

੓ÙʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ÙûÞÚ×เ௟Ɖځߗ शØ

ઘ֊ࣘʂ१അʃɭʍɺҴޙʦγ୆ޫɼɫɺࠬɥɸɢɾɠʝƅɱɧɟʝ಩์ɾγ୆ࣣൎʦࠟʞࡥɫɺҴޙƅˆ˺˘ʶ߸ƅઃशшഅ
ƅ߂߸ɾɽʂɩʒɪʒɾՆ௾ഇޫʦ܄ढ़ɫƅɧʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻ१ූʦάߖɫƅਊࣴƉछшɫɺɡɳƆɭʍɺʂ१ූ
ӑஓʃݔൟʦ੺Λɼɫɺ۱ʣʠɺɞʞƅʒɳλೱʂ१അؓʃਪݔൟਹक़ʦछшɩɯ৕ࣶഇшʦ۱ɚɧɼɻƅȘɸʂݔൟɻʃ೑я
௾ɾਪโɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɡɳƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂƅ१അɿ֩૳ɭʟ१ූʂԷඕଯɾޞ৕ʓʦӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

१ූ࣐ټʂԷ৐ɻɖʟƅݔൟʦ੺Λɼɫɳγ୆ɞʜʇ੐ࠌʘ৕ࣶഇшʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ʦ๲ѽɭʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

१അӁү໱êȘÎÙ÷ÏɼêØÆÎÚ÷Ïʂช×ÛѾʂ׋࠯ʦ૳ɫɺƅ१ූʂछшɿ೑яوɻɖɷɳƹݔൟछшƺɼɘɚ१അӁଯҞ௱ɿ਻ɭʟ
ढ़ɼɫɺɘʟƆۚ׋࠯ഇɾ๲ѽɠணʝʠʟʜɚɾࡒ
੓×ѾÆඕ۳զʂҞ঑
੓ØѾÆ˥ˏ˱ˮƟʾʲଯɾ१അछш
੓ÙѾÆ१ූʂઋ१ɼࡾՃछш
੓ÚѾÆݔൟʂछшɼऐҴ१അʂઋ१
੓ÛѾÆݔൟʂۚਏ
੓ÜѾÆݔൟܙҳɼݔൟϬஓƭʩʶˏ˦ʱʾ˺ذƮ
੓ÝѾÆݔൟܙҳɼݔൟϬஓƭಘࢡԐذƮ
੓ÞѾÆɱʂ਩ʂݔൟϬஓذ
੓ßѾÆ१അʂਪโड़
੓×ÖѾÆݚټʖछ۱ɫɺɘʟݔൟछш
੓××ѾÆʣɳɫɳɵʦࠟʞӳɣݔൟ֩१
੓×ØѾÆʭʫ˲ˀɼγ୆ޫ৕Ԁɜ
੓×ÙѾÆٵ११അʂʃɾɫ
੓×ÚѾÆٱಘ׃ʂʃɾɫ
੓×ÛѾÆ׋࠯ʂʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ˀˏƭÛÖËƮɼՃදˍˀˏƭÛÖËƮʂ୅ॅʦʖɼɿढ़ংʦ಻ьɭʟƆˍࢡ۱ɘƅߗˀˏʦीˍࢡՃԝયɿ׋࠯

ढ़ং಻ь൘൚

१ූʂछшɿ೑яوɻɖɷɳƹݔൟछшƺɼɘɚ१അӁଯҞ௱ɿ਻ɭʟࡒഇɾ๲ѽɠணʝʠɳɟʦढ़ং಻ьʂԷࡵɼɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁɿɸɘɺʂԷ৐ગߨʃ෌ɣɼʖ๯࠹ɿ੒ɡɾࣖ޲ʃɖʞʒɯʧƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

௅฻ʦ׋࠯ɷɺƅɱʂ௅฻ʦѽ঑ɫʒɭɠƅʓɾɩʧʖޡດʦߊ๝ʟʜɚɿࡥɻ१അʦӁʧɻɘɾɘӁ१ɿʖ๲ѽۘۿɻʃ׋࠯
ʜʞ๲ѽɻɡʟʜɚɿۘۿ१അʂࢆ۪ދ୾ɻࡵಖӁࡁɼ೹ࡁʦɫɺɣɴɩɘƆʒɳƅя௾ɾځʞèëëìʦๆɘɺ۳զߊດʦߏঽɿ
జ೘ɫʒɭƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

߸෻୾ɠɖʟ൘ʃƅ׋࠯ʂڤɾɽƅɘɸɻʖ਻ЫɫʒɭƆʒɳƅ˨Ɵ˲ɻʂ߸෻ɿʖЫɬʒɭƭĘĚğĆĐĎæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕÆɖʟɘʃ
ęĔĘčĎēĔćĚÔĘĚğĆĐĎæĕėĔęĎĘęĔđĔČĞÔďĕƮƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ



ɼɫʒɭʂɻƅλೱ௅฻ʂ௔Φ୞ɿ˧˰ɠɻɡʟɟʖɫʠʒɯʧɠ࣐ɫɳӁ१ƅɫɾɟɷɳӁ१ƅঢ়൘ʦ਻࠹ɻ१അӁʦ๯ۘۿ
ƅɻɡʟɴɥङפɾຶʦࠟʞࣘɦɾɠʝƅชÙÝૄڃʖʂݔൟɟʝɾʟ޽ɳɵʂङਹɠɽʂʜɚɿछшɫɺɡɳʂɟɼɘɚޞ৕ʓ
ʦʣɟʞʘɭɣѽ঑ɫʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ɫʒɭƆ޵߹ˀˏʦˍࢡ௅฻ʂ๲ѽ୞ʂҷ௨ʂɳʕɿƅඡѾ˥ƟʶʾƟˏɿʜʟ׋࠯๻шʘڹॹҷ௨ʂࡥ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɫʒɯʧƆ

ָѕࢆ

஦ɿޱ଑ɫʒɯʧƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

Ƅ֩१Ƅʹ˕˧ƄಿՉڥൟƄγ୆ޫƄछшƄਪโड़Ƅ१ਹංݔ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȤșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ Ƅ೏ࣾݥ࠼
੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ÚûÞÚ×เ௟Ɖځߗ शØ

ઘ֊ࣘʂ१അʃɭʍɺҴޙʦγ୆ޫɼɫɺࠬɥɸɢɾɠʝƅɱɧɟʝ಩์ɾγ୆ࣣൎʦࠟʞࡥɫɺҴޙƅˆ˺˘ʶ߸ƅઃशшഅ
ƅ߂߸ɾɽʂɩʒɪʒɾՆ௾ഇޫʦ܄ढ़ɫƅɧʠʝʦۇෆɿक़ڥɭʟɧɼɻ१ූʦάߖɫƅਊࣴƉछшɫɺɡɳƆɭʍɺʂ१ූ
ӑஓʃݔൟʦ੺Λɼɫɺ۱ʣʠɺɞʞƅʒɳλೱʂ१അؓʃਪݔൟਹक़ʦछшɩɯ৕ࣶഇшʦ۱ɚɧɼɻƅȘɸʂݔൟɻʃ೑я
௾ɾਪโɾՆ௾ʦ߹ټɫɺɡɳƆඕ۳զɻʃƅɧʠʝʂƅ१അɿ֩૳ɭʟ१ූʂԷඕଯɾޞ৕ʓʦӁʊƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

१ූ࣐ټʂԷ৐ɻɖʟƅݔൟʦ੺Λɼɫɳγ୆ɞʜʇ੐ࠌʘ৕ࣶഇшʂԷඕ˨ʲ˒ˁ˧ʦ๲ѽɭʟɧɼʦෳವɼɭʟƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

१അӁү໱êȘÎÙ÷ÏɼêØÆÎÚ÷Ïʂช×ÛѾʂ׋࠯ʦ૳ɫɺƅ१ූʂछшɿ೑яوɻɖɷɳƹݔൟछшƺɼɘɚ१അӁଯҞ௱ɿ਻ɭʟ
ढ़ɼɫɺɘʟƆۚ׋࠯ഇɾ๲ѽɠணʝʠʟʜɚɾࡒ
੓×ѾÆඕ۳զʂҞ঑
੓ØѾÆ˥ˏ˱ˮƟʾʲଯɾ१അछш
੓ÙѾÆ१ූʂઋ१ɼࡾՃछш
੓ÚѾÆݔൟʂछшɼऐҴ१അʂઋ१
੓ÛѾÆݔൟʂۚਏ
੓ÜѾÆݔൟܙҳɼݔൟϬஓƭʩʶˏ˦ʱʾ˺ذƮ
੓ÝѾÆݔൟܙҳɼݔൟϬஓƭಘࢡԐذƮ
੓ÞѾÆɱʂ਩ʂݔൟϬஓذ
੓ßѾÆ१അʂਪโड़
੓×ÖѾÆݚټʖछ۱ɫɺɘʟݔൟछш
੓××ѾÆʣɳɫɳɵʦࠟʞӳɣݔൟ֩१
੓×ØѾÆʭʫ˲ˀɼγ୆ޫ৕Ԁɜ
੓×ÙѾÆٵ११അʂʃɾɫ
੓×ÚѾÆٱಘ׃ʂʃɾɫ
੓×ÛѾÆ׋࠯ʂʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ˀˏƭÛÖËƮɼՃදˍˀˏƭÛÖËƮʂ୅ॅʦʖɼɿढ़ংʦ಻ьɭʟƆˍࢡ۱ɘƅߗˀˏʦीˍࢡՃԝયɿ׋࠯

ढ़ং಻ь൘൚

१ූʂछшɿ೑яوɻɖɷɳƹݔൟछшƺɼɘɚ१അӁଯҞ௱ɿ਻ɭʟࡒഇɾ๲ѽɠணʝʠɳɟʦढ़ং಻ьʂԷࡵɼɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

१അӁɿɸɘɺʂԷ৐ગߨʃ෌ɣɼʖ๯࠹ɿ੒ɡɾࣖ޲ʃɖʞʒɯʧƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

௅฻ʦ׋࠯ɷɺƅɱʂ௅฻ʦѽ঑ɫʒɭɠƅʓɾɩʧʖޡດʦߊ๝ʟʜɚɿࡥɻ१അʦӁʧɻɘɾɘӁ१ɿʖ๲ѽۘۿɻʃ׋࠯
ʜʞ๲ѽɻɡʟʜɚɿۘۿ१അʂࢆ۪ދ୾ɻࡵಖӁࡁɼ೹ࡁʦɫɺɣɴɩɘƆʒɳƅя௾ɾځʞèëëìʦๆɘɺ۳զߊດʦߏঽɿ
జ೘ɫʒɭƆ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

߸෻୾ɠɖʟ൘ʃƅ׋࠯ʂڤɾɽƅɘɸɻʖ਻ЫɫʒɭƆʒɳƅ˨Ɵ˲ɻʂ߸෻ɿʖЫɬʒɭƭĘĚğĆĐĎæĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕÆɖʟɘʃ
ęĔĘčĎēĔćĚÔĘĚğĆĐĎæĕėĔęĎĘęĔđĔČĞÔďĕƮƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ



ɼɫʒɭʂɻƅλೱ௅฻ʂ௔Φ୞ɿ˧˰ɠɻɡʟɟʖɫʠʒɯʧɠ࣐ɫɳӁ१ƅɫɾɟɷɳӁ१ƅঢ়൘ʦ਻࠹ɻ१അӁʦ๯ۘۿ
ƅɻɡʟɴɥङפɾຶʦࠟʞࣘɦɾɠʝƅชÙÝૄڃʖʂݔൟɟʝɾʟ޽ɳɵʂङਹɠɽʂʜɚɿछшɫɺɡɳʂɟɼɘɚޞ৕ʓ
ʦʣɟʞʘɭɣѽ঑ɫʒɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

ɫʒɭƆ޵߹ˀˏʦˍࢡ௅฻ʂ๲ѽ୞ʂҷ௨ʂɳʕɿƅඡѾ˥ƟʶʾƟˏɿʜʟ׋࠯๻шʘڹॹҷ௨ʂࡥ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޱ଑ɫʒɯʧƆ

ָѕࢆ

஦ɿޱ଑ɫʒɯʧƆ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

Ƅ֩१Ƅʹ˕˧ƄಿՉڥൟƄγ୆ޫƄछшƄਪโड़Ƅ१ਹංݔ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȥȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ԼڶƄٵ࢔
੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×Ö× ԝӍʺƟːߗ ×ûÞÚÛเ௟Ɖځߗ ُÚ

१അਪโड़Ɖ१ੁƉछш

˥ʂˍƟ׋࠯

ɘɾɠʝ१ɡɺɘʒɭƆ१അӁү໱ë×ɻʃƅ˥ʶ˴१܄ɘɿԟʣʞڞɳɵɠെʝɫɺɘʟઘ֊ɿʃƅ߹ɿਪโɾ१അࠦɳɵɠ޽
അӁɻʓʝʠʟโƜɾ˘ˆƟ˺ʦ๲ѽɫƅɱʂఙثɿɖʟ˴ʿˊʶʦ঑෗ɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦෳଯɼɫʒɭƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Șƈ۳զˍƟ˥ʂҞ঑Õ஖௡ƄșƈڃਹؓஓੁƄȚƈӽদࢼ१ੁӁƄțƈࠦԝ৷ݩڞๆƄȜƈؓࡍ१ੁӁƄȝƈؓࡍʂ܄ࡍ๲໱Ƅ
Ȟƈछш໱Ҟ঑ƄȟƈʒɼʕɼʉʞɟɜʞƄƽ੓λѾƉ੓ోѾ׋࠯ɿɸɘɺʃ਻෣׋࠯ƅɱʠΙҙʂ׋࠯ɿɸɘɺʃĀĔĔĒʦๆɘ
ɳʱ˺˰ʫ˺Ɖ˱ʩ˲ˆʫ˧׋࠯ʦา଑ɫɺɘʒɭƆèëëìʦɧʒʕɿҷ௨ɭʟʜɚɞԱɘɫʒɭƾ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

Ճද˳ˤƟˏÜÖËƉү׋࠯ʂࢡ˳ˤƟˏÚÖËɻ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ь൘൚

Ճද˳ˤƟˏƉڤ׋࠯ʂࢡ˳ˤƟˏɻʃƅՒߧࡧʂ঎෻ɟʝƅ۳զɻࠟʞΆɷɳ௅฻ɿɸɘɺ।ɫɣ๲ѽɫƅ঑෗ɻɡʟɟʦ಻
ьɭʟƆ஦ɿՃද˳ˤƟˏɻʃƅ೾ॅʂ׋࠯ѾɻΆɷɳˏ˛ˊʶɿԟ໓ɭʟ঎෻ɟʝƅۊ౮ɾഇฅɿɟɟʣʟ१ූ࣐ټʦ໱๲๼
ɺɺ঑෗ɭʟɧɼɠɻɡʟɟʦ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ඕ׋࠯ɻʃ੺ɿ۳զ௅฻ʦΔՒɭʟɴɥɻɾɣƅ१ੁӁʂԷ৐ଯɾ۪ɜ൘ɿɸɘɺƅ໱๲ଯɿ঑෗ɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦෳଯ
ɼɫɺɘʒɭƆ׋࠯௅ɻʖߗ࣢߸դʦࠬɥ೒ɥʒɭʂɻƅդ෻୅ʃুਹɻ֩ยɫƅդ෻ʦ٪ɸɥʟɧɼƅɱʂդ෻ɿ୿ɜʟɚʟ
˴ʿˊʶʦ੾ɭɧɼƅʦؒ໐ɫɺɘɡʒɫʛɚƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

Ɗ۳զ࠹Ӂڤߏʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆࡁ୾ɻӁࢆ۪ދƉࢆˠ˲ʂָѕ˳ۘۿঽɿߏɫɺɘɾɘञʃƅ࠹ɻ१അʦ๯ۘۿƊ࠹ঽӁߏ
ʦ۱ɚɧɼƆࡁ௅฻ʂ೹׋࠯ʃƅڤ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

߸෻ʘդ෻ʃɾʟʍɣ׋࠯યɿࠬɥ೒ɥʒɭƆ˨Ɵ˲ɻ߸෻୾ɖʟࣟ܄ɿʃÎĐÔĐĆęĘĚčĆėĆÖØØÞæČĒĆĎđÔĈĔĒÏɿɺीࠬߗɥ೒ɥʒɭ
Ɔ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ඕ۳զɠƅʓɾɩʧɠङʂѾʞʂ१അʂʉʟʒɘʘɱʠʝʂԟʣʞ܄ɘɿ׀යʦߖɵƅɱʂ˘ˆƟ˺ʘ˴ʿˊʶɿɸɘɺ۪ɜʟ
ʆɼɸʂɡɷɟɥɿɾʠʄۉɘɻɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޡๆɫʒɯʧƆԟ໓ഇฅɿɸɘɺɩʝɿગߨʦऍʕɳɘӁ१ɿʃΙчʂࢆ۪ދʦɞɭɭʕɫʒɭƆ

ָѕࢆ



чՒʂʖʂΙҙɿʖƅ׀යʂɖʟഇฅʦɨ৷કɘɳɴɥʠʄԟ໓यࢆʦࣅѻɭʟɧɼɠɻɡʒɭƆ

१ੁӁ௡෾Ƅ੓ș౦ÆÕÆ௟ඕ१ੁӁѼƄയÆàÆୱ֣шӁஔञÆÒØÖ×ØÆÒïùèôàßÝÞÚÞÖÝßÖÝÞÙÖ
γ୆ޫƉਪโड़ƉࡰԋʂѕӁƄ१ੁӁʂມηะ܄ʌÆÕÆ෾໷۝෗Ɖ๼෱นฆƄയÆàÆ֣୙੒ӁӁࡥࡦ౦ѼÆÒØÖ×ß
ÒïùèôàßÝÞÚÞ×ÚÖÖ×ßÖÙ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

਻෣ɼРҿ׋࠯ʂഖๆ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁү໱ȥșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ ԼڶƄٵ࢔
੺Λॅ

੓ØʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖØ ԝӍʺƟːߗ ØûÞÚÛเ௟Ɖځߗ ُÚ

१അਪโड़Ɖ१ੁƉछш

˥ʂˍƟ׋࠯

१അӁү໱ëØɻʃƅ१അӁү໱ë×ɿωɡਞɡƅ˥ʶ˴१അӁɻʓʝʠʟโƜɾ˘ˆƟ˺ɼɱʂఙثɿɖʟ˴ʿˊʶʦࠟʞΆɘƅ
஦ɿ଱Ыछшɿɸɘɺમෳɫɾɠʝƅ೾ށɾ१ූ࣐ټʦஂλଯɿ๲ѽɭʟɳʕʂ൘൚໱ʦӁʇʒɭƆ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

Șƈ१അʂ଱Ыঞ๿ƄșƈछшʹƟ˧๲໱ƄȚƈछшʹƟ˧๲໱ᱶƄțƈड़ʂछшƄȜƈड़ʂछшᱶƄȝƈࣳഅʂ౪ࣴঞ๿Ƅ
Ȟƈࣳഅʂ౪ࣴঞ๿ᱶƄȟƈʒɼʕɼʉʞɟɜʞƄƽ੓ోѾ׋࠯ʃ਻෣׋࠯ƅɱʠΙҙʂ׋࠯ʃĀĔĔĒʦๆɘɳʱ˺˰ʫ˺Ɖ˱ʩ
˲ˆʫ˧׋࠯ʦา଑ɫɺɘʒɭƆèëëìʦɧʒʕɿҷ௨ɭʟʜɚɞԱɘɫʒɭƾ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

Ճද˳ˤƟˏÜÖËƉү׋࠯ʂࢡ˳ˤƟˏÚÖËɻ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ь൘൚

Ճද˳ˤƟˏƉڤ׋࠯ʂࢡ˳ˤƟˏɻʃƅՒߧࡧʂ঎෻ɟʝƅ۳զɻࠟʞΆɷɳ௅฻ɿɸɘɺ।ɫɣ๲ѽɫƅ঑෗ɻɡʟɟʦ಻
ьɭʟƆ஦ɿՃද˳ˤƟˏɻʃƅ೾ॅʂ׋࠯ѾɻΆɷɳˏ˛ˊʶɿԟ໓ɭʟ঎෻ɟʝƅۊ౮ɾഇฅɿɟɟʣʟ१ූ࣐ټʦ໱๲๼
ɺɺ঑෗ɭʟɧɼɠɻɡʟɟʦ಻ьɭʟƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

ඕ׋࠯ɻʃ੺ɿ۳զ௅฻ʦΔՒɭʟɴɥɻɾɣƅ१ੁӁʂԷ৐ଯɾ۪ɜ൘ɿɸɘɺƅ໱๲ଯɿ঑෗ɻɡʟʜɚɿɾʟɧɼʦෳଯ
ɼɫɺɘʒɭƆ׋࠯௅ɻʖߗ࣢߸դʦࠬɥ೒ɥʒɭʂɻƅդ෻୅ʃুਹɻ֩ยɫƅդ෻ʦ٪ɸɥʟɧɼƅɱʂդ෻ɿ୿ɜʟɚʟ
˴ʿˊʶʦ੾ɭɧɼƅʦؒ໐ɫɺɘɡʒɫʛɚƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

Ɗ۳զ࠹Ӂڤߏʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆࡁ୾ɻӁࢆ۪ދƉࢆˠ˲ʂָѕ˳ۘۿঽɿߏɫɺɘɾɘञʃƅ࠹ɻ१അʦ๯ۘۿƊ࠹ঽӁߏ
ʦ۱ɚɧɼƆࡁ௅฻ʂ೹׋࠯ʃƅڤ
ඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

߸෻ʘդ෻ʃɾʟʍɣ׋࠯યɿࠬɥ೒ɥʒɭƆ˨Ɵ˲ɻ߸෻୾ɖʟࣟ܄ɿʃÎĐÔĐĆęĘĚčĆėĆÖØØÞæČĒĆĎđÔĈĔĒÏɿɺीࠬߗɥ೒ɥʒɭ
Ɔ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

ඕ۳զɠƅʓɾɩʧɠङʂѾʞʂ१അʂʉʟʒɘʘɱʠʝʂԟʣʞ܄ɘɿ׀යʦߖɵƅɱʂ˘ˆƟ˺ʘ˴ʿˊʶɿɸɘɺ۪ɜʟ
ʆɼɸʂɡɷɟɥɿɾʠʄۉɘɻɭƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

೔ۆ௰୞ʂܞ

஦ɿޡๆɫʒɯʧƆԟ໓ഇฅɿɸɘɺɩʝɿગߨʦऍʕɳɘӁ१ɿʃΙчʂࢆ۪ދʦɞɭɭʕɫʒɭƆ

ָѕࢆ



чՒʂʖʂΙҙɿʖƅ׀යʂɖʟഇฅʦɨ৷કɘɳɴɥʠʄԟ໓यࢆʦࣅѻɭʟɧɼɠɻɡʒɭƆ

१ੁӁ௡෾Ƅ੓ș౦ÆÕÆ௟ඕ१ੁӁѼƄയÆàÆୱ֣шӁஔञÆÒØÖ×ØÆÒïùèôàßÝÞÚÞÖÝßÖÝÞÙÖ
γ୆ޫƉਪโड़ƉࡰԋʂѕӁƄ१ੁӁʂມηะ܄ʌÆÕÆ෾໷۝෗Ɖ๼෱นฆƄയÆàÆ֣୙੒ӁӁࡥࡦ౦ѼÆÒØÖ×ß
ÒïùèôàßÝÞÚÞ×ÚÖÖ×ßÖÙ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

਻෣ɼРҿ׋࠯ʂഖๆ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁ߹ٲȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ
ฅਧÆ؝λƅϔฅÆฯλƅӬÆ࠽௸ƅऍތÆ۝ƅݥݶÆउޤƅયл೜Æהƅތٵ
ใƅॿਧƄ๲ગƅз୉Ƅຉλƅ୔ೱƄ଴฀ƅஆඕƄޫࢮƅָθ޲Д߳ࣷφ
ƅࢱಗÆ϶ޫ

੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ×ûÞÚÜเ௟Ɖځߗ ُÙƅُÚ

ਪԻɿʣɳʟ१ූ࣐ټʦѽॾɫƅ१അʂਪโड़ʦ๲ѽɭʟɳʕʂԷ৐ଯɾՠࡦʦࡁணɭʟɳʕƅਪโɾഇฅʂছ෾ָӸʂޱ஖ʂ
ʖɼɿƅɩʒɪʒɾ߹ٲʘԘݺʦ۱ɚƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ɱʠɲʠʂ٥֋ഇฅʂ߹ٲʂԷ৐ՠࡦʦࡁணɭʟɼɼʖɿƅඡѾʂ˳ˤƟˏݩढ़ʦ૳ɫɺԘݺʘ߹ٌٲїʦ໱๲ଯɿՒࡧɭʟՠ
ணɭʟƆࡁʦࡦ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ƭȘƮʳʫˇ˺ˀ
ƭșƮक़۷ځ৔ɿʜʟêôçʂউઐɼʩʳ˴Ɵˀʹ˲୊Չϸஓ
ƭȚƮ˞˴ˏ˞˰ˀˏʂ੺๸
ƭțƮ˞˴ˍʩƟ˃ӑड़ʂ಻ь
ƭȜƮˆ˺˘ʶ߸ʂùêù୊Չϸஓ
ƭȝƮ˦ˋ˗ˈʦๆɘɳӽҹࠬ฻ɼ౞ࠄʂ۱ஓ߹ٲ
ƭȞƮʭʮˀˆ˺˝˴ˊˍʪ˺ʷ൚ɿʜʟݔൟܙҳˆ˺˘ʶ߸ˈˬƟ˝˱˺ʂࡥ٠
ÎȟƮʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ү߹ٲ௅฻ɨɼɿඡѾ˳ˤƟˏʦଚࡥɫɺʖʝɘƅү˳ˤƟˏƭ×ÖÖ୅භ୅Ʈʂചה୅ʦ݂࠿ढ़ংɼɭʟƆوॹɞʜʇ˳ˤƟˏර
ଚࡥʃÖ୅ɼɾʞढ़ংɿ૥ɵɿ౞ϴɩʠʟʂɻશΤɭʟɧɼƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ү߹ٲ੽୻ࠋɠ˳ˤƟˏʂۚढ़Ɖٌїʂʒɼʕ൘Ɖय಺ݩढ़ʂՠࡦƉ۪ݺƉѨ੕ɟʝƅ໱๲ଯɿՒࡧɭʟՠࡦɠङɿɸɘɺɘʟ
ɟʦ৺܄ଯɿ౜ઐƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

๯࠹ʦԼ൷ɭʟࠋʃƅߏঽɿ಩ɮчՒ۪ދûøò๨ʂ१അӁָθೱѼˢƟ˧ˡƟʿʦࢻދɭʟɧɼƆܞ௰ʃߏঽѨ੕ʦଚߟɫɺɖʟ
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๯࠹ʦԼ൷ɭʟࠋʃƅߏঽɿ಩ɮчՒ۪ދûøò๨ʂ१അӁָθೱѼˢƟ˧ˡƟʿʦࢻދɭʟɧɼƆ१അӁ߹ٲȘɟʝʂωɡਞɘɺ
ʂࠬ۳ɠ൷ʒɫɘɻɭƆ१അӁ߹ٲșʂʓʦࠬ۳Լ൷ʂࣟ܄ʃƅߏঽɿ˨Ɵ˲ƭчՒ໓๢গࢻދƮɻ໓๢ɫƅࣣߏʦ঑෗ɫɺɣ
ɴɩɘƆӁ१ָθ٥֋ݍқ࢒қസٰƭඕӁࠟʞΆɘƮʒɳʃɱʂ਩ʂ଱ๆя௾ɾസٰɿ಩ɮю௡ɫɺɘʟɧɼƆߢङʂю௡ɠ೑
෗ʂࣟ܄ʃƅӁ१޲ДѨƭ܎ഓʴ˪˺˘ˀƄè୴ȘҕƮɿ൥෻ɫƅ಩์ɿЫɬɺю௡ɫɺɣɴɩɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

าࡁʃ಩ɮ۱ɘƅ߹ࡼࠡٲʂʾˬ˦˳Ɵʾˮ˺ʦɫɺɞɣɧɼɠ൷ʒɫɘƆ
˳ˤƟˏݩढ़ʃ߹ٲ௅฻ʂ೹ࡁɻɖʟɼஔߗɿƅԘݺƉ߹ٌٲїɟʝʱ˱ʿˑ˲ɾ۪ݺʦ۱ɚؒ໐ʂࣟɻʖɖʟƆ੒ઉɾ౎২ʦ
໱๲ଯɻ෗҂ɾഓࣂɻ঑෗ࡥ๝ʟʜɚඡࡊ३छɫɺ๔ɫɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

੒ӁָθवछՆۚƄéÛÖÙƄ१അ֩ஔƄƭُÓץÆßƊÙÖÓ×ÜƊÙÖƮ
ĘĊĎćĚęĚæĘĜĆđđĔĜÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ
ʒɮʃ˨Ɵ˲ɿɺʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦɼʟɧɼƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१ූ࣐ټʦ૰֋ɭʟ߹ࠡٲઓʘ਻࣐ʃƅפ௰ʒɭʒɭਪԻɿʣɳʟɼɼʖɿۿ୞шɫɸɸɖʟƆɧʂƹ१അӁ߹ٲƺɿʜɷɺƅ
ɳɴ੺ɿָѕࢆɾɽɟʝணʝʠʟગߨʂʓɻʃɾɣƅߢङʂ߹ٲ৭ݩʦ૳ɫɺƅ१ූ࣐ټʂ෣ళɩƅ೑ްթɩƅۇෆɩʦਹணɫ
ɺ๔ɫɘƆߊ۪ދດ୾ʃñûòĎöࢻދʂɧɼƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

१അӁ߹ٲȘɟʝωɡਞɘɺʂࠬ۳ɠ൷ʒɫɘƆʲʯ˲ʂѽ൯ɿɸɘɺʃาࡁ˞˱˺ˏʦజ೘า଑ƆöéʦๆɘɺʂˎƟˆѽॾʖ
ईՑɿ஖௡า଑ɻɖʟƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



१അӁ߹ٲȘࡾ௟ɿ෌࢓జ೘ɫɳʖʂʦزਞ๭ๆ

ָѕࢆ

čęęĕĘàÕÕđĎćÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕÕĐĚđĎĕÕÜÙßÕ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അӁƄ߹ٲ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁ߹ٲșҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ
ॿਧƄ๲ગƅࢱѡƄࣶܶƅз୉Ƅຉλƅ୔ೱƄ଴฀ƅஆඕƄޫࢮƅ
౲୉Ƅৼޫƅ௚ݟƄ໳љޫ

੺Λॅ

੓ÚʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ÚûÞÚÙเ௟Ɖځߗ ُÙƅُÚ

ਪԻɿʣɳʟ१ූ࣐ټʦѽॾɫƅ१അʂਪโड़ʦ๲ѽɭʟɳʕʂԷ৐ଯɾՠࡦʦࡁணɭʟɳʕƅਪโɾഇฅʂছ෾ָӸʂޱ஖ʂ
ʖɼɿƅɩʒɪʒɾ߹ٲʘԘݺʦ۱ɚƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ɱʠɲʠʂ٥֋ഇฅʂ߹ٲʂԷ৐ՠࡦʦࡁணɭʟɼɼʖɿƅඡѾʂ˳ˤƟˏݩढ़ʦ૳ɫɺԘݺʘ߹ٌٲїʦ໱๲ଯɿՒࡧɭʟՠ
ணɭʟƆࡁʦࡦ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ƭȘƮ˫ːʲ˱ʂҖҵষ੝۱ஓ߹ٲ
ƭșƮʲʯ˲ʂѽ൯
ƭȚƮ˒˶ˏ˱ʂࡾՃ᝭Ԙݺ
ƭțÏ ݺʶ߸ʂԘ˘˺ˆڶط
ƭȜƮöéø൚ᱡ
ƭȝƮöéø൚ᱢ
ƭȞƉȟƮɧʠʒɻʂ˳ˤƟˏʂ۳಻Ɖʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ү߹ٲ௅฻ɨɼɿඡѾ˳ˤƟˏʦଚࡥɫɺʖʝɘƅү˳ˤƟˏƭ×ÖÖ୅භ୅Ʈʂചה୅ʦ݂࠿ढ़ংɼɭʟƆوॹɞʜʇ˳ˤƟˏර
ଚࡥʃÖ୅ɼɾʞढ़ংɿ૥ɵɿ౞ϴɩʠʟʂɻશΤɭʟɧɼƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ү߹ٲ੽୻ࠋɠ˳ˤƟˏʂۚढ़Ɖٌїʂʒɼʕ൘Ɖय಺ݩढ़ʂՠࡦƉ۪ݺƉѨ੕ɟʝƅ໱๲ଯɿՒࡧɭʟՠࡦɠङɿɸɘɺɘʟ
ɟʦ৺܄ଯɿ౜ઐƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

๯࠹ʦԼ൷ɭʟࠋʃƅߏঽɿ಩ɮчՒ۪ދûøò๨ʂ१അӁָθೱѼˢƟ˧ˡƟʿʦࢻދɭʟɧɼƆ१അӁ߹ٲȘɟʝʂωɡਞɘɺ
ʂࠬ۳ɠ൷ʒɫɘɻɭƆ१അӁ߹ٲșʂʓʦࠬ۳Լ൷ʂࣟ܄ʃƅߏঽɿ˨Ɵ˲ƭчՒ໓๢গࢻދƮɻ໓๢ɫƅࣣߏʦ঑෗ɫɺɣ
ɴɩɘƆӁ१ָθ٥֋ݍқ࢒қസٰƭඕӁࠟʞΆɘƮʒɳʃɱʂ਩ʂ଱ๆя௾ɾസٰɿ಩ɮю௡ɫɺɘʟɧɼƆߢङʂю௡ɠ೑
෗ʂࣟ܄ʃƅӁ१޲ДѨƭଈ۠੓λʴ˪˺˘ˀƄӁ१˂˺ˆƟÎè୴ȘҕÏƮɿҷ௨ɫƅ಩์ɿЫɬɺю௡ɫɺɣɴɩɘƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

าࡁʃ಩ɮ۱ɘƅ߹ࡼࠡٲʂʾˬ˦˳Ɵʾˮ˺ʦɫɺɞɣɧɼɠ൷ʒɫɘƆ
˳ˤƟˏݩढ़ʃ߹ٲ௅฻ʂ೹ࡁɻɖʟɼஔߗɿƅԘݺƉ߹ٌٲїɟʝʱ˱ʿˑ˲ɾ۪ݺʦ۱ɚؒ໐ʂࣟɻʖɖʟƆ੒ઉɾ౎২ʦ
໱๲ଯɻ෗҂ɾഓࣂɻ঑෗ࡥ๝ʟʜɚඡࡊ३छɫɺ๔ɫɘƆඕӁɻʃ×੺ΛɖɳʞʂӁߗ࠹ԝʦÚÛߗԝɼɫɺɘʒɭƆඡѾʂ׋࠯
ɿɖʣɯɺߏঽӁ࠹ƉڤߏӁ࠹ʦ۱ɷɺɣɴɩɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

੒ӁָθवछՆۚƄéÛÖÙƄ१അ֩ஔƄƭُÓץÆßƊÙÖÓ×ÜƊÙÖƮ
ĘĊĎćĚęĚæĘĜĆđđĔĜÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ
ʒɮʃ˨Ɵ˲ɿɺʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦɼʟɧɼƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१ූ࣐ټʦ૰֋ɭʟ߹ࠡٲઓʘ਻࣐ʃƅפ௰ʒɭʒɭਪԻɿʣɳʟɼɼʖɿۿ୞шɫɸɸɖʟƆɧʂƹ१അӁ߹ٲƺɿʜɷɺƅ
ɳɴ੺ɿָѕࢆɾɽɟʝணʝʠʟગߨʂʓɻʃɾɣƅߢङʂ߹ٲ৭ݩʦ૳ɫɺƅ१ූ࣐ټʂ෣ళɩƅ೑ްթɩƅۇෆɩʦਹணɫ
ɺ๔ɫɘƆߊ۪ދດ୾ʃñûòĎöࢻދʂɧɼƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ



१അӁ߹ٲȘɟʝʂωɡਞɡʂࠬ۳ɠ൷ʒɫɘƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ

१അӁ߹ٲȘʂࡾ௟ʳʫˇ˺ˀɿɺ෌࢓జ೘ɫɳʖʂزਞ๭ๆ

ָѕࢆ

čęęĕĘàÕÕđĎćÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕÕĐĚđĎĕÕÜÙßÕ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അӁƄ߹ٲ

ʴƟ˶Ɵː



జ೘า଑࢓௟үѾƭÚÕ×ØƇ×ÚƇ×ÛƮɿ෌ࡾٲ߹

ָѕࢆ

čęęĕĘàÕÕđĎćÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕÕĐĚđĎĕÕÜÙßÕ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അӁƄ߹ٲ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁ߹ٲȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ
ฅਧÆ؝λƅϔฅÆฯλƅӬÆ࠽௸ƅऍތÆ۝ƅݥݶÆउޤƅયл೜Æהƅތٵ
ใƅॿਧƄ๲ગƅз୉Ƅຉλƅ୔ೱƄ଴฀ƅஆඕƄޫࢮƅָθ޲Д߳ࣷφ
ƅࢱಗÆ϶ޫ

੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ×ûÞÚÝเ௟Ɖځߗ शÙƅशÚ

ਪԻɿʣɳʟ१ූ࣐ټʦѽॾɫƅ१അʂਪโड़ʦ๲ѽɭʟɳʕʂԷ৐ଯɾՠࡦʦࡁணɭʟɳʕƅਪโɾഇฅʂছ෾ָӸʂޱ஖ʂ
ʖɼɿƅɩʒɪʒɾ߹ٲʘԘݺʦ۱ɚƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ɱʠɲʠʂ٥֋ഇฅʂ߹ٲʂԷ৐ՠࡦʦࡁணɭʟɼɼʖɿƅඡѾʂ˳ˤƟˏݩढ़ʦ૳ɫɺԘݺʘ߹ٌٲїʦ໱๲ଯɿՒࡧɭʟՠ
ணɭʟƆࡁʦࡦ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ƭȘƮʳʫˇ˺ˀ
ƭșƮक़۷ځ৔ɿʜʟêôçʂউઐɼʩʳ˴Ɵˀʹ˲୊Չϸஓ
ƭȚƮ˞˴ˏ˞˰ˀˏʂ੺๸
ƭțƮ˞˴ˍʩƟ˃ӑड़ʂ಻ь
ƭȜƮˆ˺˘ʶ߸ʂùêù୊Չϸஓ
ƭȝƮ˦ˋ˗ˈʦๆɘɳӽҹࠬ฻ɼ౞ࠄʂ۱ஓ߹ٲ
ƭȞƮʭʮˀˆ˺˝˴ˊˍʪ˺ʷ൚ɿʜʟݔൟܙҳˆ˺˘ʶ߸ˈˬƟ˝˱˺ʂࡥ٠
ÎȟƮʒɼʕ

ѳظʂҞ์ɼ׋࠯

ү߹ٲ௅฻ɨɼɿඡѾ˳ˤƟˏʦଚࡥɫɺʖʝɘƅү˳ˤƟˏƭ×ÖÖ୅භ୅Ʈʂചה୅ʦ݂࠿ढ़ংɼɭʟƆوॹɞʜʇ˳ˤƟˏර
ଚࡥʃÖ୅ɼɾʞढ़ংɿ૥ɵɿ౞ϴɩʠʟʂɻશΤɭʟɧɼƆ

ढ़ং಻ь൘൚

ү߹ٲ੽୻ࠋɠ˳ˤƟˏʂۚढ़Ɖٌїʂʒɼʕ൘Ɖय಺ݩढ़ʂՠࡦƉ۪ݺƉѨ੕ɟʝƅ໱๲ଯɿՒࡧɭʟՠࡦɠङɿɸɘɺɘʟ
ɟʦ৺܄ଯɿ౜ઐƆ

ढ़ং಻ьԷࡵ

๯࠹ʦԼ൷ɭʟࠋʃƅߏঽɿ಩ɮчՒ۪ދûøò๨ʂ१അӁָθೱѼˢƟ˧ˡƟʿʦࢻދɭʟɧɼƆܞ௰ʃߏঽѨ੕ʦଚߟɫɺɖʟ
ʂɻƅߏঽѨ੕ʂѽ୿ʦ੓ȘѾʂ߹ߗࡁɿދߖʂɧɼƆݔ࣏ʃ१അӁָθೱѼˢƟ˧ˡƟʿɿݗبƆඵλʂڍߏɿಖɜɺƅ๯࠹
Ӂ१ʃӁ१ָθ٥֋ݍқ࢒қസٰƭඕӁࠟʞΆɘƮʒɳʃɱʂ਩ʂ଱ๆя௾ɾസٰɿ಩ɮю௡ɫɺɘʟɧɼƆ

๯ࣘ࠹ʂશΤƭԟ໓ѕෳࣣൎƮ

าࡁʃ಩ɮ۱ɘƅ߹ࡼࠡٲʂʾˬ˦˳Ɵʾˮ˺ʦɫɺɞɣɧɼɠ൷ʒɫɘƆ
˳ˤƟˏݩढ़ʃ߹ٲ௅฻ʂ೹ࡁɻɖʟɼஔߗɿƅԘݺƉ߹ٌٲїɟʝʱ˱ʿˑ˲ɾ۪ݺʦ۱ɚؒ໐ʂࣟɻʖɖʟƆ੒ઉɾ౎২ʦ
໱๲ଯɻ෗҂ɾഓࣂɻ঑෗ࡥ๝ʟʜɚඡࡊ३छɫɺ๔ɫɘƆ

࠹ӁڤߏঽƉߏ

੒ӁָθवछՆۚƄéÛÖÙƄ१അ֩ஔƄƭُÓץÆßƊÙÖÓ×ÜƊÙÖƮ
ĘĊĎćĚęĚæĘĜĆđđĔĜÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕ
ʒɮʃ˨Ɵ˲ɿɺʩˤʫ˺ˏ˨˺ˏʦɼʟɧɼƆ

ʱ˜ʪˀʩ˶ƟƉ໓๢গ

१ූ࣐ټʦ૰֋ɭʟ߹ࠡٲઓʘ਻࣐ʃƅפ௰ʒɭʒɭਪԻɿʣɳʟɼɼʖɿۿ୞шɫɸɸɖʟƆɧʂƹ१അӁ߹ٲƺɿʜɷɺƅ
ɳɴ੺ɿָѕࢆɾɽɟʝணʝʠʟગߨʂʓɻʃɾɣƅߢङʂ߹ٲ৭ݩʦ૳ɫɺƅ१ූ࣐ټʂ෣ళɩƅ೑ްթɩƅۇෆɩʦਹணɫ
ɺ๔ɫɘƆߊ۪ދດ୾ʃñûòĎöࢻދʂɧɼƆ

Ӂ१ʌʂ˨ˊ˂Ɵʿ

੽୻ࠋɠλೱڱ੐ɭʟʂɻƅ߹ࡁ௅฻ɞʜʇ߹ٲ൘൚ʂݔ࣏ɠঽ௰ʂʖʂɼλೱബۖɿɾɷɺɘʒɭƆ

೔ۆ௰୞ʂܞ



జ೘า଑࢓௟үѾƭÚÕ×ØƇ×ÚƇ×ÛƮɿ෌ࡾٲ߹

ָѕࢆ

čęęĕĘàÕÕđĎćÔĐĔćĊÓĚÔĆĈÔďĕÕĐĚđĎĕÕÜÙßÕ

ດ୾ߊ۪ދƉࢆ۪ދ

௟ඕګ

ګٿๆޡɿɞɥʟ׋࠯

१അӁƄ߹ٲ

ʴƟ˶Ɵː



१അӁ߹ٲȘҔ۳ѕෳ෕

੽୻ָφ
ฅਧÆ؝λƅϔฅÆฯλƅӬÆ࠽௸ƅऍތÆ۝ƅݥݶÆउޤƅયл೜Æהƅތٵ
ใƅॿਧƄ๲ગƅз୉Ƅຉλƅ୔ೱƄ଴฀ƅஆඕƄޫࢮƅָθ޲Д߳ࣷφ
ƅࢱಗÆ϶ޫ

੺Λॅ

੓×ʶʰƟˆƟ

Ҕ۳׫ഇ

×ÔÖ੺Λ

ˑ˺˗˱˺ʷʺƟːû×ìí×ÖÖ ԝӍʺƟːߗ ×ûÞÚÞเ௟Ɖځߗ ෱Ùƅ෱Ú

ਪԻɿʣɳʟ१ූ࣐ټʦѽॾɫƅ१അʂਪโड़ʦ๲ѽɭʟɳʕʂԷ৐ଯɾՠࡦʦࡁணɭʟɳʕƅਪโɾഇฅʂছ෾ָӸʂޱ஖ʂ
ʖɼɿƅɩʒɪʒɾ߹ٲʘԘݺʦ۱ɚƆ

˥ʂˍƟ׋࠯

ɱʠɲʠʂ٥֋ഇฅʂ߹ٲʂԷ৐ՠࡦʦࡁணɭʟɼɼʖɿƅඡѾʂ˳ˤƟˏݩढ़ʦ૳ɫɺԘݺʘ߹ٌٲїʦ໱๲ଯɿՒࡧɭʟՠ
ணɭʟƆࡁʦࡦ

ʂஃ੬ෳವ׋࠯

ƭȘƮʳʫˇ˺ˀ
ƭșƮक़۷ځ৔ɿʜʟêôçʂউઐɼʩʳ˴Ɵˀʹ˲୊Չϸஓ
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参考資料 2 アンケート調査の結果 

アンケート項目 

設問

1 
予習復習 

この授業に関して、平均して毎週どれく

らい自己学修(予習、復習を含む)をしま

したか。  

1 １８０分以上 

2 １２０分以上－１８０分未満 

3 ６０分以上－１２０分未満 

4 ３０分以上－６０分未満 

5 ０－３０分未満 

設問

2 
授業理解 

この授業の内容はよく理解できました

か。  

1 そう思う 

2 どちらかといえばそう思う 

3 どちらともいえない 

4 どちらかといえばそう思わない 

5 そう思わない 

設問

3 
シラバス 

シラバスに書かれている到達目標をあな

たはどの程度達成できたと思いますか。 

1 十分に達成できた 

2 ある程度達成できた 

3 どちらともいえない 

4 あまり達成できなかった 

5 達成できなかった 

6 到達目標が分からない 

7 シラバスを読んでいない 

設問

4 
授業改善 

この授業でより工夫してほしい事項があ

ればチェックしてください(複数可)。 

1 担当教員の授業への熱意 

2 担当教員の学生に対する接し方 

3 担当教員の話し方 

4 板書、教材、ビデオ等 

5 シラバス 

6 授業の進み方・計画性 

7 特になし 

設問

5 
意見・要望 

この授業を振り返って自らの学修に関す

る感想や、授業をより良くするための意

見・要望があれば書いてください。  

自由記述   

設問

6 
総合判断 

総合的に判断して、この授業は有益であ

ったと思いますか。  

1 有益であった 

2 どちらかといえば有益であった 

3 どちらともいえない 

4 どちらかといえば有益ではなかった 

5 有益ではなかった 

  



 

2019年度基礎教養科目（生物学 A、B、C） 

 

5.自由記述（誤字脱字を修正するとともに、「特になし」などの記述は省いた。） 

 ・分かりやすいレジメでした。 ・比較的身近な事柄から、少し専門的なところまで、

興味を持って聞ける内容だったのでよかったです。 ・板書の文字が少し小さい。とくに

図がほぼ見えないです。 ・板書がとても見やすかったので、複雑な内容でも何とかつい

て行くことができました。 ・生物の基本用語も一から説明していただけたので、生物を

履修していなくても理解しやすかったです。 ・高校で生物基礎しかとっていなかったけ

ど、十分に理解できました。教養としての生物学はとても面白かったです。ありがとうご

ざいました。 ・興味があった生物の学習を楽しくしっかりできたと思う。 ・高校の振

りかえりにもなって楽しかった。 ・板書はもう少しきれいに、大きな字でしてほしい。

授業内容自体は興味深かった。 ・難しい。言ってる意味がわからないことが多い。 ・

すごく面白い授業でした。遺伝子ドライブやウイルスの増殖の仕方の話が特に好きでし

た。 ・ところどころで小テストを挟むことで、より内容が頭の中に残った。 ・生物学

を高校の時にとっていない人でもわかりやすいもので理解しやすかった。また毎週出る課

題が授業内容をうまく復習できるような課題だったため、とても大変ではあったがこなす

ことによる復習で知識が定着していると実感することができた。課題の文字数は少し少な

くしていただけるとより抵抗なく課題に挑めるのではないかと個人的には感じたが、それ

でも BEEFにあらかじめ挙げてある資料や復習にもなる課題など、勉強する材料がすでに

そろっていたのでしっかり学修することができた。 ・問題の表示が短い。 ・理系の知

識があまりない私としては、生物の授業は新たな知識をたくさん獲得できる授業であった

ので楽しかったです。 ・授業を早く終わらせてくれるのはとても嬉しいです。 ・分か

りやすかった。 ・興味深い内容が多かったです。ありがとうございました。 ・レポー

ト課題が多すぎます。授業の合間にあるクエスチョンが過度に難しい場合がありま



 

す。 ・毎週出されるレポート課題が難し過ぎたように感じた。インターネットで調べれ

ば出てくるようなものにして欲しい。 ・わかりやすい授業でしたが、内容が難しかった

です。スライドが充実していてとても良かったです。 ・非常に面白かったのですが、同

時にとても難解だと感じました。特に、図が何を表しているのかが途中からわからなくな

ってしまうことが多かったです。ただ、この内容をこれ以上分かりやすく説明するのは難

しいんだろうとも思いました。そういう意味では、とても分かりやすい講義でした。 ・

毎週出されるレポートの評価が知りたいです。遅くてもいいので開示して頂きたいで

す。 ・分かりやすく、楽しい授業でした。ありがとうございました。 ・授業のスピー

ドが少し早かったです。毎回理解に戸惑った際に、しっかりと考えることができませんで

した。そして、小テストのための問題を表示する時間が短かったのでもう少し伸ばしても

らいたかったです。 ・生物を高校で学習しなかったのですが、とても分かりやすかった

です。 ・専門外の学生でもわかりやすく、ある程度専門性のある内容であったので非常

によかったと感じる。ただ、自分の学修態度が悪かったせいで理解度は良くなかった。学

部的に全く学習しない内容であったが、自分の生活と結びつく内容であったため非常に有

意義な科目であると感じた。 ・図、ビデオなど、視覚的な資料が多く、ほぼ初学の私で

も理解しやすかった。たまに小テストがあるのも覚え直せるので助かった。 ・小テスト

で知識を確認できました。 ・授業面白かったです。生物学の話を聞くと、大きな歴史の

流れを感じるのでとても考えさせられました。 ・遅刻者や授業中の私語が多く、気が散

る。 ・ガンなどの疾患が起こるメカニズムがある程度わかった。 ・私語をしている生

徒に注意してほしかった。 ・小テストをできれば返却してほしかったです。 ・今まで

あまり興味のなかった分野だったが説明が丁寧で、楽しんで話を聞くことができた。た

だ、時々出てくる用語の意味が分からないことも多かった。 ・たくさんのカラフルなイ

ラストのおかげで学修がはかどった。 ・毎週授業が楽しみです。 ・眠くなるので簡潔

に話してほしい。 ・授業後に演習問題があることで，頭の中でその回の授業内容がまと

まった。 ・生物学の専門的な知識と日常生活との関連についての話が多かったため、理

解しやすかった。 ・最後のまとめが良かった。知っていることが大切。 ・生物の生育

環境に適応しつつ生きる姿をたくさん見ることができて面白かったです。 ・生物学を通

して社会問題を捉えられるということが新鮮で、理系の分野から社会を見るという視点も

得られた。 ・話題が多様にあって、文系の私でも興味が持てる内容だった。面白かった

です！ ・専門知識がなくても授業内容を理解することができました。興味深い授業でし

た。日常につながることが非常に多く、いろんな事柄に考察を深めるきっかけを得る授業

になった。 ・生物学の視点から様々な社会問題についての話も聞くことができ、おもし

ろかった。 ・生物選択をしてない学生でもわかる内容になっていて、退屈さを感じさせ

ない内容だった。結構多くの内容が紹介されるので、スライドの最後に、その日の講義内

容のまとめがあると、レポート作成がよりしやすいかなと感じた。 ・しょうがないとし

か言えないのだが、画像が少しグロテスク。 ・生物学について、僕には高校で少しだけ



 

やった生物基礎の知識しかなく、最初は不安でしたが、授業がわかりやすく難しい内容も

なんとか理解出来ました。 ・手書きのノートの基準を最初にはっきりして欲しかったで

す。パソコンで打ち込んだものまで不可と聞いていたので、タブレットに手書きしていま

したが、不可と言われました。また膨大な量のノートを作り直すのは面倒です。 ・私語

について厳しく対応してほしい。 ・全員資料を BEEFに載せて欲しいです ・内容の重

複も多く、反復して学ぶことができた。 ・井上教授以外の教授のレジュメも BEEFにあ

げていただきたかったです。 ・楽しかった。 ・内容が難しい。 ・生物学の専門的な

知識と日常生活との関連を解説する時間が多かったため、理解が深まった。 ・難しい授

業だったが、流れをもって少しずつ学ぶことができた。これからがんにならないような生

活をしようと思う。 ・がんは自らの人生に大きく関係するものであるが、専門的な内容

が多く、網羅することは厳しいと思った。 ・仕組みや過程に重きを置いて説明して頂け

たので、要旨を理解することはできた。一方で、仕組みや過程の説明の中でどうしても専

門用語が多くなると、前提知識がない身にしてみるとかなりきつい部分もあった。 ・専

門用語の理解があまりできなかったので、もう少し時間をかけて勉強すべきであっ

た。 ・単なる出欠だけではなく授業内容を最後に振りかえる問題があったのがいいと思

った。 ・面白かった、生きていく上で非常に有用だとおもう ・難しいところもありま

したが、理解しようと努力しました。高校生物を習っていてよかったと思いました。 ・

内容が難しかったので、自分で復習する必要があった。 ・わりと高度な内容で楽しかっ

たです。 ・専門的な内容が多すぎて、分かり辛かったです。また、専門用語の解説が僕

たちに理解できるレベルではなく、授業の速度も速かったため、理解が追いつきませんで

した。 ・少し難しい専門用語もあったが、用語そのものよりも各物質の働きなどを重視

した授業内容だったので、理解しやすかった。もう少しわかりやすく教えてほしかった。

遅刻してくる人が多くて、授業の邪魔に感じたので、授業開始 15 分以降はもう出席点を

与えないとか、決めておいてほしかった。 ・何を理解して欲しいのかが分からな

い。 ・難しくてわからなかった。 
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5.自由記述（誤字脱字を修正するとともに、「特になし」などの記述は省いた。） 

 

少し難しい話題でも具体例を出しながらわかりやすく丁寧に説明していただいたので、よ

く理解できた。 ・高校で生物を履修していたので物足りないかと思っていましたが、と

ても面白く有意義な授業でした。質問対応もあって嬉しかったです。 ・事前に、ZOOMの

確認の日程も設定してくれたり、毎回 URLをメールで送ってくれたりと、丁寧にオンライ

ン授業を進めてくださり感謝しています。おかげで今こうして授業を受けられています。

授業内容は、難しい内容もありましたが、図や写真を使って詳しく解説していただき、大

まかに掴むことができました。 ・コロナや乳がんなど様々な病に関する知識がえられて

非常に勉強になった。質問返答コーナーやアンケートなども充実していて楽しかっ

た。 ・生物は未履修でしたが、理解しやすかったです。 ・zoomのクイズ機能を用いた

インタラクティブな授業をしてくださった。良い試みだったと思う。 ・わからない単語

も多かったですが、生物学ですので、どうしようもないです。 ・生物についての知らな

かった知識が知れて良かったが、先生の話し方が短調で、いまいちどの部分が大切な部分

なのかがよく分からなかった。 ・生物基礎や生物を習っていないと難しいと感じること

があった。 ・課題が 1回ずつあったので、習ったことの定着化ができたと思いま

す。 ・途中で投票があって、授業を聞くだけにならず、とてもよかった。他の先生方に

もやっていただきたい。 ・高校で生物を選択していたものにとっても初めて知ることが

たくさんあり楽しい授業だった。研究の画像がたくさん出てきて具体的でイメージしやす

かった。 ・授業と動画のおかげで振り返りもできて有意義だった。コロナウイルスなど

身近な話題も取り扱ってくれてよかった。 ・高校で習った生物についてより深く知るこ

とができてよかった。 ・内容がかなり濃く難しかったですが、その分毎授業ついていこ



 

うと集中できました。 ・専門外の内容を興味を持って学習できる貴重な機会であった。

ただ、全体的に専門的な用語が多く、それらが既知であることが前提として話されている

印象を受けた。 ・けっこう専門的な内容もやっているので、理解が難しかったところも

ありましたが、生物学の奥深さを知れました。学習の理解度確認もできる投票機能を利用

していたのがとてもよかったと思います。ありがとうございました。 ・生物学は高校の

授業でも勉強していましたが、この授業ではさらに詳しく、遺伝情報や生物の体について

知ることができました。遺伝子組み換えやクローン技術など、ニュースでよく聞く科学技

術について何が問題なのかも理解することができたと思います。 ・高校の生物基礎で学

習したことに加えて発展的な事項に関しても学べてとても楽しかったです。生物学という

分野に関してさらに興味を持ちました。 ・視覚的でわかりやすい資料が多くてよかった

です。ただ、生物を取っていない人にはわかりにくい専門用語などがあったので、そこも

詳しく解説してほしかったです。 ・授業や課題の難易度が高かったです。 ・生物基礎

ではない範囲がとても難しかったですが、頭をたくさん使ったと思います。でも、すこし

難しすぎる点もあって、文系生物基礎上がりの人間が１Q分で理解しきれたか、といわれ

たらそうでもないかもしれないと思いました。 ・授業の録画を公開してくださったた

め、復習がしやすかったです。また、授業中に過去のセンター試験に取り組むことで、自

分が受業内容を理解できたか確認できました。 ・センターの過去問を途中で入れるのは

とても良かったと思う。 ・授業をより良くするための個人的な意見です。毎回どの内容

も一つ一つのご説明が丁寧でした。そのためか、声のトーンが常にほぼ一定であり、何が

重要で何が補足説明なのか、また前後の話がどのように繋がっているのかわかりにくいと

きが少しあったように感じます。もう少し学生に語りかけて説明するように声のトーンを

変化させていただけると、授業内容がより頭に入ってくるかもしれないと思いまし

た。 ・身近な事例を生物学の知識を使って考えることができてよかった。 ・高校の生

物基礎の知識よりも、さらに深い知識を得ることができました。2Qの最初の方で、次の授

業前に前回の授業の復習や課題のために授業の録画を見ようと思ったら、すでに動画を見

ることができなくなっていたことがあったので、動画の公開終了がいつなのか明確に書い

てもらえたらありがたかったです。 ・難しかったです。 ・理系が苦手なわりに努力し

た。 ・リアルタイム授業で時々電波の環境上聞こえないことがあったが、授業ビデオを

BEEF 上にアップしてくださっていたため再度確認することが出来、確認とともに復習もす

ることが出来た。 ・生物に触れることは稀なので、興味深かったです。色々な写真や映

像を見られたのが良かったです。 ・私の知識がなかったせいで、初めて聞く概念などを

当たり前の知識として授業が進められてしまったことが多かったために授業についていく

ことが難しかったです。 ・すこし難しい。 ・先生の話し方に優しさを感じまし

た。 ・すごくわかりやすかったです。 ・レポート課題や授業を通じて、普段知りえな

い生物学の問題点や課題点を知ることができました。とても面白かったです。 ・授業の

資料配布をもう少し早めて欲しかった。 ・高校で習ったことのより専門的な部分が知れ



 

たので、とても面白かったです。 ・内容も難しく、評価基準も他の科目よりも厳しめで

はあったが、良い授業を学生に提供したいという教員の熱意はひしひしとこちらに伝わっ

てきた。大変熱い、良質な授業であったように思う。 

全く生物について知らなかったので、遺伝子を変えたりすることが実感としてわかないけ

ど最新技術がどんなものか知れて良かった。 ・レジュメを毎回授業前にダウンロードで

きるようにしてほしい。授業の際のスライドと多少異なっていても構わないので。 ・概

ね真面目に取り組めたと思います。 ・専門的な内容もあったけれど、面白かった。 ・

今まで知っていたようで知らなかった知識をたくさん得ることができ、とても有意義な講

義だったように思いました。課題をこなす際にも、授業で知ったことに加えて様々な情報

を知ることができて良かったです。 ・有益であった。 ・遺伝子組み換え食品や再生医

療などという今後の生活でも役立ちうる問題についてのレポートが課題だったの一石二鳥

だったなという気持ちです。 ・良かったです。 ・生物学の特に遺伝子組み換えや幹細

胞治療に関する社会的な問題についての知識が得られたためとても有意義であったと思う

し，現在注目されている様々な問題について考える良い機会となった。 ・丁寧に課題を

見てくださりありがとうございました。ひとつだけ、課題の採点基準がよくわかりませ

ん。（もちろん成績評価のために差をつけなければいけないことはわかっていますが、不

透明なので気になってしまいました）他は非の打ちどころなく、すごくためになりまし

た、ありがとうございました。 ・この授業は、教養の授業にしては興味がわく内容であ

った。講義の内容の内容を深堀するために自分で追加的に調べてみることもあったので、

取り扱う内容がとても面白かったのだと思う。また、授業の構成もよく、初めてのオンラ

イン授業とは思えないほどスムーズに授業が行われていた。 ・スライドがほとんど英語

だったので後で見返すときに困った。 ・初めてのオンライン授業だったが授業の進む速

さなども自分に合ってより理解しやすかった。 ・専門的な知識の一部は理解が不十分で

あったかもしれないが、学問分野の問題意識、活用の可能性については理解することがで

きたと思う。その点で、授業内容、担当教員の指導はよかったと思うが、授業中にチャッ

ト機能を使ったりする相互のやり取りがあれば、遠隔授業であっても参加感が得られてよ

かったと思う。 ・課題の提出方法と授業の行い方が明白になっていて、受講者としては

やりやすくてよかった。 ・教授が、毎回課題に対してご丁寧にフィードバックをしてく

ださったのでやる気が沸きました。 ・学生側を配慮した対応、課題の負荷を下げるな

ど、ありがたかったです。 ・パワーポイントの資料が一部英語で書かれていて、よく理

解できなかった。(特に専門用語)。オンライン授業の音声が聞き取りづらいことがあっ

た。受け手側の通信状況に問題がある可能性もあるので一概には言えないが。 ・課題の

難易度が無理のないレベルだったので負担が少なく、かつ授業の理解を深められる内容だ

ったので良かったです。 ・課題は訂正できる仕様にしてほしい。 ・特にオンラインで

も問題なく勉強できました。 ・授業で取り上げていただいた内容が、生物にあまり詳し

くない私でも興味を持ちやすいもので、楽しく聞けました。 ・後半の授業のレジュメ



 

が、専門性が増してきたのと相まって、少し難しかったので、もう少し日本語の説明を入

れるなどわかりやすくしてほしいです。 ・面白かったです。 ・植物の特性を理解でき

た。 ・コロナについてなどにも触れていただいて大変興味が持てました。話し方も優し

いので良かったです。ありがとうございました。 ・教材が多様であることがよかっ

た。 ・非常にわかりやすかった。 ・専門的な内容は少し難しかったですが、大まかな

流れは理解できたと思います。 ・遺伝について苦手意識を持っていたが、この講義を受

けて、よく理解できるようになった。 ・生物学は高校で専門的に履修したことが無かっ

たが、この講義では身近な例をきっかけに生体内のメカニズムなどについて非常に興味深

く学修することができた。他の履修生も含め、学生の疑問に対するフィードバックが知的

好奇心を満たすものになっていて非常に興味深かった。履修する側への先生のご配慮が大

変有難かった。生物学にはこれまで興味が無かったが、これまで受けた教養科目の中で最

も有益に学修ができた授業だったと感じた。 ・授業中のアンケートがおもしろかっ

た。 ・履修して良かったです、ありがとうございました。授業中に休憩がなく、トイレ

に行きたかったのに説明を聞き逃さないようにいかなかったため、体調が悪くなった。最

終レポートの課題提出期間が短いのであれば、もっと前もって課題内容を提示しておくべ

き。 ・より授業に参加できるともっと楽しいと思います！クイズなどはいい取り組みだ

と思いました。 ・生物に関する知識が蓄えられてよかった。 ・要点を絞ってお話して

くださったので分かりやすかったです。遺伝子により興味を持てました。 ・元々小テス

トだけで評価すると言っていたのに突然レポートが出されたのは困った。 ・高校で生物

学への苦手意識があったためこの授業を受けることが不安でしたが、説明やレジュメはわ

かりやすくオンライン授業であることを生かし授業途中で内容に関するアンケートを取る

など工夫されていて非常に楽しく受けることができました。 ・レジメの背景が黒だと印

刷してメモをとる際書き込んだものが見えないので、背景は白にしてほしいです。 ・と

ても難しかったです。 ・生命に関することを学ぶことが出来、よかったと思う。 ・生

物選択じゃないものにとっては、内容が難しすぎるうえ、課題が酷すぎる。 ・同じ内容

でも複数回説明してくださったため、分かりやすかった。 ・ずっとリモートで良い。あ

と期末課題についての意見であるが、誰がどのように記述しても同一の記述になるのが科

学であるので、「コピぺ」をするなと言うのなら、どこからどこまでがコピペになるのか

と言うガイドラインを示すべきである。 ・生物はならったことがなかったので非常に面

白かった。 

小テストの解説をもっと詳しくしてほしいです。 ・楽しかったです。 ・ズームの基礎

教養科目で、こんなに効率よくそれなりの学びができる授業は、本当に学費を払う価値が

ある。 ・塚本先生の授業、とても分かりやすくて楽しかったです。ありがとうございま

した。 ・いくつかの病気の知識を手に入れることができたのに加え、新型コロナウイル

ス・ノーベル賞を受賞した研究などのタイムリーな話題について学習出来て有意義であっ

た。 ・身近な現象を分かりやすく生物学的に説明してくださり、理解し易かった。 ・



 

生物学の中でも身近な話題を含んだ内容をより詳しく学ぶことができたので、とても有効

な知識を得られたと思いました。 ・生物学の特に身近に感じられるところに焦点を当て

て授業内で解説していたので、講義内容が日常で見知った内容だったこともありよく理解

できたと思う。 ・難しい話はぼーっとしていた。 ・身近な生物学についての現象を、

何となく理解することができたと思う。難しい表現をできるだけ用いずに解説してくださ

ったため、理解しやすかったように感じる。 ・専攻する分野ではないが、興味を持たせ

ていただけた。広い視野を持っていきたい。 ・いろいろな知識を身に付けられてよかっ

た。 ・毎週生物学に関する面白い話が聞けて、受講してよかったと思いました。この授

業を通じて生物学の面白さや深さを知ることが出来ると共に、文系の学生であっても生物

学の知識を活用できる場面があることを知りました。生物学と社会問題を絡めて講義が行

われた点が文系の学生からすると非常に興味深く、とても印象に残っています。 ・ほと

んど質問もない授業だったのでオンデマンド授業でも良かったのではないかと思っ

た。 ・わかりやすく、楽しめた。 ・難しかった。 ・高校で生物を履修していない私

には大いに難しく感じた。もう少し、ゆっくりとそして用語解説を丁寧にしてくださった

らうれしいと感じている。 ・ただでさえ難しいアポトーシスの反応をすべて英語で書か

れた資料で説明しても全く理解できない。また、用いられる図も複雑すぎるものや逆に簡

潔すぎるものもあり、学会発表の資料の流用が疑われる。さらに、課題の提出期限が 15

分程度しかなく、じっくり考えて提出することができないのでとても辛かった。私は今回

の内容に興味があって、授業を楽しみにしていたのに、あまり望んだものではなく非常に

残念だった。 ・高校の生物基礎の内容を深めて学んだり考えたりできたと思いま

す。 ・英語の資料が多くて和訳を書いてる内にどんどん授業が進んでしまい分からなく

なることが多かったです。授業で使う部分だけでもいいので日本語を書いておいて欲しか

ったと感じました。 ・新しい分野に関して詳しくなれました。 ・内容は難しかったで

すが回数を重ねるたびにわかるようになってきました。かなり毎週復習に時間を使いまし

た。 ・授業の途中の小テストで理解度を確認できてよかった。 ・内容が専門的過ぎて

理解に苦しんだ。授業は専門的でも面白いとは思うが、最終試験はその専門内容をテスト

するような単純なものではなく、倫理問題を議論するレポートなどにすれば、より生物学

と日常生活との関係が理解できて面白くなると思った。 ・文系で生物基礎しか受講して

こなかった自分にとっては難易度が高すぎました。初めて聞く単語ばかりでとてもついて

いけませんでした。 ・ネット環境に対する配慮が全くなかった。 ・高校の生物の授業

で習った細胞分裂や DNA の合成などについて、より詳しく知ることができました。授業資

料では多くのイラストで分かりやすく解説されていて、生物学に関する専門用語が出てき

ても内容が理解しやすかったです。 

  



 

2019 年度総合教養科目（地球史における生物の変遷、生物の環境適応、人間活動と地球生

態系） 

  

5.自由記述（誤字脱字を修正するとともに、「特になし」などの記述は省いた。） 

 

レジュメを beefにあげてほしい。面白かったです。でも、教科書買わなくてよかったと

思います。 ・人間活動が。いかに生態系に大きな影響を与えているか考えるきっかけを

得た授業でした。また、討論会などほかの授業ではないような形式が導入されていてため

になりました。ただ、課題が多すぎると思います。それと、テストの問題を教科書から出

す意味があるのかわかりませんでした。 ・丁寧だった。 ・討論会が授業内にあるな

ど、様々な取り組みがあってよかった。 ・よく準備された授業で、また、教授の取り組

み(課題へのフィードバックなど)もまめだった。 ・題材として挙げられた作品を手軽に

見る環境がなく、相談する友人もいないため BEEFでの課題がとても苦痛でした。それ以

外の点はとても楽しく、質問などの対応もしっかり行ってくださるため授業を受けられま

した。ありがとうございました。 ・BEEFに資料をあげてほしい。前回の内容を小テスト

するのをやめてほしい。 ・話に脈絡がなかったり、長々と補足を加えていく形で話して

いたため、もう少しわかりやすい喋り方をしてほしいです。 ・前藤教授の話し方が、一

文の最後のところ（述語）が聞き取りにくかった。講義で扱っている内容は面白いので、

もう少しばかり話し方に改善があれば際に良い講義になると思う。 ・プリントを廃止し

て、全部ビーフに載せて欲しい。 ・話し方がダラダラしていて、聞いていて分かりにく

い。 ・前回の授業内容をテストする仕組みは、振り返りにもなるし、改めて考えるの

で、記憶に残りやすく、理解が深まってよかったと思います。 ・最後のレポートが難し

かったです。 ・手元にスライドの資料などがあればより良かったと思う。 ・とても興

味深かったです。話もうまくて惹き付けられました。 ・質問ばかりで済ませるのではな



 

く、自分でよく考えることの大切さを教えていただいた。 ・非常にわかりやすいスライ

ド、説明でした。 ・スライドのプリントをカラーで配ってもらえるのはとても良かった

です。 ・今まで全く知らなかった生物の仕組みのことをわかりやすく教えていただきと

ても面白かったです。 

  



 

2020 年度総合教養科目（地球史における生物の変遷、生物の環境適応、人間活動と地球生

態系） 

 

5.自由記述（誤字脱字を修正するとともに、「特になし」などの記述は省いた。） 

 

課題が多かった。 ・課題が多すぎた。 ・オンラインでトラブルも考えられる中、きち

んと毎回授業を受けるのは当たり前なのに、課題の回答時刻などを厳密にチェックされる

のは、あまりいいものではないように感じました。授業自体はとてもわかりやすく、宿題

も考える意義のある面白いものでした。 ・課題が少し多かった。 ・授業の内容につい

てはとても興味深いもので面白かったのですが、実施方法についてはいくつもの問題点が

あったように思います。特に期末テストについては BEEFの状況も鑑みずにそのまま実施

したせいか、私の場合は当日テストを受けることができず、それに対して抗議メールを送

ったところ何も返信がなく大変困惑しました。特に指示もなく他の教科の教員との対応が

異なっていたので疑問を持ちました。 ・質問にしっかりと回答していただけてありがた

かったです。 ・最初はあまり興味がなかったが、授業ごとに面白さを感じていっ

た。 ・次にある実際に里山を見る授業を受けたかったです。 ・２回あった課題ではレ

ポートを書くためにいろいろなことを調べて、いい勉強になったように思う。講義内よう

が自分の興味があることばかりだったので毎回の授業が楽しかった。 ・生物を数式のよ

うな数学的目線から考えたことがなかったので新鮮だった。 ・文系の学生にも分かりや

すい説明をしてくださったので、生物の理解を深めることができた。質問にも対応して下

さり、雑学を交えた説明はとても分かりやすかった。 ・先生の生物に対する熱意が伝わ

ってきて非常に面白い授業であった。質問等に毎回答えてくれるのもよかった。今までで

一番面白い教養科目でした。 ・生物の誕生そしてその進化の過程、仕組みをまなぶこと

ができました。課題や次の授業の最初での課題の説明で前回の授業の重要な部分や、勘違



 

いしていたことなどを知ることができとても役立ちました。授業は神戸大学のオンライン

授業の指針にのっとったもので多方面に配慮がされており良かったです。 ・課題を通し

て生物の不思議さに触れることができた。 ・全体の流れははっきりとしていたが、説明

が自己完結しているような印象を受けた。もう少し学生のことを考え、聞きやすく話して

ほしい。とくに、説明を途中であきらめたり、矛盾を指摘しながら説明されていなかった

りすると、非常に困る。 ・スライドを残してほしい。 ・生物はやっぱり楽しい。課題

の内容もユニークで楽しかった。 ・とても面白かったが、やはりレジュメが欲しかっ

た。 ・スライドショーの内容がばらついていて、見にくいことがあったのでもう少しス

ライドを整理した方がわかりやすいかなと思う。 ・次のスライドに移るまでの時間があ

まりにも短く、必死に板書をしても内容の半分も書き取れないことが頻繁にあった。スラ

イドの内容を口で説明し終わったら即次に行くのではなく、もっと板書のための時間が欲

しかった。 ・生物を様々なテーマから学ぶことができ、毎回とても興味深く楽しかった

です。これからも学んだことを生かして、大学での勉学や研究に励みたいと思います。あ

りがとうございました。 ・生物の進化や成り立ちについてとても興味深い内容を取り扱

っていたので、とても楽しく授業を受けられた。課題の出し方も復習に加えて自分で考察

するためにとても有用な問題を出していた。 ・生物専攻である私にとっては、非常に興

味深い内容ばかりで勉強になりましたが、生物専攻でない人にとっては少し難しい内容だ

ったかと思います。 ・内容はなかなか難しかったですが、濃い授業で生物学への興味が

膨らみました。 ・質問への回答が丁寧でとてもよかったと思います。 ・毎週ワクワク

しながら取り組むことが出来た。 ・課題を beefへの入力で提出できるようにした方が

いいと思います。 ・レジュメを残していただけたのがありがたかったです。 ・スライ

ドの写真や動画がとても綺麗で興味深く、見ていて楽しかったです。 ・思っていた授業

内容とは少し違ったが、興味深かった。 ・楽しみながら講義を聞くことができ、より一

層興味が深まった。大事な点や難解な点は何度も繰り返し説明してくださるので、理解し

やすかった。 ・３Q 最後の日の授業のときに、多量の文を書かせるような課題を出し

て、当日中に提出しろというのはさすがに無理があると思います。 ・スライドには画像

が多用されていて、生物選択生ではなかった自分にもわかりやすい講義でした。とくに分

類学の分野に関しては文面だけでは伝わりづらいところも多い気がしましたので、画像は

大変助かりました。 ・zoomよりオンデマンド授業のほうが、だれることなく要点もまと

まっていていいと思いました。 ・専門分野外となるであろう授業内容だが非常に興味深

く、複雑な生物の関係を理解することができた。できればもっとリアルタイムで授業して

ほしかったです。 

  



 

2019年度共通専門基礎科目（実験科目以外）（生物学概論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、D2、

生物学各論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、D2、E1、E2） 

 

5.自由記述（誤字脱字を修正するとともに、「特になし」などの記述は省いた。） 

 

オムニバス形式で生物に関して多方面から学ぶことができたのでとてっもよかった。生物

のどの分野も興味深く、それぞれの分野において高校で生物をとっていなかった私でもわ

かりやすいよう工夫されていたので生物を学んでいないが大学から生物をやってみたいと

思う人にとってはとてもいい授業だと思った。 ・環境は多くの生物でできていることを学

んだ。また、調査に対する情報の重要性も知ることができた。生物を高校で学んでいなくて

も十分に楽しめる内容でよかった。 ・高校の授業では習わなかったことも学習できたため、

理解が深まりました。 ・遺伝子に関する説明がとても分かりやすかったです。 ・物理選

択の人にもわかるように、もう少し噛み砕いて教えてほしいです。 ・思っていたよりも難

しかったけれども、生物学のことをしっかりと学べてよかったと思います。 ・わかりやす

かった。 ・すごく良かったです。 ・テストが思っていたより難しかったです。 ・生物

選択とそうでない人でわけてみるのはどうでしょう。 ・教科書の進み方が飛び飛びなのが

少しややこしく感じました。 ・テストが難しすぎた。もう少し難易度を下げるべきだとお

もう。 ・面白かった。 ・生物は難しいです。 ・例えが分かりやすくて良かった。 ・

生物選択で無かった者に対しての生物学入門の授業をつくってほしい。 ・おもしろかっ

た。 ・授業が劇的に眠い。 ・高校の時とは違う書き方の部分があったので、しっかり復

習します。 ・高校で生物基礎しか履修していなかったがとてもわかりやすい授業で苦手だ

と思っていた生物も少し興味が出た。 ・生物選択ではないので難しかったです。 ・授業

はわかりやすく、また興味深かったです。しかしながら、成績評価の方法がテスト一回きり

の評価というのが厳しすぎます。学部的に単位を落とせないので、救済措置やテスト以外の



 

成績への考慮をしてほしいです。 ・スライドを使って、それぞれの授業で詳しく教えても

らいました。ありがとうございます。 ・先生の生物を好きだという思いが伝わってきて、

私もうれしくなる時があった。 ・難しいものを身近なものに例えるのが分かりやすかっ

た。 ・わかりやすかったです。 ・高校で学ぶことができなかった生物の知識について学

ぶことができました。ありがとうございます。 ・第 1クォーターに引き続き、しっかりと

取り組めた。授業プリントに図や写真が多く、分かりやすかった。 ・むずかしかったです。

生物未選択者に対しての生物学入門の講座を物理のように開講してほしいです。 ・出席点

も成績に加味して欲しい。 ・テストが難しかった。 ・色々な先生の話が聞けるのがおも

しろかった。 ・興味深かったです。 ・生物基礎までしか勉強してないので所々難しい部

分もありましたが、自分の知らなかった事に興味を持てた良い授業でした。 ・生物学でど

のようなことを学んでいるかを知ることができてよかった。また、高校で生物を履修してい

なくても学べたので助かった。 ・レジュメの印刷の方向を表裏逆にして欲しい。 ・教科

書図だけでなく文章も使って説明していただけたらもっと復習しやすいと思う。 ・ムービ

ーが楽しかった。 ・細胞や遺伝子など、ミクロな世界を学ぶことができて楽しかったで

す。 ・大学での生物学を学ぶ足がかりとなりそうで良かった。 ・スライドが早すぎてノ

ートが取りづらかったです。 ・面白い内容が多くて楽しく授業を受けることができまし

た。 ・生物は自分でも勉強しないといけないと思いました。 ・授業内容は生物を高校で

履修済みだったので特に苦戦はしませんでした。詳しい生命現象が知れて面白かったで

す。 ・もう少し易しいレベルにしてほしいです。 ・すごく楽しかったです。教室が広す

ぎて後ろの方の席だと板書が少し見にくかったです。 ・声が小さかったり、明らかに進む

のが早くて理解しきれない部分があった。授業スライドをもっと事前に公開してくれれば

授業をより深く理解できる。 ・よかった。 ・先生が最初に、「私の授業は速いです」と

おっしゃってはいましたが、確かに速かったです... ・板書の時間は少しでいいので設け

てくださるといいなと思いました。 ・内容は、大堂すぎない話も多くてとても面白かった

です。 ・中屋敷教授、石井教授ともに、とても興味深い講義をしていただき学修の意欲の

手助けになった。授業後に BEEFがアップされるのだが、授業前にあげていただけるとわか

らないキーワードなどを予習してくることができるので可能であれば早めにあげていただ

きたい。（授業の最後に小テストを行う以上変更しにくいかもしれないが、学生の学修のた

めにご一考いただければ幸いである。）講義中で重要な単語や事象をやさしく説明してくだ

さったり、学生の質問へ丁寧に返答していただいたので、とても良い印象を受けました。 ・

スライドの進行が速すぎる為に写すこともままならない状況です。それが改善できない場

合はせめて早めに BEEFにあげてほしいです。 ・中屋敷先生の生物学に関する授業は非常

に興味深かった。ただ話す速さが速すぎます。。。 ・テーマがかなり偏っていたため、自分

の知りたい話がまだ聞けていません。もう少し高校での学習とのつながりの見える授業だ

と嬉しいです。 ・授業の内容が毎回違うので面白い授業とそうでない授業がありましたが、

自分の興味のある分野(進化)があって良かったです。 ・難しい内容の部分もあったが、生



 

物学の面白さを感じることはできた。 ・石井先生の授業スピードが遅いです。 ・長いの

で、途中に問題を解かせるとか、休憩を挟むとして先生の好きな音楽をかけて想いを語るな

ど、とにかく目を覚まして欲しい。 ・参考になるおすすめの書籍を教えてほしい。 ・お

もしろかった。 ・よく分からない言葉も、何回か聞くうちに理解できるようになって良か

った。 ・生物と歴史などを絡めた内容が面白かった。 ・中屋敷さんもスライドにテスト

に出るマークを付けて欲しかった。早すぎてノートを取ると話が聞けないです。 ・高校で

は生物を選択していませんでしたが、とても分かりやすく面白い講義でした。 ・現状のま

までいいと思う。 ・声を大きくしてほしい。 ・マクロな生物学を中心に幅広く学べたの

で面白かった。 ・楽しく進化の分野を学べた。 ・よいです。 ・授業スライドには画像

が多く、分かりやすかった。 ・レポートの内容は授業の冒頭に伝えてほしい。 ・進化の

過程がよくわかりました。 ・生物の進化について理解を深めることができたと思う。 ・

授業内容は毎回新鮮で楽しく、意欲を持って受け続けることができた。 ・授業はわかりや

すく、興味深い内容だった。 ・レジュメに無いことなどを書き写すのに必死で先生の話を

しっかり聞くことができないことや、書き写しきれないことがあったので、レジュメにもう

少し情報を載せていただければありがたかった。 ・アロメトリーはとても興味深いもので

した。僕はフィットネスなどに興味があり、脂肪燃焼の際に理想的なのがウォーキング、と

いうものを聞いたことがあったのですが、それがエネルギーの効率を考えたものだった、と

いうことをこの授業で知れました。 ・テストの時資料持ち込み不可なのでなんともノート

がとりづらかった。 ・動画を進めるのが早すぎる。そんなに早く進めたいならレジュメに

文章も載せるべき。 ・高校で学習していた際に専門の生物をとっていなかったためついて

いけるか不安だったが、授業内容がとても分かりやすく、図もたくさんあったおかげでほと

んどを理解することができたのでとてもよかった。ただ、パワーポイントの板書がかなり量

が多くて間に合わないことが多かったので、板書が間に合わなくても後で復習して書くこ

とができるように BEEFに公開される資料の量をもう少し増やしてほしいです。 ・自分の

興味のある範囲であったこともあり、とても面白かったです。スライドの図を抜粋して、プ

リントにすることで、学習の助けになり、より理解することができたと思います。 ・もう

少し科学的な用語をかみ砕いて話してもらえればなお良かったです。 ・授業中に電気をつ

けたり、消したりされるのがとても嫌でした。 ・わかりやすかったです。 ・要点が分か

りづらく、レジュメを読んでも系統の整理がしづらい。 ・生物学を新たに化学の視点から

見つめることができたという点で非常に有意義であった。これからの専門科目等で活かし

ていきたいと思う。 ・スライドをレジュメにしたものの色がわかりにくいので、BEEF に

アップロードしていただけるとありがたいです。 ・内容としては生物学というより化学に

近いように感じたが、この視点からの生物学もまた新鮮であったので、受講して良かったと

思っている。 ・テスト難しいです！でも単位もらえたら全然構わないです！ ・もう少し

はっきり話すか、資料を配布するか最低でもどちらかはしていただきたい。何も聞き取れな

い講義では、自分で調べることすら難しい。 



 

板書がない。講義に面白味がない。 ・先生が何を言ってらっしゃるのか全然わからないの

でもう少しはっきり話していただきたいです。真剣に聞いていてもほとんど理解できない

しスライドの英語が多すぎてわからないので日本語にしてほしいです。授業が理解しにく

いのにテストはすごく本格的なのやめてほしいです。 ・日本語のスライドが欲しいで

す！ ・授業内容は難しかったが、専門知識がないと難しいエリアなどは図などがたくさん

あったおかげでわかりやすかった。最後の実験室での微生物観察はなかなか難しかったが

興味深くよかった。 ・質問を最後までビーフにあげてほしかった。 ・毎回授業の最後の

話も面白かったです。 ・様々な具体例を挙げながら説明してくださったため分かりやすか

ったし興味深かった。 ・プリントに図を入れてほしいです。 ・スライドが、分かりやす

かったです。予習と復習をしっかりしたいです。 ・人間の身体に関する、様々な話をして

くださってとても為になりした。毎回、授業が楽しみでした。 ・スライドの撮影を禁止に

するならもっと大きな字にして欲しい。前半分に座らないと絶対見えないし人数的に半分

は後ろに座らないといけないのでその人たちが全く見えません。 ・とてもわかりやすい授

業でした。履修してよかったと思いました。 ・レジメが端的で、物理選択には難しい。 ・

スライドの文字がいくら前の方の席に座っても見えづらく、特に小テストに出題される青

文字が見えづらく苦労したので、もう少し文字のサイズを大きくしてほしい。 ・できれば、

教科書が欲しかったです。 ・高校での学習を深められた。 ・とにかく字が小さすぎて見

えませんでした。前の方に座ってても見にくかったので後ろの方の人はもっと見にくかっ

たと思います。 

  



 

2020 年度共通専門基礎科目（実験科目以外）（生物学概論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、D2、

生物学各論 A1、A2、B1、B2、C1、C2、D1、D2、E1、E2） 

 

5.自由記述（誤字脱字を修正するとともに、「特になし」などの記述は省いた。） 

 

先生によって説明のわかりやすさにかなり差があると感じました。 ・興味をもちながら聞

けた。先生方の専門分野の話のときは詳しく教えてもらえるのも良かった。 ・基本的に高

校生物未履修の私でも理解できるように授業を構成してくださって非常にわかりやすかっ

た。 ・一つの分野に拘らず、多種多様な学びを深めれたと思います。 ・質問時間がもう

けられていてありがたかったです。 ・オンライン授業という形式に変わり、授業を受けて

いるという感覚がかなり減ってしまった。本来通りの講義形式でする場合は、講義室のとき

よりも生徒に発言をある程度促すような双方向性があってもよいのではないかと思う。 ・

どの先生もパワポや資料が見やすかったです。一部の先生ですが、出席をとる際に一人ひと

りマイクをオンにして声を出させるのは非効率だと思いました。 ・途中で毎週課題が A4

用紙何枚もあるような時期があったので、重い課題が続かないようになればいいと思っ

た。 ・課題の重さがバラバラだったので大変な時もありました。 ・オンライン授業だと

どうしても授業の途中にだれてしまうので、源先生のようにテーマとテーマの間で短い休

憩があるとノートをまとめたり、トイレに行けたりと気分転換ができるので、途中で一度休

憩があると良いと思う。 ・オンライン授業なので仕方ないことですが、毎回の課題が重か

ったです。でも、新たに学ぶことが本当に多く、とても興味深かったです。ありがとうござ

いました。 ・オンラインでの授業は、ネット環境やパソコンのトラブルがない限り喋られ

ている先生の音声の大きさを調整出来、質問がしやすいという点において良かったと感じ

た。 ・大学での対面授業を経験したことがないため、比較出来るのは高校との授業になっ

てしまっているが、再度動画を BEEFにアップして下さる先生もいらっしゃり、確認+復習す



 

るという場が設けられていたため効率よく学習することが出来た。 ・生物を履修していな

い自分ではどれだけ自主学習をしたとしても、なかなか内容を理解するのが難しかったで

す。もっと自主的に頑張っていこうと思いました。可能であれば、もう少し基礎的な部分の

解説も加えていただけると有難いです。 ・とてもわかりやすく例を用いて説明してくださ

りありがとうございます。しかし、105 分授業は少し長く感じたので途中で休憩時間がある

と助かります。 ・教材は高校でもやったような内容のものなのに、先生の授業での話がと

ても面白かった。今まで学んできたものも、さらに深く学ぶことができたと思う。 ・数分

間でも休憩を入れて欲しい。１０５分聞きっぱなしは集中力がもたない。 ・導入としてあ

げられる具体例がピンとこなかった。 ・私は生物を高校で選択していなかったため不安だ

ったのですが、単に覚えるだけではない理解する授業であったため復習後の定着も早かっ

たです。 ・その日の内容が理解できているか、確認テストなどをして欲しかった。 ・特

に困ったことはありませんでした。ありがとうございました。 ・スライドの空いたスペー

スにスライド番号を小さく書いて頂けるとありがたいです。 ・保健学科には生物選択の人

が多いので仕方がないとは思いますが、自分は物理選択だったため授業をほとんど理解で

きませんでした。レポート課題もとても難しかったです。これからはもっと予習復習をして

いきたいです。 ・高校の時に丸覚えしていたことや、曖昧にしか理解していなかったこと

を明確に理解することができました。また、授業中や授業後の質問タイムもとても楽しかっ

たです。 ・高校で生物を学習していたため、復習と発展的な知識を学習することができよ

かったです。 ・教授が工夫をして教えてくださっているのは伝わってきたが、あまり理解

できなかったところもあった。また、理解できていない割に自分で勉強をする時間も少なか

った。 ・物理選択者にとっては、少し内容が難しかったので、授業自体はよかったのです

がもう少し簡単に説明してもらえると嬉しいです。 ・授業は非常に興味深くおもしろかっ

た。けど、難しかったので、まだまだ復習が必要になると思った。 ・物理は選択者でなく

ても理解できるように工夫されていたがこの授業は生物未選択者にとって大事なポイント

がわかりにくく理解しがたくて不利を感じた。最初に選択しているしていないは受け付け

ないと説明されたが、あまりにも物理の授業とのわかりやすさのレベルが違った。 ・質問

に丁寧に答えてくださったのが嬉しかったです。 ・授業を聞いて理解をすることは難しく、

しっかりと予習する必要がありました。 ・例えが分かりやすく、内容が頭に入ってきやす

かったです。 ・ZOOM でのオンライン授業だったが、先生がカメラに向かって学生があた

かも前にいるような話し方とジェスチャーをしてくださっていたので、ZOOM の授業で唯一

先生の画面を大きくして参加していた。授業内容は、生物選択であったせいか知っているこ

とが多かったが、新しい研究や現象を違った目線で見るいい機会となった。また、先生が授

業内容をほかのものに例えて説明してくださったのがわかりやすく、より深い理解に繋が

ったと思う。先生が何度かカメラに向かって教科書を見せてくださったのですが、それがほ

とんど背景の合成の色になってしまった。 ・生物を今まで勉強してこなかったため、授業

内の説明で出てくる用語ひとつひとつの意味がそもそも分からないために話についていけ



 

ないということが多々あった。なにから勉強していけばいいのかが分からず自主学習が十

分にできなかった１Q の反省を生かして２Q・夏休みは周りにアドバイスも求めながら自主

学習にも精力的に取り組み遅れを取り戻していきたいと思う。 ・生物未学習者にもすごく

分かりやすく教えて下さるだけでなく、冒頭部分が毎度すごく印象に残りやすくて分かり

やすい話でよかったです。課題レポートに関して自分の生物の発表を利用したら S が取れ

ると書いてありましたが、物理選択者は生物の発表を全くしていないので、こちら側にも S

がもらえるチャンスがほしいと思いました。 ・毎回、授業の最初に今日何を学ぶのかを

様々な例を出して話してくださるので、授業に入っていきやすい。 ・高校のときとは比べ

物にならないほど、とても分かりやすい生物の講義だった。先生の話し方にとても引き込ま

れ、毎回楽しく真剣に授業を聞いていた。 ・配付資料にページ番号を振って頂けるとあり

がたい。 ・専門用語が多くても、例を提示していただけたので、とても理解しやすかった。

インターネット上の参考資料の探し方を少し教えてほしかった。 ・高校では物理選択だっ

たため、授業についていけるか不安でした。ある程度は理解できたと思いますが、試験は記

述式と聞いたため自信はありません。 ・先生が具体的な事例などを用いてくださったので

理解が容易でした。 ・生物選択だったのでさらに知識を蓄積でき、復習にもなってために

なった。 ・スマートフォンなど身近な物を例に取った授業だったので分かりやすかったで

す。今回は特別な状況でしたが、成績評価の方法を早い段階で教えて欲しかったです。 ・

質問のしやすい環境で多くの質問を聞くことができて良かったです。 ・教科書を用いる講

義が少ない中で、教科書を用いながら関連する図を指定してくださったため、視覚で理解す

ることができとても分かりやすかったです。 ・授業が面白かったです。 ・第 1クウォー

ターの時にも感じたのですが、高校の時はなんとなくで理解していた部分や覚えこんでい

た部分を論理的に理解することができたので、とても面白かったです。また、授業中に出て

くるキャラクターや有名人などの具体例が分かりやすくて、より納得しやすかったと思い

ます。 ・しっかりと予習復習をして授業内容を理解することができた。授業もわかりやす

く、非常に聞いていて楽しかった。 ・１Qの内容と関連していることも多かったので、１

Qに比べると授業の理解度も上がったように感じる。 ・毎回の授業前や授業後の生徒の質

問に対して丁寧に答えてくださっていて、すごくいい先生という印象だった。 ・先生が丁

寧に質問にも答えてくださるので、こちらも意欲的に参加しようと思える。生物がまたさら

に好きになった。 ・免疫の詳しい話が聞けたりして、おもしろくて良かったです。 ・今

まで高校で習ってきた生物とは違った側面からこの教科を見ることができて視野が広がっ

た。医療系の資格を取る専攻に入学したが、地球にとっての医療の意味をとても考えさせら

れた。また先生の話し方が授業に集中することにとても役立った。 ・授業内容を理解する

のに資料がとても役立った。 ・スライドに書かれていること以外の情報が多くて、聞いて

いてとても充実した授業だと思いました。 ・個人的ではありますが先生の話し方は抑揚な

どがあってとても聞きやすいため自然と理解度も高まりました。また授業後の質問会では

自分は質問していないものの他の学生の質問などで面白い話が聞けてよかったです。 ・こ



 

れまで高校で学習したことが大学の生物では呼び方が違ったり、あまり重要視されない項

目だったりと様々な発見がありました。今世界中で話題になっている新型コロナウイルス

について今回の期末レポートで調べることができて良かったです。 ・高校の時より進んだ

内容も学べて面白かった。 ・コロナのためオンデマンド方式の授業となってしまいました

が、授業の進め方やその日にするべきことなどが分かりやすく説明されていて、スムーズに

授業に取り組むことができました。内容も資料やスライドを使って理解しやすいようにさ

れていたので日ごとの内容をしっかりと理解することができました。とても分かりやすい

授業だったと思います。 ・高校では生物を履修していなかったが、それでもわかりやすい

授業内容で課題も取り組みやすく、わからないからやめようという状況に陥らなかったこ

とに驚いている。なおかつ生物に興味をもつようなトピックの選び方ですごいなと思った。

質問にもきちんと答えてくれて、１Qの中でもトップクラスに好きな授業だった。 ・生物

基礎をやったのが高 1の時だったので、ほとんど忘れていました。なので今回の授業は個人

的に難しかったです。 

先生方の優しさが伝わってきた！好きです。 ・オンライン授業のため、対面することなく

前期が終わってしまいましたが、生物の細胞内での様々な現象をかなり理解できるように

なりました。始めは果たして理解できるようになるのだろうかと少々不安でしたが、授業を

重ねていくうちに理解が進み、生物内で何が行われているのかを理解することができるよ

うになりました。 ・基礎的な内容から発展的な内容まで詳しく知ることができて、面白か

ったです。 ・担当教員の話し方が少し速く、進度も速かったのでついていくのに必死だっ

た。 ・基礎的なことから専門的なことまで幅広く教えていただいて、とても興味深く、楽

しい授業でした。この授業をきっかけにもっと幅広い視点で興味をもち勉強できています。

ありがとうございます。教えていただいたことを生かして、これからの研究に生かしたいで

す。これからもよろしくお願いします。 ・物理選択にも分かりやすく説明してくださいま

したが、でも難しかったです。 ・先生方の研究に関するお話を聞けて、大学のすごさを改

めて知ることができましたし、生徒の質問に必死に答えようとしてくださる生徒への思い

を実感することができ、内容の濃い授業でした。 ・高校時代に生物選択をしていない人に

対しての配慮もあって良かったと思う。ただリモートで自分しかいない空間でずっと集中

して聴けたかと言われると微妙だった。 ・授業中に使う簡単なアンケートが授業に参加し

ている感じがして良かったです。 ・途中休憩を入れてほしいです。 ・小テストの時間が

短すぎます。 ・どちらの先生も物理選択でもわかるように説明してくれていたのでよかっ

たです。 ・めっちゃおもしろかったです。でも、私は物理選択なので、自主学習が大事だ

と思いました。 ・先生方の研究分野の詳しい話はもちろん、それ以外の普段は聞けない研

究調査中のエピソードなどもきけて楽しく学習することができました。 ・物理選択者にも

わかる説明をしてくださってありがたい。 ・授業資料が一枚のスライドで４ページあった

のですこし字が小さく見づらかったです。 ・高校で習ったところも復習できた。 ・ブフ

ネラやプリオンなど、高校生物では学習しなかったことが学べたのでよかったです。 ・生



 

物の基礎から少し発展的なことまで学べて、とても勉強になりました。 ・もう少し物理選

択生に合わせる授業のほうがよいのではないかと思った。たとえば、基本的な語句の解説に

重点を置いたりすることや図解をもう少し多く入れることなどを考えました。 ・質問に真

摯に答えてくださる姿勢がとてもいいなと思いました。 ・生物の基礎から応用まで興味深

く学ぶことができました。丁寧に質問にも答えていただき嬉しかったです。ありがとうござ

いました。 ・生徒に質問スキルがないためか、論点がぼやけていしまい、質問に対する返

答が少しずれているといった印象もないことはなかったように思います。しかしながら、ど

のような質問に対しても一生懸命こたえようとしてくださり、またその場で答えられなけ

れば調べてくださって次週で紹介してくださるという、その熱意が素晴らしいと感じまし

た。最後の小テストは、D１に比べてＤ２はかなり簡単(知識ではなく話を聞いているかどう

か)になったように見受けられました。 ・投票が時々あることで気分転換にもなるのでも

っと取り入れてほしいと思いました。 ・小テストが難しすぎる。 ・面白かったです。 ・

留学体験など実地の体験を聞けたのが大きかった。これからの役に立ちそう。 ・仕方のな

いことだし先生も初めに言っていたが、高校で生物を履修した人には簡単すぎるところや、

生物を履修していなかった人には難しすぎるであろうところがあり、バランスがもう少し

改善されたら良いと思う。 ・どちらの先生も質問の時間を設けて、丁寧に説明してくださ

るのでとても助かりました。途中のアンケート形式のクイズとかがあって授業に参加して

る感じがあるのも良かったです。中屋敷先生の方でマイクなしに変わってましたけど、話な

がら後ろにもたれたりされるとマイクが音を拾わなかったり、急に音量が下がったりして

聞き取りにくいこともあったので、マイクセットを使われるか、常にマイクに近い位置で話

された方が良かったと思います。 ・この授業には期末試験がないため、事後復習をする気

があまり起きませんが、この授業をより有意義に活用するために授業を聞いて終わりでは

なく、その後の事後復習も大切にしていくべきだと感じました。 ・遺伝子組み換えについ

ての授業で、食用の遺伝子組み換え植物が日本で栽培されていないことを初めて知ったの

で驚いた。遺伝子組み換え植物は野生に出なければ、環境を壊さないし人体にも影響がない

ことを知っていたので育てられていると思ったからだ。人体に危険だという意見が世の中

に出回っているが、それを払しょくして育てることができれば、日本の食料自給率も少し上

昇するのかなと思った。 ・授業で出た質問への回答や小テストの答えを次の授業に言われ

ても覚えてないのでなるべく早くビーフに挙げて欲しかった。 ・ウイルスが感染拡大する

かどうかを調べたりする回が大変楽しかったです。今まで生物で数式を本格的に使って解

くという経験がなかったので、どの回も非常に新鮮でした。ただ課題がかなり難しかったで

す。あともう少し授業に双方向性があると嬉しいです。 ・自分的には課題が難しかったで

す。 ・生物学的な個体群などを、数式を用いて表現できることを知り、とても面白かった

です。ありがとうございました。 ・非常にわかりやすく教えていただいてよかったです。

オンライン授業によるデメリットは全く感じませんでした。 ・物理選択だったので、久々

に生物分野の勉強が出来、また数式を用いた課題では、生物の個体変動をこのように表記出



 

来るということに興味を抱いて取り組めました。 ・関心を持ってこなかった生物に関して、

課題を通して様々なことを調べて知識を増やすことができた。 ・数理モデルなどが、自分

の理解力が足りないために十分に理解できなかったので少し悔しいところはありました。

先生の説明はとても分かりやすいと思います。 ・課題について毎回、次の週までにフィー

ドバック(点数付き)をいただけると、自分の出来がわかって次の課題に取り組む前に改善

点が見え、やりやすくなります。また、オンライン授業では、音声が途切れるなどで不具合

が生じやすいため、オンデマンド授業にしていただきたいです。オンデマンド授業では、わ

からないところの説明を聞き直せるのでより理解が深まります。ご検討よろしくお願いし

ます。 ・素直に楽しかったです。２Qも楽しみにしています。 ・先生の熱意が様々なと

ころで感じられて、この講義が今受けている講義の中で１番好きです。 ・難しかったけど、

分かりやすく説明していただきました。 ・最初の数学的なところが難しく、理解するのに

手こずりました。 ・とても楽しかったです。課題を提出してから点数などのフィードバッ

クを見ることができるようになるまでの期間が長く、自分の授業への理解が合っているか

少し不安だったので、点数などのフィードバックをもう少しはやくしていただきたいで

す。 ・数理モデル等の内容は少し難しかったけど、触れる機会になってよかったです。わ

からないなりにも少しは理解できたかなと思います。第 1Qの授業の中で一番面白かったで

す。 

内容が一番好きな授業でした。 ・マクロ生物学が良く理解できたように思います。 ・内

容が難しく、課題が大変重たいので正直とても辛かった。 ・授業で説明を聞いても理解で

きないところが何度かあった。何がわからないのかわからないので、質問はできなかった。

また、数式の導入が中途半端で、完全な理解もできないので、数式はあまり入れないでほし

い。個人的に課題が難しいときがありストレスをかなり感じた。 ・課題が私にとっては難

しすぎる時があった。また自分なりに書いた答えが何点だったのかわからないことも不安

な要素だった。 ・内容はむずかしかったけど、おもしろかった。 ・数式などが少し難し

かったがついて行けたと思う。 ・感染症の実行再生産数や、個体群動態について、数式で

表せることが学べてとても面白かったです。また、生物の相互関係や進化の話も、高校生物

で現象自体は学んでいたものの、その具体例が知らなかった話があり、様々な研究の結果を

お話ししてくださるのがとても興味深く楽しかったです。授業前にいつもスライドを印刷

して、メモを取っていたので、できれば前日くらいにスライドを beefにあげて頂けるとあ

りがたいです。 ・難しかったですが興味深い内容が多かったです。 ・一番好きな授業だ

ったかもしれないです。 ・この授業を受けるまでは「植物」についてはあまり関心があり

ませんでしたが、植物のことを面白いと思え、色々なことを調べてみようとさせてくれた授

業でした。受講出来て良かったです。ありがとうございました。 ・少し音質が悪く、聞き

取りにくいときがあった。 ・授業内容がすべて興味深いもので、非常に面白かった。 ・

生物の環境適応や生存に最適な戦略について、摂食や性比などの観点から学ぶことが出来

て、とても面白かったです。ありがとうございました。 ・わからないところもありました



 

が、ほとんどの内容を理解できたと思います。スライドがとても分かりやすく作られていま

した。もう少し大きな声で話していただけると幸いです。 ・魚や植物の性、人の性比の問

題など、生物の根底に関わる性の仕組みを学べて興味深かった。 ・Webex Trainingを用

いるべきではないのでは、と思います。 ・いつもパソコンで入れなかった。 ・さすがに

難しすぎました。 ・生物多様性問題が深刻化していることを知った。正解がないからこそ、

命に関わる問題を扱うのは難しいことだと思う。 ・受講生全員に対して、特定の本を読め

というのは現実からかけ離れている。なんらかの資料を配布した方がいいと思う。 ・授業

のスライドが生徒に配布されていなかったので授業のスライドが有ればもっと勉強しやす

くなると思いました。また、課題の量がとても多く、大変でした。 ・課題が多すぎました。

また、あれだけの量の課題をやったにもかかわらず、単位が保証されないということがモチ

ベーションをさげてしまいました。 ・最初のほうの授業で、例年の定期試験の代わりだと

言って膨大なレポート課題を課され必死に遂行したが、ラスト二週になって急に定期試験

があると当たり前のように言われたのが不服だった。さらに成績評価がその試験がほとん

どで、レポート課題の評価を全然加味してくれないということで正直呆れた。 ・いつも授

業時間がオーバーするのは改善していただきたい。あと内容が高度すぎてついていけない。

後からでも見返せるように BEEFに授業で使った資料を載せてほしい。 ・課題に本を読む

ことを盛り込むのをできれば資料の提供などにしていただきたいと感じました。すべての

本を購入しようとするとかなりの値段になってしまうし、図書館で借りようにも全員が借

りることは難しいです。お手数をおかけする内容ですが何卒ご検討のほどよろしくお願い

いたします。 ・課題が無茶すぎた。生徒に対する思いやりが感じられない。課題をするに

あたって、みんなが平等に取り組めるような対策をとるべきだと思う。 ・課題が多すぎる。

なのに成績評価の１０％くらいにしかならなくて、テストも難しすぎるし、負担が大きすぎ

る。授業は定刻に始まらないし、何を話してるのかわからない。他にも授業や課題があるこ

とを考えてほしい。 ・課題の多さとテストの難しさが異常でした。あれだけの課題をまじ

めにやっても単位がないことがあるのが驚きです。 ・課題にはどの本を読むか正しく明確

に記載してほしい。授業が始まるのが遅れ、終わるのも遅いのはやめてほしいです。 ・チ

ャイムと同時に授業を開始してほしい。英語が多くていちいちわかりにくい。「哺乳類」く

らいは日本語で言ってほしい。 ・授業資料を BEEFにあげていただけないので、復習でき

なくて困る。ややこしい話が多かったので、授業時間内で理解しきるのは不可能である。 ・

課題が多すぎます。減らしてください。授業を時間通りに始めてください。延長しないでく

ださい。 ・ただ先生が一方的に話すという講義であり、ちょくちょく意味のわからない話

も挟むため、今、何について話しているのかがわからないことが多々あった。スライドを利

用し、どこについて話しているか明らかにした方がいいと思う。 ・仕組みだけでなく実際

の応用の話なども交えてくださったのでとても面白い授業だった。 ・高校の時に生物選択

だったこともあり、聞いたことのある内容が多かったが、英語での名称や、より細かい部分

などをしれて面白かった。 ・zoom での授業であったが、対面のように集中できる授業で



 

あったと感じます。対面でもあるのかもしれないのですが、講義のレジメがありどう進んで

いくのか分かり良かったです。 ・各論だったので、より体の中のことを具体的に学べたの

で良かった。先生のスライドとノートも分かりやすく、学習しやすかった。 ・授業のスピ

ードが少し速く、板書が間に合わないことが多々あった。もう少し、ペースを落として丁寧

に授業をしてほしいと思う。 ・自分たちが一般的にテレビなどで話されていて聞いた、体

に関する通俗的な話が生理現象としてその過程から理解できたことが楽しかった。ただ授

業スピードが速く、先生のスピードに理解と板書が追いつかないことがしばしばあっ

た。 ・対面でのテストは遠くて行くのが大変だった。対面テストに仕方なく参加できない

ひとと、対面で受けられる人の間にテスト内容の難易度の差があるのはよくないと思った。

対面でなくてもできる内容のテストだったので、オンラインのテストにしてほしい。 ・一

番最後の授業の話がわかりにくくて何を作文に書けばいいのかわからなかったです。伝え

たいことがたくさんあるのはわかったのですが、結論があまり見えてこなかったです。 ・

自分が今まで知らなかったことや、曖昧にしか知らなかったことに関して知ることができ

たので面白かったです。 ・高校の生物でした内容とかぶっているところがかなりあったの

で、もっと専門的な内容を学びたかったです。 ・全体的に生態系についての講義で、高校

時代に習った内容が多いかと思っていましたが、最近の話題についても話してくだっさた

ので、新しい知識を得ることができました。 ・生物学各論 C1 とは同じ生物でも内容が違

って、特に興味のある範囲だったので楽しく授業を受けることができた。生態系について調

べるレポートを通して様々な地球の現状を知ることができたことも楽しかった。期末の時

期に最終レポートがないことがとてもありがたかったです。 ・高校生物の内容だったため、

授業の新鮮味がなかった。授業に対する感想や質問へのフィードバックをしてほしい。 ・

出席により単位がもらえるというシステムが本当にありがたいです。４Qも引きつづきしっ

かり授業を受けようという気になりました。 ・テストの内容は理解できていたので、授業

内容も理解できていると思う。 ・毎回様々なことを学ぶことができて、とても有意義な講

義でした。ありがとうございました。 ・生物の内容に加え、先生ご自身のお話をお聞きす

るのが興味深いと感じました。 ・話し方が単調で聞いていて飽きてくる話し方でした。 ・

授業内容は興味深く面白かったが、スライドの文字数が多すぎて読みにくかった。もう少し

スライドをシンプルにしてほしい。 ・生徒からの質問に丁寧に回答してくださって良かっ

たと思います。 ・いろいろな種類の違う話を聞くことができて楽しかったです。 ・先生

の最後の授業を受けられて良かったです。 

 

  



 

2019年度共通専門基礎科目（実験科目）（生物学実験 1、2） 

 

5.自由記述（誤字脱字を修正するとともに、「特になし」などの記述は省いた。） 

 

スケッチの課題は写真があるので時代錯誤であり、必要ないと思う。 ・少しだけ動物に触

れるようになり、興味も少し持てるようになりました。 

 

  



 

2020 年度共通専門基礎科目（実験科目）（生物学実験 1、2） 

 

5.自由記述（誤字脱字を修正するとともに、「特になし」などの記述は省いた。） 

 

他の学生実験科目と比べても、生物学実験はかなり教員と学生の双方向のやり取りの場が

多かったのはよかった。実験科目の醍醐味である実験の体験ができず課題内容をイメージ

するのにも苦労したので、コロナ情勢が落ち着いたら、実験操作をできる場を設けていただ

きたいです。ご検討お願いします。 ・PDFのみ配布でレポートを退出する形式では、せっ

かくの「実験」科目である良さがなく、面白さにかけていた。また、複数のレポートの提出

期限が同じ日に設定されていることは私にとっては不便だった。ずっと自宅学修をしてい

るため、そのレポートにいくらでも時間を"かけることができる"状況が長く続くと、しんど

いと感じる時間を一人で過ごすためとても苦しかった。 

 


